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はじめに




　この本は、エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえあんてぃーく』（以下『るるいえあんてぃーく』）、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえはいすくーる』（以下『るるいえはいすくーる』）、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえばけーしょん』（以下『るるいえばけーしょん』）、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえばーすでい』（以下『るるいえばーすでい』）に続く第五弾となり、同じ探索者たちが活躍する続編となっています。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』についてもっと知りたいという方には、このシリーズの姉妹本である『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』という本も出版されております。入門の名にふさわしく『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』について一から解説しておりますので、興味のある方は、ぜひ、そちらもご参照ください。




　さて、今回はいつもの一話完結の短編シナリオではなく、『るるいえばけーしょん』のように三話を通じて、恐ろしい宇宙的事件にるるいえ堂の面々が挑むというキャンペーンシナリオとなっております。

『るるいえばけーしょん』では日本から太平洋、ドリームランドを経て、グアムへと探索者は冒険をしたわけですが、はてさて『るるいえとらべらーず』というタイトルの今シーズンでは、いったいどこを「旅(トラベル)」することになるのでしょうか？

　キャンペーンシナリオということで、『るるいえばけーしょん』のダゴン秘密教団のような宇宙的カルトが探索者の敵として現れます。

　謎のＮＰＣが探索者と行動を共にします。

　るるいえ堂や辰巳先生の過去の因縁もよみがえります。

　佐々原や睦ちゃんが、また不定の狂気に陥ります。

　そして、さやかちゃんはいつも通りヒロイン力を発揮します。

　そんな安定のるるいえ堂クオリティですが、全体的にシナリオの危険度はマシマシ。

　キーパーの計算では二割ほど危険が増しております。どんな展開になるかすべては探索者のアイデアとダイス次第なんてシーンが多く、このシーズンはキーパーも一緒にハラハラさせられました。




　では、前置きはこのくらいにして、るるいえシリーズの第五シーズンを開始するとしましょう。

　読み終えたあと、みなさんの正気度が残っていることを祈っております。

　イアイア・ハスター！

内山靖二郎










『プレリュード』




　大学教授、辰巳源吾郎は遠く離れた故郷を訪れていた。

　そこは秋田県と山形県の県境、鳥海山のふもとにある入滑(いるすべり)村という集落。

　ただし、もうそこには誰も暮らしていない。集落だった場所は湖の底に沈んでしまい、村人たちはどこか遠くに去ってしまった。そう……この世のつらさから、逃げるために。

　唯一残された村の名残である、田(た)通(どおり)家の倉。

　ここは辰巳にとって、悲しい思い出の場所である。

　この地には、親不孝をしてしまった母の墓参りと、一人の哀れな女性をしのぶために訪れたはずだった。

　ところが、辰巳はこの地で普賢堂という女性の言葉を思い出すことになる。




「宇宙的恐怖からは簡単に逃げられはしない……どれだけ時間がたとうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、恐怖はよみがえるもの」




　すべてに絶望した村人たちは、そのすべてを消し去るため、異形の神にすがった。

　そんな彼らが、神を呼ぶための舞台として用意した、九つの岩(モノリス)が消え去っていたのだ。

　いったい何者が、あの忌まわしい岩を持ち去ったというのか……？

　不吉な想像が具現化したかのように、辰巳の体を季節外れの冷たい風が吹き抜けた。

　やがてそれは、小さな氷交じりの吹雪へとなっていく。

　いくら東北とはいえ、まだ九月。これは異常気象どころではない。

　危険を察した辰巳は、倉の中に避難することにした。

　この倉の壁には、まるで護符のように古い本のページが無数に貼られている。これは魔道書とも呼ばれる、不思議な力を持った本のページであり、以前にも異形の神の御手から辰巳を守ってくれたことがある。

　ところが、外の吹雪が強まるにつれて、壁に貼られたページに変化が起きた。

　一枚……また一枚と、ページが凍りつき、まるで乾ききった枯れ葉のように、もろく崩れていく。

　ページが失われるごとに、倉に入り込む冷気が強くなってくるが、辰巳はただじっと寒さに耐えることしかできなかった。

　そして、いったいどのくらいの時間が経過しただろうか？

　いつしか、あれほど吹き荒れていた風の音が聞こえなくなっていた。

　体は凍え、意識は朦(もう)朧(ろう)としていたが、辰巳はなんとか自分を奮い立たせる。

　気づくと倉の壁に貼られた無数のページは、ほとんどが崩れ落ちていた。

　残されたのは、たった一枚だけ。中国語で書かれており、辰巳にはその内容は理解できないが、そこに記された「鬼歹老海(クィタイラオハイ)」という文字だけは、妙に心に引っかかった。

　辰巳は残されたページをはがして、ポケットに入れると、おそるおそる倉の扉を開いた。

　そこに見えた光景は、先ほどまでとはまったく違っていた。

　一面、氷と雪に覆われた、白銀の別世界。

　天候はすっかり回復して、夏の名残を思わせる強い日差しに照らし出されている。

　目もくらむ真っ白な輝きの中。凍りついた湖面に降り積もった雪の上に、ぽつりぽつりと残る足跡のようなものが見える。

　だが、それが足跡のはずはない……

　なぜなら、その足跡の間隔は数十メートルもあったのだ。

　もしも、これが何者かの足跡だとすれば、いったいそれはいかなる巨人が残したというのか!?

　しかし、辰巳は確信していた。

　なにか恐るべきことが再びこの地から起きようとしている。

　どれだけ時間がたとうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、宇宙的恐怖はよみがえるものなのだ。















































キャンペーン開始前夜




　昭和初期を舞台とした番外編を含んだ『るるいえばーすでい』もご好評をいただいて、「るるいえシリーズ」の第五シーズンの企画もスタートがかかった。

　さて、毎度のことだけど、今度のテーマはどうしようかとボクは悩む。

　予想以上に好評だった番外編を、またプレイしてみるのはどうだろうか。

　戦国日本を舞台としたソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ 比叡山炎上』を使って、るるいえ堂のメンバーを戦国時代の探索者にコンバートするのはとても楽しそうだ。

　けれど、大きな一つの事件を連作シナリオで解決するタイプのキャンペーンシナリオも、またプレイしてみたい。渋谷やハチ公といった、実在の土地や歴史をネタに使った番外編が好評だったのだから、それを現代モノにするのもいいだろう。

　実を言えば、そうした現実と虚構を混ぜ合わせたテーマのシナリオというのは、ボクの大好物でもある。そして、このリプレイに協力してくれているプレイヤーたちも、そうしたシナリオは大好きなんだ。

　ここはひとつ、第五シーズンのタイトルは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえとらべらーず』（以下『るるいえとらべらーず』）として、るるいえ堂のメンバーに日本中を旅してもらうようなキャンペーンシナリオに挑戦してみようか。

　以前のキャンペーンシナリオ『るるいえばけーしょん』は、意図的にハリウッド風の派手な冒険モノといった感じにしていた。けれど、今回は日本が舞台なのだから伝奇モノにして、日本の歴史や風習、オカルト的な発想を積極的に取り込んでいきたいね。

　あと、この時期、ボクは日本のカルトを紹介するソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ（エンターブレイン刊）』の仕事もしていたので、せっかくだからカルトが登場するシナリオにしようとも思っていた。

『るるいえばけーしょん』のときもそうだったけど、連続したキャンペーンシナリオの場合、全編を通じてのわかりやすい敵役といったものを設定して、「こいつの陰謀を阻止しなくては！」という状況にした方が、探索者のモチベーションを維持しやすい。

『るるいえばけーしょん』では、その敵役としてダゴン秘密教団を登場させたけど、今度はどんなカルトがいいかなぁ？

　ただ、その前にちょっとひっかかっているのは、睦(むつみ)ちゃんの正気度なんだよね……。

　前シーズンで正気度回復の出目が悪すぎて、なんと彼女の正気度ポイントは30にまで落ち込んでいる。奇しくも、それは第一シーズンで見事に正気度がゼロになってしまった京(みやこ)と同じ数値。これは実に不吉だねぇ。

　とはいえ、睦ちゃんの正気度を見て、手加減するのもおかしな話だよね。

　それにキャンペーンシナリオなんだから、最終話はやはり派手なイベント──すなわち、正気度がガリガリと削られるイベントを発生させたいものだ。

　むしろ、睦ちゃんの正気度がゼロになっても仕方がないとプレイヤーたちに納得させるような、そんなインパクトのあるイベントを用意しないといけないだろう。

　けれど、これはなかなかのプレッシャーだぞ。

　やっぱり『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』における最大のイベントは、大いなる神格との遭遇だよね。これに勝るインパクトは、ボクの技量では難しい。

　じゃあ、いったいどんな神格と遭遇することになるのか──そこが決まらないと、なかなか先に進めないな。

　神格を登場させる。

　カルトを敵役とする。

　つまりは、その神格の招来を企んでいるようなカルトがあるものがいいってことだね。

　さて、そんな条件に合うカルトで、『るるいえとらべらーず』の敵役とするのにふさわしいものは──「よし、これだっ！」と、ボクは思いついた。

　いつもならば、ワンポイントスケッチでそのカルトの解説をするところだけど、これについてはキーパーの思惑も説明しておきたいので、ここで解説しておこう。

　でも、当然、それはリプレイに登場するカルトのネタバレになる。もちろん、カルトの正体や、登場する神格を知っていてもリプレイは楽しめると思うけど、何も知らないで探索者たちと同じ立場で楽しみたいという人もいるだろう。

　そう思う人は、ここから先は読むのをやめて、「探索者の非凡な日常風景」に進んでね。




　──いいかい？　ここからネタバレだよ？




　いろいろ考えた結果、ボクは『るるいえあんてぃーく』の第三話に登場した、探索者たちとも因縁深いハスターと、ハスターに縁の深いイタクァをキャンペーンの神格に選んだ。入滑(いる すべり)村を凍りつかせたハスターが再び招来されようとしているとなれば、辰巳(たつ み)先生をはじめとした探索者たちは、必死になってそれを阻止しようとするだろう。

　そして、ハスターを信仰するカルトとしては、『クトゥルフカルト・ナウ』でも紹介されている「黄色の印の兄弟団」を選ぶことにした。

　この黄色の印の兄弟団というのは、ハスターを信仰している謎の集団だ。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』においては、ややマイナーなカルトなので知らない人も多いだろう。

　その目的は、ハリ湖に幽閉されているともいわれているハスターを解放することなんだけど、不思議なことにミ＝ゴと敵対関係にあるらしい。

　テレパシー術や独自の毒ガス技術に長けており、カルトのメンバーは世界各国にいるようだけど、中には人間なのかさえ怪しいモノもいる。

　意外と世俗的なところもあるダゴン秘密教団とは対照的に、今回はえたいの知れない連中であることを強調しようかと思う。

　だけど、あまりえたいの知れない連中だと、ビジュアルとしてイメージがつかみにくい。

　そこで、ボクは黄色の印の兄弟団たちの共通イメージとして「黄色のコートを着ている」というビジュアルを押していこうと思った。ついでに、黄色のコートつながりで、「黄衣(こう い)の王」をシナリオに組み込むとしよう。黄衣の王とは、戯曲「黄衣の王」の中に登場するハスターの化身の一つだ。この黄衣の王の戯曲が、日本を舞台としたキャンペーンでどのように演じられるのかは、本編を読んでのお楽しみだ。

　あと、そんな黄衣の王の使者ともいわれる、蒼白の仮面も登場させてみたいものだね。

　最後に、黄色の印の兄弟団がミ＝ゴと敵対しているというのは、ボクとしては面白い設定だと思っていた。この設定もうまく生かせたらいいなぁ。




　さて、神格とカルトが決まったら、いよいよ第一話の作成だ。せっかくのキャンペーンの第一話なんだから、インパクトのあるイベントからスタートさせたいね。

　そこで、ボクは探索者それぞれに導入イベントを用意することにした。みんなで一緒のときに事件に遭遇するより、一人のときの方がハラハラが増すからね。あと、これは日本の各地で、なにか宇宙的な陰謀が始まりつつあるというのを探索者に予感させるためでもある。

　むしろ、第一話では、これからなにかが起きようとしていることを探索者たちに伝えることに専念するために、事件自体はあっさりとしたものにしようかな。

　どうしてもキャンペーンの第一話は、その時点では意味のわからない伏線情報が多く出てくるから、あまり凝ったシナリオにすると、プレイヤーがどの情報が今回のシナリオの解決の鍵なのかで悩んでしまうんだよね。

　だから、第一話は、まずは情報の提供と、重要ＮＰＣの顔見せに専念。

　第二話は、中継ぎのアクション系の派手な展開。

　そして、第三話は、すべての情報がつながり合って、いよいよ神格が現れようとしている土地へ赴く……。

　今回のキャンペーンでは、こんな感じの構成にしようかな。

　あとは、どんなところをシナリオの舞台にするかだけど……これは、ボクが最近、旅行したところにするとしよう。

　これだと取材しないでいいから、楽でいいよね。

　さて、るるいえ堂の探索者たちに、どこを旅してもらおうかな？




















探索者の非凡な日常風景




　第五シーズンが開始される日。いつものように誰か遅刻するかと思っていたのだが、珍しくプレイヤー全員が時間通りに集合した。これは幸先の良いスタートだと思っていたら……。




睦(むつみ)：ダイスどころか、筆記用具さえ忘れてきちゃいました。なんと、ゲーム中に机に置くようなものは、なにも持ってきていないという……。

佐々原(さ　さ　はら)：じゃあ、いったい今日はなにをするつもりで来たの!?（笑）

睦：むーっ、なんでしょうか……？

キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：みんな、ボケボケの睦ちゃんに、鉛筆とダイスを貸してあげてちょうだい。

さやか：では、いつも私が空手キックで使っている、高目の出る６面ダイスをどうぞ。

睦：正気度を減らすときに高目が出るのは嫌なんだけど……。




ＫＰ：さて、睦ちゃんのゲームの準備が整ったところで──え～と今度の第五シーズンは『るるいえばけーしょん』のように連続した３本のシナリオで構成された、キャンペーンを楽しんでもらおうと思っている。シナリオの時期は、10月初旬、るるいえ堂のある東京では、ようやく秋が来たかなぁと思う頃だ。

さやか：『るるいえばーすでい』の第三話はいつくらいの話でしたっけ？

ＫＰ：そのへんは、またヨグ＝ソトース様にむにゃむにゃとしてもらうので、例によってさやかちゃんは高校二年生をやっているよ。前回のシナリオから、半年以上が経過しているので、みんなには「幕間での成長」で５回の経験ロールをさせてあげよう。

睦：むーっ、それですよ。ここで技能を90％以上にして正気度回復をしないと駄目な気がします。

辰巳(たつ　み)：確か、睦くんの現在正気度は30だったよな？

佐々原：むったんが、京(みやこ)ちゃんみたいになっちゃう！

睦：現在85％の〈回避〉が90％になるまで経験ロールを続けるしかありません。

佐々原：今回のキャンペーンでのお勧め技能はなんですか？

ＫＰ：みんなそれなりに成長しているから、特にこれといったものはないけど……大切なのは正気度かな？

辰巳：そんなことはわかっている！（笑）

睦：コロコロ……コロコロ……コロコロ……コロコロ……むむ～っ、全然成長しません～！（泣）

ＫＰ：成長する確率は15％しかないからね。

睦：最後の１回です。コロコロ……むはっ、やった。成長しました。これで１Ｄ10で５以上が出れば……。

佐々原：むったん、頑張って～！

睦：借りたダイスですが念を込めて、むむむっ。コロコロ……「９」です！

全員：おお～～～～～～～～～～～～っ！（拍手）

ＫＰ：睦ちゃんは自分の身のこなしが達人の域に達したことを実感したことで、自分に自信を持つことができたわけだ。正気度を２Ｄ６回復させていいよ。

睦：本当に大事なのは、ここからなのです。せめて９は出したいところ。

佐々原：なに言ってるの。12しかありえないよ！

睦：神様、お願いします。祈りを込めて、むむむ～～～～～っ、コロコロ……「５」でした。現在正気度は35。

全員：うう～～～～～～～～～～～～～ん!?

ＫＰ：微妙な数字だねぇ。低くはないけど、ようやく得たチャンスの結果としてはどうかと。

睦：でも、これでだいぶ違いますよ。今回はなんとかなりそうな気がします。




　シナリオが始まる前から、探索者たちは神頼みをしたり、一喜一憂したり、クライマックス並みに盛り上がっている。辰巳先生と佐々原も、技能を90％にして正気度を回復させようとしたのだが、そうそううまくいくものではない。貴重な成長のチャンスを無駄に消費するだけとなった。

　一方、正気度に余裕のあるさやかちゃんだけは、〈図書館〉や〈心理学〉といったお役立ち技能を少しずつ成長させている。これが勝ち組の余裕なのか？




ＫＰ：今回のキャンペーンは事件が始まってしまうと、ずっとそれを追い続けるような展開となるから、第一話だけでも、おのおのの探索者の日常シーンを描写していこうと思う。

佐々原：ほうほう、わざわざそんなことを言うなんて珍しいですね。

ＫＰ：平凡な日常があってこそ、宇宙的恐怖に巻き込まれる非日常も際立つというものだ。

佐々原：いいですねぇ、日常系クトゥルフって。事件なんか必要ないんですよ。むったんや、唯(ゆい)花(か)ちゃんとキャッキャッウフフしているだけで十分ですから。

ＫＰ：まずは、辰巳先生の導入からやっていこうか──




　その内容は、巻頭のプロローグを参照してもらおう。ちなみに、辰巳先生は入滑(いるすべり)村で巨大な足跡を目撃した恐怖体験により、正気度が２ポイント減らされており、現在正気度は48となった。




辰巳：ひ、ひどい目に遭ったぞ！

佐々原：どこが探索者の平凡な日常ですか、どこがっ!?

ＫＰ：（華麗にスルーして）次は睦ちゃんだな。時期的には、辰巳先生のイベントの一週間くらい前に起きたことで、残暑厳しい季節だと思ってくれ。君は新宿都庁のそばにある新宿中央公園にいる。どうしているかは自由に決めていいよ。有名ホテルでランチを楽しむつもりでもいいし、公園を散歩しているでもいい。

睦：女子高生がホテルでランチはぜいたく過ぎるし、くたびれた大人ばかりの新宿中央公園を散歩しても居心地悪いだけなので、スケッチでもしていることにしましょう。公園の木々と摩天楼の対比を描く……みたいな？

ＫＰ：では、新宿中央公園の西側がいいだろうね。都庁やヒルトン東京、ハイアットリージェンシーなどの高層ビルが立ち並んでいて、これぞ大都会といった感じだ。まだ夏の面影を残す太陽の下で、睦ちゃんがスケッチをしていると、公園の入口に気になる人物がいる。

睦：どんな人ですか？

ＫＰ：半袖でも平気なくらいの天気だというのに、黄色いコートを着て、頭にフードをかぶり、ずっと公園の入口のところで微動だにせず立ち続けているんだ。

睦：黄色いコート……？　変だとは思いますが、さすがに声を掛けたりはしないでしょう。チラチラ気にしながらスケッチを続けています。

ＫＰ：やがて、公園の入口近くに成田空港からのリムジンバスが停車する。大きな荷物を持った日本人たちに混ざって、複数の外国人が降りてくる。みんなバックパックを背負った普段着で、なんだか観光客らしい華やかさがないね。性別、年齢、人種はさまざまでまったく統一感がないのだけど、みんな降りると、無言のまま例の黄色いコートの男の周辺に集合する。ただし、みんなバラバラの方向を見て、じっと立っているだけだ。

睦：怪し過ぎる……宇宙からの電波でも受信しているんでしょうか？

ＫＰ：バスから降りた外国人は９人。全員がそろうと、誰が合図したわけでもないのに、背中の荷物から黄色いコートを取り出して着込んでいく。

睦：ええ～～っ、みんなおそろいのコートなんですか!?

ＫＰ：いや、素材やデザインは違うね。ただ、申し合わせたように、色だけ黄色なんだ。コートを着て、フードをかぶると、９人みんな同じように見えてくる。

さやか：ストリートパフォーマンスみたいなものでしょうか。どこかで撮影しているとか？

ＫＰ：そんな様子もなく、彼らはバラバラの方向に歩き去って行く。結局、終始無言のままだったな。ただ、睦ちゃんが気にしていた、最初の黄色いコートの人物はまだそこに立っている。睦ちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：なんかこちらを見ているような気がするね。

睦：む～～っ、なんで私の方を見ているんだろう。フードの奥の顔はわからないんですか？

ＫＰ：ここからでは見えないな。もっと近寄ってみないと。

睦：むむむ～っ、じゃあ、スケッチを終えてさりげな～く通り過ぎる感じで、フードの中をのぞいてみます。

佐々原：見ちゃうの、むったん!?

睦：だって、ここで少しでもキャンペーンの犯人の正体に近づいておけば、あとの探索が楽になるかもしれないし。

ＫＰ：では、睦ちゃんがスケッチブックを抱えて、その怪人物の横をすれ違うとき、フードの奥には──

睦：奥には……？（ゴクリ）

ＫＰ：その人物の顔全体に、大量の小さな白いウジ虫が群がっているのが見えた。それはまるで、蒼白の仮面をかぶっているかのよう。しかもそのウジ虫はそれぞれなにかを形作ろうと蠢(うごめ)いていた。そう……無数のウジ虫はその人物の顔に、無数の醜悪で悪意をまき散らす、不気味な小さな顔を形作っていたのだ。ウジ虫によって無数の顔が浮かび上がる、おぞましい仮面をつけた人物を目撃した睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ！

睦：む～っ、やっぱり私もやらされるんですか。コロコロ……やった、成功しました。

ＫＰ：成功しても１ポイントの正気度を喪失する！

睦：せ、成功しても正気度が減るなんて……そんな恐ろしいモノが、昼間から新宿中央公園なんかにいないでください（泣）。

辰巳：それって、深きものよりも怖いってことだよな……。

さやか：かなり不気味でしたよ。苦手です、こういうタイプ。

睦：１ポイント減らして、現在正気度は34となりました。

ＫＰ：睦ちゃんがショックを受けている間に、黄色いコートの男は顔を伏せて、その場を立ち去ってしまう。もちろん、追いかけることも可能だけど……どうする？

睦：いやいやいやっ、ここで震えていますよ。あんな正体不明な相手、一人で関わり合いたくありません！




ＫＰ：お次は、佐々原の番だな。君はいま、なんらかの理由で北海道の新(しん)千(ち)歳(とせ)空港にやってきている。

佐々原：やっぱり取材旅行ですかね。函(はこ)館(だて)の五稜郭(ごりょうかく)とか。そして、当然、唯花ちゃんとも一緒なのです。

さやか：なぜ一緒っ!?

佐々原：いいじゃない。個別導入なんですから、そのへんはうまく誘ったのです。

ＫＰ：まあ、いいだろう。唯花が一緒ということは、彼女のお手伝いさんである智(とも)美(み)も一緒ということだね。

佐々原：そうなりますね。三人で函館から札幌まで、取材を兼ねて自動車旅行をしていました。

ＫＰ：その旅行の帰り、新千歳空港で羽田行きの便を待っているといった感じでいいかな。時間は夕方だ。

佐々原：了解です。唯花ちゃんと一緒に空港でお土産を物色しています。「なにか欲しいものはあるかな？」

ＫＰ：北海道土産といえば、白い恋人と、ガラナがいいね。ボクは大好きだよ。

佐々原：キーパーには聞いていません！

ＫＰ：ところで、君と唯花が空港のあちこちを散歩していると、黄色いコートを着た集団がぞろぞろと連れだって歩いているのを目撃する。

佐々原：あの連中、北海道にも来ていた!?

ＫＰ：いや、プレイヤー情報だけど、これは睦ちゃんのイベントから二週間くらいたった時期だと思ってくれ。

佐々原：東京で用事を終えて、今度は北海道に来たって感じなのかな。まあ、あんな連中、ボクはまったく気にしないんですけどね！

さやか：え～っ、むったんみたいに様子を見てきてくださいよ～！

佐々原：嫌だよっ。勘弁してよっ！

ＫＰ：佐々原の反応ももっともだから、ここはスルーして、羽田行きの飛行機に乗ったということでいいかな。

佐々原：窓際の席を唯花ちゃんに譲って、みんな並んで座っています。

ＫＰ：では、羽田空港まで、おおよそ１時間40分のフライトだ。しばらく飛行したところで、機体は乱気流にでも巻き込まれたのか、激しく揺れだした。乗客たちも不安そうにザワザワしているね。

佐々原：唯花ちゃんと智美姉さんを落ち着かせています。

ＫＰ：唯花は心配そうに窓の外を見つめている。もう日は落ちてしまい、外は薄暗い。時折、窓の外を白い雲がふわっと通り過ぎていく。そんな外の様子を見ていると、佐々原は向こうから光が二つ接近してくるのに気づく。

佐々原：ええっ、飛行機ですか!?

ＫＰ：わからない。ただ、それはぐんぐんこちらに近づいてきて、やがて飛行機のすぐ横を通り過ぎていく。佐々原は〈アイデア〉をしてくれ。

佐々原：なにも気づきたくないなぁ。コロコロ……成功です。

ＫＰ：その二つの光を見た佐々原は、あれが飛行機の航空灯などではなく、なにか別のモノであると直感する。なぜなら、光の背後には大きな人の形をした黒い影が見えたからだ。そして、二つの光は、ちょうどその巨人の目にあたる部分に輝いている……なぜか佐々原は、その光がずっと自分の方に向いているような気がしてならなかった……さあっ、不幸にも光の正体に気づいてしまったのならば、佐々原は覚悟して〈正気度〉ロールをしてくれ！

佐々原：ひどすぎますよ～！　コロコロ……よっしゃ、成功！

ＫＰ：成功しても正気度は１ポイント喪失する。

佐々原：なんなの？　なんなの、このひどいイベントは？　現在正気度は52になりました。

睦：闇に浮かぶ巨人と、二つの光……なんだか、とてつもないものが日本に来ているような気がしますね。

ＫＰ：けど、その巨人とすれ違った途端、乱気流は収まったようだ。機内にはホッとした空気が流れる。

佐々原：ふ～っ、ぶつからないでよかった。

ＫＰ：機内アナウンスのスイッチが入る音がした。機長からなにかの説明があるのだろうと、乗客たちは一瞬静かになって、その言葉を待つのだが……機内に流れたのは、機長らしき人物の叫び声であった。「あれは人の形をしていた……あの二つの光は、やつの目だったんだぁぁっ!!」

佐々原：機長～～っ!?（泣）

辰巳：お客様の中に、精神分析医はいらっしゃいませんか。機内に急病人が発生しました！（笑）

佐々原：ええい、ボクが治療してくる！

ＫＰ：いやいや、さすがにそれはまずいだろう。キャビンアテンダントは佐々原に席に着くようにお願いしてくる。

佐々原：「こう見えても、ボク、精神分析の心得があるんです！」

辰巳：はた目から見ると、乗客が錯乱しているようにしか見えないな（笑）。

ＫＰ：まあ、落ち着け。すぐに放送は副操縦士に代わって、乗客を安心させるようなアナウンスが流れる。

睦：だとしても、乗客は気が気じゃないですよね（笑）。

ＫＰ：そんな恐ろしいアナウンスを聞いた佐々原は、もう一度、〈正気度〉ロールをしてくれ（笑）。

佐々原：なっ、なんで、ボクだけ二度も……コロコロ……ううっ、失敗です。

ＫＰ：まあ、これは宇宙的恐怖との関係は薄いので、失敗しても１ポイントしか喪失しないよ。

佐々原：現在正気度は51になってしまいました。

さやか：でも、すごい面白そうなイベントでよかったじゃないですか。こんな経験、なかなかできませんよ！（笑）

佐々原：二度としたくないよ！




ＫＰ：最後は東京のるるいえ堂にいる、さやかちゃんの導入だ。時系列的には、睦ちゃん→辰巳先生→佐々原→さやかちゃんという順番でイベントは発生しており、このイベントは10月初旬となる。さて、どんな感じの導入がいいかな？

さやか：るるいえ堂にいるということは、やっぱり店番をしていると思いますけど──

ＫＰ：暇だったら、友達の千香とかを呼んでもいいよ？

さやか：いやいやっ、誰かを呼んだら恐ろしいことに巻き込んでしまいそうなので、ひとりでいることにします。お客さんも来ないので本でも読んでます──って、魔道書じゃあありませんからね！

ＫＰ：ふむ……では、さやかちゃんが相変わらず暇なるるいえ堂の店番をしていると、なんか背中と足元が寒くなってくる。どこからか冷気が入り込んでいるようなんだ。

さやか：「隙間風でも入っているのかな……暖房をつけようっと」

ＫＰ：そんなものじゃあすまないくらいの冷気だ。まるで冷蔵庫から漏れ出てるかのような、外の空気よりも温度の低い冷気なんだ。これはちょっと異常な感じがする。

さやか：うううっ……おかしいとはわかっていても、調べたくないよぉ。

睦：さやかちゃんって、一人だと急に弱気になるよね（笑）。

さやか：みんなの、あんなひどい導入を見せられたら怖くもなりますよ。これのどこが日常シーンなんですか！

ＫＰ：（華麗にスルーして）まるで凍(い)てつくような冷気は、どうやら店の二階から漂っているようだ。冷気は部屋の空気よりも重いので、階段を伝って下りてきているわけだね。

さやか：二階……るるいえ堂に二階なんてあったんですか？

ＫＰ：一階は、店と居間と台所と倉庫。二階は蘭(らん)弗(どる)叔父さんの私室となっており、店番をしているさやかちゃんもめったに二階へは上がったりしない。

さやか：蘭弗叔父さんの私室……ごくり。

佐々原：なんだかすごいものがありそうだね。

さやか：叔父さんの秘蔵の品が冷気を出しているとかでしょうか。ううっ……仕方ないので、警戒しながら二階へ上がってみます。

ＫＰ：さやかちゃんは、ミシリ、ミシリときしむ、店の階段を上っていく。階段は冷気にさらされ、とても冷たくなっており、一段上るごとに身がすくむようだ──

さやか：なんでバイト先の階段を上っているだけなのに、そんな怖そうな描写をするんですか～（泣）。

ＫＰ：やはり、冷気は蘭弗叔父さんの部屋を区切る、ふすまの隙間から漂っているようだ。

さやか：蘭弗叔父さんには悪いですが、部屋に入って、冷気の元を探してみます。

ＫＰ：蘭弗叔父さんの部屋は、純和風の書斎だ。使い込まれた書き物机と、やたらと年代物の本と、世界各国の専門的な辞書が収められた本棚があるだけの整頓された部屋だね。そして、冷気の元はすぐにわかる。なにしろ、押し入れのふすまには、冷気のせいで真っ白に霜が降りているのだ。

さやか：いったいなにが入っているんでしょう。おそるおそる開けてみます。

ＫＰ：上の段には、ありふれた布団が畳まれているのだけど、下の段には長方形の大きな黒い木箱が入っている。縁などは金属で補強されており、衣類や調度品を運んだり、保管するために使われていた、いわゆる長(なが)持(もち)という箱だね。ただし、箱の表面には、寒い朝の車のフロントガラスのようにびっしりと霜がついている。

さやか：「なんでこの箱……凍っているの……？」

ＫＰ：さやかちゃんが不思議に思っていると、なんと箱の中からかすかに女性の声が聞こえてくる。

さやか：ええ～～っ!?

ＫＰ／謎の声：「全部凍りついてしまう……蘭弗さん……早く私を殺さないと……」

さやか：蘭弗叔父さんの名前を呼んだ!?

佐々原：これって蘭弗叔父さんが女性を監禁しているってことじゃないですか？（笑）

ＫＰ：そして、箱は内側から開けられようとしている。凍りついたふたから、パラパラと氷が崩れて──

さやか：うっ、上から押さえます！

ＫＰ：へっ!?

さやか：出てこないように押さえます！（きっぱり）

ＫＰ：お、押さえるの？（予想外の行動過ぎるぞ）

さやか：だって、絶対になにかまずいものが出てくるはずですよ！

ＫＰ：え、えーと、では、内側からふたをぐいぐいと押し上げようとしているけど。

さやか：こちらもぐいぐい押します。

ＫＰ：（駄目だ、さやかちゃんは本気で出さないつもりだ）すると、しばらくしてピタリと箱のふたは押し上げられなくなった。

さやか：「と、止まった……どうしよう？」

佐々原：どうしようって、普通はこれって中から謎の美女が出てくるっていう展開なのでは？（笑）

辰巳：それを閉じ込めてしまうとは、なんと斬新な展開（笑）。

さやか：冷気を吹き出している箱から出てくる人なんかと、一人で会いたくありません！

ＫＰ：これでさやかちゃんの個別の導入は終わりだから、ここからはみんな好きに合流していいよ。

さやか：あれっ、終わっちゃった（笑）。

睦：〈正気度〉ロールさせられなくていいなぁ～！







るるいえ堂の二階に眠るもの




　冷気を放つ長持を前にして、さやかちゃんは頼りになる探索者仲間たちに招集をかけて、状況を説明した。

　それにしても、まさかあそこでふたを閉めるとは……予想外だったなぁ。




佐々原：「さやかちゃん、箱の中から女性の声が聞こえたって……中に誰かいるってことじゃないか！」って、すぐにふたを開けますよ！

さやか：せっかく閉じ込めたのにっ！

辰巳：いや、いくら怪しくても、人の声がしたのに放置はまずいだろう。

ＫＰ：長持のふたはあっさりと開く。そして、中にはひとりの女性が眠るように横たわっているのだった。古びた着物姿の二十代前半らしき、長い黒髪の美しい女性だね。

佐々原：すぐに外に出してあげます！

ＫＰ：佐々原が彼女の体に触れると、まるで氷のように冷たいことに気づく。
















佐々原：さやかちゃんが閉じ込めたりしたから、凍死しちゃったんじゃないの!?

ＫＰ：彼女の体を調べてみたいのなら〈医学〉でどうぞ。

佐々原：コロコロ……失敗です。辰巳先生、彼女の診断をお願いします。

辰巳：よし、任せておけ。コロコロ……わっ、失敗した。油断してた！

ＫＰ：まあ、辰巳先生は医者並みの技能を持っているから、医者の常識としてはわかるんだけど、とりあえず死んでいるわけではなさそうだ。ただし、〈医学〉に失敗したので、これがいったいどんな症状なのか、どのように治療してあげればよいのかはわからない。

辰巳：「うむむっ……こんな症状は、ワシも聞いたことがない」

佐々原：とにかく布団に寝かせてあげましょう。あと、部屋を暖かくします。

さやか：救急車を呼んだ方がいいでしょうか？

睦：長持に女の人が閉じ込められていたとか説明したら、蘭弗叔父さんが逮捕されちゃう！（笑）

辰巳：彼女を診断したときに、なにか所持品など、身元のわかるものを持ってはいなかったか？

ＫＰ：なにも持っていないね。彼女の着物はかなり古びており、粗末な綿製のものだ。いまどきこんな着物はあまり売られていないだろうね。

さやか：長持に、なにか身元がわかるものとかは入っていませんか？

ＫＰ：まず、長持の横側に古い荷札が貼られてあるのを見つけられる。内容は、１９３４年３月に函館から東京への船便に乗せられたというものだ。

さやか：１９３４年というと……るるいえ堂が開業したばかりの頃ですか？

睦：『るるいえばーすでい』の第二話が１９３３年だったはずだから……開店直後だね。

さやか：そんな昔から、この長持はるるいえ堂に置かれていたのかな？

ＫＰ：あと、この長持は、なにかを収納するためのものというよりは、彼女を寝かすためにあつらえたかのようだ。内側には綿の入ったクッションが敷き詰められている。もっとも、彼女の着物同様に古びているんだけどね。

睦：『ジョジョの奇妙な冒険』第三部冒頭に出てきたＤＩＯの棺桶みたい。

ＫＰ：うん、実はこの長持には、閉めたら内側からしか開けられないような独特の鍵がついている。

睦：我(われ)々(われ)は……この箱に見覚えがある……このブ厚い鉄の箱を知っている！（笑）

佐々原：変な箱ですね。なにか細工の特徴からわかることはないでしょうか？

ＫＰ：じゃあ、〈生物学〉と〈機械修理〉を両方ロールしていいよ。

佐々原：〈生物学〉って、なんですかそれは。コロコロ……コロコロ……〈機械修理〉だけ成功です。

ＫＰ：この箱の鍵は仕掛けは独特で、開けた状態で金具を調節することで、中からしか開けられなくしたり、外からしか開けられなくしたりできるようになっている。いったいどんな目的で作られたのかはわからないけどね。

佐々原：中に閉じこもったり、誰かを閉じ込めたりできるということですか。

ＫＰ：佐々原は箱の構造を理解したので、いつでも金具の調節をすることが可能だよ。これは大事なことだから、どこかにメモしておくように。

佐々原：えっ、そうなんですか。えーと、じゃあ、探索者シートに「金具の調節ができる」……っと（メモメモ）。

ＫＰ：話はそれたけど、長持の中をよく調べても、めぼしいものは見つからなかった。ただ、長持の底──彼女が背中をつけていた部分だけど、その部分だけクッションがボロボロともろくなっている。

辰巳：どういうことだろうか。慎重に取り除いてみよう。

ＫＰ：すると、クッションの下に白く浮かび上がる奇妙な模様を発見する。辰巳先生は〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：なんだろう。コロコロ……成功した。

ＫＰ：この模様が白いのは、この部分だけが極低温を維持しており、霜がついているからだ。長持全体の温度は、さやかちゃんが発見したときに比べて、普通の温度に戻っているのだけど、この部分だけはずっと冷気を放ち続けているのだった。クッションがもろくなったのも、この極低温にさらされ続けていたからだと思われる。これは明らかに科学的な説明が不可能な現象であり、そのことに気づいてしまった辰巳先生は〈正気度〉ロールをしてくれ。

辰巳：「ばかな……いったいどんな原理で……」と、コロコロ……うっ、失敗だ。

ＫＰ：失敗したら、正気度を１ポイント喪失する。

辰巳：うーむ、この冷気を放つ模様と、入滑村の異常気象は関連あるのだろうか？

ＫＰ：おっと、入滑村のことと重ねて考えるのならロールの必要もなく、辰巳先生はこの模様に似たものを見たことがあることを思い出す。プレイヤーもこの印には見覚えあるんじゃないのかな？（印のイラストを渡す）
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辰巳：これは黄色の印か？

睦：いや……なんかこれって鏡に映ったみたいに反転していませんか？

辰巳：黄色の印を焼き付けたみたいになっているということか。むっ……黄色の印というと、『るるいえあんてぃーく』の第三話で長(なが)竿(さお)くんが入滑村で発見したことがあったな。

さやか：そうでしたっけ？

辰巳：るるいえ堂に、ビヤーキーが忍び込んで盗んでいっただろう。

さやか：ああっ、そんなことありましたね。変な鳴き声で私を攻撃してきたんでした。

辰巳：「この異常な冷気と、黄色の印らしき模様……入滑村の消えた庭石と関係しているのだろうか？」

佐々原：「なんですか、その消えた庭石というのは？」

辰巳：「実は入滑村に墓参りに行ったところ、かくかくしかじかな経験をしてね……」

睦：「辰巳先生は、この女性に見覚えはないんですか？」

ＫＰ：そう言えば、彼女はどこか辰巳先生の初恋の人であり、ハスターの元に去っていった、田(た)通(どおり)サトに似ているような気がする。

辰巳：なんだと……？

ＫＰ：一度、そう感じてしまうと、辰巳先生はその考えを振り払うことができなくなるよ。

辰巳：なんと、やはり入滑村と関係があるのだろうか……いったい彼女は何者なんだ？

睦：その消えた庭石についての手掛かりはないんですか？

辰巳：おっと、そうだった。実は寒波に襲われたあと、近隣の住人から「渋(しぶ)沢(さわ)運送」という運送業者のトラックが何台も入滑村に向かっていったという情報を得ていたのだった。

佐々原：渋沢運送ですか……インターネットで検索できますか？

ＫＰ：ロールの必要もなく見つかるね。東京都世田谷区三軒茶屋にある、建設資材や土木関係の運送業者だ。

佐々原：だったら、庭石のような重いものを運ぶのも得意でしょうね。

ＫＰ：セルフクレーンという小型のクレーンを搭載したトラックを所有しており、そういった重量物の運送もしているようだな。

辰巳：どうもこれは宇宙的事件の予兆のような気がする。彼女を病院に預けるのは気が進まないな。

さやか：蘭弗叔父さんの私室に、彼女に関する日記とか記録とかないんでしょうか？

ＫＰ：それを調べるのなら〈図書館〉だね。ただし、るるいえ堂の記録まで調べようとすると、かなりの量があるから、調べ終わる頃には夜になってしまうよ？

辰巳：眠っている彼女の具合を見ながら調べものをするというのでちょうどいいんじゃないのか？

睦：そうですね。蘭弗叔父さんの私物をあさるのは気が引けますけど……。

ＫＰ：じゃあ、みんなで〈図書館〉ロールをしてちょうだい。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：うーん、残念ながら、この長持についての日記や記録は見つからなかったね。

さやか：ありゃりゃ……空振りでしたか。ところで、蘭弗叔父さんには連絡取れないんですか？

ＫＰ：相変わらず音信不通だね。外国に行っているのか……もっと、遠くに行っているのか……。

さやか：まったく、あの叔父さんは……。

辰巳：それで、眠っている女性に変化はないのか？

ＫＰ：そうだね、なにか変化がないか気をつけていたので、ロールする必要もなく、少しだけ体温が上がったことに気づくことができるよ。といっても、ようやく気温くらいになった程度だけどね。

睦：むむ～っ、少しだけど回復しているってこと？

辰巳：〈医学〉に失敗してしまっているので、なんとも言えないが……体温が戻っているのは良い傾向だな。




　謎の女性のことは気掛かりであったが、夜も更けてきたので、さやかちゃんと辰巳先生がるるいえ堂に残って彼女の看病（？）をするということで、この日は解散となった。



◆むったんのワンポイントスケッチ「黄色の印」

　どうも、好きなマークはマタニティマークな日野睦こと、むったんです。

　黄色の印というのは、グレート・オールド・ワンであるハスターに縁の深い印で、とても強い力を持つとされています。『るるいえあんてぃーく』の第三話では、入滑村にハスターを招来するためのキーアイテムとして使用されました。

　ハスターの信者以外が所持するのは、とても危険とされており、ロバート・Ｗ・チェンバースの『黄衣の王』（創元推理文庫）に収録されている短編小説「黄色の印」でも、この印が悲劇を生みます。

　ただ、この黄色の印はよく知られているものとは少しデザインが違っているようですね。むーっ、なんでなのでしょう？









蘭弗叔父さんは泥棒？




　翌朝になっても女性は眠り続けている。

　体温はほんの少しずつ平温に戻りつつあるが、その回復速度からして、しばらく目を覚ますことはなさそうだと辰巳先生は判断する。そこで辰巳先生は京を呼んで、彼女の様子を見てもらうことにして、佐々原と一緒に渋沢運送へと向かうことにした。

　一方、さやかちゃんと睦ちゃんは女子高生らしく、真面目に御(み)津(つ)門(かど)学園へと通うのであった。




ＫＰ：まずは渋沢運送の方から処理していこうか。なんの変哲もない住宅地の中に、三階建ての灰色のビルが立っていて、渋沢運送という小さな看板が出ている。一階はガレージと乗務員の詰め所。二階が事務所で、三階は住居となっているようだ。昼間なのでトラックは出払っているようだけど、一台だけ残っていて、乗務員らしき人が暇そうにタイヤを洗っていたりする。

辰巳：まずは事務所にあいさつしてみるか。しかし、依頼主の情報なんか話してくれるのかな？

ＫＰ：二人が事務所を訪ねると、事務員らしき中年の男性が応対する。ひょろっと痩せた、愛想の良い男だ。事務員にしては派手なシャツを着ており、高級そうな腕時計をつけている（ここで〈心理学〉ロールだな）。

佐々原：なんでしょうか、キーパーがロールをしていますよ？

ＫＰ：コロコロ……（さすが、るるいえ堂の交渉要員だな。二人とも成功だ）えーと、二人はこの男が、さりげなく腕時計を見せびらかしていることに気づく。よっぽど自慢の時計なのだろう。

佐々原：お高い時計なのでしょうか？

ＫＰ：〈知識〉の５分の１か、〈値切り〉でロールしていいよ。

佐々原＆辰巳：コロコロ……失敗。

ＫＰ：金ぴかの時計だから高そうだけど、実際の価値はちょっとわからないな（成功すれば、これが偽ブランド品であることがわかった）。

辰巳：やけに金回りが良さそうだな。もしかして、例の庭石を運ばせた連中からリベートをもらっているのか？

佐々原：怪しいですね……。

辰巳：とはいえ、まずは正攻法で名刺などを出しながら、正直に交渉を開始しよう。

ＫＰ：すると、事務員も名刺を差し出す。小(お)津(づ)文(ふみ)彦(ひこ)という名前で、この会社の課長らしい。小津は辰巳先生の名刺を見ると、「おや、やっぱりあの辰巳先生でしたか。テレビで拝見いたしましたよ」とか、食いついてきた。

佐々原：さすがは辰巳先生。これで交渉しやすくなったかも。

辰巳：「いや……お恥ずかしい。最近は研究に専念するため、テレビ出演の方は自重しておりますが」

ＫＰ／小津：「そんな辰巳先生が、うちのような会社に何の御用で？」

辰巳：「実は私の故郷である東北の入滑村に墓参りに行ったところ、村の知人の庭石が御(おん)社(しゃ)のトラックで運ばれたようで……もしも、村に縁故のある方の依頼でしたら、同郷のよしみでお会いしたいと思っているのです」

ＫＰ／小津：「なるほど、なるほど。しかし、お気持ちはよくわかるのですが、それは取引先の個人情報となりますからねぇ」

佐々原：うーん、やっぱり正攻法では無理そうですね。

辰巳：「でしたら、依頼された方に、私が会いたいと伝えてもらうだけでも結構なのですが？」

ＫＰ：「それなら問題はないかな……ふーむ、どうしましょうかねぇ」と、小津はなんだかもったいぶった口調で思案している。

辰巳：なんだ、こいつは……？

佐々原：賄賂をよこせ、みたいな？

辰巳：そういう裏の手が通じる相手ならば、それなりの対応方法があるが……。　

ＫＰ：とか言っていると、女性事務員がコーヒーを運んでくる。

佐々原：「あ、おかまいなく……」

ＫＰ：続いて、後ろから初老の男性が入ってきて、「小津くん、ちょっといいかね」と呼び掛けている。すると、小津はビクッとして「社長、すみません」と、なにやらヒソヒソ話をしている。

佐々原：もちろん〈聞き耳〉してみますよ。コロコロ……成功です。

ＫＰ：「仕事の話でもないのに、ダラダラと応対しているな」と、注意されているみたいだ。

佐々原：あちゃあ、悪いことしちゃったな。

ＫＰ：そして、社長が代わりに応対をしてくれるのだが、小津とは違って、「そうした話は受けられない」と、きっぱりと断られてしまうね。ちょっと堅物な感じで、手強そうな社長だ。

辰巳＆佐々原：むむむ～～っ。

ＫＰ：社長は二人に「まあ、コーヒーでも飲んでいってください」と、京都のぶぶ漬け食べていけみたいに、暗に帰れと言ってきている。

辰巳：しょうがない。ここはコーヒーをいただいて、いったん退散しよう。

ＫＰ：だったら、ここで二人は〈幸運〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……成功です。

辰巳：コロコロ……失敗だ。

ＫＰ：失敗した辰巳先生がコーヒーを飲み干すと、そのカップの底に白くモゾモゾと動く、小さなウジ虫のようなモノを発見するのだった。〈正気度〉ロールをどうぞ。

辰巳：なっ、なんだ、これは！　コロコロ……よしっ、成功だ。

ＫＰ：じゃあ、正気度は喪失しない。辰巳先生がカップを凝視していると、さらにテーブルにぽとりと同じウジ虫が落ちてきた。

辰巳：天井を見てみるぞ！

ＫＰ：天板の隙間に、数匹のウジ虫がモゾモゾと這い回っているのが見える。

佐々原：この上になにがあるんですか!?

辰巳：「社長、天井に虫がいますよ！」と告げて、顔色を見てやろう。腐乱死体でも隠しているのかも。

ＫＰ：社長は「わっ、これは失礼しました。ネズミの死骸でもあるのでしょうか。業者を呼んで掃除させましょう」と、普通に謝っているね。（コロコロ……〈心理学〉は成功か）辰巳先生が見たところ、本気で驚いている様子だ。

辰巳：なんなんだ、この虫は。よく調べてみるぞ。

ＫＰ：だったら〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功した。

ＫＰ：このウジ虫だけど、よく調べてみると口にあたる部分がない。すなわち、これは生物ではなく、白くてブヨブヨと動く、ウジ虫状の未知の物質であることがわかる。そんなおぞましい事実に気づいてしまった辰巳先生は〈正気度〉ロールだ！（笑）

辰巳：立て続けにさせてくれるなぁ。コロコロ……よし、今度も成功！

ＫＰ：ダイスの調子がいいようだね。成功したら正気度は喪失しない。

佐々原：これって、むったんが新宿中央公園で見かけた、黄色いコートの男と重なりますね。

睦：顔がウジ虫に覆われているようだったってやつね。

佐々原：やっぱり、なにかつながりが……あの黄色いコートの連中が、庭石を運ばせた依頼主なのかな？

辰巳：これが宇宙的なウジ虫というのなら、これ以上、大事にしない方がいいだろう。ややこしくなるだけだ。

佐々原：ここは出直しですかね……。

辰巳：社長に追い出される前に事務所を出るが──そうだ、ガレージの乗務員にも、ちょっと話を聞いてみるか。入滑村に仕事で行ったという乗務員はいないかな？

ＫＰ：すると、たまたまその仕事を担当した乗務員がいるよ。

辰巳：では、さっきの小津のときのように、同郷の知り合いかもしれないと、依頼主のことを尋ねてみるぞ。

ＫＰ：乗務員はその客のことをよく覚えているようだ。現地にも同行したそうだけど、まだ残暑の時期だったというのに、黄色いコートを着た変な人物だったという。

佐々原：おっと、重要な話ですね。こっちから情報が得られたのか。

辰巳：「ほうほう、それで庭石はどこへ運送したのですかな？」

ＫＰ：辰巳先生に言われて、乗務員は入滑村の仕事のことを思い出そうとするのだけど、だんだんと様子がおかしくなってくる。「あれ……なんだったっけ……なにか恐ろしいものを見た気がするんだ。あれは……白くて、ウジがわいていた……まるで、あれは蒼白の仮面……ぎゃあああ！」と、突然、頭を抱えて、錯乱したように地面を転げ回るのだった！

辰巳：「いったい、どうしたんだね!?」と、とにかく〈精神分析〉で落ち着かせよう。コロコロ……成功した。

ＫＰ：ところが、辰巳先生が精神分析をしても、彼は正気を取り戻さない。この乗務員の様子を見た二人は、〈精神分析〉ではなく〈クトゥルフ神話〉の方をロールしてもらおうかな？

さやか：〈クトゥルフ神話〉って、いったいどんな症状なんですか!?（笑）

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、二人とも乗務員の症状の原因はわからなかった（成功していれば《記憶を曇らせる》という呪文の影響であることがわった）。

佐々原：とにかく、これは救急車を呼んだ方がよさそうですね。

ＫＰ：この騒ぎを聞きつけて、事務所から社長がやってきたよ。「いったいなんの騒ぎだ!?」と怒っている。

辰巳：うむむ……結局、大事になってしまったな。




　このあと、いったい乗務員になにが起きたのか問いただす社長をなんとかごまかして、辰巳先生たちは渋沢運送を逃げるように立ち去った。ただ、帰り道、車を運転する佐々原は〈目星〉に成功して、渋沢運送近くの路地に、黄色いコートの人物をチラリと見かけたような気がしたのだった。




佐々原：まるで監視されているような……いったい何者なんでしょう？

ＫＰ：一方、御津門学園の女子高生チームだけど……なにかしたいことはあるのかな？

睦：休み時間に、新宿中央公園で出会った、あの黄色いコートの男の似顔絵を描いておきたいんですけど。

佐々原：なんでそんなものを!?（笑）

睦：これからも出てきそうだから手掛かりになるかなって。

ＫＰ：（妙なことを考えるなぁ）だったら、〈芸術（絵画）〉でロールをどうぞ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：睦ちゃんは、あの不気味な男の姿を描くのに没頭してしまう。思いの外、筆が進むため、夢中になって描いていると、美術部の先輩に声をかけられる。「日野さん、何を描いているの!?」

睦：「あっ、先輩。これはちょっと……」って、なんて説明したらいいのやら。

ＫＰ：「日野さん、どうしちゃったの。こんな気持ちの悪い絵……」と、先輩は青ざめた表情をして、睦ちゃんを見つめている。これまで睦ちゃんは、人にそんな目で見られた経験はない。それはまるで睦ちゃんがこれまで宇宙的恐怖に向けてきた、おぞましいモノを見る目と同じものであった。

睦：むむ～っ、先輩にそんなふうに見られるなんて、ちょっとショック！

ＫＰ：それもそのはずだ。筆を止めて、われに返った睦ちゃんは、目の前のスケッチブックに自分の作品とは思えないほどに、不気味でおぞましい白く蠢(うごめ)く仮面をつけた男が描かれていることに気づく。この絵から感じられる恐怖、そしてそれを自分が描いたという事実に、睦ちゃんは〈正気度〉ロールをしなければならないのであった！

睦：「えっ……これが私の絵なの……」と、コロコロ……むはっ、失敗です。

ＫＰ：だったら、正気度を１ポイント喪失する。ただし、そのスケッチは非常に出来がよいので、十分に手掛かりになりそうだよ。せっかくだから、装備欄に所持品として記録しておいてね。

睦：なんてひどい……ただ、絵を描いていただけなのに……。

ＫＰ：こうやって、宇宙的恐怖に魅入られた芸術家は狂信者への道を歩むのさ。

さやか：私はチカぽんたちと一緒に、楽しそうにお昼ごはんを食べてますよ～！（笑）

ＫＰ：では、そちらはキャッキャッウフフしながら、女子高生の日常シーンが展開している。

睦：この差はいったい……。

ＫＰ：いや、どう考えても自業自得だろう（笑）。




　渋沢運送から戻った辰巳先生たちは、御津門学園にさやかちゃんたちを迎えに行って、るるいえ堂へと帰ることにした。その途中、コンビニまで食事を買い出しに行っていた、京を発見する。




ＫＰ／京：「すみません、辰巳先生。お昼までは、我慢できたんですけど……おなかが空いてしまって」

辰巳：「いやいや、こちらこそすまないね。それで、彼女の具合はどんな感じかね？」

ＫＰ／京：「体温は少しずつ上がっているようですね。あと、血の気も戻ってきたような気がします」

佐々原：そろそろ目を覚ますかもしれませんね。るるいえ堂に急ぎましょう。

ＫＰ：では、みんなはるるいえ堂に到着したのだけど、ここで全員〈目星〉をしてもらおうかな。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：二人はるるいえ堂の戸の鍵が壊されていることに気づく。これは〈鍵開け〉ではなく〈機械修理〉によって強引にこじ開けられたといった感じだね。

さやか：また、誰かが忍び込んでるの？　るるいえ堂って、いろんな人に狙われすぎ！

辰巳：うむむっ、二階で眠っている女性を狙っているのか？

さやか：どうします、踏み込みますか？

佐々原：周りに路上駐車をしている不審な車とかあります？

ＫＰ：うん、レンタカーが近くに路上駐車されているね。人は乗っていないみたいだけど。

佐々原：じゃあ、ボクは自分の車で待機して、もしも犯人に逃走されたら尾行するようにします。

さやか：得意の〈忍び歩き〉で私だけ様子を見に行ってもいいけど……。

辰巳：いや、ここは一刻を争う場面かもしれない。ゆっくり忍び歩きをするより、戦闘力のある、さやかちゃんと睦くん、そしてワシの三人で踏み込んだ方がいいだろう。

さやか：了解です。では、なるべく静かに、急ぎつつ、店の中に入ります！

ＫＰ：店に踏み込んだところで、三人は〈聞き耳〉をしてくれ。

さやか：コロコロ……成功したのは、私だけですね。

ＫＰ：さやかちゃんは一階の奥──商品倉庫のある方から、「ひえっ」という女性の悲鳴のような声が聞こえた。

佐々原：「ひえっ」って……なんですか、その萌(も)える悲鳴は？　ボクもそっちに行けばよかった！（笑）

さやか：なにを言っているんでしょうね、この人は……「むったん、倉庫の方から声がしたよ」と言って、声のした方に突撃します。

睦：私もついていきますよ～！

辰巳：じゃあ、ワシは二階に行って、あの女性の安否を確認してこよう。

ＫＰ：さやかちゃんたちが倉庫に突入すると、狭い窓から逃げ出そうとしている若い女性を発見する。

睦：逃がしません。むんずと引っ張ります。

ＫＰ：ここはＳＴＲの抵抗表ロールかな。いくつのＳＴＲまで成功なのか教えてくれる？

睦：コロコロ……ダイス目は「16」が出たので、その人のＳＴＲが21でも成功しています（笑）。

ＫＰ：では、睦ちゃんの剛力によって、その女性は「むぎゃ」と悲鳴を上げて、あっさりと引っ張り戻される。

佐々原：「ひえっ」とか「むぎゃ」とか、さっきからなんなんですか。その萌える悲鳴は!?

ＫＰ：その女性は見たところ二十代前半で、スリムジーンズに、体にフィットしたニットセーターと動きやすい格好をしている。体のラインがよくわかる服装のせいか、大きい胸が強調されているように見えるね。それ以外は普通の女性で、あまり泥棒をするようには見えないな。

佐々原：まさかの巨乳キャラ！　早くっ、早く、ボクを呼んでくれ！（笑）

さやか：（佐々原を無視して）胸が大きくても容赦はしません。いえ、むしろ厳しくなります。「いったいここでなにをしているんですか！」と、逃げ場をふさいで、その人に強く詰め寄ります。

ＫＰ：すると、「わっ、私は〝黄色の印の守り手〟なのよ！」と、彼女は大声でわめく。その名前を聞いた二人は〈クトゥルフ神話〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……失敗です。「なにそれ？」

睦：コロコロ……私も失敗。「さあ……なんだろうね？」

ＫＰ：二人が〝黄色の印の守り手〟という言葉に無反応だと、その女性は「あっ、いまのはうそです。ごめんなさい、ごめんなさい！」と、あわてて取り消した。

さやか：佐々原さんじゃないですけど、なんだか私にも彼女がかわいく見えてきました（笑）。

睦：むーっ、るるいえ堂のキャンペーンでは珍しいタイプのＮＰＣですね。なんか扱いにくいです。

辰巳：……ところで、二階の眠っている女性に変化はないのだろうか？

ＫＰ：まったくないね。彼女は相変わらず穏やかに眠っているし、部屋に誰かが荒らしたような形跡もない。

辰巳：彼女が目的だったわけではないのかな？　よし、ワシも一階のみんなと合流しよう。

佐々原：だから、そろそろ、ボクも呼んでくださいよ～！（泣）




　佐々原の懇願を受けて、探索者たちは全員合流して、捕らえた女性を取り囲むことにした。




さやか：「聞きたいことはいろいろあるのですが……まずはここになにをしに来たんですか？」

ＫＰ：その問いかけには、その女性は厳しい表情をして「あっ、あなたの店だって悪いのよ。戸(と)蒔(まき)家の家宝を盗み出したりして！」と、反論してくるのであった。

さやか：「盗み出した？」

ＫＰ／女性：「この店の嘉(か)多(た)蘭(らん)弗(どる)という人が、ウチの先祖の家宝を盗んだのよ。証拠だってあるんだから！」

さやか：「蘭弗叔父さんがそんなことするわけないけど……いったいなにを盗んだっていうんですか？」

ＫＰ／女性：「だから、戸蒔家の家宝よ！」

さやか：「もっと具体的に……」

ＫＰ：すると、彼女は「黄金……だと思うけど……」と、なんだか自信なさそうに言葉を濁している。

辰巳：もしかして、盗まれた家宝がなんなのか知らないのか？

佐々原：「その証拠というのはどんなものなのかな？」

ＫＰ：そう言われると、彼女は一枚の古びた紙を取り出した。手帳かなんかの切れ端に書かれた、言づてのようなものだね。内容はこのようになっている（メモを渡す）。




……………………

◆蘭弗の手紙




　函館港へ内密に船の手配。戸蒔のコガネの運搬を願いたし。

昭和九年三月二十三日　嘉多蘭弗

……………………




佐々原：昭和９年というと……西暦何年ですか？

ＫＰ：１９３４年だね。

辰巳：あの長持の荷札に書かれていた年だな。もしかして、戸蒔のコガネというのは、彼女の名前ではないか？

さやか：蘭弗叔父さん……じゃなくて、るるいえ堂の初代店主の蘭弗叔父さんが、上で眠っている女性を函館の戸蒔家から誘拐したのでしょうか。

佐々原：「じゃあ、あなたは戸蒔家の方なんですか？」

ＫＰ：分家なので名字は変わっているけど、そうだというね。ちなみに、彼女は月(つき)森(もり)柚(ゆ)奈(な)と名乗るよ。

佐々原：なかなかかわいい名前です。うん、大変よろしいかと思います。

辰巳：コガネという単語から、月森くんは黄金の宝だと勘違いしたというわけかな。「君、この手紙はどこで手に入れたのかね？」

ＫＰ：それについては、その人物に迷惑がかかるので、絶対に言えないという（辰巳先生は〈心理学〉だな。コロコロ……成功か）。この一点については、彼女はかなり頑固であり、譲れない決意がありそうだと辰巳先生には見て取れるね。

睦：「一番気になっているのは、さっきの〝黄色い印の守り手〟という言葉なんですけど……？」

ＫＰ／月森：「それは戸蒔家に言い伝えられている守り神のことで……実はよくわかりません（メモを渡す）」




……………………

◆月森の語る「黄色の印の守り手」




　黄色の印の守り手とは、戸蒔家の家宝を正当な持ち主に戻してくれる守り神である。

　ふさわしくないものが家宝を持てば、どこであろうとそれを取り返しに来るのである。

……………………




睦：「なんで、そんなものを名乗ったりしたんですか？」

ＫＰ／月森：「〝黄色い印の守り手〟だって言えば、びっくりして見逃してくれるかな……って、思ったんです」
















さやか：なんですか、この残念な感じのキャラは!?（笑）

辰巳：「そんな大昔に戸蒔家の家宝が盗まれたことについては、どうやって知ったのかね？」

ＫＰ／月森：「戸蒔家の一族には、昭和初期、函館大火のときに家宝が盗まれたという話がずっと伝えられていたんです」

さやか：その函館大火というのは？

ＫＰ：〈歴史〉でどうぞ。

佐々原：コロコロ……ボクが成功しています。

ＫＰ：函館は、大正から昭和初期にかけて何度も大火事にみまわれた。その歴史の中でも、１９３４年３月21日の大火の被害は大きかった──

さやか：ホントだ。犠牲者は二千人以上、一万棟もの家屋が被害にあったって書いてある……すごい大火事だったんですね（いつの間にか、自分の携帯電話で調べている）。

ＫＰ：……このＩＴ世代め。

佐々原：手紙の日付を見ると、その大火のどさくさに紛れて、火事場泥棒をしたようにも読めますね。

さやか：蘭弗叔父さんはそんなことしません！

睦：もしも、二階で寝ている女性がコガネという名前だとしたら、なんで月森さんの家では、彼女を家宝と語り継がれていたのでしょう？　普通なら、大火事のあとに、誰かに誘拐されたと伝えられますよね。

さやか：「こんな手紙だけを証拠に、このるるいえ堂に忍び込んだというわけですか？」

ＫＰ／月森：「だって、八十年も前のことですし、いまさら話しても返してもらえないかと思って」

さやか：「だからって、盗みはいけません！」

ＫＰ／月森：「でも、先に盗んだのは、そっちじゃないですかぁ！」

さやか：うーん、なんか困った人ですね……。

佐々原：まあまあ、残念な子なんだよ。大目に見てあげようよ。「それにしても、よくここがわかったね？」

ＫＰ／月森：「ええ、嘉多蘭弗なんて珍しい名前だったので、すぐにここがわかりました」

辰巳：「やはり実家は函館の方なのかな？」

ＫＰ／月森：「いえ、月森家はずいぶん前に引っ越して、いまは島根県に住んでいます」

佐々原：「それは遠いところから来たんですね。どこに泊まっているんですか？」

ＫＰ／月森：「マンガ喫茶とかに……」

佐々原：「いけません！　若い女性がマンガ喫茶住まいとか、お兄さん、許しませんよ！（笑）」

ＫＰ／月森：「でも、安いし。シャワーとかもありますし」

佐々原：「駄目です。さやかちゃん、るるいえ堂に彼女を泊めてあげて！」

辰巳：いや、彼女をコガネさん（仮）に会わせるのはまずいだろう？

さやか：じゃあ、ウチに泊めてあげましょうか。蘭弗叔父さんと無関係というわけでもないですしね。

ＫＰ：（なんで泊めたがるんだろう？）まあ、さやかちゃんがそういうのなら、月森もその申し出をありがたく受けるよ。時間的には、もう夕方になってしまったけど……これからどうするのかな？

辰巳：ところで、〝黄色い印の守り手〟という名称について、〈クトゥルフ神話〉はロールできないのだろうか？

ＫＰ：ちょっと難しいかな。でも、辰巳先生は〈アイデア〉をしてもいいよ。

辰巳：おっ、なんだろうか。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：辰巳先生は『るるいえあんてぃーく』の第三話で、黄色の印について〈クトゥルフ神話〉を成功させたことがあるんだけど、この印については魔道書『ルルイエ異本』に詳しく記されているはずだと知っている。

辰巳：しかし、あの本は入滑村で凍りついてしまっただろう。

ＫＰ：いやいや、長竿が入滑村で回収してきた、『ルルイエ異本』の前半部分は、まだるるいえ堂に残っているはずだよ。後半部分、クトゥルフに関するページは、田通家の倉の封印のために貼られてしまっているけどね。

辰巳：なるほど、だったらぜひとも読んでみたいな。

ＫＰ：問題は〈ほかの言語（中国語）〉に成功しないと斜め読みはできないということだね。

辰巳：さすがに、中国語は勉強したことがないな……。

ＫＰ：蘭弗叔父さんの書斎にある辞書などを利用すれば、+20％の修正がつくよ。ただし、『ルルイエ異本』の古い中国語を斜め読みするためには、多くの資料を活用しないといけないので、修正をつけるためには〈図書館〉にも成功する必要があるとしようか。

睦：つまり、まずは資料を有効に活用するための〈図書館〉ロール。それに成功したら、ようやく+20％で〈ほかの言語（中国語）〉がロールできるということですね。ちょっと大変かも。

ＫＰ：あと、斜め読みの時間は、４時間ほどかかる。『ルルイエ異本』はコピーしてもかまわないので、同時に何人でも挑戦できるよ。

睦：『ルルイエ異本』も気になりますが、戸蒔家の家宝がるるいえ堂に持ち込まれていないのか、ちゃんと調べておきたいですね。あの女性以外にも、なにかアーティファクト的なものがあるかもしれません。




ＫＰ：ところで、辰巳先生。少し落ち着いたところで、辰巳先生は戸蒔という名前に心当たりがあることを思い出すよ。

辰巳：えっ、なんだって？

ＫＰ：すっかり忘れていたが、戸蒔といえば、入滑村の地主である田(た)通(どおり)米(よね)作(さく)の妻、田通ヤマブキの旧姓だね。

辰巳：なんと……つまり、サトさんの母親の旧姓ということか。

ＫＰ：ここで〈知識〉をどうぞ。

辰巳：ワシが〈知識〉で失敗するはずがない。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：辰巳先生が生まれる前のことなので、これは子供の頃に村人たちに聞いた話だ。もともと、戸蒔家は入滑村の近隣に暮らしていたのだけど、当時の北海道拓殖計画に参加して、あちらに移住したんだそうだ。ただ、かなり生活が苦しかったらしい。そんな戸蒔家の娘、ヤマブキが遠縁でもあった米作に嫁入りしたときには、田通家は戸蒔家にかなりの結納金を渡したという。おかげで、田通家は嫁を買ったとか、村人に陰口をたたかれていたんだ。

辰巳：しかし、そんなのは当時の日本ではよくあることだろう。

ＫＰ：そんなヤマブキは物静かで働き者の女性で、娘のサトによく似ていたことを覚えているね。このことを、ほかの探索者たちに話すかどうかは、辰巳先生の自由だよ。

辰巳：ふむぅ……なんか、また入滑村の暗い思い出がよみがえってしまったな。







戸(と)蒔(まき)家の双子




　その夜、辰巳先生と佐々原は得意の〈図書館〉を生かして、るるいえ堂の資料を使って『ルルイエ異本』の斜め読みに挑戦することにする。一方、〈図書館〉が苦手な睦ちゃんは、るるいえ堂の在庫記録を調べて、戸蒔家にまつわるものはないか調べることにした。

　そして、さやかちゃんは、二階の女性に月森を会わせたくないという理由から、彼女をるるいえ堂から自宅へと連れて行くことにした。




さやか：月森さんのことは、ネットで知り合ったお友達だとお母さんに紹介しますね。

ＫＰ：さやかちゃんの実家がどんなふうだかは知らないけど、娘が連れてきた女友達を追い返すようなことはしないだろう。普通に歓迎してくれるだろうな。

さやか：「よかったら、お風呂をどうぞ。シャワーばかりでは疲れがとれなかったでしょう？」

ＫＰ／月森：「す、すみません。泊めてもらった上に、お風呂まで……」

さやか：「いいんです、いいんです」と、お風呂に入ったところで、彼女の荷物を調べますよ～！（笑）

ＫＰ：なっ、それが目的だったのか！（笑）

さやか：あんな怪しい人は、目の届くところに置いておきたいですしね。

ＫＰ：黒いよっ！　さやかちゃん、腹黒いっ！

辰巳：しかし、彼女の荷物には興味あるな。手紙の出所などがわかればいいのだが……。

ＫＰ：彼女は着替えの入った旅行バッグ一つという軽装なのだけど、風呂場に持って行っているようだ。

さやか：かまわず忍び込みます。〈忍び歩き〉は得意ですから。コロコロ……成功です。

ＫＰ：じゃあ、脱衣場に潜入した。曇りガラスの向こうでは、月森が鼻歌交じりに体を洗っているようだ。

佐々原：なぜだ、なぜいつもお風呂のシーンにボクがいない！（笑）

さやか：手紙の出所に関する手掛かりはないか荷物を調べます。元に戻せるように慎重に……あと、ここに来たときの口実として、着替えのパジャマを持っていきますよ。

ＫＰ：文字通りのホームだけあって、準備万端だな。じゃあ、旅行バッグを調べたら〈目星〉をどうぞ。

さやか：私、女子高生探偵ですから、〈目星〉は得意中の得意なのです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：あまり時間もないから、そこまでしっかり調べられたわけではないのだけど、あまり予定の書かれていない手帳に気になるものが挟んであった。それは小さな古い紙片だ。パッと見たところ、例の蘭弗叔父さんの手紙に紙の質が似ているね。

さやか：おおっと、なんて書いてあるのでしょう。

ＫＰ：『佐(さ)比(ひ)売(め)党(とう)御中』と書かれてあるね。まるで、この部分だけ切り抜いたかのような感じだ。

さやか：もしかして、あの手紙から切り抜いた宛名ということでしょうか？

ＫＰ：そうやって、月森の手紙を思い浮かべるのなら〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：その推理に間違いはないようだ。なんか、二枚の紙はぴったりと合わさるような気がする。

さやか：佐比売党って、前にも出てきましたよね？

辰巳：『るるいえはいすくーる』の第三話で、名前だけ出てきたな。

ＫＰ：ジェフリーが銀座に行ったときにあいさつをしたいと言っていた、昭和初期に力を持っていた鉄鋼業の互助会の名前だね。〈オカルト〉に成功した佐々原いわく、天(てん)狗(ぐ)と通じているとか怪しいうわさもあったという。

辰巳：まあ、ぶっちゃけカルト集団なんだけどな。

ＫＰ：詳しくは『クトゥルフと帝国 リプレイ 白無垢の仮面』（新紀元社刊）をよろしくね！

睦：なんでまた、蘭弗叔父さんは佐比売党なんかに荷物を……？

辰巳：昭和初期といえば佐比売党の最盛期だし、鉄鋼業ならば輸送船にこっそりと荷物を載せるくらい簡単なことだったのだろう。それが、たまたま利用しただけなのかは……いまの時点ではわからんがね。

睦：でも、この手紙の出所が佐比売党だとすれば、月森さんが簡単には話せないというのもうなずけますね。

さやか：うふふ～、これはなかなかの収穫でしたね。では、見つけた紙を戻して、荷物も元通りにしてから「月森さん、着替え置いておきますから～」とか声を掛けて、その場を去ります。




　怪しい月森の正体に一歩近づいてほくほく顔のさやかちゃんであったが、るるいえ堂に残った探索者チームの方はいまいちの成果であった。

　睦ちゃんは〈経理〉などを駆使して在庫記録を調べるが、函館や戸蒔家に関係する骨董品は見つからなかった。

　辰巳先生と佐々原は〈図書館〉の方は成功するのだが、肝心の〈ほかの言語（中国語）〉には二人とも失敗してしまう。ボーナスがついても、成功率は21％しかないのだから仕方ないだろう。




ＫＰ：では、翌朝となった。今日は土曜日だから、女子高生たちも学校はお休みです。

睦：怪しいことは頻発しているのに、これといった事件が起きないですね。

辰巳：今回はキャンペーンの第一話だからな。まずは情報とＮＰＣの顔見せみたいな展開なんじゃないか？

睦：だとしても、正気度を下げるようなイベントはあると思うのですが。

辰巳：うむ……いまのうちに、時間のかかる調査はしておきたいところだな。

さやか：月森さんはどうするんでしょうか？

ＫＰ／月森：「せっかく東京まで来たので、大きな図書館を巡って、函館の戸蒔家のことをもっと調べてみようと思っています」

佐々原：だったら、ボクも一緒に行こうかな。函館なら、この前、取材旅行をしたばかりですし。

睦：『ルルイエ異本』の斜め読みは成功させておきたいですね。

さやか：だったら、私が店番をしながら読みますよ。二階の女の人のことも気になりますしね。

睦：私も手伝うよ。〈図書館〉は苦手だけど……。

辰巳：ワシはもう一度、渋沢運送に行って、入滑村の庭石の足取りを追うつもりだ。ワシとしては、いまのところそれが一番気になることだからな。

佐々原：あの小津さんは交渉の余地がありそうですね。

辰巳：たぶんだけど、賄賂に弱い気がするんだよな。しかし、もう何年もこの探索者をプレイしているのだから、そろそろ所持金を増やしてほしいよな。預金が減る一方だ……。

さやか：だったら、以前、辰巳先生に骨董品を売ったお金を融通しましょうか？

佐々原：さやかちゃん、それは店のお金！

さやか：蘭弗叔父さんの疑惑を晴らすために使うんですから必要経費ですよ！

辰巳：じゃあ、ありがたく使わせてもらうか……どうせ、もともとはワシの金だしな（笑）。




ＫＰ：まずは、佐々原の図書館のシーンからやっていこうか。佐々原はどんなことを調べるつもりかな？

佐々原：月森ちゃんとかぶってしまいますが、ボクも昭和初期の函館の戸蒔家についての文献がないか調べてみます。あと、月森ちゃんが何を調べているのか、横目で監視しています。

ＫＰ：それじゃあ、集中して調べものはできないから〈図書館〉は２分の１でロールしてもらうことになるよ？

佐々原：かまいません。月森ちゃんだけが特別な情報を得るのは防ぎたいですからね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：たいしたものだな。では、チラチラと月森のことを監視しながらも、佐々原はしっかりと気になる資料を見つけることができた。これは大正元年（１９１２年）の函館毎日新聞の記事だ（メモを渡す）。




……………………

◆宝玉たまわりし双子




　戸蒔家は秋田県の一族。函館に開拓民として移住。異郷の地にて信心深い生活を送る。

　今年の秋、長女コガネ、次女ヤマブキの双子、それぞれ御(み)印(しるし)をもって誕生したと大いに喜ぶ。御印は黒き玉で、金の象(ぞう)嵌(がん)が施されていたという。




大正元年十二月　函館毎日新聞

……………………




佐々原：この黒き玉に、金の象嵌って……？

睦：『るるいえあんてぃーく』の第三話に出てきた、黄色の印のブローチとそっくりだね。

佐々原：そんなものをもって生まれるって、「いあー、いあー」って感じのモノを信仰していたんでしょうか。

ＫＰ：続けて、佐々原は〈歴史〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……そちらも成功です。

ＫＰ：１９１０年、北海道では第一期拓殖計画というものが実施されていた。おそらく、この戸蒔家はその計画で移住した開拓民だったのだろうとわかるね。それから印刷は荒いのだけど、写真も掲載されている。そこには両親に抱かれた二人の赤ん坊。そして、その赤ん坊の間には、珍しい形をした弦楽器が立てられている。

佐々原：弦楽器……どんなものですか？

ＫＰ：すごく細長い形状をしたギターのようなものだと思ってくれ。ただ、佐々原はこの楽器の写真を見ていると、心の奥底がゾワゾワとしてくる。〈アイデア〉をどうぞ。

佐々原：ううっ……嫌な予感がします。コロコロ……成功しましたけど？

ＫＰ：君はこの楽器を見ていると、どこかその形状が、機内で見た空中を歩いて行く巨人の姿を彷彿とさせることに気づく。そして、あの恐怖が再びよみがえってくるのだった。〈正気度〉ロールをしてくれ！

佐々原：ええ～～っ！　コロコロ……失敗です！

ＫＰ：失敗したら１Ｄ３の正気度ポイントの喪失だ。これは写真が怖いというより、機内で遭遇した巨人のことを思い出してしまった恐怖と思ってくれ。だから、月森は写真を見ても平然としている。

佐々原：コロコロ……うわっ、３ポイント喪失です。現在正気度は48。半分を切っちゃった……（泣）。

ＫＰ：この弦楽器を見た佐々原は、さらに〈歴史〉ができるよ。

佐々原：おっと、ここは歴史作家の見せ場だったようですね。気を取り直して、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：これはトンコリというアイヌの民族楽器だと知っている。もっと具体的に知りたいのなら、もう一度、〈図書館〉などが必要となるね。

佐々原：トンコリですか……あとで調べた方がいいかもしれません。メモしておきましょう。

辰巳：うーむ、この長女コガネというのが、函館から佐比売党の船で運び出されたのだろうな。やはり、あの眠っている女性が、コガネさんなのか？

さやか：大正元年に生まれた女性が、ずっとるるいえ堂の二階で冷凍睡眠していたということですか？

ＫＰ：だとしたら、『るるいえあんてぃーく』の第一話から、ずっと彼女は二階にいたということになるね。

さやか：蘭弗叔父さんも、「二階に女の人が寝ているから驚かないように」とか言ってくれればいいのに（笑）。

睦：それにしても、ヤマブキとか、コガネとか、どんだけ黄金が好きなのかと（笑）。

辰巳：しかし、昔の女性の名前は、割とそんなのが多いからな。金の象嵌を持っていたというし、それにちなんだ名前をつけたのだろう。うーむ、そろそろ年表と家系図をまとめたくなってきたな（※巻末資料に年表と家系図がある。ただし、ネタバレ注意）。

ＫＰ：ちなみに、月森は〈図書館〉や〈歴史〉には失敗したようで、佐々原の調査能力と歴史の知識に感心している……おっと、もちろん、それは佐々原がこの情報を月森に教えてあげるのならばだけど。

佐々原：教えます。もちろん教えて、さりげなく自慢します。「いやあ、これでも歴史作家をしていてねぇ（笑）」

ＫＰ：月森は素直に驚いているようだ。「すご～い、作家さんだったんですね。だから、そんなにいろいろ詳しいんですか！」

佐々原：「そんなことはないけど。おっと、そろそろお昼だね。なにか食べたいものはない？」

ＫＰ／月森：「だったら、モスバーガーに行きたいかなぁ」

佐々原：「えっ、そんなのでいいの？」

ＫＰ／月森：「モスバーガー、好きなんですよ。でも、島根ってあんまりモスがなくて」

佐々原：「じゃあ、ごちそうするよ」

ＫＰ／月森：「でも、モスバーガーってソースがこぼれちゃうんですよね」

佐々原：「あれは食べ方にコツがあるんだよ～」って、なんかこういうの久しぶりで和みますねぇ。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』じゃないみたい。すっごく楽しい！（笑）

さやか：さっそく、唯花ちゃんと、智美さんに写メールを送らないと……。

佐々原：さやかちゃんは、ここにいないでしょ！　るるいえ堂にいるんでしょ！

さやか：「佐々原さんは、胸の大きな女性とデート中」とだけでもメールしておきます。

辰巳：そして、唯花ちゃんに、智美さんのことを本当はどう思っているのか追及されるという修羅場になる（笑）。




ＫＰ：幸せそうな佐々原は放っておいて、次は辰巳先生のシーンにしようか。

辰巳：渋沢運送の社長に知られると面倒なので、こっそりと小津だけを社外に呼び出すようにしよう。土曜日だけど、会社はやっているのかな？

ＫＰ：やっているようだね。辰巳先生が電話をすれば、昼休みならば外で会えると応じる。図書館の近くのモスバーガーでいいですか？（笑）

辰巳：いや、あんな騒がしいところじゃなくて、秘密の話のできる喫茶店かどこかで待ち合わせるよ！

ＫＰ：了解しました。では、落ち着いた古風な喫茶店。昼過ぎに、小津がいつものように腕時計を見せびらかしながらやってきた。

辰巳：なんなんだろうな、あの時計は？　「ああ、小津さん、わざわざお呼びだてしましてすみません」

ＫＰ：「いえいえ、二人だけで話をしたいとは、いったいどのようなご用件で？」と、小津はにこやかな顔をしている。

辰巳：「先日、お話ししました入滑村の庭石を運んだ依頼主の件なのですがね……あのときは社長さんに邪魔をされてしまいましたが、個人的にどうしても詳しく知りたいのですよ。できたら、どこに運んだかも知りたい」

ＫＰ／小津：「しかしですねぇ、あれは個人情報ですから……おいそれと教えるわけには──」

辰巳：無言で百万円の札束をテーブルに置くぞ。

ＫＰ／小津：「な、なんですか、これは？」

辰巳：無言で札束から十万円分くらい引き抜いて、小津の方を悠然と見つめよう。

ＫＰ／小津：「ですから、これはいったい……？」

辰巳：無言で、もう十万円くらい引き抜こうとするが──

ＫＰ：「ちょっ、待ってください。わかりました、わかりました。その依頼についての情報でしたら、なんとかしますから！」と、小津はあわてて札束の上に手を乗せて、抜き取られないようにする。

辰巳：「他言は無用ですぞ」

ＫＰ／小津：「ただ、私も詳しいことは知らず、社長や社員に隠れてパソコンで調べてみないとなりません。書類をコピーしてきますので、今夜遅くにお渡しするということでよろしいですか？」

辰巳：「いいでしょう……」と、じゃあ、さやかちゃんから預かった九十万円分減らしておくか。

睦：大胆な交渉術ですね～。

辰巳：なんかのマンガで読んだのだが、一度、やってみたかったんだ。本当はもっと減らしてやりたかったが、思いの外、早く食いついたな。

佐々原：やっぱり高級時計とかは、小津が金に汚いという伏線だったのでは？

辰巳：とにかく、これでようやく庭石の情報が得られそうだ。




　一方、るるいえ堂で留守番をしながら、『ルルイエ異本』の斜め読みに挑戦していた女子高生チームであったが、ロールの結果は惨敗。なんと誰も『ルルイエ異本』を読むことができないという結果に終わってしまった。




さやか：まさか全員失敗とは。これは困りましたね。

辰巳：ワシの大学の知り合いにでも頼むか……でも、そんなにすぐに読んでくれたりはしないだろうなぁ。

さやか：近所の中華料理屋さんのおじさんに持っていくとか……。

睦：どちらにしても、正気度が減るような魔道書を読ませるのは気が引けますしねぇ。

佐々原：午後はトンコリのことを調べたいのですが、月森ちゃんと一緒だと集中して〈図書館〉ができないので、誰か手伝いに来てくれないですか？

ＫＰ：その言い方だと、単に佐々原が色ボケしているだけのように聞こえるな（笑）。

辰巳：しょうがない、ワシが手伝いに行ってやる。函館毎日新聞の情報も知りたいしな。

佐々原：じゃあ、月森ちゃんの見張りは任せておいてください。これから東京観光に連れて行きますので！

辰巳：このばかたれが。佐々原も一緒にやるんだよ！




　すっかり月森のことが気に入ってしまった佐々原の代わりに、今度は辰巳先生が図書館でトンコリについて調べて、以下のような情報を得ることができた。




……………………

◆トンコリとは




　トンコリとは実在するアイヌの民族楽器で、長さは１メートルほどだが、幅は15センチくらいと細長いギターのような形状をしている。それぞれの部位の名称は人体になぞらえており、頂部の丸い部分は顔、糸巻き部分は耳といった呼び方がされている。内部にはガラス玉や小石が入っており、動かすとコロコロと音がする。これはトンコリの魂とされている。

　アイヌの間では祭具としても使われていたらしく、その音色は魔除けとなるとか、放置しておくと化け物になって悪さをするといった伝承がある。

　18世紀ごろ、樺(から)太(ふと)などで盛んに演奏されていたようだが、戦後になると演奏家が高齢化して、やがて博物館に埋もれた存在となる。ただし、近年、トンコリを復元して演奏を伝える動きも出ている。

……………………




ＫＰ：この情報は図書館でちょっと調べればわかる一般的なものだ。〈図書館〉に成功している辰巳先生は、さらに函館市北方民族資料館の所蔵品の中に、戸蒔家が所有していた「夜鷹の声」という名称のトンコリがあるということまでわかる。ただし、その資料にはトンコリについての詳しい説明は書かれていない。貴重品ではなく、たくさんの所蔵品の中の一つといった扱いだね。また、所蔵品の中には戸蒔家の文書なども含まれているようだ。

辰巳：ほうほう、これは興味深いな……さっそく、函館に行くかっ！（笑）

ＫＰ：早いっ、まだ早いよっ！

佐々原：北海道に取材旅行していたボクは、函館市北方民族資料館のことを聞いたことはありませんか？

ＫＰ：そんなに大きな施設ではないけど、インターネットで検索すればすぐに見つかる普通の資料館だよ。百万ドルの夜景で有名な函館山のふもとにある。

辰巳：まずは電話で問い合わせてみるか。「もしもし、ワシは東京の大学で教授をしている辰巳源吾郎と申しますが、そちらで所蔵されている戸蒔家のトンコリについてうかがいたいのですが……？」




　親切な職員の話によると、このトンコリは、移住してきた樺太アイヌから戸蒔家が譲り受けたという由来のあるものらしい。ただ、函館大火で戸蒔家が焼失した際、その遺品が民間で保管され、それが回り回って函館市北方民族資料館に寄贈されたのだという。




辰巳：んっ……戸蒔家は函館大火で焼失したのか？

ＫＰ：どうやらそのようだね。職員の人も、いまの戸蒔家についてはよく知らないようだけど。

辰巳：「その戸蒔家のトンコリや文書は拝見させてもらうことは可能なのでしょうか？」

ＫＰ：常設展示はしていないけど、事前に連絡さえしてもらえれば見せてくれるようだよ。

辰巳：「それはありがたい。またご連絡いたします」

佐々原：「あっ、辰巳先生！　そのトンコリの中に、なにか玉のようなものは入っていないか聞いてください」

ＫＰ：職員によると、中に小さな玉のようなものが入っているようだね。ただし、分解してみないと中から出せないので、どんなものが入っているのかは職員もわからないそうだ。

佐々原：さっきの資料によると、それがトンコリの魂だそうですよ。きっと、すごいアイテムに違いないです。

辰巳：ますます、函館に行かねばならない気がしてきたな……しかし、どうやって資料館の所蔵品を分解するのかが問題だ。




　一方、さやかちゃんと睦ちゃんは、京にコガネ（仮）の様子を見てもらい、駄目元で渋沢運送の正気を失った乗務員の見舞いに行ってみることにした。

　さやかちゃんが「昔、大変お世話になったお兄さんなんです～（泣）」と、病院の受付でうそ八百を並べて〈言いくるめ〉をしたが、どうやらかなり重い精神的な障害を受けていることがわかるだけであった。

　いったい彼の身になにがあったのか……？

　これから、その原因と遭遇することになるのだろうかと、気の重くなる探索者たちであった。







蒼白の仮面の男




　小津との約束の時間が近づいてきた。待ち合わせ場所は、小津の自宅の最寄り駅である、京王線千(ち)歳(とせ)烏(からす)山(やま)駅の近くにある駐車場が指定された。渋沢運送のある三(さん)軒(げん)茶(ぢゃ)屋(や)とは同じ世田谷区であり、さほど離れてはいない。

　ここで探索者は全員で行くべきかどうかで悩むこととなる。

　いまだに信用できない月森や、いつ目覚めるかもわからないコガネ（仮）から目を離したくないというのである。

　そこで、さやかちゃんはまた自宅に月森を泊めて、同時に監視。睦ちゃんは京と一緒に、コガネ（仮）の様子を見ていることにした。

　ただ、キーパーとしてはこれからシナリオのクライマックスとなるのに、探索者たちに分散行動されたのには、ちょっと困ってしまった。やっぱり、せっかく用意した派手なイベントはみんなに遭遇してもらいたいものだ。

　だけど、ＮＰＣから目を離したくないという探索者の気持ちもわかるので、あまり強引に誘導するのもよくないと思い、ここは流れに任せることにした。はてさて、どうなることやら？




ＫＰ：辰巳先生と佐々原は、千歳烏山駅近くの駐車場にやってきたけど、約束の時間から十分が経過しても、小津は現れないね。

佐々原：どうしたんでしょうか。待ち合わせ場所はここで間違いないんですよね？

ＫＰ：それは大丈夫だ。

佐々原：なんだか嫌な予感がしますね。ちょっとあたりを見回ってみましょうか？

ＫＰ：だったら、二人とも〈目星〉をしていいよ。

辰巳：コロコロ……失敗してしまった。

佐々原：コロコロ……うわっ、ボクもです。

ＫＰ：（おやおや、それは困ったな）じゃあ、なにも気づかない。そうしている間にも、約束の時間は三十分も過ぎてしまった。

佐々原：前金で渡してしまったから、とんずらされてしまった？

辰巳：いや、こっちは職場を押さえているんだから、そんなことはしないだろう。

佐々原：お金だけもらって、そんなこと頼まれた覚えはないとシラを切られたり……。

辰巳：その可能性はゼロではないが、会社の書類をコピーするくらいの簡単な仕事で、そんなリスクは負わないと思うなぁ。




　先ほどの〈目星〉に失敗してしまった不安もあってか、辰巳先生と佐々原は駐車場から千歳烏山駅まで歩いて、小津の姿を捜し、さらには車で渋沢運送まで様子を見に行った。

　しかし、ビルの明かりはすべて消えており、完全に戸締まりをされていた。いったい小津はどこに行ってしまったのか？

　仕方なく、辰巳先生たちは、さやかちゃんや睦ちゃんの手を借りて、再度、千歳烏山駅周辺を捜索することにした。図らずも、辰巳先生と佐々原が〈目星〉に失敗してくれたことで情報不足に陥り、誘導するまでもなく探索者は合流してくれたわけだ。やっぱり、ダイスの神様っているんだねぇ。




さやか：月森さんが眠ったのを確認して、こっそりと出かけます。

睦：私は京になにかあったらすぐに連絡するように言って、みんなと合流しますね。

佐々原：けど、どうやって探したらいいものやら？

さやか：誰かに──例えば、あの黄色いコートの人たちに小津さんが襲われたということなら、駅から駐車場までの間に遺留品とか落ちていたりしませんかね？

睦：お財布とか落としていれば、住所がわかるかも。

辰巳：うーむ、それをさっき〈目星〉でロールをさせられたようなのだが……。

佐々原：二人とも失敗しちゃった、テヘッ！

さやか：「ちゃんと探したんですかぁ？　遺留品探しなら、女子高生探偵にお任せください」って、キーパー、私たちも〈目星〉をさせてもらえないでしょうか？

ＫＰ：いいだろう。さやかちゃんと睦ちゃんだけ、〈目星〉をしてちょうだい。

さやか：「何か落ちていないかな～？」っと、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：遺留品はないのだけど、さやかちゃんは、なにか嫌なモノを発見してしまう。

さやか：いや～ん！（泣）

ＫＰ：それは最初、白い吐(と)瀉(しゃ)物(ぶつ)のように思えた。しかし、それは蠢いていた。吐瀉物のように見えたのは、ごく小さな白いウジ虫の集まりであった。それはどこかに逃げるわけでもなく、互いに身を寄せ合うように、絡み合うように、その場で目的もなく蠢いていたのだ。

さやか：「た、辰巳先生……ここになにかいるんですけど……！」

辰巳：それは渋沢運送で見かけた、ウジ虫状の物体なのだろうか？

ＫＰ：以前、〈生物学〉に成功している辰巳先生は同質のものであるとわかるね。

辰巳：やはり、小津は何者かに襲われたらしいな。このあたりに遺留品は落ちていないのか？

ＫＰ：遺留品はないけど、このウジ虫状の物体が点々と道路に落ちていることに気づくね。

佐々原：なんだか血痕のような……〈追跡〉はできますか？

ＫＰ：うん、よく見れば誰でもわかるので〈追跡〉のロールは必要ないよ。ウジ虫状の物体は、駅から離れて住宅地の方に続いており、やがてピタリとなくなっている。

さやか：このあたりの表札を見て回ります。

ＫＰ：さやかちゃんの予想通り、小津という表札の家を見つけた。ごく普通の民家で、玄関だけ明かりがついている。

さやか：どうしましょうか？

辰巳：中ではひどいことが起きている気がするから、できたらこっそりと忍び込みたいところだな。

睦：さすがに、いきなり不法侵入するのはまずいのでは？

全員：うう～～～ん？

さやか：じゃあ、玄関の扉のノブを回してみて、開くかどうかだけ試してみましょう。ガチャリ。

ＫＰ：鍵は………………開いている（無駄に怪しい口調で）。

さやか：では………………中をのぞきます（怪しい口調で）。

佐々原：のぞいちゃうんだ！（笑）

ＫＰ：扉を開くと、いきなり玄関の中で中年女性がうつぶせになって倒れている。ここで、さやかちゃんは〈聞き耳〉をどうぞ。

さやか：耳はいいんですよ。コロコロ……成功です！

ＫＰ：一階の奥の部屋から、なにか男の声が聞こえてくるね。なんか粗暴な感じの声で「くそっ、どこに隠した……こんなことなら、殺す前に聞き出しておくんだった！」と、文句を言っている。そして、同時に「ビシッ」と何かを強くたたくような音も聞こえてきた。

さやか：「『殺す』とか危ないことを言いながら、誰かがなにかをたたいているようです……（ヒソヒソ）」

ＫＰ：ここからは厳密に各自の行動を処理するので、行動宣言をしっかりするように。

さやか：私はすぐに飛び込みます……いや、〈忍び歩き〉をして様子を見た方がいいかな？

辰巳：ワシはその中年女性を〈医学〉で診断をしないとな。

佐々原：さやかちゃんが〈忍び歩き〉をするとなると、〈忍び歩き〉が苦手なボクらはついていけないよ。誰かが失敗して、物音を立ててしまう可能性が高くなるし……。

さやか：でも、一人で行くのは怖いですね～。やっぱり、みんなで突撃しますか？

辰巳：ワシを一人にしないでもらいたいな。なんだか、このあと、中年女性が襲ってきそうな気がするのだ（笑）。

睦：それはありそうな展開……わかりました、私が辰巳先生のフォローをしています。

佐々原：じゃあ、ボクはさやかちゃんと一緒に奥の部屋に向かいますよ。〈忍び歩き〉はどうする？

さやか：二人だけなら両方成功するかもしれません。駄目元でやってみましょう。

ＫＰ：では、辰巳先生と睦ちゃんは中年女性の介抱。さやかちゃんと佐々原は〈忍び歩き〉で奥の様子を見に行くという行動だね。では、まずはさやかちゃんと佐々原のチームから〈忍び歩き〉をどうぞ。

さやか＆佐々原：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：二人は足音を忍ばせて歩くのだが、ミシリと廊下の床が音を立てる。その途端、「誰だ!?」という声が、奥の部屋から響いてきた。

さやか：〈忍び歩き〉をしている場合ではありません。相手が逃げる前に部屋に突入します！

佐々原：ええ～っ、ボクは戦闘力ないんだけとなぁ～。

ＫＰ：部屋から男の声が聞こえたところで、辰巳先生は〈医学〉をどうぞ。

辰巳：今度は失敗しないぞ。コロコロ……よし、成功した。

ＫＰ：その中年女性はすでに死亡しているようだ。眼球に点状出血があることから窒息死らしい。

辰巳：首を絞められたような跡は？

ＫＰ：そういった外傷はないね。体はまだ温かく、死後間もないことがわかる。

睦：辰巳先生、彼女の口の中に異物が入っていたりしませんか？

辰巳：え～、それは見ないといけないのかぁ？（嫌そうに）

睦：エイリアンみたいに体内にクリーチャーがいたりして、あとで不意打ちされるのは嫌じゃないですか。

辰巳：それはそうだが……。

ＫＰ：なんというゲーマー的な発想だろうか（苦笑）。

辰巳：しょうがない。口を開いて、気道を確認してみよう。

ＫＰ：彼女の口を開くと、そこにはみっしりと例の白いウジ虫状の物体が詰まっている。だが、虫はこぼれ落ちることなく、まるで共通の意思を持っているかのように、内側へとモゾモゾと入り込もうとしている。それはあたかも、これらの虫が一つの生命であるかのようにさえ見える。このおぞましい様子を見た、辰巳先生と睦ちゃんは〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

辰巳：ぐぬぬ……コロコロ……よしっ、成功だ！

睦：コロコロ……むっ、失敗です……。

ＫＰ：成功したら正気度は喪失しない。失敗は１Ｄ４ポイントの喪失だよ。これはウジ虫がたかっている死体が怖いというより、無数のウジ虫が確固たる意志を持って蠢いていることへの違和感への恐怖だと思ってくれ。

睦：１以外の出目は認めません。コロコロ……やったぁ、「１」だぁ～、現在正気度は32です！

全員：おお～～～～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：さて、次の行動宣言だけど、さやかちゃんは奥の部屋に突入するんだよね。佐々原はどうするの？

佐々原：しょうがありません。ついていきます……。

辰巳：この女性が完全に死亡しているというのなら、ワシらもそれに続くしかないな。

睦：そうですね、みんなで行きましょう。

ＫＰ：本当は〈忍び歩き〉で先行している、さやかちゃんと佐々原が先に部屋に入ることになるだろうけど、面倒だからみんな一緒に入ったということでやらせてもらうね。

さやか＆佐々原：了解です。

ＫＰ：玄関の明かりが差し込むだけの薄暗い部屋には、二人の男が立っている。一人は、辰巳先生と佐々原の知っている、あの小津本人だけど、ほうけたように無表情で立ち尽くしている。

睦：これは……良くない流れですよ……。

ＫＰ：もう一人は、これまで何度も話題に上ってきた、例の黄色いコートを着た男だ。彼は手に金属製のステッキのようなものを持っている。

佐々原：あのステッキで戦うとか？

睦：むーっ、あれで素直に殴ってくるのだったら、よっぽどありがたいけど……。

辰巳：ろくでもないアーティファクトにしか見えないな。

ＫＰ：ここで全員〈目星〉をどうぞ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：この緊迫した状況で、二人は奇妙なことに気づく。

さやか：なんでしょうか？

ＫＰ：小津がなにか赤と白のものを首にぶら下げているのだけど、よく見ると、それはマグロの寿司なんだね。

さやか：ええっ、お寿司!?

佐々原：なんでそんなものを……。

ＫＰ：たぶん本物の寿司じゃないと思うけど、携帯電話のストラップみたいなもので首にぶら下げているんだ。あれがいったいなんなのか、もっとよく見たい人は、そのように行動宣言をしてくれ。

さやか：私は黄色いコートの男に空手キックしたいのですが、同時に「お寿司～！」って叫んで、辰巳先生たちに教えてあげることはできませんか？

ＫＰ：まあいいだろう（それよりも、いきなり空手キックをするというのはいかがなものか）。

佐々原：ボクも〈こぶし〉で援護します。これでも追加ダメージが＋１Ｄ４ありますからね。

ＫＰ：一部屋に６人も入ったので、同時にコートの男を殴れるのは二人までとしようか。

睦：だったら、私は黄色いコートの男と小津さんの間に割り込んで、二人を引き離します。

辰巳：それなら、ワシはさやかちゃんに教えてもらって、寿司の正体を観察だな。




　血の気の多いさやかちゃんにみんなも引っ張られる形で、いきなり戦闘に突入してしまった。敵が人の姿をしていると見て、いけると思ったのかもしれないが、そうそう空手キックで解決できる事件ばかりではないのだ。




佐々原：まずはボクの行動からですね。〈こぶし〉で殴ります。コロコロ……うっ、失敗です。

ＫＰ：次はＤＥＸ16で、黄色いコートの男の行動だ。

佐々原：意外と素早いですね！

ＫＰ：こいつは、君たちが飛び込んできたことに圧倒されたように、窓際の方に一歩下がる。そして、ふとなにかに気づいたように、辰巳先生を指さすと「おまえ、もしかして辰巳か……あの辰巳源吾郎か！　ははっ、はははははははっ!!」と、ばか笑いをするのだった。

辰巳：「ワシのことを知っているのか!?」
















ＫＰ：その問いかけには答えないが、あの口ぶりだとテレビで観たとかではなく、個人的に知っているかのようだね。そして、黄色いコートの男は「ここには書類などない。その男にまんまとだまされたようだな。ははははっ！」と嘲笑して、おもむろにステッキを真横にして口元に当てると、フルートのように吹き始めるのだった。どうやらあのステッキにはフルートが仕込まれているらしい。

睦：まさか、呪文でしょうか!?

さやか：うにゃ～ん、呪文いや～ん！（泣）

ＫＰ：とりあえず、黄色いコートの男の行動はこれでおしまいだ。フルートを吹いた効果はまだ表れない。

さやか：呪文が完成する前にけりをつけます。本気の空手キック！　コロコロ……〈キック〉も〈マーシャルアーツ〉も両方成功です！

全員：いっけ～っ！　さやかちゃ～ん！

ＫＰ：おおっと、こいつに触れたのならば、ダメージを決定する前に、まずＰＯＷ16に対する抵抗表のロールをしてもらおうかぁ！

全員：ＰＯＷ16～～～～～!?

ＫＰ：失敗したらひどいことが起きるので気合い入れてロールしてね。

さやか：な、何が起きるのでしょうか……。私のＰＯＷは14なので、成功率は40％です。

睦：それでも、ウチのパーティーでは一番高いから！

さやか：うぬぬぬぬっ、気合いを入れて～、コロコロ……成功です！

ＫＰ：ほう……だったら、蹴った足にゾワゾワと何かが這い上ってくるような違和感を覚えたが、さやかちゃんは気合いでそれをはねのけることができた。普通にダメージのロールをどうぞ。

さやか：なんだったのでしょう。ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４。コロコロ……ありゃ、たったの６ポイントです。

ＫＰ：ふむ……では、男は空手キックの衝撃で少しよろめいた。そのはずみで、いままでかぶっていたコートのフードがはだけてしまう。

全員：や～め～て～～！（泣）

ＫＰ：描写文を読ませてもらおうか──その男のフードの下の顔には、白っぽい仮面が……いや、それは仮面ではなかった。おびただしい数の小さなウジ虫が、男の顔面に群がっているのだ。それらのウジ虫は絶えず蠢き、その小さな体でなにかを形作っているようだった。仮面の表面に、悪意に満ちたいくつもの顔が浮かび上がり、また虫の群れの中に埋没していく……それはまさしく、蒼白の仮面としか言いようのない、おぞましいものであった！

睦：それは私が新宿中央公園で見た仮面と同じなのでしょうか……？

ＫＰ：その通り、同じモノだ。さあ、〈正気度〉ロールをしてくれ！

睦：この人……成功しても１ポイント減らしてくるんですよね。コロコロ……やった、成功です！

さやか＆辰巳：コロコロ……成功！

佐々原：コロコロ……うわっ、失敗。今回、〈正気度〉ロールの出目が悪すぎです！（泣）

ＫＰ：成功したら１ポイントの正気度喪失。失敗は１Ｄ８ポイントの正気度喪失だ。

佐々原：なんかすごい減らしてきましたよ！　コロコロ……うわっ、「５」が出てしまいました。

ＫＰ：ということは、こいつの真の恐ろしさに気づくかどうか〈アイデア〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……ううっ、こういうときに限って、成功しちゃうんだよなぁ～。

ＫＰ：ならば、佐々原は、一見、人間の姿をしているこの人物の奥底に、なにかえたいの知れないものを感じ取る。それは人格……いや、生命すら超越した、われわれが認識してはならない宇宙の暗部を秘めているかのようなのだ。一時的狂気の症状は、シナリオで設定されており、一晩の間、ウジ虫に対する恐怖症に陥る。あと、〈クトゥルフ神話〉を+1％しておくように。

佐々原：「なんだこいつは!?　怖いっ、ウジ虫が怖い！　もう嫌だぁ!!」

辰巳：ワシは１ポイント喪失して、現在正気度は46。

さやか：私は72ですね。

睦：私は31です。そろそろ不定の狂気が心配になってきました。

ＫＰ：あと、さやかちゃんは、こいつを蹴ったとき、なんだか人間の体を蹴ったとは思えない感触がした。ボクシングのトレーニングでたまに使用されているウォーターバッグ（中に水の入ったサンドバッグ）を蹴ったように、だぷんと揺らぐような妙な手応え──じゃなくて、足応えがしたね。

睦：もしかして、通常の武器は効かない系のクリーチャーなのかも？

ＫＰ：次は、睦ちゃんだね。仮面の男と小津の間に割って入るんだったよね？

睦：ちなみに、小津さんのこともものすごく警戒していますよ。襲ってきたらカウンターで殴りますからね！

ＫＰ：了解した。小津は睦ちゃんが近寄ってきても、とりあえずは無反応で立ち尽くしている。

睦：どうなっちゃったんでしょう、この人は……？

辰巳：最後はワシだな。しかし、寿司を観察するよりも、佐々原を正気に戻してやりたいな。このまま逃げ出されてしまったら、いろいろ困る気がする。

ＫＰ：まあ、寿司を観察するくらいなら、〈精神分析〉と一緒にロールしてもいいことにしましょう。

辰巳：ホントか、それはうれしいな。「佐々原、しっかりしろ。あれはウジ虫ではない。ウジ虫状のなにかだ！（笑）」

佐々原：それ、よけいに怖いですよ。

ＫＰ：ちなみに、寿司を観察するためには、〈知識〉か〈コンピューター〉の５倍のロールに成功する必要がある。

辰巳：じゃあ、まずは〈精神分析〉だな。コロコロ……よしっ、成功。

佐々原：「ウジ虫状の物体か……だったら怖くはない……のかなぁ？」

辰巳：続いて、寿司を観察するための〈知識〉だ。コロコロ……当然、こちらも成功している。

ＫＰ：辰巳先生は知っているのだけど、あれはジョークグッズとして売られているＵＳＢメモリーじゃないかと思う。

辰巳：ああ、あるなぁ。そういう変な形をしたやつ。つまりは、あの中に書類のデータが入っているのか？

佐々原：コートの男はＵＳＢメモリーを知らなかったのかな？

さやか：パソコンに詳しそうには見えませんものね（笑）。

辰巳：なんとか奪取したいな。睦くんに「小津さんの寿司を奪うんだ」と、こっそり告げておこう。

ＫＰ：えーと、一番最後のＤＥＸ６で、ようやく小津が行動する。両手を広げ、近くにいる睦ちゃんに抱きついてくるのであった。これは〈組みつき〉なんだけどオープンダイスでロールしようかな。成功率は25％。コロコロ……ちっ、失敗か。

佐々原：むったんに抱きつこうとするなんて、けしからん！

睦：「なにをするんですか!?」と、呼び掛けてみますけど？

ＫＰ：すると、返事の代わりに、小津はぐぱぁっと大きく口を開いた。口の中には、玄関で倒れていた中年女性と同様に、大量の白い虫がわさわさと入っている。そんな小津の姿を見た探索者は〈正気度〉ロールだ。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功！

ＫＰ：成功したら正気度は喪失しない。

さやか：コロコロ……わっ、失敗してしまいました！

ＫＰ：失敗は１Ｄ４の正気度喪失だよ。

さやか：コロコロ……３ポイント喪失して、現在の正気度は69です。だいぶ減ってしまいました……（泣）。

辰巳：これは死体がウジ虫に操られているということなのだろうか……？

睦：たぶんそうじゃないかと。元には戻せそうにありませんね。

ＫＰ：では、次のラウンドだね──

佐々原：いちおう、正気に戻ったので、黄色いコートの男を殴ってみますか？

辰巳：こいつの正体がわからんから、なんとも言えんな。そもそも、戦って勝てる相手なのだろうか……？

睦：でも、あの謎のＰＯＷ16に対する抵抗表のロールは、さやかちゃんかタマ兄でないと成功しませんよ。私では25％しか成功しません。

さやか：フルートを奪い取ることはできませんか？

ＫＰ：ルール的には２ラウンド連続で〈組みつき〉に成功すれば取り上げることは可能だね。

佐々原：そんなの無理ですよ。ええいっ、とにかく殴って、フルートを吹くのを邪魔しましょう。コロコロ……成功です！

ＫＰ：じゃあ、先ほどと同様、ＰＯＷ16に対する抵抗表のロールをしてくれ。

佐々原：ボクのフィブラパワーで抵抗します！　コロコロ……うわっ、失敗だ。どうなっちゃうの、これ!?

ＫＰ：黄色いコートの男に佐々原の拳が触れた途端、ゾワゾワと皮膚の下をなにかが這い上がってくる感触がする。それは拳の先から、肘のあたりまでくると、ぷつぷつと皮膚を破ってあふれ出す。出てきたのは、君の血で真っ赤に染まった大量の白いウジ虫だ！

佐々原：「な、なんだ、これはぁぁぁ～～～!?」

ＫＰ：まずは耐久力にダメージが１Ｄ４ポイント。さらに〈正気度〉ロールもしてもらおうか！

佐々原：コロコロ……４ポイント。残り耐久力13。〈正気度〉ロールは、コロコロ……ううっ、失敗です。

ＫＰ：佐々原は自分の体からウジ虫が這い出してくる恐怖により、正気度を１Ｄ４喪失する。

佐々原：コロコロ……よしっ、１ポイントで済みました。現在正気度は42。「これはウジ虫じゃない。ウジ虫状のなにかだ、ウジ虫状のなにかだ……ぶつぶつ」

さやか：まさかこんなことが起きるとは……空手キックしたくなくなりました……。

辰巳：なんか、まともに効いている気もしないしな。

ＫＰ：次は黄色いコートの男の番だけど、こいつの吹く不気味なフルートの音色に反応するかのように、部屋の窓がパリパリと白く凍結していく。そして、真っ白になった窓ガラスが脆く砕け散ると、奥の闇からなにか巨大なモノが現れた。それはカラスでもなく、モグラでもなく、ハゲタカでもなく、アリでもなく、腐乱死体でもない……！

睦：キタ―――――ッ!!

ＫＰ：恐竜のような顔、コウモリのような翼、昆虫のような胴体を持つ、未知の生物が部屋に入り込んできた。その体には宇宙の冷気をまとわせており、触れたモノをことごとく凍りつかせていく。さあ、太陽もない極寒の宇宙からやってきた、星間の駿馬──ビヤーキーを目撃した探索者は〈正気度〉ロールをしてくれ！

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：なんと、全員成功だと!?

全員：いえ～～～～～～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：まあ、宇宙生物ビヤーキーさんは、たとえ成功しても１ポイント喪失させるんですけどね。

辰巳：ぐぬぬ……地味に嫌なやつだな。

さやか：それより、こんな怪物まで現れて……どうしたらいいんですか？

ＫＰ：続けて、ラウンドの行動とは別に、みなさん〈聞き耳〉をしていいよ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：二人はなんか廊下の方から「みしっ、みしっ」と、誰かがこちらに来る足音が聞こえるねぇ。

睦：それって……玄関で倒れていた奥さんでは？

さやか：死んでたんじゃないんですかぁ～!?

辰巳：間違いなく死んではいたがな……。

ＫＰ：さて、前衛のさやかちゃんと佐々原が、そんな謎の足音に気を取られていると、現れたビヤーキーは黄色いコートの男の腰を、両手でむんずとつかむのであった。極低温の手が触れた途端、黄色いコートはパリパリと凍りつくのだが、男はさほど気にした様子もなく、いまだに辰巳先生を見て「はーっはははっ！」と笑っている。

辰巳：なんなんだ、あいつは!?

ＫＰ：そして、ビヤーキーは現れたときと同様に、窓の向こうの闇の中に姿を消してしまった。その光景を見た人は〈クトゥルフ神話〉をどうぞ。

全員：コロコロ……失敗。

ＫＰ：では、どうやって消えたのか……その宇宙的真相は理解できないね。ともかく、黄色いコートの男とビヤーキーは完全にいなくなってしまった。

さやか：いなくなってくれて結構です。二度と帰ってこないでください！

ＫＰ：お次は、さやかちゃんの行動だけど、どうする？

さやか：黄色いコートの男がいなくなったというのなら、廊下の足音に気づいて、部屋の戸を閉めるという行動に変更してもいいですか？

ＫＰ：ん～、まあいいだろう。戸を閉めると、向こう側からバンバンと激しくたたいてくる。

睦：戸が破られる前になんとかしないと。あのっ、辰巳先生の指示を受けて、小津さんの首からＵＳＢメモリーを奪いたいのですが？

ＫＰ：ぶら下げているだけだから、〈こぶし〉に成功したらむしり取れるよ。

睦：それなら得意です。コロコロ……成功しました！

ＫＰ：見事、睦ちゃんは小津からＵＳＢメモリーを奪い取ることができた。

睦：むーっ、これってもう逃げちゃっていいんじゃないですか？

佐々原：窓の外には、もうあの怪物はいないんですよね？

ＫＰ：どこかに消え去ってしまったね。いまは普通に外の景色が見えている。小津の動きはとろいみたいだから窓の外に出て、逃げるという行動は可能だろう。

さやか：でも、この小津さんを放っておいたら、周りに被害が出たりしませんか？

睦：最悪、ゾンビみたいにウジ虫が感染して、世田谷区壊滅……みたいな展開もあるかも。

辰巳：しかし、こいつらを殴って倒せというつもりだろうか？

ＫＰ：それはみなさんの判断でどうぞ。

全員：うう～～～～～～～～～～～ん？




　ここでプレイヤーたちは長考に入ってしまった。

　ボクの想定では、小津など放って逃げるだろうと思っていた。

　ただ、プレイヤーとしては小津を放置して、無関係な近隣住人に被害が出ることを嫌っていたようだ。その気持ちはよくわかる。ボク自身、そんなふうに思うかもと予想もしていた。

　結局、その予想は悪い方向で的中してしまい、プレイヤーたちにははっきりした正解の見つからない問題で、無駄に悩ませてしまうことになり、ゲームのテンポを悪くしてしまった。

　ここはシナリオの詰めが甘かったと、ボクはキーパーをしながら反省していた。







るるいえ堂での決着




さやか：（長考の末）いったん、家から逃げましょう。それで、小津さんの様子を見るということで！

佐々原：いざとなったら、ボクの車でひき殺してやりますよ。

睦：すっきりしない流れですが、そうしてみますか。

辰巳：じゃあ、みんなで窓の外から表に出て、佐々原の車の方へと向かうぞ。

ＫＰ：了解だ。小津のＤＥＸ６に対する抵抗表のロールに成功すれば、やつから逃れて外に出られるとしようか。

さやか：ＤＥＸ６だったら簡単ですね。

ＫＰ：あと、辰巳先生はロールしないでいいよ。

辰巳：えっ、そうなの？

ＫＰ：その代わり、〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：なんなんだろうか。コロコロ……成功したが？

ＫＰ：辰巳先生は気づくんだけど、小津はあなたのことが眼中にないようなんだね。

辰巳：ふむ……どうしてだろうか？

さやか：それはあとで考えましょう。えーと、私のＤＥＸは15なので成功率は95％です。コロコロ……成功。




　続いて、探索者全員がロールに成功して、無事に外に逃げ出すこととなった。

　その後、探索者たちは佐々原の車で待機しながら、小津の動きを警戒するのであった。




ＫＰ：しばらくして、玄関の扉が開いたかと思うと、小津と中年女性──まあ、奥さんなんだけど、二人が外に出てきた。えーと、死んでいたはずの小津夫人が歩いている姿を目撃した探索者は〈正気度〉ロールだ。

全員：ええ～～～～っ!?

さやか＆辰巳：コロコロ……成功！

佐々原：コロコロ……ううっ、また失敗……。

睦：コロコロ……む～っ、ここまで来て、とうとう失敗です。

ＫＰ：成功した人でも、１ポイントの喪失。失敗した人は、死体がよみがえったという恐怖がおまけするため、１Ｄ６＋１の正気度喪失だ。

さやか：１ポイント喪失して、現在正気度は67です。

辰巳：ワシは44になってしまった。

佐々原：コロコロ……うわっ、５も減ってしまった。現在正気度は35。コロコロ……〈アイデア〉も成功かぁ。

ＫＰ：おいおい、それだと一時的狂気の上に、不定の狂気にも突入するんじゃないかな？

佐々原：……ですね（泣）。

ＫＰ：一時的狂気の方は、さっきのウジ虫恐怖症が再発することにしよう。不定の狂気の方は、シナリオで設定されていて──佐々原の場合は、旅客機での恐怖体験がよみがえり、空が恐ろしいと感じるようになってしまう。あの広い空が怖い。上空から何かが飛来してくる気がする。遠くから何かが見つめている気がする。災いはいつも空からやってくる……ってやつだ。

佐々原：「もう車から出たくない……」

辰巳：飛行機に乗れないんじゃあ、函館に行けなくなってしまったぞ……？

佐々原：陸路で行けばいいんですよっ！

睦：コロコロ……むはっ、私も６ポイントの喪失。〈アイデア〉の方は、コロコロ……よかった、失敗です。現在正気度は24になりましたので、当然、不定の狂気に陥ります～。

ＫＰ：えーっと、睦ちゃんの場合は──ああ、これはすぐにはわからない症状だね。とりあえず、見た目はまともそうに見えるので、そのまま行動してもらってかまわない。

睦：むむ～っ、逆に怖いですよ。いったいどうなってしまったのでしょうか？

佐々原：「あんなやつらの近くにいたくありません。ボクは逃げさせてもらう！」って、車を発進させてしまいたいのですが……。

さやか：「ちょ、ちょっと待ってください！」って、横からブレーキを踏みます！

辰巳：ワシは後部座席から〈精神分析〉で落ち着かせるぞ！

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんは〈運転（自動車）〉で、辰巳先生は〈精神分析〉をどうぞ。

さやか：私、原付でしたら運転できるんですが……コロコロ……失敗しました～。

ＫＰ：では、車は急発進してしまう。ここで〈精神分析〉に失敗したら、さすがにもう佐々原を止められないな。

辰巳：「落ち着け、佐々原！　やつらは車の中にまではやってこられない！」と、コロコロ……成功だ。

ＫＰ：じゃあ、とりあえず冷静さは取り戻すことはできるけど、佐々原はどうする？

佐々原：停車はしますけど、なんだかもうまともに運転できる状況ではありませんね。ハンドルを握ったまま、ガクガクブルブルしてます。

辰巳：しかし、このパーティーは、自動車の免許を持っているのは佐々原しかいないんだよなぁ。

ＫＰ：一方、小津夫妻の方だが、よろよろと自宅のガレージに向かったかと思うと、なんと自家用車に乗ってでかけるのであった。

睦：あの状態で運転なんかできるの～!?

ＫＰ：できるみたいだね。ひどくゆっくりした危なっかしい運転だけど、対向車の少ない深夜のおかげでなんとか事故らずに済んでいるという感じだ。

さやか：どうします、恐怖症になっている佐々原さんに追いかけろとは言いにくいし……。

辰巳：仕方がない、ワシが無免許で運転しよう。あれだけノロノロ運転なら、ワシでも追跡できるだろう。

ＫＰ：そうだねぇ、普通の道路をノロノロ運転するだけなので〈運転（自動車）〉の４倍と〈幸運〉に同時に成功すれば、幸運にも道路状況が良くて事故を起こさずに運転できたことにしようか。失敗したら、結構ひどいことになるので注意してね。

佐々原：「辰巳先生、ボクのフィブラ──いや、源(げん)六(ろく)をお守り代わりに使ってください（辰巳先生がフィブラを弟の源六と勘違いしていることが、いつの間にか当たり前になってしまっている）」

辰巳：うむっ、源六が見ていてくれるのなら心強い。ＰＯＷが１ポイント上昇して、成功率は60％になった。

さやか：「飛び出しとかないかは私たちでしっかり見ていますので、辰巳先生は運転だけに専念してください」

辰巳：安全運転しつつ、可能なかぎり急いで追跡するぞ。コロコロ……成功だ！

ＫＰ：では、歴史上、これほどまでゆったりとしたカーチェイスがあっただろうかというノロノロ運転で、小津夫妻の車を追跡していく。ここで佐々原以外の探索者は〈アイデア〉か〈ナビゲート〉をしていいよ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功！

ＫＰ：二人は気づくのだけど、なんだか小津夫妻の車は、るるいえ堂へと向かう道を走っている気がする。

全員：なんだって～～～～っ!?

辰巳：いかん、コガネ（仮）さんが狙われているのか!?

さやか：京さんに連絡をして避難してもらいますか？

辰巳：いや、おそらくあのウジ虫ゾンビが本物の〝黄色の印の守り手〟なのだろう。その超常的な力で、コガネ（仮）さんの居場所を察知しているとしたら、逃げても無駄ではないかと。

さやか：じゃあ、京さんには厳重に戸締まりをして、るるいえ堂に籠城してもらうしか！

辰巳：やはり、ワシの運転では駄目だ。佐々原に交代しよう。

佐々原：そうしたいのはやまやまなんですが……。

辰巳：「佐々原、やっぱり怖くなってきたから、るるいえ堂に逃げるとしよう」と、持ちかけてみたらどうかな？

佐々原：「りょ～かいです、さっさと逃げましょう！」と、エンジン全開でるるいえ堂に逃げ帰りますよ～！（笑）

ＫＰ：うむ、それなら狂気に陥っても問題ないだろう。〈運転（自動車）〉に成功したら、およそ15分ほど先回りすることができることにしようか。

佐々原：グアムでのカーチェイス以来、コツコツと成長して、いまやボクの〈運転（自動車）〉は75％もあるのです。コロコロ……よっしゃ、成功しました。

ＫＰ：じゃあ、モナコグランプリ並みの最速タイムでるるいえ堂に到着することができた。たぶん、乗っている人は〈正気度〉ロールするくらいの運転だったろうね（笑）。







やつらはどこまでもやってくる




　るるいえ堂に戻った探索者たちは、慌ただしく小津夫妻の襲来に備える。

　とはいえ、戸締まりを固めること以外に有効な手立ても見つからず、探索者たちは困り果てていた。




さやか：小津夫妻がるるいえ堂にやってきたら、「誰かに店が襲われています！」って、一一〇番して警官に逮捕してもらってはどうでしょうか？

睦：むーっ、そんなことしても、警官が襲われてウジ虫ゾンビ化されるだけのような気がする。

さやか：けど、警官が勝てないような相手では、私たちでも勝てないですよ。

睦：もしかして、『ルルイエ異本』を読めなかったから、情報不足で詰んでいるのかなぁ？

辰巳：いや、『ルルイエ異本』は読めない可能性は高いだろう。それで詰んでしまうことはないと信じたい。

睦：たぶん、『ルルイエ異本』にも〝黄色の印の守り手〟に関する情報があったはずなんですよね。月森さんから、もっと情報を聞いた方がよかったのかも。

さやか：ウチに電話して、月森さんを起こして聞いてみます？

辰巳：なんかややこしいことになりそうな……。

佐々原：（月森が語った〝黄色の印の守り手〟の情報メモを見ながら）『黄色の印の守り手とは、戸蒔家の家宝を正当な持ち主に戻してくれる守り神である。ふさわしくないものが家宝を持てば、どこであろうとそれを取り返しに来るのである』とありますから、るるいえ堂にある戸蒔家の家宝を返せばよいのではないですか？

辰巳：いまのところ、それはコガネ（仮）さんだと思われるのだが……。

佐々原：それはまずいですね。

睦：もしかして、キャンペーンの第一話は、ヒロインがさらわれる展開なんですかねぇ？

辰巳：うむむむっ……彼女はサトさんの伯母さんかもしれないので、それはなんとしてでも阻止したいのだが。

佐々原：こうなったら、辰巳先生の左腕の封印を解き放つしか！（笑）

辰巳：しかし、こいつの力はまだ完全には制御できていない……ッ！（笑）

ＫＰ：やってみなさいよ。邪王真眼でもダークフレイムでも出してみなさいよ。

さやか：（ばかな大人たちをスルーして、長持の中にあった氷の印の図を出す）あのぉ、黄色の印って、本当はこれなんですよね？

辰巳：うむ、正確には、その天地と左右が反対になったものが黄色の印なんだがな。

さやか：じゃあ、普通に考えて、この長持の箱が黄色の印なんじゃないんですか？

佐々原：あのウジ虫ゾンビは、この箱を取り戻しに来ているのかなぁ？

辰巳：これを渡したら連中がおとなしく帰ってくれるという展開が、あまり映像として思い浮かばない。

睦：そんな最後では、ゲームも締まらないですよね。

佐々原：それなら、この箱の中に閉じ込めてしまうというのはどうでしょうか。二人が黄色の印に手を伸ばしたときに、バターンとふたを閉めてしまう。

辰巳：そんなにうまくいくかぁ～？

佐々原：でも、この箱って外からしか開けられないようにすることもできるって、キーパーは言ってましたよね。そうやって、なにか危ないものを封印するときに使われる特別な箱なのでは？

ＫＰ：閉じ込めるにしても、やはり一工夫は必要だろうね。さっきの行動パターンを見るかぎり、探索者がいればそちらを先に襲ってくることも十分に考えられる。

全員：うう～～～～～ん？

ＫＰ：（もう一歩という感じだな）まあ、小津の行動を良く思い出してみるといいよ。




　探索者たちは、再び長考に入るが、ここはノーヒントでみんなのひらめきを待つことにした。




佐々原：……そう言えば、小津の家から逃げるとき、辰巳先生だけ無視されていましたよね？

辰巳：おおっ、そんなこともあったな。すっかり忘れてた！（笑）

さやか：なんで辰巳先生だけ狙われていないのかな？

佐々原：入滑村の出身だからとか……。

辰巳：ワシは普通の家の出だよっ！

睦：あれじゃないですか。導入で手に入れた「鬼歹老海(クィタイラオハイ)」のページのおかげとか──

さやか＆辰巳＆佐々原：それだぁっ!!

佐々原：確か、前もこれでハスターをやり過ごしたんですよね。このページを持っていると、やつらに認知されなくなるんですよ。

辰巳：ふむ……どうやら、こいつに賭けてみるしかないようだな。

さやか：それって、辰巳先生にしか効果ないんでしょうか？

辰巳：そんなことはないと思うが。

さやか：じゃあ、誰が箱の前で待ち伏せする役をします？

辰巳：そうか……一人にしか効果がないのか。あんなやつらを一人で待ち伏せするなんて嫌だなぁ～。

佐々原：うーん、やっぱりＳＴＲが高い人がいいんじゃないですか。力比べとかさせられそう。

睦：つまり、私にやれと……。

佐々原：いや、むったんは正気度的にいかがなものかと。

睦：でも、もうさっき〈正気度〉ロールをさせられたし、二度目はないでしょう。ねえ、キーパー？

ＫＰ：さぁて、なんとも言えませんなぁ（笑）。

佐々原：とりあえず、箱の鍵を調整して、外からしか開かないようにしておきましょう。

ＫＰ：そうこうしているうちに、るるいえ堂の前に車がやってきた。

さやか：二階からのぞいてみます。

ＫＰ：あれは間違いなく、小津の車だね。さやかちゃんが見ていると、小津夫妻が降りて、るるいえ堂へと向かってくる。ただ、戸締まりがされているので、バンバンと乱暴に店の入口の戸をたたいている。

睦：こうなったら、店の入口を入ったところに箱を置いて、戸を開きましょう。ふたを閉める役は、私がします。

佐々原：ボクは連中に見えないところで待機して、ふたを閉めるときＳＴＲの抵抗表のロールをさせられそうになったら、すぐにむったんのところに行って手伝えるようにします。

さやか：私も同じく、むったんの近くに隠れています。

辰巳：うーむ、ワシと京くんは二階のコガネ（仮）さんのところで待機させてもらおうかな。やつらの目的がコガネ（仮）さんだったり、突然、彼女が目を覚ましたりしたときのために備えておきたい。

ＫＰ：位置関係は了解した。じゃあ、睦ちゃんは箱を開いて準備して、「鬼歹老海」のページを持って、バンバンと激しくたたかれる戸を開くということでいいのかな？

睦：はい、開けます……（ごくり）。

ＫＰ：るるいえ堂の入口の戸が開かれると、ゆっくりと小津夫妻が入ってくる。顔色は青白く、目はうつろだが、その動きだけは明確な目的があるかのようによどみがない。それは一直線に、どこを目指しているかというと──

睦：……目指しているかというと？

ＫＰ：睦ちゃんを無視して、例の長持の方を目指しているのだった！

全員：やったぁ～～っ！

ＫＰ：小津夫妻は箱の前まで歩み寄る。しかも、その目に、睦ちゃんは映っていないかのようだ。

睦：やっぱりこれが目的だったみたいですよ。さあ、どうぞ。こちらが黄の印となっております！（笑）

佐々原：近くでじっくりとご覧になってみてください！（笑）

ＫＰ：そして、箱の底にある黄色の印をのぞき込む。すると、突然、ぶわっと体が膨れたかと思うと、一気に崩壊していく。肉体のすべてが大量の白いウジ虫状の物体となり、波打つように箱に押し寄せてくるのだ！

佐々原：見ていない、見ていない。むったんが呼ぶまで、そっちは見てませんからね！

ＫＰ：睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ！

睦：ここで失敗したら作戦は台なし。コロコロ……失敗です！

ＫＰ：おやおや、どうなっちゃうんだろうね。失敗したら１Ｄ６＋１の喪失だよ。ただし、これは小津の家での恐怖と同種類のものなので、「恐ろしさに慣れる」のルールが適用される。このウジ虫を見ても、最大で７ポイントしか正気度は減らないということだ。

睦：じゃあ、私はすでに６ポイント喪失しているので、あと１ポイントしか喪失しませんね。

ＫＰ：ありゃ、そうだっけ。恐怖の連続で、睦ちゃんの精神は麻痺しつつあったようだ。

睦：そこまで計算はしていませんでしたが、やっぱり私が適任だったみたい（笑）。

ＫＰ：膨大な数のウジ虫は、箱にザワザワと入っていく。あっという間に箱はウジ虫で満たされて、まるで水のように波打っているぞ。

睦：むーっ、気持ち悪い。すぐに閉めますよ！

ＫＰ：バタンとふたが閉められると、内部からかすかにザワザワという音は聞こえ続けるが、なにも変化はない。

睦：鍵は閉められるんですよね。

ＫＰ：大丈夫、これで内側からは開けられないはずだ。

睦：助かったのかな……？

ＫＰ：まあ、とりあえずのところはね。

佐々原：じゃあ、むったんのところに行って、箱をガムテープとロープで完全に密閉しますよ！

ＫＰ：了解した。そんな不気味な箱の後始末をしているうちに、夜は明けて、ゆっくりと日が昇ってくる。

睦：夜明けです。なんとか事件は解決したようですよ……。

ＫＰ：長持の完全密閉を終えて、一段落したところで「みなさん、徹夜でお疲れでしょう？」と、京がみんなのために朝食を用意してくれた。

辰巳：じゃあ、少し休憩をさせてもらうか。ついでに、小津のＵＳＢメモリーの内容も確認しておこう。

ＫＰ：そんなわけで、探索者たちは、以前、睦ちゃんに誘われてＴＲＰＧをしたことのある一階の居間で食事をすることとなるわけだな。

佐々原：なんのことですか、それは？

睦：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』の宣伝ですよ……（ヒソヒソ）。

さやか：だんだん宣伝が露骨になってきましたね（ヒソヒソ）。

ＫＰ：んー、ごほん。それでみんなは京の手料理を食べたあと、のんびり朝のニュース番組なんかを見ているわけだ。すると、北海道の登(のぼり)別(べつ)に異常な寒波が来ているというニュースが流れる。

佐々原：また北海道ですか。

ＫＰ：そして、辰巳先生はＵＳＢメモリーにあった渋沢運送の書類を読み終わる。どうやら、入滑村の庭石は北海道の登別に運ばれたようだね。

辰巳：なんだと!?　だったらニュースをもっとよく見よう。

ＫＰ：ニュースでは、季節外れに凍結した、登別近くにある倶(くっ)多(た)楽(ら)湖(こ)の映像が流されている。湖面の氷には真っ白に雪が積もっているのだけど……そこに、点々と黒い足跡のようなものが続いている。ただし、その歩幅は何十メートルもあるから、何かの生き物の足跡であるはずはないのだけど……。

辰巳：「あれは入滑村で見た足跡……？」

ＫＰ：そうに違いないと、辰巳先生は直感する。入滑村で起きたのと似たようなことが、北海道の倶多楽湖で起きているようだね。

辰巳：「う～む、やはり北海道に行くしかないようだな……」

ＫＰ：そんなふうにみんながテレビに気を取られていると、後ろで物音がしたのに気づく。

全員：「誰っ!?」

ＫＰ：そこには、二階で寝ていた女性が立っている。そして、テレビに映し出された足跡を見て、「イタクァ、イタクァがっ！」と、錯乱したように外へ飛び出していくのだった。

さやか：なんか怪しいことを叫んでる～！

佐々原：お、追いかけますよっ！

ＫＰ：るるいえ堂を飛び出しところ、その女性は運悪く、やってきた自動車に──

佐々原：かばいます！

ＫＰ：（すごい気迫だな。ここは佐々原の意志をくみ取ってやるか）じゃあ、自動車のＤＥＸ21との抵抗表のロールをしてもらおうかな？

佐々原：ボクは人類最速のＤＥＸ18なので、成功率は35％。気合いを入れてぇ～、コロコロ……駄目だ、失敗しました！

ＫＰ：残念……ほんのわずかな差で、佐々原の手は彼女に届かなかった。みんなの見ている前で、その女性は車と衝突してしまう。

辰巳：「なんてことだ……！」

ＫＰ：ところが、なんと驚いたことに、彼女は平然とその場に立っている。彼女の体を守るように分厚い氷が地面から生えており、車はそれに衝突したのだった。

さやか：す、すごい。いったい、この人は何者ですかぁ～!?

ＫＰ：そして、その女性は助けてくれようとした佐々原の方を見つめて、こう尋ねるのであった。「イタクァがこの地にやってきています。私を殺す方法は見つかりましたか？」

佐々原：「な、なにを言ってるの……？」

ＫＰ：──といったところで、キャンペーン第一話は終了とさせてもらおうか。

睦：すごいところで引っ張りましたね～！（笑）

ＫＰ：どこまでも追ってくる小津夫妻を封じ込めることに成功した探索者は１Ｄ10ポイントの正気度を獲得。さらに、小津夫妻以外に誰も犠牲者を出していないので、ボーナスとして全員１Ｄ６ポイントの正気度を獲得する。




　今後のキャンペーンの運命を賭けた、最初の正気度獲得ロールは以下のような結果となった。

　みんなに心配されていた睦ちゃんは、シナリオ間の経験ロールで正気度を回復していたおかげで、なんとか黒字に持っていくことができたようだ。




　さやか：シナリオ終了時67ポイント＋獲得２ポイント＝合計69ポイント（開始時から-4ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時44ポイント＋獲得10ポイント＝合計54ポイント（開始時から+4ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時35ポイント＋獲得９ポイント＝合計44ポイント（開始時から-9ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時23ポイント＋獲得９ポイント＝合計32ポイント（開始時から+2ポイント）




さやか：前回のシナリオに引き続き、また「２」を出してしまいました～！（泣）

ＫＰ：さやかちゃんのヒロイン伝説にも陰りが出てきたな（笑）。

辰巳：なんとか……なんとか黒字にしてやったぞ……（すごい疲れた顔）。

佐々原：９ポイントの赤字です。このキャンペーン、生き残れるのかなぁ？

睦：タマ兄、それは私のせりふだからっ！

ＫＰ：第二話は目を覚ました謎の女性との会話からスタートします。良い子の探索者たちは、次回までに『るるいえあんてぃーく』の第三話を復習しておくこと。では、みなさんお疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～！










第一話終了・睦(むつみ)ちゃんとの反省会




睦：第五シーズン開始、おめでとうございます。

ＫＰ：ありがとう。今回は『るるいえばけーしょん』みたいなキャンペーンシナリオにしてみたけど、どうだったかな？

睦：すごく面白かったですよ。なんだか大がかりなシナリオがスタートしたなって感じでワクワクしています。

ＫＰ：……珍しく、やけに褒めてくれるんだね。なんか、気味が悪いよ。

睦：だって、最近、なんとなく展開や着地点が見える小さくまとまったシナリオが多かったから、こういう先の見えない感覚は久しぶりです。

ＫＰ：そりゃあ、これだけ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を遊んでいればパターンも読めてくるだろうさ。

睦：だから、今回みたいな一話完結ではないシナリオだと、オチが読めなくて面白いんですよ。なんだか、学生時代とかに、二十時間くらいかけてプレイした大長編シナリオを思い出しましたよ。

ＫＰ：ああ、キャンペーンというよりは、ああいった大長編シナリオに雰囲気は近いかもね。最近だと、ソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ インスマスからの脱出』に掲載されていたシナリオ「インスマス襲撃」がそんな感じだな。あれはホントに度肝を抜くようなシナリオだった。

睦：長編のシナリオは、怪しいものが出てきても、その正体がなかなか判明しないので、プレイヤーの妄想の余地があってよいですね。短編シナリオだと、プレイ時間も短めで、テンポ良く展開して、すぐに正体がばれちゃうから。

ＫＰ：なるほどねぇ。ベテランならではの意見だな。

睦：あと、月(つき)森(もり)さんのキャラも良かったですよ。

ＫＰ：あれっ、そうかい？

睦：完全には信用できないのに、なんだか憎めないせいで探索者の中にすんなり入り込んでしまっている危うさが、いい感じです。あれがただの萌(も)え担当のＮＰＣとかだったら、かなり幻滅でした。

ＫＰ：そりゃよかった。といっても、怪しいとわかったのは、さやかちゃんが佐(さ)比(ひ)売(め)党(とう)の手紙を盗み見した結果なんだけどね。

睦：あれはファインプレイでしたね～（笑）。

ＫＰ：これから月森とは行動を共にしてほしいから、微妙な立場ながらも、みんなに受け入れられたのはありがたかったね。妙なＮＰＣにつきまとわれるのはごめんだからと、邪険にされてしまうのが一番困る展開だった。

睦：邪険にするどころか、タマ兄が入れ食いでしたね。

ＫＰ：唯花のことを追いかけてるかと思えば、巨乳キャラでもいけるんだよな。実に守備範囲が広い。

睦：キーパーとしても釣りやすくて楽ですね（笑）。

ＫＰ：けど、今回のゲームは、小津の家に入ってからの流れがいまいちうまくいかなかったなぁ。

睦：クライマックスに突入してからも、モタモタと悩むところが多かったですね。私たちが『ルルイエ異本』を読んでいたら、判断材料は増えていたのでしょうか？

ＫＰ：まあ、決め手とはならないまでも、事前に読んでおいた方がよいくらいの情報は手に入ったね。

睦：むむむ～～っ。

ＫＰ：ただ、ボクが言っているのは、ウジ虫ゾンビ化した小津夫人の登場タイミングなんだ。本当なら小津とやり合っているときに、よみがえった死体が廊下から現れて挟み撃ちになってしまう。さあ、この絶望的な状況に陥った探索者は〈正気度〉ロールだ──みたいな展開を狙っていた。

睦：実際のプレイだと、廊下から足音が聞こえた途端、さやかちゃんが戸を閉めたんでしたよね。足音の主がよみがえった死体だと予測しての行動は、ちょっとメタ的過ぎるかもしれませんが、でもあの状況だったら許容範囲内の対応なんじゃないですか？

ＫＰ：まあね……ボクが探索者でも、たぶんさやかちゃんと同じことをやるだろう。

睦：探索者の行動としてちょっと不自然だと思ったら、嫌なイベントが起きるとはわかっていても、あえて見てみるというのも好きですけどね。あの展開はゾンビ映画のお約束中のお約束でしたし。

ＫＰ：いや、ボクがまずかったかなぁと思っているのは、戸を閉めたことじゃなくて、そのあとみんなが外で待機をしているとき、よみがえった小津夫人が出てきたところを目撃して〈正気度〉ロールをさせたところなんだ。

睦：ああ、あれはちょっと蛇足な感じがしましたね。

ＫＰ：辰巳先生のプレイヤーもそう言っていたよ。だけど、探索者としては小津夫人の死体がよみがえったのはまだ目撃していないわけで、「死者がよみがえる」という恐怖体験による〈正気度〉ロールは必要だよね。

睦：それはそうですけど。

ＫＰ：ただ、プレイヤーとしてはゾンビ映画のお約束で予想できていた展開だから、たいして驚きもせず、そんなことで〈正気度〉ロールをさせられたことに蛇足だと感じてしまったんだろう。

睦：その通りですね。

ＫＰ：キーパーとしてはプレイヤーに「え～、こんなことで〈正気度〉ロールをさせられるの？」と言われることは、とてもつらい。それが自分の描写や演出不足のせいで、そんなふうに思われているとしたら、なおさらのことだ。しかし、ルール的には必要だから、やらないというのもいかがなものかと思ってしまう。

睦：探索者だけでなく、プレイヤーも恐怖するような状況でないと〈正気度〉ロールをしないというのは、いくらなんでもハードルを上げ過ぎな気がしますが……。

ＫＰ：けれど、それが理想の〈正気度〉ロールのさせかただよね。今回の小津夫人については、そのへんがいまいちだったかなと思ってね。

睦：えーと、〈正気度〉ロールというのはルール的にはたいていペナルティになることしか起きませんけど、ホラーを楽しみたいプレイヤーにとってはご褒美みたいなところがありますよね。

ＫＰ：うん、それはわかる。顔では嫌がっていても、内心ではちょっと喜んでいたりするものだ。

睦：でも、今日みたいな、まったく先の読めない危機的状況のときに〈正気度〉ロールを何度もさせられると、ご褒美として楽しむ心の余裕がなくて、ペナルティを避けたい気持ちの方が強くなってしまうんですよ。

ＫＰ：ピンチのときほど〈正気度〉ロールをさせられるものだが、そういうときほど〈正気度〉ロールを楽しむ心の余裕がないってことか……。

睦：プレイスタイルにもよると思いますけどね。私たちはキャンペーンでプレイしているので、探索者がロストしてしまうようなことは極力避けたいと思っています。だから、〈正気度〉ロールを楽しむよりも、探索者を生存させる方に心が向かいがちになるんですよ。

ＫＰ：ボク個人は、命を粗末にする探索者というのは嫌いだから、それはそれでいいんだけど……探索者を大事にし過ぎて、〈正気度〉ロールが発生するホラー的な展開を素直に楽しめないというのも困りものだね。

睦：もちろん、なにがなんでもホラー的なものを避けたいというわけではなく、好奇心がくすぐられるイベントがあれば、みんな喜んで恐ろしい場所にだって飛び込んで行きますよ。

ＫＰ：つまり、ボクにもっと面白い事件を用意しろと。

睦：そういうことですね。タマ兄の飛行機イベントは、さやかちゃんなんて大喜びしていたし……って、あれは人ごとだったからかな？

ＫＰ：たぶんそうだと思うよ。実際に体験したら、さやかちゃんのうろたえる姿が目に浮かぶようだ……。

睦：導入で、長持のふたを閉めちゃったり。ホント、さやかちゃんは一人だと急に臆病になりますね～。




　さて、そんな目の肥えたプレイヤーの期待に応えるような、キャンペーンの第二話を考えなければならないわけだが……。

　当初の予定では、北海道へ行って、函館から倶(くっ)多(た)楽(ら)湖(こ)までを探索させようとしていたのだけど、探索者の行動範囲が広すぎて、なんだかアイデアがまとまらない。

　第一話は、予定通りとはいえ、情報収集がメインで、宇宙的恐怖の事件としては地味だった。

　やはり、第二話は派手な内容にしたいものだ。

　そこでボクは北海道での探索を予想しているプレイヤーたちの意表をつく構成にしてみることにした。

　佐々原が空恐怖症になっているので、探索者たちは陸路で北海道へと向かわねばならない。鉄道で青(せい)函(かん)トンネルを越えるのが考えられる手段だろう。

　それならば、うってつけの鉄道がある。

　あこがれの寝台特急「カシオペア」だ。

　この「カシオペア」は、東京の上野から、宇都宮、福島、仙台、盛岡を経由して、青函トンネルを越えて、函館から札幌までを結んでいる。なんと、札幌までは十六時間以上の長旅だ。

　今回のような連作シナリオによるキャンペーンだった『るるいえばけーしょん』でも、第二話は豪華客船の「飛鳥Ⅱ(あすかツー)」を舞台としていた。ただ、あのときは船内よりも、ドリームランドでの探索がメインになっていた。

　そこで今度はシナリオの大部分を「カシオペア」の車内で展開するようなものに挑戦してみよう。名作推理小説『オリエント急行の殺人』にならって、ちょっと個性的な乗客と乗り合わせて、そんな彼らの間で事件が起きるような展開がいいね。

　ただ、死体が出てくるような殺人事件にしてしまうと、現代日本ではすぐに警察ざたになってしまうだろう。「カシオペア」では、オリエント急行のように人里離れた土地に雪で動けなくなり、乗客が足止めされてしまうなんてことは考えにくい。

　こういう不特定多数のＮＰＣがいる舞台では、探索者も行動方針がとりにくいものだ。

　ゲーム的に考えれば、探索者がメインとなって事件を解決するものだとはわかっているのだけど、だからといってリアリティを完全に無視して、探索者たちだけで殺人事件を捜査するというのも居心地が悪いものだ。

　特に『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の舞台は宇宙的恐怖が実在している点を除けば、現実と同じ世界だ。「探索者だから」という理由だけで、あまり常識に反した行動をさせ続けるのはちょっと厳しい。

　そこでよくある手は「探索者しか解決できない状況」を作り出すことだ。

　ほかのＮＰＣたちは頭の固い一般人ばかりで、発生した事件が宇宙的恐怖に関わるものだと理解しているのは探索者だけという状況にすれば、事態を収拾できるのは自分たちしかいないというモチベーションを与えることができる。状況を正確に把握できていないＮＰＣに頼っても無駄に被害を増やすだけとなれば、探索者だけで率先して行動するようになるだろう。

　るるいえ堂のメンバーたちは、これまで多くの宇宙的恐怖に対面してきたから、禁断の知識を持っている自分たちでしか解決できない事件への対応は慣れたものだ。このやり方は非常に有効だと言える。

　あとは、一目見てこれは宇宙的恐怖が引き起こした事件だというイベントを発生させればいいんだけど……これが迷うんだよねぇ。

　プレイヤーたちもすれてしまって、ただクリーチャーが出てきたくらいでは満足しなくなっている。なんかこれまでなかったタイプの障害を用意しないとなぁ。

　うむむむ……。




















イタクァに捧(ささ)げられた女




ＫＰ：さて、キャンペーン第二話を始めようと思うけど、前回、コガネ（仮）が事故に遭った直後からスタートするんだよね。だから、いつもやっている「幕間の成長」はナシだ。

佐々原(さ　さ　はら)：ええ～～～～っ！

ＫＰ：いくらなんでも、勉強や練習する時間もないのに成長するのは不自然過ぎるだろう。

佐々原：どうせヨグ＝ソトース様のせいで時空がねじ曲がっているんですから、そんなの全然気にしませんが。

ＫＰ：卓によってそれは好きに決めていいことだけど、今回はできないことにさせてくれ。

辰巳(たつ　み)：とにかく、コガネ（仮）さんが目を覚ましたのならば、いろいろ聞きたいことがあるぞ。

ＫＰ：おっと、その前にこの奇妙な事故を目撃した人がいる。

さやか：運転手さんの方は、適当に〈言いくるめ〉をして……。

ＫＰ：もちろん、事故を起こした運転手の方もびっくりしているのだけど、重要なのはそっちじゃなくて、謎のＮＰＣの月(つき)森(もり)もたまたまこの現場を目撃してしまったのだ。

さやか：え～～～っ、うちにいたんじゃないんですか!?

ＫＰ：朝起きたら、さやかちゃんがいなくなっているから、わざわざるるいえ堂まで探しに来たんだよ。月森は「この人……るるいえ堂から出てきたみたいだけど。いったいなんなの!?」と、あぜんとしている。

さやか：「なんなんでしょうね～？」って、ここはコガネ（仮）さんのことを月森ちゃんにバラしてしまいます？

辰巳：おいおい、そんなことをしたら、彼女が戸(と)蒔(まき)家の家宝であると知られてしまうぞ。

さやか：けど、それで黄金ではなかったってあきらめてくれれば問題解決では？

佐々原：いや、そもそも、彼女が八十年も前に函館から来た人だなんて信じないんでしょう。

辰巳：それはどうかな？

睦(むつみ)：月森さん、怪しいですからね～。

佐々原：それを確認するためにも話しちゃおうかな……月森ちゃん、かわいいしねっ！（笑）

睦：これだからタマ兄は……。




　とりあえず、運転手の方は適当に追い払い、探索者たちはるるいえ堂に戻ることにする。

　そして、結局、探索者たちはコガネ（仮）を発見した経緯を月森に説明することにした。普通ならばとても信じられる話ではないはずだが、なぜか月森は探索者の言葉を冷静に受け止めるのであった。




辰巳：では、そろそろ目を覚ました彼女に話を聞かせてもらう。「あなたは、もしかしてコガネさんなのですか？」

ＫＰ：「はい、そうです。戸蒔コガネと申します……あの……ここはどこなんでしょう？　蘭(らん)弗(どる)さんはどこにいらっしゃるんですか？」と、かなりうろたえた様子だ。

辰巳：やはりコガネさんだったか！

さやか：「蘭弗叔父さんは旅に出ているんです。あっ、私は姪(めい)の樋(ひ)口(ぐち)さやかっていいます！」って、初代の蘭弗叔父さんでなくて、いまの蘭弗叔父さんの姪なんですけどね。

佐々原：ホントに、蘭弗叔父さんって何者なんですかね？（笑）

睦：たぶん、代々、るるいえ堂の店主は「蘭弗」という屋号みたいなものを襲名しているのでしょう。

ＫＰ：まあ、そのへんは気にしないで。えーと、コガネはさやかちゃんを見ると「そう言われてみれば、蘭弗さんと目元が似ているような……」と、その言葉を信じたようだ。

さやか：普賢堂さんにも言われましたが、そんなに私って蘭弗叔父さんと似ているんでしょうかね？

辰巳：さあ……ワシのイメージでは、ランドルフ・カーターみたいな顔をしていると思っていたが。

さやか：（ルールブックのランドルフ・カーターのイラストを見ながら）……似てるのかなぁ？

辰巳：「信じられないかもしれませんが、蘭弗くんがあなたを函館から連れ出した昭和９年から、もう八十年近くたっているのです」

ＫＰ：「まさか、そんな！」と、さすがにコガネは驚いているようだ。

辰巳：「奇妙な長(なが)持(もち)の中で、あなたは凍りついたように、ずっと眠り続けていたのです」

佐々原：「最後に覚えている記憶はなんですか？」

ＫＰ／コガネ：「函館で大きな火事があって……その騒ぎに紛れて、蘭弗さんが私を連れ出してくれたのです」

さやか：「連れ出すって、どういうことですか？」

佐々原：まさか誘拐!?（笑）

ＫＰ／コガネ：「蘭弗さんは、私の残酷な運命を知って同情してくれたのです。それで、別の土地に逃がしてくれると……ですが、港まで逃げたあとの記憶は……」

辰巳：「聞きにくいのですが、その『残酷な運命』とはいかなるもので……？」

ＫＰ／コガネ：「私は『風の中を歩くもの』と呼ばれる神に捧げられた女なのです」

睦：「その神というのがさっき叫んでいた、イタクァなのですか？」

ＫＰ：「その通りです。さっきの写真にあった、あの凍った湖の足跡……あれは間違いなく、イタクァのものです。このままでは、さらなる災いが……！」と、真っ青な顔で訴える。たぶん、写真と言っているのは、さっきテレビで流されていた倶(くっ)多(た)楽(ら)湖(こ)のニュース映像のことだろう。

さやか：イタクァと聞いて、〈クトゥルフ神話〉をしてみてもいいですか？

ＫＰ：ん～～、まあいいだろう。どうぞ。

さやか：コロコロ……やった、成功です。

ＫＰ：ほお、じゃあきっと、さやかちゃんが研究していた『屍(し)食(しょく)教(きょう)典(てん)儀(ぎ)』にも、イタクァに関する一節があったのだろうね（後述のワンポイントスケッチの説明をする）。

さやか：……教えてもらっても、まったく役に立たないような情報ですね。

辰巳：「先ほど、さらなる災いとおっしゃっていましたが、倶多楽湖が凍結する以上のことが起きるということなのでしょうか？」

ＫＰ／コガネ：「私はイタクァがこの地にやってきたとき、さらに大いなるものに捧げる神楽(かぐら)を奉納する舞(まい)手(て)として育てられたのです……」

さやか：「さらに大いなるもの……って、イタクァよりもすごい神様ってことですか？」

ＫＰ：ニュアンス的には、イタクァがいるときだと、その大いなるものを呼び寄せやすくなるようなんだ。

佐々原：グレート・オールド・ワンのイタクァを利用して呼び出すとか……いったいどんな大物なんですか。

睦：入滑(いるすべり)村に来た、あの神様とか……。

辰巳：「それはいかなる神楽なのでしょう？」

ＫＰ：神楽については、コガネも具体的には知らないのだそうだ。彼女いわく、そうした神楽を習ったことはないのだという。ただ、『風の中を歩くもの』や、その大いなるものを信仰していた両親から、自分は神楽の舞手であるとずっと言いつけられてきたらしい。そのために、イタクァに捧げられたのだとか。

佐々原：「その捧げられたというのは……？」

ＫＰ：コガネは小さく震えながら「とても口にしたくない、おぞましいことです……」と、つらそうに顔を伏せる。

辰巳：「いまは根掘り葉掘り聞かない方がいいだろう」

睦：殺してほしいというのは、その大いなるものを呼び出さないようにするためってことでしょうか？

ＫＰ：どうやらそのようだ。ただ、先ほど見たように、どうやら彼女にはイタクァの特別な加護があって、普通の方法では殺せないらしいね。だから、目覚めたときに「殺す方法は見つかりましたか」と尋ねてきたんだ。

辰巳：いや……彼女が死ななくても済む方法があるはずだ。サトさんのような悲劇は、二度とごめんだからな。



◆むったんのワンポイントスケッチ「イタクァ」

　どうも、好きなウィンタースポーツはスキーな、むったんです。

　コガネさんがしきりに口にしているイタクァというのは、グレート・オールド・ワンの一柱です。北極圏など、寒い地方に現れることがあり、よく人間をさらってはすごい高い空から落としたりします。ほかのグレート・オールド・ワンと同様、ほとんど正体不明な神様ですね。

　巨大な人の形にも見える雲と、その頭の部分に二つの星のような目を輝かせるといった姿で現れることがあります。たぶん、タマ兄が飛行機で見た影も、このイタクァと思って間違いないでしょう。

　でも、いくら北海道が寒いからといって、イタクァがそんな南にまで来るのは珍しいかもしれません。これからいったいなにが起きるのでしょう……むむむ～っ？






　コガネが目覚めたのだが、語られた話が大きすぎて、探索者たちは次の行動方針に迷ってしまう。

　そんなとき、月森から実家経由で、函館に残っていた戸蒔家の子孫と連絡が取れたというので、函館市北方民族資料館を訪ねてみないかと提案される。もしかすると、戸蒔家の子孫であれば、例のトンコリや、戸蒔家の文書を貸してもらえるよう交渉できるかもしれないというのだ。




辰巳：もう、函館に行くのか。ちょっと早くないか？

佐々原：たぶんですけど、あのトンコリの中にはコガネさんが持って生まれたという黄色の印が入っていると思うんですよね。黄色の印の守り手とやらが回収する前に、こちらで確保しておきたい気もします。きっと、重要なキーアイテムですよ。

ＫＰ：しかし、君は空恐怖症じゃないのかね？

佐々原：だっ、だから、飛行機じゃなくて、陸路で行けばいいんですってば！

睦：すごい時間のロスのような気が……。

辰巳：さやかちゃんが佐々原をノックアウトさせて、無理やり、飛行機に乗せてしまえばいいだろう（笑）。

睦：そんな、特攻野郎Ａチームのコングじゃないんですから（笑）。

ＫＰ／京(みやこ)：「おやおや、辰巳先生。なにかお困りですか？」

佐々原：京ちゃん、キタ――――――――ッ！（笑）

辰巳：「函館まで行きたいのだが、佐々原のやつが飛行機が怖いとか言いだしてね……」

ＫＰ／京：「なるほど、なるほど。陸路で行くにしても、まだ容態の安定しないコガネさんとの長旅は不安ですね。わかりました、私が何とかいたしましょう」

さやか：「というと？」

ＫＰ／京：「東京から北海道まで陸路で行くとしたら、もう寝台特急『カシオペア』しかありませんよ！」

全員：「カシオペア」？

ＫＰ：そうです、この電車です。じゃじゃーん（寝台特急「カシオペア」の絵本を取り出す）。

辰巳：……なるほど、今回は「カシオペア」の車内で殺人事件が起きるわけだな（笑）。

ＫＰ：そういうことは、言わないのっ！




　寝台特急「カシオペア」は人気があるため、なかなかチケットは手に入らないのだが、例によって安(あん)針(じん)塚(づか)財閥のコネと財力を使って、京がなるべく早めのチケットを確保してくれることになった。

　そして、戸蒔家の遺産に興味のある月森も、探索者たちにねだって同行させてもらうことにする。

　チケットを確保する間、探索者には「幕間の成長」を１回だけするなどのチャンスをあげることにした。もしも、『ルルイエ異本』を読みたいのならば、〈ほかの言語（中国語）〉の経験ロールを１回してから、さらに前回のようにボーナス付きで斜め読みに再挑戦してよいことにする。




辰巳：ワシは経験ロールも『ルルイエ異本』の斜め読みもあきらめるから、函館に出発する前に、サトさんの旦那となった、満州(まんしゅう)帰りの男について調べておきたいのだが。

睦：その男って名前すら出ていませんよね。

辰巳：前回のゲームが終わってからよく考えてみたのだが、あの蒼白の仮面の男は、ワシのことを知っていたようだし──だとすれば、ハスターとも通じていたらしい、サトさんの旦那である可能性が高いと思う。

ＫＰ：経験ロールの権利を放棄するというのなら、可能としましょう。ほかのみんなは？

さやか：当然、私たちは『ルルイエ異本』を読みますよ。

佐々原：え～っ、正気度が減りそうで嫌だなぁ……それより〈聞き耳〉を成長させて90％を狙いたい。

睦：私だって読むつもりなんだから、タマ兄も読みなさい！

佐々原：わかったってば、むったんは厳しいなぁ。




　ところが、どうにも『ルルイエ異本』は相性が悪いのか、探索者三人は全員ロールに失敗してしまった。




睦：むむ～っ、また読めないとは……なんだか、不安になってきました。

ＫＰ：一方、辰巳先生はあの事件以前に入滑村から別の土地に引っ越していた老人たちから話を聞き出すことができる。ただ、彼らは田通(たどおり)家の入り婿のことになると、どうにも口が重いね。やはりなにかあるような感じだ。

辰巳：「入滑村には不義理をしてしまったので、ぜひ、昔のことを知りたいと思っておるのです。どうか、お聞かせ願えないでしょうか？」と、頼み込もう。

ＫＰ：だったら、〈言いくるめ〉か〈信用〉をどうぞ。

辰巳：ここは〈信用〉でやらせてもらおう。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：では、立派になった辰巳少年に感心して、老人は重たい口を開いてくれる。ただ、田通家の入り婿が死んだことは間違いないようだよ。だけど、死因については、妙なうわさがあったのだそうな。

辰巳：「と、いいますと？」

ＫＰ：村人たちには庭石──つまり、ハスターを招来するためのモノリスに頭を打ちつけて自殺したと伝えられていたが、田通家の当主、田通米作が入り婿を殺したのではないかといううわさがあったらしい。一人娘のサトに不幸があってからは、米作と入り婿の仲は険悪なものだったそうだ。

辰巳：もしも、サトさんがあのようになってしまったのが入り婿の禁断の儀式のせいだとすれば、殺したくなるのも当然だろう。「ところで、その男の名前をご存じですか？」

ＫＰ：田通(たどおり)黒(くろ)核(ざね)という男だ。旧姓は狩(かる)芝(しば)といい、地元の人間ではなかったらしいね。

佐々原：なんか格好いい名前！

睦：黒い核とか、怪しすぎます。通りすがりのＮＰＣの名前じゃないですね。

辰巳：こいつはクロで決定だな（笑）。

さやか：でも、その人って六十年以上前に死んでいるんですよね……？

辰巳：うむ……そいつがなぜいまになって、われわれの前に現れたのかが問題だな。

睦：コガネさんの話だと、日本にイタクァがやってきたことがきっかけなのではないかと……星(せい)辰(しん)が正しいときみたいな感じで、いまが宇宙的な儀式をするのにベストなタイミングなんじゃないですかね？

ＫＰ：そうだ、旅行の準備を進める中で、辰巳先生はちょっと空いた時間に、コガネと二人きりとなる機会を得た。眠っているときには感じなかったが、彼女の声や立ち姿を見ていると、やはりサトの面影を強く感じる。コガネはサトの母親であるヤマブキと双子の姉妹なので、サトともよく似ているのだろう。

辰巳：なんとも複雑な気分だな……。

ＫＰ：そんな辰巳先生の表情に気づいたのか、「どうして辰巳先生は、時々、私をそんな悲しそうな目で見るのですか？」と、コガネが尋ねてくる。

辰巳：うっ……恐れていたことがついに来てしまった。

佐々原：それは初恋の人にそっくりだから！（笑）

辰巳：ええい、黙れ。サトさんのことは、伯母であるコガネさんとも無関係ではないし、これからまだ事件が続くかもしれないことを考えると、入滑村での出来事は正直に伝えておいた方がよいのかもしれないな。

ＫＰ：どのくらいのところまで話すの？

辰巳：赤ん坊と同化してしまったとかはさすがにきついので濁しておいて、黒核のよからぬ儀式のせいで犠牲になったとか、その後の入滑村で起きたハスターによる悲劇は伝えておこう。おそらく、コガネさんが目覚めたことと無関係ではないだろうからな。

ＫＰ：なるほど……ならば、コガネは静かに辰巳先生の話を聞いているが、姪であるサトが自分と同様に宇宙的恐怖に巻き込まれて、残酷な運命を遂げたことにショックを受けている。

辰巳：「あのようなことは二度とないようにしたい。ですから、あなたも自ら死ぬなどといわないでほしい」

ＫＰ：（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……成功か）ふむ、姪のサトのことを慕ってくれ、そしてそんな彼女の最期を見送ることしかできなかった辰巳先生の言葉は、コガネの心に強く響いたようだ。そして、死を安易に望むことの間違いにも気づいてくれたらしい。

辰巳：それはよかった……。

ＫＰ：ただ、そうであっても、イタクァが現れて、それに呼応するように自分が目覚めたことへの不安はぬぐいきれない。彼女の心にはイタクァへの恐怖が強く刻み込まれていることがわかる。

辰巳：もしも、黒核が儀式のためにコガネさんを必要としているのならば、なんとしてでも守らないといけないな。




　一方、探索者たちが『ルルイエ異本』の読破や、入滑村についての調査をしている間に、月森は旅行の準備をしてきたといって、さやかちゃんが中身をあさったボストンバッグのほかに、中型のキャリーケースをどこからか手に入れてきた。




佐々原：「月森ちゃん、その荷物はなにが入っているの？」

ＫＰ／月森：「それは函館についてからのお楽しみでっす！（キャピ～ン）」

佐々原：「じゃあ、しょうがないなぁ～（デレデレ）」

睦：怪しい……どこから見ても怪しいですよ、あの荷物（ブツブツ）。

ＫＰ：ちなみにキャリーケースには錠がつけてあるからね。開けるには〈鍵開け〉に成功するか、〈機械修理〉で錠を壊すしかないよ。

睦：むむ～っ、いざとなれば開けることは可能ですが、理由もなく壊すのはまずいですよね。

ＫＰ：当たり前だ！







「カシオペア」で行こう




　かくして、探索者たちはコガネと月森の二人を連れて、東京の上野駅から「カシオペア」に乗車することになる。




ＫＰ：京に見繕ってもらった洋服を着たコガネは、違和感なく周囲に溶け込んでいる。八十年も眠り続けていたというのに、順応力は高いようだね。もちろん、見るものすべてが物珍しく、日本の発展ぶりにも驚いているようだ。

辰巳：戦前から、いきなり現代だからなぁ。

ＫＰ：月森の方は、京が用意してくれたチケットに驚いているようだね。なにしろ、安針塚財閥の力によって手に入れたのは、メゾネットタイプのスイートを二部屋と、カシオペアデラックスの一部屋だ。メゾネットタイプのスイートは一階はベッドルーム、二階は見晴らしの良いリビングに分かれている。カシオペアデラックスは一階しかないけど、その代わり天井が高くて開放感のある部屋だ。この上には、さらに最上級の展望室スイートという部屋があるのだけど、そちらは「カシオペア」全両に一室しかないため、さすがに押さえられなかったらしい。

さやか：いやいや、普通のスイートで十分ですから。ちなみに、おいくら万円なのでしょう？

ＫＰ：メゾネットタイプでお一人様、函館まで６７、２６０円となっております。

さやか：６人のチケットだと……40万円ですか。さすがは京さん。

佐々原：飛行機で早割の格安チケットを使えば、向こうでの宿泊もつけて往復２万円くらいで行けるんですけどね。

ＫＰ：移動手段としてではなく、「カシオペア」での旅をするということに価値があるのだ。その証拠に、なかなかチケットが取れないほどの大人気なんだよ。京がいなければ、とても無理な話だった。

辰巳：（「カシオペア」の概略図を見ながら）さて……どういう部屋割りにするかな。

ＫＰ：おっと、空恐怖症の佐々原は、高い位置にリビングのあるスイートには抵抗があるので注意すること。

佐々原：だったら、ボクと辰巳先生がデラックスで、女性陣がメゾネットタイプになりますね。

ＫＰ／月森：「私とコガネさんが同じ部屋で、さやかちゃんと睦ちゃんが一緒の部屋になればいいんじゃない？」

さやか：「いやいや、そういうわけには（苦笑）」

ＫＰ：「あら、どうして駄目なの？」と、コガネも月森の意見に賛成のようだよ。二人は年齢も近いしね。

さやか：「私とむったんはいつも一緒だから、たまには別行動がいいかな～って。ねえ、むったん？」

睦：「そうそう、決して月森さんとコガネさんを一緒にしては危険とかじゃないですよ～（笑）」

辰巳：容態の安定しないコガネさんは、ワシの隣の部屋にしてもらいたいな。

睦：となると、月森さんは別車両になりますね。

佐々原：月森ちゃんもできるだけ近くで見張っておきたいんだけどなぁ……。




　いろいろ悩んだ結果、探索者の部屋割りは決定した。次にこれから登場するＮＰＣたちの部屋位置を明記した概略図があるので、そちらも参考にしながらリプレイを読み進めてもらいたい。

























ＫＰ：さて、いよいよ「カシオペア」は上野駅から発車した。なお、京が気を利かして、これまた大人気の食堂車のディナーも予約をしてくれている。ちなみに、「カシオペア」では食堂車の座席数の都合から、食事時間は一時間ちょっとで区切って、お客さんを３回転させている。１回目のディナーの予約はできなくて、２回目のディナーに４人分、３回目のディナーに２人分の席を確保してあるそうだ。

辰巳：６人全員が一緒ではないのだな。

ＫＰ：あと、３回目のディナーは夜の八時過ぎという遅い時間なので、できたらコガネは２回目のディナーにしてもらいたいと言っているね。そんな夜遅くでは、眠くなってしまいそうだってさ。

辰巳：では、２回目のディナーはコガネさんと、ワシと……あとは誰にしようか？

ＫＰ：だったら、ボクが３回目のディナーで、月森ちゃんと二人きりの食事をさせてもらいます。しかし、むったんとの食事も捨てがたい……うむむっ！

さやか：（佐々原を無視して）じゃあ、私とむったんが２回目で辰巳先生たちとご一緒するということで。

睦：（佐々原を無視して）うん、それでいいんじゃないかな。

ＫＰ：月森もそれでいいと言っているね。そんなわけで、ディナーの時間までは、それぞれ自由時間となるよ。「カシオペア」を散策してもいいし、ほかの人の部屋を訪ねてもかまわないよ。

さやか：ディナーにはどんな服を着ていけばいいのかな。「飛鳥Ⅱ」に乗ったときのドレスとか？

ＫＰ：「カシオペア」といえども、「飛鳥Ⅱ」のようなドレスコードはないから、普通のレストランに行くくらいの格好で大丈夫だと思うよ。ドレスでは逆に浮いてしまうだろう。

さやか：でも、せっかくのディナーなんだから、ちょっとだけおしゃれしていこうっと。

ＫＰ：（おっと、ちょうどいい話題になったな）君たちがディナーのおしゃれの話をしていると、月森も乗ってくるよ。「そうそう、コガネさんも、もう少しお化粧してもいいんじゃないですか？」

さやか：お化粧していないんですか？

ＫＰ：そうだね、京が用意はしてくれたようだけど、いまの化粧品には慣れていないようだ。冷凍睡眠の影響か、まだあまり顔色が良くないから、明るめのファンデーションなどをつけるといいかも。

さやか：「じゃあ、ちょっと試してみます？」

ＫＰ：「だったら、私の部屋にいろいろありますよ」と、月森はみんなを自分と睦ちゃんの部屋に招待する。

睦：もしかしたら、あのキャリーケースを開けるかも。これは見過ごせませんよ！

ＫＰ：いくらスイートでも、四人だとちょっと狭いから、リビングではなくベッドに腰掛けて話をするって感じになるかな。月森はボストンバッグから旅行用の化粧品と、あと黒い小箱を取り出した。なかなか凝った小箱で、黒い漆塗りに螺(ら)鈿(でん)の装飾がされている。さやかちゃんと、睦ちゃんは〈芸術（骨董品）〉をどうぞ。

さやか：だから、私はただのバイトなので、骨董品のことは苦手だと何度言えば……コロコロ……失敗です。

睦：コロコロ……当然、私も失敗です。

ＫＰ：では、この小箱の価値はわからなかった。月森が箱を開くと、中にはガラス製のきれいな小瓶が三本ほど入っている。どうやら香水らしいね。

さやか：香水ですか。食事の時につけるのはどうなんですかね？

ＫＰ：確かにさやかちゃんの言う通りだけど、気づくか気づかない程度につけることで、フェロモンをアップできるのだと月森は力説している。よくある手首や耳の後ろにつけるとかではなく、足首にトントンと少量つけて、歩くと香りが立ち上るようにさせるのがテクニックなのだそうな。

さやか：ふーん、足首ですか。

ＫＰ：月森はラメの入った香水を取り出して、コガネさんにつけてあげている。

睦：むむっ、怪しい……怪しいけど、いまの私にはそれを止める理由がない！

さやか：「それって、私たちにもつけさせてもらえますか？」

ＫＰ／月森：「ん～、これはさやかちゃんにはまだ早いかも。こっちの柑橘系の方が似合うんじゃないかな？」と、月森は食事中には邪魔にはならないけど、席を立ったときにはふわっと香るといったつけかたを教えてくれる。ここで二人は〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……私が成功しました。

ＫＰ：コガネがつけた香水だけど、ほんの少量でも香りが強めで、部屋にいたみんなに移り香を感じるね。

さやか：月森さんがいうほど、さりげない香りではないんですね。

睦：私は小箱の方が気になるのですが……。

ＫＰ：よく見てみるのなら〈化学〉をどうぞ。

睦：〈化学〉をロールさせられる螺鈿の小箱って、いったい……？　コロコロ……駄目です、失敗しました。

ＫＰ：じゃあ、なにもわからないな。

さやか：うーん。結局、なにもわからないまま、香水のつけかたを教わっただけだったね。

睦：あのキャリーケースの中は、いまのうちに見ておきたかったなぁ。

ＫＰ：楽しい旅行のひとときを演出しているだけじゃないか。それで何が悪いというのか？（笑）




　一方、辰巳先生は部屋で休憩しており、佐々原の方は「カシオペア」を散歩してラウンジカーに行ってみることにした。ここは乗客全員に開放されており、大きな車窓から景色を楽しむことができる。なお、乗客が思い思いのことを書き記す旅ノートも置いてあり、佐々原はそれを暇つぶしに読んでみるのだが、たいした情報は得られなかった（ただし、これはのちの伏線となる）。




ＫＰ：（探索者たちの位置を確認して）えーと、佐々原以外は〈聞き耳〉をしてくれるかな？

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人は、隣の１号車で「ギャアアアッ！」という、女性の悲鳴が聞こえたのに気づく。

辰巳：い、いったい何事だ。様子を見に行こう。

さやか：私も行ってきます。「むったんは、ここでコガネさんたちと一緒にいて」

睦：「うん、わかった。気をつけてね」

ＫＰ：辰巳先生とさやかちゃんが１号車に駆けつけると、廊下で中年女性が真っ青な顔をしていて、そんな彼女を中年男性が部屋に連れ戻そうとしている。

辰巳：「いったいどうしたというのですか？」

ＫＰ／中年男：「あっ、私の連れがお騒がせして申し訳ない。たぶん、ゴキブリでも見たのでしょう」

辰巳：あの悲鳴はゴキブリを見た程度のものだったのだろうか？

ＫＰ：体長30センチのゴキブリを見たら、そのくらいの悲鳴は上げるだろうって感じかな（笑）。

辰巳：「いや……なにか、ただごとではない様子でしたが」

ＫＰ：辰巳先生がそう言っても、男は騒がせたことを謝りながら、女性を部屋に押し込んでしまう。（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……成功か）どうやら、彼はあまり大事にしたくないといった態度だね。

さやか：念のためですけど、廊下とかにはなにもないんですよね？

ＫＰ：そうだね。この１号車は「カシオペア」の端っこの車両で、突き当たりはうわさの最上級の展望室スイートとなっているだけだ──おっと、そろそろディナーの時間になるよ。

辰巳：いったい彼女はここで何を見たというのか……しかし、これ以上の詮索は難しいな。

ＫＰ：プレイヤー情報として、この二人は１号車・２番の部屋の乗客で、名前は柴(しば)田(た)とその夫人だと教えてあげよう。

睦：えーと、柴田夫妻……っと（概略図にメモしながら）。こうなると、同じ車両の１番と３番の部屋の乗客も気になりますね～。




　さやかちゃん、辰巳先生、睦ちゃん、コガネがディナーのため食堂車に行っている間、佐々原はまたラウンジで休憩することにした。なんでも、ディナーのときに初めて月森の香水に気づいたという演出をしたいから、それまでは彼女と会わないようにしているらしい。二枚目をロールプレイするのも大変だ。

　そのとき、佐々原は、たまたま車内を散策していた柴田夫妻の旦那の方と出会う。何気なく話しかけると、彼は延々と「カシオペア」などの寝台列車の魅力について語り始める。どうやら、かなりの鉄道ファンのようだ。




辰巳：ワシはコガネさんをエスコートして食堂車へと向かうぞ。

ＫＰ：人気のディナーなので当然満席かと思いきや、なぜか二席だけ空席があるね。

辰巳：おや、どうしたのだろうか。車掌さんにさりげなく「あそこの席のお客さん、来ていないようだが……部屋で、具合でも悪くしているんじゃないのかね？」と、尋ねてみよう。

ＫＰ：車掌は「ええと……ああ、そうですね。お部屋に確認したところ、お連れの方の具合が悪いそうで、部屋でお休みになってます」と、ファイルを見ながら応える。

さやか：それって、さっきの柴田夫妻のことでしょうか？

ＫＰ：名前までは教えてくれないけど、〈目星〉に成功したら、ファイルの中身をちらりと盗み読みできるよ。

さやか：ちらりとじゃなくて、じろじろ盗み読みしますよ～！　コロコロ……成功です（笑）。

ＫＰ：じろじろ見ないでよ、嫌な感じだなぁ。えーと、キャンセルしたのは木(き)村(むら)と小(こ)松(まつ)原(ばら)となっている。どうやら、１号車の１番の部屋の乗客のようだね。

睦：（概略図にメモしながら）むむ～っ、あのうわさの展望室スイートのお客さんですね。柴田夫人が見たものと関係しているのかも？

辰巳：「様子は見に行かれたのですか？　これでも、私は医者のようなものですが」

ＫＰ：部屋は訪ねたようだけど、さすがにどんな具合かまでは確認していないようだよ。同室の男性が応対して、「連れの具合が悪いのでキャンセルさせてくれ」と言ってきたのだそうだ。

佐々原：ああ、これはもうお連れさんは殺されていますね（キッパリ）。

睦：柴田夫人はその殺害シーンを目撃して錯乱したとか？

辰巳：だったら、ちゃんと殺人事件だって話すだろう。

睦：宇宙的な殺され方だったんじゃないですか。

ＫＰ：物騒なことを言ってるなぁ。せっかくのディナーをもう少し純粋な気持ちで楽しめないものかね？

辰巳：そうだな、コガネさんもいることだし。「そう言えば、月森くんとなにをしていたのかね？」とか、空々しく尋ねてみたりして。

ＫＰ：すると、コガネは「それは内緒です」と言って、さやかちゃんたちに目配せをしてクスクス笑っている。

さやか：「そうそう、女子だけの秘密なんですよ～」

ＫＰ：まあ、辰巳先生は〈アイデア〉をしてもいいよ。

辰巳：コロコロ……よし、成功だ。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生はコガネが歩くと、ほのかに良い香りが立ち上ることに気づく。

辰巳：「……なるほど、香水ですな」

ＫＰ／コガネ：「あら、お気づきになりました。お気に召してくださればよろしいのですが」

辰巳：「ふむ……さほど強く主張もせず、それでいてあなたらしいとても良い香りですよ」

睦：なんだかいい感じですね。さすが辰巳先生です。

さやか：これは京さん、気が気じゃないですよ。さっそく二人の様子を写メールで送らねば（笑）。

辰巳：送るんじゃない！（笑）

ＫＰ：さて、そんな辰巳先生がコガネとイチャイチャしていると──

辰巳：人聞き悪いな！

ＫＰ：すごい体積の中年女性が食堂車にやってきた。アドバルーンみたいな体型をしていて、胸元の大きく開いたドレスを着ている。そして、食堂車に入ってくるなり「あらやだ、ここも禁煙なのぉん。どぉゆぅことぉん？」と、不満そうな顔をしている。そんな彼女のあとには、三十代くらいの茶髪の色男がついてきている。彼も派手なスーツを着ていて、どうも堅気の仕事をしているようには見えないね。

辰巳：ああいうのとは関わり合いたくない……目を伏せていよう。

ＫＰ：ところが、そのアドバルーンのような女性は辰巳先生を見かけると、「あらぁん、もしかして辰巳先生ではなくてぇ？」と、ぽよんぽよんと胸を揺らしながら近づいてくる。

佐々原：辰巳先生はモテモテだなぁ。うらやましぃ～っ！（笑）

ＫＰ：「わたくし、札幌でホテルを経営しております、八(や)木(ぎ)と申しますの。どうぞお見知りおきを」と、名刺を差し出してきた。どうやらすすきのにあるラヴホテルのオーナーらしいね。

辰巳：「はあ、これはどうも……」って、女子高生も見ているのに、対応に困るなぁ。

ＫＰ／八木：「北海道にはご旅行で？」

辰巳：「ええ、函館まで、ちょっと」

ＫＰ／八木：「あらそうですか。私たち、１号車の３番におりますの。辰巳先生はどちらの車両で？」

辰巳：教えていいのかなぁ……まあ、いいか。「２号車の１番です」

ＫＰ／八木：それを聞いた途端、八木は目を輝かせて、「あらっ、そうなんですかぁん。この機会に、ぜひ、お近づきになりたいものですわねぇ」と、やけに積極的に話しかけてくる。

さやか：なんなんでしょう、この人は？

ＫＰ：そんな、体積の大きい八木がぐいぐいと迫るものだから、うっかりコガネの前にあるグラスを倒してしまう。

辰巳：「おっと、これはいかん」って、すぐにナプキンを持ってこさせよう。

ＫＰ：ところが、八木の連れの男は、辰巳先生よりも素早く、慣れた調子でフォローをしてくれる。みんなは〈信用〉をしてみてくれ。

辰巳：コロコロ……成功したのは、ワシだけだな。

ＫＰ：マナーにも詳しい辰巳先生は、この男の挙動から、たぶんホストかなにかだろうと見極めることができる。

さやか：「なんだかスマートな人ですねぇ～」

睦：さやかちゃん、ああいう男の人がタイプなの？

さやか：ううん、辰巳先生ばっかりモテてるから、ちょっと言ってみただけ。

ＫＰ：確かにこの男は女性の扱いには慣れているようで、さやかちゃんたちがつけている香水にもちゃんと気づいたようだ。特にコガネに対しては「珍しい香りですね。奥ゆかしく、謎めいたあなたによく似合っている……」とかなんとか言っている。

辰巳：「あー、ごほん。迷惑をかけたね。もう大丈夫だから」

ＫＰ：すると、八木の方もちょっと不機嫌そうな顔で「大(おお)槌(つち)くん、席に行くわよ」と、ぽよんぽよんと去っていく。大槌と呼ばれた男は「塔(とう)子(こ)さん、待ってくださいよ。なにすねてるんですか？」とか、言っているな。

睦：ホテルオーナーの女社長と、ホストという関係ですかね。

佐々原：サスペンスドラマにはありがちな組み合わせですね。どちらか死ぬのは決定でしょう（キッパリ）。

睦：１号車の３番には、マダム八木とホスト大槌……これで１号車の乗客は全部埋まりましたね。

辰巳：やっぱり車内で事件が起きるんだろうなぁ……嫌だなぁ……。

ＫＰ：まあ、そんな二人以外は特に目立った乗客はおらず、ディナーが開始される。「カシオペア」のディナーには、和食の懐(かい)石(せき)御(ご)前(ぜん)とフランス料理コースの二種類があるそうだが、京が予約してくれたのはフランス料理の方だ。

さやか：「飛鳥Ⅱ」で覚えたマナーで優雅に食事しましょう。

辰巳：コガネさんには懐石御前の方がよかっただろうか？

ＫＰ：函館は日本初の国際貿易港でもあったし、外国人居留地もあったから、洋食もさほど珍しくはないんじゃないかなぁ。

佐々原：でも、入植したばかりで生活は苦しかったんでしょう？

ＫＰ：確かにそうだな。洋食を食べる余裕はなかったのかも。

辰巳：彼女のために箸をもらってあげよう。

ＫＰ：いや、その気遣いは無用のようだ。彼女はこの時代に慣れようと、見よう見まねでナイフとフォークを使って食べようとしているね。辰巳先生が見たところ、死を望んでいた彼女の面影は薄れつつある。

さやか：「これはこうやって食べるんですよ～」って、私も下手ですけど、わかる範囲で教えてあげます。

辰巳：ふむ……コガネさんが前向きになってくれているのは良い傾向だな。

ＫＰ：さて、そんなふうにさやかちゃんとコガネの食事風景を辰巳先生がほっこりしながら眺めていると、隣の睦ちゃんが、先ほどからカチャカチャと食器を鳴らしてうるさいのであった。

睦：む～っ、私ってそんなにマナーが悪いんですか？

ＫＰ：いやいや、そうではなくて。これは睦ちゃんが意識している行動ではない。知らぬうちに、デザートのムースなどを、フォークで白い皿に塗りたくって、なにやら不気味な模様を描いているんだ。

さやか：「むったん……なにやってるの？」って、こわごわと尋ねてみますけど。

ＫＰ：これは前回の睦ちゃんの不定の狂気が発症したものだ。インスピレーションがひらめくと、すぐにイメージをどこかに描きたくなる欲求に逆らえなくなる。さらに問題なのは、睦ちゃんの美的感覚はおかしくなっており、それが誰の目にも不快な代物であるということだ。

睦：そんな狂気になっていたとは……。

ＫＰ：これは『るるいえあんてぃーく』の第二話に登場した、狂気の画家、鶴(つる)橋(はし)と同じような症状だと思ってくれ。

睦：「ほら、さやかちゃん……これきれいでしょう？」って、ムースで描いた蒼白の仮面っぽいものを見せてます。

ＫＰ：それを見ると、コガネは不安そうな顔で、睦ちゃんと辰巳先生を見比べる。周りの客も、睦ちゃんの奇行に眉をひそめているね。

辰巳：こ、これは見るに忍びない。「しっかりしたまえ、睦くん。そんなことをしてはいかん」と、〈精神分析〉をさせてもらおう。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃんはわれに返ってもいいよ。

睦：む～～っ、周りの視線が痛いです。「ごめんなさい、せっかくの食事を台なしにしてしまって……」って、ここには居にくいので自分の部屋に戻ります。しょぼーん。

ＫＰ：皿に残された不気味な絵を見ていると、さっきまでの楽しげな雰囲気はうそのように消え失せ、これから自分たちが宇宙的恐怖の待ち受ける地に向かうのだということを嫌でも思い知らされるのであった。




　自分の狂気にショックを受けた睦ちゃんは、みんなに迷惑をかけないようにと自室に閉じこもってしまう。

　さやかちゃんは、そろそろ眠くなってきたというコガネを見守るため、自室に待機。

　３回目のディナーに向かった佐々原と入れ替わりで自室に戻った辰巳先生は、なぜかマダム八木の訪問を受ける。なんでも、「カシオペア」では喫煙車両の室内でしかタバコは吸えないため、辰巳先生の部屋に吸いに来たのだという。彼女の膨大な質量に圧倒されて、辰巳先生は渋々ながら彼女を部屋に通すことにした。




ＫＰ：彼女はダイヤモンドがちりばめられた高級ライターで、細いタバコに火をつける。ようやく、一息つけたといって、至福の表情を浮かべているね。

辰巳：それはなにより……せっかく上機嫌のようだし、１号車の話を聞かせてもらおうか。柴田夫人が悲鳴をあげた騒ぎのことは知らないのかな？

ＫＰ：柴田夫妻には関心はないようだね。「夫婦げんかでもしたんじゃないのぉん？」と、素っ気ない返事だ。

辰巳：ふむ……では、展望室の客については？

ＫＰ：その話題になると、八木は「ぺろ～ん」とうれしそうな顔で舌なめずりをする。

辰巳：うわっ、なんだ、なんだ!?（笑）

ＫＰ：「あの部屋の男は、私好みのイケメンだったわねぇ～」と、紫煙を吐きながら、ほくそ笑んでいる。

辰巳：「はあ、そうですか……」

ＫＰ／八木：「もちろん、辰巳先生だって、知性という魅力がございましてよぉん？」

辰巳：「そ、それはどうも」って、なんかこの雰囲気は落ち着かん。早く帰ってくれないかなぁ？

さやか：相変わらず、辰巳先生はモテモテでなによりです（笑）。




ＫＰ：そろそろ、佐々原のディナーのシーンにしようか。

佐々原：では、ここで初めて月森ちゃんに会ったので、彼女の香水に気づきたいです！

ＫＰ：どうぞ、〈アイデア〉をしてくれ。

佐々原：コロコロ……なっ、なんだと、失敗してしまいました～（泣）。

ＫＰ：それでは、佐々原はせっかくの月森のおしゃれに気づけないな。辰巳先生や、ホスト大槌は気づいたのにね。

佐々原：ぐぬぬぬっ、せっかく気のつく男のロールプレイをしたかったのに！

睦：あれだけ仕込んでいたのにね～。残念、タマ兄！（笑）

ＫＰ：ちなみに、今回のディナーには、例の柴田夫妻も同席している。

佐々原：夫人の方は初対面ですね。あの騒ぎの時には、ボクはラウンジにいたから。

ＫＰ：佐々原に「カシオペア」の魅力を長々と語ってくれた柴田の旦那の方は、やけにうれしそうにディナーの食事をデジカメで撮影しているのだけど、夫人の方は、さっきからなにか思い詰めたような表情で、一言も発していない。とても不自然な二人組に見えるね。

佐々原：旦那さんがテンション上がっちゃって、奥さんがうんざりしているみたいな？

ＫＰ：（〈心理学〉はコロコロ……失敗か）たぶん、そんな感じだろう。

佐々原：月森ちゃんの香水はちょっと怪しかったから、事前に気づいておきたかったなぁ。さりげなく話題の中で、さやかちゃんたちとなにをしていたのか聞きたいんですが。

ＫＰ：んーと、それだと、辰巳先生に聞かれたときと同様に「内緒です」と答えるだけだな。

佐々原：んんっ、もしかして、香水のことはボクらに隠している……？

さやか：女性の隠れたおしゃれですからね。

佐々原：いや、そうじゃなくて……なにかマーキングでもしているんじゃないのかな。このあと停電になって、匂いのする人物を殺害する的な……。

ＫＰ：（相変わらず、先読みをするなぁ）まあそんな気のつかない佐々原と月森は料理を楽しんでいるわけだが、しばらくして、突然、柴田夫人がガタンと席を立ち上がって「やっぱり、私……見たわ……怪物がいたのよ！　吸血鬼よ！　だから、女の子の血を吸っていたのよ！」と、あたりかまわずわめき散らす。

佐々原：「しっかりしてください、奥さん」って、すぐに〈精神分析〉で落ち着かせてあげましょう。コロコロ……あっ、失敗しちゃった。

ＫＰ：では、佐々原が落ち着かせようとしても、彼女の興奮は収まらない。「降ろして、すぐに降ろして！」と、車両の乗降口に駆け寄って、扉をガンガンとたたいている。周りの乗客たちは戸惑った顔をして見守るだけだ。

辰巳：これはいかん。その騒ぎを聞きつけて、ワシが〈精神分析〉をしてやりたいのだが？

ＫＰ：……いや、ルールによると一度〈精神分析〉に失敗してしまうと、再度、ほかの人が〈精神分析〉の処置をすることはできないとなっているね。

佐々原：ありゃ、だったらボクがやらない方がよかったな……。

辰巳：いや、あの状況ならば仕方がないだろう。

佐々原：落ち着かせることはできなかったけど、もう少し、その吸血鬼とやらについて尋ねられませんか？

ＫＰ：〈精神分析〉に失敗しているようでは、ちょっと難しいね。あまり騒ぐので車掌に取り押さえられて、彼女は強制的に部屋に戻されてしまう。次の停車駅である一(いち)ノ(の)関(せき)で降りてもらうことになりそうだな。

睦：むーっ、吸血鬼とは……意外なものが出てきましたね。

さやか：クトゥルフ神話の怪物に吸血鬼なんているんですか？

睦：星の精なんか、英語名はスターヴァンパイア（星の吸血鬼）ってくらいで、吸血鬼だけど……。

辰巳：あれを見て、吸血鬼という人はいないだろう。あいつは、吸血鬼である以前に、もっと別のなにかだ。

佐々原：女の子の血を吸っていたといっていましたが、もしかして１号車の１番の乗客なんでしょうか。具合が悪いというのは、血を吸われたからなのかも。

辰巳：うーむ、それだったら、連れの人間がもっと騒ぐのではないだろうか？







一度動き出せば止まらない




ＫＰ：それぞれのディナーを終えたあと、「カシオペア」は盛岡を出発して、青森へと向かう。このあと乗客が乗り降りする駅は、函館までない。外は真っ暗で、規則的な線路の振動と揺れの中、寝台列車らしい静かな夜を迎えることになる……が、深夜だというのに、睦ちゃんの部屋の扉をノックするものがいる。

睦：むむ～っ、いったいどなたでしょうか。ちょっとだけ扉を開けて、様子を見てみます。

ＫＰ：そこにいるのは、マダム八木だ。彼女は「私の連れが来てないかしら？」と、険しい顔をして尋ねてくる。

睦：「いえ、来ていませんけど……」

ＫＰ：「本当にぃ～？」と、すごい体積を利用して、ぐいぐいと部屋に入ってくるのだ。

睦：す、すごい体積です！　とても止められない！（笑）

ＫＰ：マダム八木は部屋を見回して、月森のほかに乗客がいないことを確認すると、「失礼したわね」と素っ気なく言って、出て行こうとする。

睦：「あのぉ、お連れの方がいなくなられたんですか？」

ＫＰ／八木：「そうなのよ……もしかして、乗り合わせた若い女にでもちょっかいかけているんじゃないかと思ってね。そうだ、あなたと一緒にいた子たちの部屋はどこかしら？」

睦：コガネさんの部屋を教えちゃっていいんですかね？

辰巳：大丈夫じゃないのか。ホスト大槌がいなくなったというのも気になるし、もう少し、話を聞きたい。

睦：では、２号車の方に行って、みんなと合流しましょうか。

ＫＰ：当然、辰巳先生の部屋と、さやかちゃんの部屋にもホスト大槌がいないわけだが……。

辰巳：「大槌さんはいつくらいからいなくなったのですか？」

ＫＰ：マダム八木の話によると、彼女が辰巳先生の部屋でタバコを吸っていた間に、部屋からいなくなってしまったのだそうだ。

佐々原：だとしたら、ずいぶん長い間いないことになりますね。食堂車やラウンジ車にもいなかったんですよね？

ＫＰ：いろいろ探したけど見あたらないようだね。

辰巳：「念のため、１号車の展望室の乗客にも確認してみてはどうでしょう？」と、持ち掛けてみよう。マダム八木のずうずうしさを利用して、あの部屋の乗客を確認してみたい（笑）。

さやか：あっ、それはいいですね！（笑）

ＫＰ：辰巳先生にうながされると、マダム八木は「そうねぇ、あのイケメンにも聞いてみようかしらぁん」と、まんざらでもない顔をして、展望室へと向かう。

さやか：後ろから着いていきましょう。どれだけイケメンなのか楽しみです（笑）。

ＫＰ：では、１号車の突き当たりにある問題の展望室の前まで来た。マダム八木がノックをすると、扉が開いて男が出てくる。

さやか：イケメンですか？　イケメンですかっ!?

ＫＰ：……いや、そうでもないような。服のセンスは若い感じだけど、中身は普通のおじさんって感じだね。

さやか：あらら……八木さんはそういう普通のおじさんが趣味なんですかね？

ＫＰ：いや、マダム八木も拍子抜けしているね。とりあえず、大槌のことは尋ねるけど、おじさんは「いない」と素っ気なく答えるだけだ。まさか男がいる部屋に大槌がしけこんでいるはずもないので、八木も素直に退散する。

辰巳：具合の悪そうにしている女性は見えなかったか？

ＫＰ：とりあえずは見えなかったね。奥で寝ているのかもしれない。

佐々原：それか、すでに死んでいる……。

さやか：「八木さん、あの人がうわさのイケメンですか？」

ＫＰ：「なに言ってんの、あんなシケたおっさんじゃないわよ。上野駅でこの部屋に入っていくのを見たんだけど、そのときはもっと若い子だったのに、おかしいわねぇ～？」と、マダム八木は首をかしげている。もちろん、君たちみたいに、友人同士で部屋の行き来があっても当然なので、たまたま別の部屋の乗客であるイケメンが入っていったところを見ただけなのかもしれない。

辰巳：ふーむ、気にはなるが、まだ事件も起きていない状況では、どうしようもないな。




　探索者たちは状況整理のため、辰巳先生と佐々原の部屋である２号車の１番に集って話し合う。

　実は、だいぶ前に佐々原がラウンジ車で読んだ旅ノートには、木村と小松原が書いた若さ満載のラヴラヴなメッセージが残っていた。そこからも、あのおじさんが怪しいとわかるのだが、すっかりスルーされてしまった。




睦：これまで起きている怪しいことは──柴田夫人が吸血鬼を見たと騒いでいた。ホストの大槌さんがいなくなった。展望室のイケメンがおじさんになっていた。この三点ですよね。

睦：そもそも、あのおじさんはいったい何者なんでしょう？

辰巳：展望室の本当の客であるイケメンと連れの女性を吸血鬼的な手段で殺害して、あのおじさんが乗客に成りすましているというのは考えられるな。目的は……あの部屋で、なにかの儀式をしているとか？

さやか：車掌さんに本当にあの部屋の乗客なのか確認できないのでしょうか？

ＫＰ：車掌だって、すべての客の顔までは覚えていないだろう。

全員：う～～～～～～ん。

ＫＰ：そんなことをしているうちに、「カシオペア」は一時停車していた青森県の蟹(かに)田(た)駅を出発した。ここから先は、青函トンネルに入ってしまい、函館までノンストップだ。もうすっかり深夜になって、月森とコガネは自室で寝ているようだけど、みんなはどうするのかな？

辰巳：電車に黄色いコートの連中が紛れ込んでいるかもしれない状況で、おちおち寝てもいられないだろう。

佐々原：函館に到着するまで、一晩くらい徹夜してもいいんじゃないですか？

ＫＰ：せっかく寝台車に乗ったっていうのに……なんの意味もないじゃないか。

さやか：こんな怪しいことばかり起きているんじゃあ、とても寝られませんよ。

ＫＰ：あっそう。だったら、深夜、人の動きが感じられない車内での〈聞き耳〉をどうぞ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：二人は外の廊下から、ゴトンという音が聞こえた。聞こえた二人は〈アイデア〉もどうぞ。

さやか＆佐々原：コロコロ……またまた、成功です。

ＫＰ：たぶん、あれは車両連結部の段差を、キャリーケースが乗り越えた音ではないかと思う。

さやか：キャリーケースということは、月森さん!?

辰巳：なんと、このタイミングで彼女がとうとう動き出したかっ!?

佐々原：こんな深夜にキャリーケースを持ち運んでいるなんて不審に思って見に行きます。

ＫＰ：なお、さっきのロールに成功している人は、１ラウンドだけ早く対応ができる。もしも、みんなに外の様子を伝えてから行動するのならば、その１ラウンドは無効になるけど、どうする？

佐々原：つまり、ボクとさやかちゃんだけで素早く見に行くか、みんなでゆっくり見に行くかということですか。

さやか：二人もいれば十分かと。急いでいきましょう！

佐々原：そうだね。「外に誰かいるみたいだ」と告げてから、さやかちゃんと二人だけで急いで廊下に出ます。

ＫＰ：なるほど。二人が廊下に出ると、そこにいたのはキャリーケースを持った月森だ。なぜか彼女は、コガネの部屋の前でそのケースを開いている。

さやか：ケースの中には何が入っているんですか!?

ＫＰ：それはくすんだ銀色をした、見たこともない機械だ。大きさはラグビーボールより、ちょっと大きいくらい。全体的には四本足の甲虫を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる。ただし、その背中には、コルク抜きのようならせん状の部品が砲台のように飛び出している。

辰巳：なんだ……それは？

佐々原：「月森ちゃん、いったいなにをしているんだ！」

ＫＰ：月森は君たちが飛び出してきたことに驚いて、「こ、これは……」と、うろたえている。一方、その間にも、奇妙な機械は勝手に動いており、そのらせん状の部品の先端を月森の方にピタリと向けた。

睦：むむっ、月森さんが狙われてる？　なんで？

佐々原：（即断で）月森ちゃんをかばいます！

さやか：（同じく即断で）その機械をサッカーボールみたいに蹴り飛ばします！

ＫＰ：身を挺して月森をかばうのならばＳＩＺの５倍でロールしていいけど、もしもこの機械がなんらかの攻撃をしてくるものであれば、佐々原が代わりにそのダメージを受けることになるよ？

佐々原：それでもかまいません！

ＫＰ：ほお、覚悟が決まっているね。さやかちゃんの方は、機械を蹴り飛ばすのならば、〈キック〉を命中させて、この機械の耐久力を超えるダメージを与えればよいことにしようか。

さやか：その機械のＳＩＺはどのくらいですか？

ＫＰ：重さによって違ってくるけど、中まで金属が詰まっているとしてもＳＩＺ４は超えないと思うよ。

さやか：それなら十分に出そうですね。その作戦で行きます！

ＫＰ：念のため繰り返すけど、佐々原は本当にダメージを引き受けるということでいいんだね。何が起きても知らないからね。ボクは警告したからね？

睦：むむ～っ、キーパーがこんなに念を押すなんて、どんなすごい攻撃が来るのでしょうか……？

辰巳：まったく見たことのない相手だからな。予想もできん。

佐々原：いや、いくらなんでも即死するような攻撃は来ないでしょう……。

睦：む～っ、なにかの抵抗表ロールをさせられて、失敗は即死みたいな攻撃が来てもおかしくはないと思うけど。

佐々原：それでも、佐々原としては、ここでかばわない選択肢はないですよ。ええい、ＳＩＺの５倍ロール、行きます。ボクは背が高いので成功率は85％です！

全員：死なないでね～！

佐々原：コロコロ……うっ、なんと失敗した……だとっ!?（愕然）

ＫＰ：おやおや、せっかくの覚悟だったのに、それは残念だったな。続いて、さやかちゃん、どうぞ。これが失敗したら、たぶん月森が攻撃されるのだろう。

さやか：大丈夫。私の空手キックで、遠くに蹴り飛ばしてやります。コロコロ……なっ、私も失敗!?

佐々原：ええ～～っ!?

ＫＰ：ふむ……では、その機械からキィーンという耳障りな音がすると、らせん状の部品の先端に、虚空から黒い球が発生した。そして、それが月森に向けて撃ち出される。

佐々原：うわああああっ、やめろ～～っ！

ＫＰ：その黒い球が月森に触れると、彼女は驚いた目をして「なんで……私に？」と、戸惑ったようにつぶやく。その直後、ぎゅるるるっと彼女の体は黒い球の中に吸い込まれていくのだった！

佐々原：手をつかんで、引っ張り出します！

ＫＰ：佐々原は手を引っ張るが手応えはない。どうやら、どこかに吸い込まれているというよりは、彼女の体がこの場から消滅しているといった方がいいだろう。

佐々原：えっ、ええ～っ!?
















ＫＰ：自分の死を悟ったのか……月森はそんな佐々原を見上げて訴える。「私はあなたたちの敵じゃない。むしろ、その知性と行動力は尊敬さえしていた……だからこそ、忠告します。天(てん)狗(ぐ)さらいにあの女を殺させること……でなければ、世界は凍り──」と、その言葉の途中で、彼女の体は黒い球と一緒に完全に消滅してしまった。

佐々原：ホントに彼女は消えちゃったんですか。どこかから声とか聞こえてきませんか？

ＫＰ：なにも聞こえてはこないな。さあ、二人は目の前で月森が消滅したことに対する〈正気度〉ロールだ。

佐々原：そ、そんなぁ……。

ＫＰ：（おおっ、いま佐々原の心が折れた音が聞こえたぞ）

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です……。

ＫＰ：成功しても１ポイントの正気度を喪失する。

さやか：現在正気度は68になりました。

佐々原：……ボクは43です。

辰巳：月森くんの言った「天狗さらい」とは、あの機械のことか……？

睦：あの攻撃はマイクロブラックホールのようなものでしょうか。もしかして、これってミ＝ゴのテクノロジー？

さやか：あの女を殺させること──って、たぶんコガネさんのことですよね。

睦：でも、コガネさんには、イタクァの加護があるから平気でしょう。

辰巳：いや……もしかすると、あの黒い球の攻撃は、その加護を無効化するのかもしれないぞ。ルール的には、装甲を無視するような攻撃なんじゃないだろうか。




　その後、廊下に出てきた辰巳先生と睦ちゃんは、月森が消滅したことにショックを受けている佐々原たちと一緒に、コガネのいる部屋へと逃げ込んだ。




ＫＰ：じゃあ、みんな〈聞き耳〉をしていいよ。

辰巳：コロコロ……成功したのは、ワシだけだ。

ＫＰ：部屋で静かにしている辰巳先生は、外の廊下をギシッギシッと近づいてくる金属音が聞こえる。

辰巳：こ、怖いな……。

ＫＰ：そして、その金属音が部屋の前でピタリと止むと、その直後、扉の下部分に黒い穴がぽっかりと開いた。あの天狗さらいの攻撃だ！

辰巳：くっ、やはりコガネさんを狙っている!?

ＫＰ：天狗さらいは、穴をくぐり抜けて、室内へと侵入してくる──というところで、行動は終了。次のラウンドとなるのだけど、まずは全員〈アイデア〉をどうぞ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功です。

ＫＰ：例のらせん状の砲門が、今度はさやかちゃんと睦ちゃんとコガネ、それぞれに向けられて、誰から攻撃しようか迷っているかのようだ。ただし、なぜか辰巳先生と佐々原は完全に無視されている。

さやか：あれっ、月森さんの話だと、この機械──天狗さらいは、コガネさんを狙っているみたいだったのに？

辰巳：うーむ……もしかすると、女性を攻撃するように設定されているのかもしれんな。

睦：でも、こんな機械に男女の区別がつくのでしょうか。それに、月森さんは自分が狙われたことに驚いてましたよ。そんな無差別に女性を攻撃するような兵器だとしたら、彼女も不用意に起動させたりしないでしょう。

辰巳：確かにそうだな……。

佐々原：月森ちゃんの香水だよ。こいつはあの匂いを狙っているんだ！

さやか：あっ……コガネさんの香水。あのとき、私たちも移り香がついていたから。

睦：それで月森さんも、間違って狙われてしまったっていうの。そんな危険なものだったら、もっと気をつけていたと思うけど。

辰巳：もしくは、月森くんにこの機械を託した者が、彼女をはめたかだな。

ＫＰ：ここからの行動宣言は慎重にしてくれ。ちなみに、この天狗さらいを攻撃することは可能だけど、見たところ頑丈な金属の塊だから、そう簡単に破壊できそうにないぞ。

さやか：コガネさんや私たちの香水の匂いを落とさないと。

ＫＰ：どうやって？

さやか：シャワーで洗い流します。ほらっ、この本にも「カシオペア」にはシャワーがあるって書いてありますよ！

ＫＰ：その通り。なんと寝台特急「カシオペア」には、ぜいたくにも共用のシャワールームがある。しかも、スイートとデラックスの部屋には、それぞれ個人用のシャワールームまで完備されているのだ！

さやか：コガネさんとむったんを連れて、奥にあるシャワールームに行きます！

ＫＰ：シャワールームは狭いので、同時に洗うのは無理しても二人が限界だな。

睦：天狗さらいを飛び越えて、辰巳先生の部屋に行けそうですか？

ＫＰ：うん、できるよ。

佐々原：攻撃しても無駄そうだから、ボクも天狗さらいを飛び越えて、月森ちゃんの部屋に行って、例の香水を取ってきます。

睦：そんなことをしたら、今度はタマ兄が狙われちゃうんじゃあ……？

佐々原：でも、あの香水は囮(おとり)に使えるはず。

辰巳：ふむ、じゃあ、ワシはさやかちゃんが脱いだ服についているはずの移り香を利用して、天狗さらいをこちらに引きつけるように陽動してみるぞ。

睦：むむ～～っ、それはとても危険な賭ですよ。

辰巳：しかし、こいつをどうにかしないと、とてもシャワーを浴びている暇なんかないだろう。




　佐々原の推理により、天狗さらいが香水の匂いを狙って攻撃していると考えた女性陣は、この緊迫した状況下で、なぜかみんなでシャワーを浴びることにする。ここでボクがファンサービスのシーンを入れるはずだというのも、推理の根拠であった。さすがベテランの探索者たち……鋭い推理だ。

　ＤＥＸ18の佐々原は、ＤＥＸ１の天狗さらいを飛び越え、１号車の４番の部屋に飛び込んだ。そして、月森のボストンバッグごと、彼女の香水ケースを確保する。なお、このケースは完全な密閉構造になっており、匂いが外に漏れないことも確認できた。

　そして、さやかちゃんは天狗さらいのいる部屋のシャワールーム。

　睦ちゃんは、２号車の１番の部屋に飛び込んで、シャワールームへと向かう。




ＫＰ：素早くシャワーで匂いを洗い流すためには、ＤＥＸの５倍でロールをしてもらおうか。ちなみに、コガネのＤＥＸは９だね。

さやか：それじゃあ、成功しないですよ。私が自分を洗う代わりに、手伝ってあげることはできませんか!?

ＫＰ：狭いシャワールームで、女性二人が体を洗い合う……それっ、いいね！　だったら、コガネのＤＥＸの代わりに、さやかちゃんのＤＥＸでロールすることを認めてあげよう。

さやか：（セクハラ発言をスルーしながら）じゃあ、それでいきます。「コガネさん、急いで、急いで！」と、体を洗ってあげます。

ＫＰ：寝起きのコガネは「どうしたの、さやかちゃん……」と、戸惑っている。
















さやか：「いいから、いいから！」って、香水の匂いがついているコガネさんと自分の服を脱ぎ捨てて、頭から足の先まで洗います。コロコロ……よしっ、成功しました！

睦：ＤＥＸの５倍なら、成功率は65％です。コロコロ……私も成功！

ＫＰ：二人とも簡単に成功させるなぁ。これであと匂いが残っているのは、さやかちゃんだけか……当然、天狗さらいは、さやかちゃんに狙いをつけるわけだ。

辰巳：おっと、その前にＤＥＸ10のワシの行動だ。さやかちゃんの服を持って、天狗さらいを引きつけるぞ。

佐々原：なんか、さやかちゃんの下着を持ってうろうろしているビジュアルは笑えますね。

辰巳：なぜ、わざわざ下着を選ばなきゃならないんだ！　上着を手に取るよ！

ＫＰ：ん～、狙いは良かったんだけど、天狗さらいはその陽動作戦にはひっかからないね。もしかすると、無機物についたものではなく、生物についた匂いにしか反応しないのかも。そうでないと、香水の瓶を開いた月森の部屋全体を吹き飛ばさないとならないことになるしね。

辰巳：うむむむむっ、小ざかしいやつ！

ＫＰ：そんなわけで、天狗さらいの行動の番が来たけど……やっぱり、シャワールームにいる、さやかちゃんに攻撃をしてくるぞ。黒い球の成功率は50％。無慈悲にオープンダイスで行かせてもらおう。

全員：外れて～～～～っ！

ＫＰ：コロコロ……まあ、当然、命中するわけだ。ダメージは、２Ｄ６で決定する。コロコロ……６ポイント！

佐々原：あれっ、意外と少ない。当たったら即死系のダメージではないのか？

さやか：残りの耐久は９です。次、命中したら危ないかも……。

ＫＰ：では、さやかちゃんの素肌に黒い球がかすめる。その瞬間、内臓がかき回されるような激痛に襲われるが、なんとか黒い球の影響から逃れることはできた。もしも体の中央部に当たっていたら、全身を黒い穴にのみ込まれていたことだろう。

さやか：お、恐ろしい……！




ＫＰ：じゃあ、次のラウンドだよ。

佐々原：ここでこの香水を開ければ、こちらに天狗さらいを誘導できるかな？

辰巳：それでは、佐々原が撃たれるようになるだけではないのか。

さやか：電車の外に追い出すことはできないのでしょうか？

ＫＰ：「カシオペア」の客室の窓は開かない構造になっているし、そう簡単に割れるような、やわなガラスでもない。あと、客車側から乗降口を開けることもできないよ。

佐々原：こちらの車両におびき寄せて、連結器を外すとかできないかなぁ？

ＫＰ：ハリウッド映画だったらできるかもしれないけど、まあ、現実的には無理だろうね。

佐々原：では、とりあえず、みんなと合流します。さやかちゃんもピンチのようだし……。

ＫＰ：おっと、佐々原が２号車に戻ろうとする前に、うわさの展望室の扉が開いて、吸血鬼疑惑のあるおじさんの木村が出てくる。

佐々原：「危険ですから、部屋に戻っていてください！」って、乗客のくせに、そんなことを警告する、ボクって何者なんでしょうね？（笑）

ＫＰ：ところが、木村は佐々原の言葉などは無視して、冷め切った目で２号車の方を見つめる。そして、「ウォロロロロッ」と、口の中で音を転がすような巻き舌でなにかを唱え始める。

さやか：なっ、何者ですか、この人!?

辰巳：月森くんの仲間か……それとも、別の勢力か……。

睦：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で第三勢力とか言われても、脆弱な探索者は困ってしまいますよ～！

佐々原：「あんた、いったい何者だ!?」と、２号車には行かせないようにします。これ以上、敵が増えたらおしまいだし、いざとなったらこの香水をぶっかけてやる！

睦：あっ、それはナイスアイデアかも！

ＫＰ：じゃあ、佐々原は香水の小箱を構えて、木村を警戒するんだね。ちなみに、木村はそんな佐々原に対して「彼女を死なせたくないのなら邪魔をするな……」と、言ってくる。

佐々原：やっぱり、こいつは月森ちゃんの仲間じゃなくて、黄色いコートの男たちの仲間ですよ！

睦：イタクァの巫女である、コガネさんを守りに来たということでしょうか。

辰巳：しかし、ワシらが「カシオペア」に乗ると決めたのは、ついこの前だぞ。先回りして、人気のある展望室のチケットを取ることなど不可能だろう。安針塚財閥でも無理だったのだからな。

睦：この木村は、途中で乗車して、展望室の客である本物の木村を吸血鬼的に殺して、入れ替わったんでしょうね。たぶん、マダム八木の見たイケメンの木村が元の乗客だったんですよ。

辰巳：なるほど、それですべてはつながった……が、そんな簡単にチケットも持たない者が途中乗車できるのか？

ＫＰ：それは難しいでしょうねぇ。

辰巳：では、いったいどうやって……？




　謎の男、木村の登場に混乱は増すばかりであるが、ＤＥＸ15のさやかちゃんは天狗さらいに狙われながらも、とにかく体を洗うことに専念する。ロールは成功して、これで香水の移り香がついている探索者はいなくなった。




辰巳：ワシと睦くんの行動が残っているが……どうしたものやら？

睦：こうなったら、あの怪しい木村が現れた展望室を調べてみたいところです。もしかしたらですけど、木村が「カシオペア」に入り込んだ「門」みたいなものがあるのかも。

辰巳：門って、移動する「カシオペア」の展望室をピンポイントで狙って創造できるものなのか？

睦：む～っ、わかりませんが、それはキーパー次第かと。

ＫＰ：地球からはるか彼方のユゴス星（冥王星）に門を創造することに比べれば、そのくらい簡単だと思うよ。

さやか：むったんの言う通り、展望室は見てみたいですね。私たち、一度も部屋の中を見ていないですから。

辰巳：よし、わかった。逃げ場を失うことになるかもしれないが、１号車に行ってみるか。

睦：と、その前に、匂いがなくなったら、天狗さらいがどう動くのかも気になりますね。

辰巳：確かにその通りだが、とりあえずは、さやかちゃんの傷を〈医学〉で治療しよう。

さやか：私、裸なんですけど……。

辰巳：「ワシは医者みたいなものだから気にせんでよい」と、コロコロ……成功したぞ。コロコロ……１ポイント、耐久力を回復させてくれ。

さやか：これで耐久力は10です。うーん、ちょっと不安な数値ですね。

睦：私はさやかちゃんとコガネさんにバスローブを渡して、いつでも逃げられるように扉の近くで待避しています。

ＫＰ：だったら、睦ちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：なんだか、天狗さらいは標的を見失って、うろうろしているような感じがする。

睦：よかったぁ～！

ＫＰ：しかし、それもわずかな時間だけで、まるで別のプログラムが起動したかのように、天狗さらいは動きを活発化させる。しかも、その砲門は睦ちゃんたちに向けられているのだ。それはまるで、目につく者は皆殺しにするジェノサイドモードが発動したかのよう……。

睦：「駄目です。この機械は『カシオペア』の乗客を皆殺しにするまで止まりませんよ～！（泣）」

ＫＰ：安心してくれ。とりあえず、このラウンドの天狗さらいの行動は、これでおしまいだよ。

佐々原：では、ラウンドが変わって、一番ＤＥＸの早いボクの番ですが……みんなが１号車に来ると見越して、香水のビンをいつでも木村に振り掛けられるよう待機しています。

ＫＰ：お次は、木村がＤＥＸ17で行動だね。１ラウンドかけて詠唱が完了したので、呪文の効果が現れる。

佐々原：げげっ、《萎縮》とかは勘弁ですよ！

ＫＰ：いや、木村の体の周りに巨大な雪の結晶のようなものが浮かび上がったかと思うと、それは彗星のように尾を引いて、ゆらめき輝きながら周囲を回り始める。それはまるで雪の外套をまとったかのようだ。さらに、驚いたことに木村の体が、床から十センチほどふわりと浮かび上がる。

佐々原：なんですか、その『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』らしくない格好いい呪文は？

ＫＰ：雪の外套をまとった木村は、まるでアイススケートをしているかのように滑らかに移動して、佐々原の脇を通り抜けようとする。この木村の姿を見た佐々原は〈正気度〉ロールだぞ！

佐々原：〈正気度〉ロールまでさせてくるなんて。コロコロ……成功！

ＫＰ：あまりに異常な光景であるため、成功しても１ポイント喪失するよ。

佐々原：月森ちゃんが死んだのと同じくらいのショックだとは……残り正気度は42です。

ＫＰ：木村は２号車へ行こうとするから、ちょうど駆けつけてきた、さやかちゃんたちと鉢合わせることになるな。みんなも〈正気度〉ロールをしておいてくれ。

さやか：コロコロ……成功です。１ポイント喪失して、残り正気度は67。

辰巳＆睦：コロコロ……失敗。

ＫＰ：失敗の場合は、１Ｄ３ポイントの正気度喪失だ。

辰巳：コロコロ……くっ、「２」が出た。残り正気度は52。

睦：コロコロ……私は「１」でした。残り正気度は31。む～っ、厳しいなぁ。

ＫＰ：少しだけ宙に浮いた状態で、異様に滑らかな動きをする木村は、コガネの方に手を伸ばして「ここは危険だ。助けてやる」と呼び掛ける。さて、みんなはどうするかな？

さやか：「あなたはいったい何者です。コガネさんをどうするつもりですか!?」と、問いただします。

ＫＰ：さやかちゃんの問いに、木村は「わが契約者のもとに連れて行く」とだけ答える。

睦：むーっ、それってたぶん倶多楽湖にいるはずの、黄色いコートの連中のところかと。

さやか：コガネさんとしては、どうなんでしょう。嫌がっているようですか？

ＫＰ：さすがにイタクァの巫女でも、雪の外套をまとった人間の登場には驚いているようだ。青ざめた顔をして、辰巳先生の影に隠れている。君たちより、よっぽど怖がっているよ（笑）。

辰巳：「助けてくれるのはありがたいが、コガネさんを連れて行かせるわけにはいかん」

睦：まったくです。だいたい、出会っていきなり〈正気度〉ロールをさせるような人に、コガネさんを預けられるわけありません。

ＫＰ：「邪魔をするな。あれは危険な存在だ」と、木村はゴソゴソと迫ってくる天狗さらいを一(いち)瞥(べつ)してから、君たちを無視してコガネの腕をつかもうとしているぞ。そして……天狗さらいは、ギシッギシッと、みんなのいる１号車の方に向かってやってきている。といったところで、次のラウンドだね。



◆むったんのワンポイントスケッチ「門の創造」

　どうも、好きな門は羅生門な、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』には《門の創造》という呪文があります。それは遠く離れた場所をつなぐ門で、くぐり抜けた人を一瞬で別の星にまで運んでしまうことも可能です。

　そんな便利な門は、いろいろなシナリオで登場していて、デザイナー次第で形状も使い勝手も違っていたりします。魔道士の中には、非常時の逃げ道に使っていたり、密室殺人をするために利用したりする人もいたりするので、今回、木村が「カシオペア」に乗り込んできたのも、この門を使ったのではないかと推測しているわけです。

　この《門の創造》を探索者が覚えていると、いざというときの緊急脱出用にとても重宝します。もっとも、そのためにはＰＯＷが永久的に低下するという多大なコストがかかるのですけどね。

　むむ～っ、でも、命には代えられませんからね～。






　木村が身にまとった雪の外套のようなものを発生させる呪文は、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の《炎の外套》の雪バージョンだ。炎ではなく雪をまとうようにしたのはボクのオリジナルの設定だけど、ルール的な効果は《炎の外套》と変わりはない。地味なものの多い『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にしては、派手な効果の呪文だ。

　ただ、この呪文は猛烈に術者の正気度を減らすので、とても正気の探索者には使えないんだけどね。




佐々原：自分に移り香がつかないように香水を振りかけることってできますか？

ＫＰ：（うーん、どういうロールがいいのか）……そうだねぇ、香水を手に持って、素早く的確に動かす行動だとして〈こぶし〉で成功したらできることにしようか。ただし、失敗したら、香水が手についてしまうよ。

佐々原：〈こぶし〉が得意なのは、むったんだよね。

睦：成功率は69％だけどね。まあ、大丈夫。成功するでしょう！

佐々原：じゃあ、むったんに香水のケースを手渡したあと、ついでに木村を〈こぶし〉で攻撃はできませんか？

ＫＰ：ん～っ、まあいいだろう。

佐々原：これでもダメージ・ボーナスはあるんだ。コロコロ……成功！

ＫＰ：おっと、殴ったときに気づくのだけど、木村への攻撃は雪の外套に阻まれるため成功率が-20％されてしまうのだ。

佐々原：なんだって……あっ、それでも命中はしています。出目が「17」でしたので。

ＫＰ：だったら、ダメージをどうぞ。

佐々原：コロコロ……５ポイントです。

ＫＰ：ほう、それは痛いな。ただし、木村を〈こぶし〉で殴った瞬間、彼の体の周囲を回転している雪の結晶に佐々原の腕が切り裂かれてしまう！　耐久力を１Ｄ８ポイント減らしておいてくれ。

佐々原：ええ～っ、なんなんですか、この呪文は～!?　コロコロ……「３」です。残りの耐久力は14です。

ＫＰ：ちなみに、佐々原の攻撃のせいで軌道が乱れた雪の結晶は、木村の体も少しだけど切り裂いており、ちょっとだけダメージを受けているな。

睦：む～、自分まで傷つくなんて、変な呪文ですねぇ。

ＫＰ：ところで、とうとう木村がダメージを受けたので、次のイベントが発生するぞ。

全員：もうやめて～!!

ＫＰ：佐々原が殴りつけた部分から、木村の体にひび割れが走る。そして、まるで薄い氷のように、パラパラと木村の表皮がはがれ落ちていくのだ。その下には、昆虫とも爬虫類ともつかない、黒くて硬そうな皮膚が見える。やがて木村の体は一回り大きくなり、衣服も表皮も破って、中から異形の怪物が姿を現した。それはカラスでもなく、モグラでもなく、ハゲタカでもなく、アリでもなく、腐乱死体でもない……あの怪物、ビヤーキーであった！

全員：また来た～～～っ！（泣）

ＫＰ：こいつは、小津の家に現れたビヤーキーと同じ個体のようだぞ。さあ、全員〈正気度〉ロールしてくれ。

さやか：コロコロ……成功です！

ＫＰ：成功は１ポイントの喪失だ。

さやか：残り正気度は66です。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……失敗。

ＫＰ：おやおや、人間から怪物に変身する現場を目撃したため、ちょっと正気度の減り方が大きいぞ。失敗は１Ｄ６＋１ポイントの喪失だ。

辰巳：うぐぐっ、嫌らしい減らし方をしてくるな。コロコロ……「３」だ。残り正気度は49。

睦：コロコロ……私は「４」です。ううっ、とうとう30を切って、正気度27になってしまいましたぁ～。

佐々原：コロコロ……なっ、「６」です。現在正気度は36。

ＫＰ：一度に５ポイント以上減ったので、一時的狂気に陥らないかどうかの〈アイデア〉ロールだね。

佐々原：コロコロ……くそ～っ、成功してしまいました。

ＫＰ：まずは〈クトゥルフ神話〉を+1％しておいてくれ。そして、どんな狂気に陥るかだけど、コロコロ……（おや、これは面白いものが出たな）とりあえず、なにも起きなかったようだ。

佐々原：いやいやっ、それが逆に怖いんですよぉ～。

睦：私と同じく、潜在的な狂気ってやつかなぁ？

ＫＰ：お次はさやかちゃんの番だね。

さやか：空手キックをしてやろうかと思ってましたが、こんなやつとは戦える気がしません。怪物の脇をすり抜けて、一足先に奥の展望室に行ってみます。きっと、なにかあるはずです！

ＫＰ：「カシオペア」の廊下はちょっと狭いのだけど……まあ、すり抜けられたことにしようか。でも、このラウンドは展望室に入るところまでだね。この部屋は車両の端にあり、前面がすべて窓になっている、展望室の名にふさわしいぜいたくな個室だ。大きなベッドが二つと、窓の方を向いたソファーがあるけど、一見したところ変わったものは見あたらない。ちなみに、ベッドの片方は誰かが寝ているのか、膨らんでいるね。

さやか：そこに木村の連れだった、小松原さんが寝ているのでしょうか。

ＫＰ：この部屋に入ったさやかちゃんは〈アイデア〉をしてくれるかな？

さやか：コロコロ……よかった、成功しています。

ＫＰ：なんだか、この部屋はやけに寒いね。暖房はついているようだけど、それでも冷たい空気が足元から流れ込んでくるような気がする。

さやか：どこかに穴があって、隙間風が吹いてるとか？　そうだ、そこから天狗さらいを外に捨てられるのかも！

ＫＰ：はいっ、残念ながら、さやかちゃんの行動はここでおしまい。次に行こう。

辰巳：ワシは佐々原に〈精神分析〉はできないんだよな。

ＫＰ：そうですね、まだ症状が出ていないので、辰巳先生の視点では治療しようと思いつかないでしょう。

辰巳：仕方ない。〈医学〉で佐々原の腕の傷を手当てしながら、展望室へとジリジリと移動しよう。コロコロ……〈医学〉は成功した。コロコロ……佐々原の耐久力が２ポイント回復。

佐々原：ありがとうございます。これで耐久力は16で、ほぼ全快。

ＫＰ：ところで、ここでいきなり１号車の３番の部屋の扉が開く。

辰巳：その部屋は、まさか!?

ＫＰ：「なぁに、辰巳先生。深夜に騒がしいですわよぉん」と、セクシーなネグリジェ姿のマダム八木が、寝ぼけ眼で抗議をしてくる。

辰巳：「も、申し訳ない。あとで事情を話すので、いまは部屋にいてください」と、彼女を押し戻すぞ。

ＫＰ：マダム八木はすごい体積なので、辰巳先生が押したくらいではビクともしないね（笑）。

辰巳：「ここはワシの顔に免じて！」って、〈信用〉をロールさせてくれぇ！

ＫＰ：いいでしょう。でも、それは次のラウンドだね。

睦：むむ～っ、最後は私の番ですよ。螺鈿のケースから、例の香水を取り出したら、ビヤーキーの雪の結晶を避けながらも、同時に移り香がかからないように、素早く振りまきます。
















ＫＰ：なんだか、そんな器用なことが、ただ〈こぶし〉に成功するだけでできるのかという気がしてきたが……まあいいだろう。ロールをしてみてくれ。失敗したら、雪の結晶に切り裂かれた上、移り香もつくからね～。

全員：成功して～～～～～っ！

睦：えいっ、正拳突きっ！　コロコロ……成功です！

全員：いえ～～～～い！

ＫＰ：では、ビヤーキーにだけ香水の匂いをまとわせることに成功した。ここで天狗さらいの行動なのだが──

全員：ごくり……。

ＫＰ：そのらせん状の砲門を木村に向けて、黒い球を射出した！

全員：やったぁ～～～～っ！

ＫＰ：黒い球は、木村のまとった雪の外套に影響を受けることなく、そのまま体に直撃する。ビヤーキーの腕がごっそりと削り取られ「ウォロロォォン！」という、身の毛もよだつような咆(ほう)哮(こう)を上げた。天狗さらいの攻撃は、かなり効いているようだぞ。

佐々原：そのまま相打ちになっちゃえ！




ＫＰ：さて、次のラウンドだけど、ビヤーキーと天狗さらいは完全に対決モードになっているため、これでだいぶ時間が稼げそうだ。いったん戦闘ラウンドでの処理はやめて、好きに行動宣言をしていいよ。

辰巳：ビヤーキーと天狗さらいの怪獣大決戦を、マダム八木に目撃させては面倒なことになる。さっきも言ったように〈信用〉で部屋に戻ってもらうぞ。コロコロ……よし、成功した。

ＫＰ：じゃあ、マダム八木は「あとで説明していただきますからねぇん」と言い残して、眠たそうに部屋に戻る。

辰巳：「よ、よかった……あのおばさんは苦手だ……」

ＫＰ：マダム八木がいなくなったところで、佐々原……君はなにか聞こえてくるぞ。

佐々原：えっ、なんですか？

ＫＰ：どこからか、あの月森が呼び掛けてきている気がするんだ。「助けて……ここは暗い……ここは寒い……」と、君に助けを求めてきている。

佐々原：声のする方向を探します！

ＫＰ：（ロールをさせることなく）驚いたことに、ビヤーキーとの戦闘状態に入った、あの天狗さらいの方から聞こえてくるようだね。

佐々原：もしかして、月森ちゃんは天狗さらいの中に閉じ込められている!?

辰巳：うむむっ……あの黒い球はそういう封印系の攻撃だったか。ワシらにもその声は聞こえるのだろうか？

ＫＰ：辰巳先生と睦ちゃんは〈聞き耳〉をどうぞ。

辰巳＆睦：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、なにも聞こえないね。

佐々原：天狗さらいがビヤーキーに壊されちゃうと、月森ちゃんが助からないのかも。それはまずいですよ！

辰巳：いくらビヤーキーでも、呪文でも使わないかぎり、あの頑丈そうな天狗さらいを破壊できるとは思えないが……とはいえ、ワシらにもどうにかできるとは思えないぞ。

睦：いままでの流れですと、展望室にビヤーキーが「カシオペア」に入り込んだ穴か門があって、そこから天狗さらいを投げ捨てるという展開を期待していましたからね。その前に月森さんを助けないといけないとは困りました。

辰巳：う～む……ここまできて、いきなりとんでもない不確定要素が飛び出してきたなぁ。

ＫＰ：さあ、佐々原はどうするのかね？

佐々原：天狗さらいのどこかに、月森ちゃんがちっさくなって閉じ込められているとか、そんな感じのものはないかを、よく観察します。

ＫＰ：（ロールをさせることなく）どうやら天狗さらいの内部には、そんな幽閉装置があるような気がしてきた。

佐々原：じゃあ、それをどうにかすれば！

辰巳：（思案中）…………いやっ、待て。これは、もしかして佐々原の狂気の効果ではないか？　佐々原、おまえは月森ちゃんを失ったショックから、幻聴と妄想にとりつかれているんだ！

さやか：ええっ、そんなひどいことしますか？

睦：いや、このキーパーならするでしょう。たぶん、その推理で間違いないかと……タマ兄、かわいそう……。

佐々原：ひどい……ひど過ぎる（泣）。

辰巳：「佐々原、うかつに動くな」と、警告しよう。このラウンドで、ワシが〈精神分析〉をしてやる。

佐々原：くっ……じゃあ、ボクは「月森ちゃんの声が聞こえる。聞こえるんだよぉ～っ！」って、叫んでいます。

辰巳：「かわいそうだが……あの子は、もう消えてしまったのだ……」




　佐々原の狂気は、幻覚を見るというものだったので、ボクは佐々原が望んでいるような展開を見せてあげたのだった。佐々原のプレイヤーは鬼を見るような目でボクを見ていたけど、アドリブで思いついたにしては、これはなかなか面白い狂気の効果だったかなと思っている。




さやか：私は展望室の冷気が、どこから来ているのか探します。

ＫＰ：ふむ……さやかちゃんが冷気をたどってウロウロしていると、ソファーの足元あたりから凍てつくような空気が感じられる。でも、奇妙なことに、どこにも外への穴とか、隙間とかはない。

さやか：ソファーの影とか、カーペットの下とかにあるのかも。手をかざして調べてみますよ。

ＫＰ：そうやって、手を動かしていると──突然、さやかちゃんは外に出てしまう。

さやか：ええっ!?

ＫＰ：周りは極寒の大雪原だ。真っ暗だけど、少し離れたところに強力な照明がつけられているせいで、周りの様子はわかる。まず、さやかちゃんが気づくのは、すぐそばに二人の男が倒れていることだ。全身に雪が積もっていて、一目で死んでいるとわかる。片方の男は丸裸で、もう片方の男は食堂で会ったホスト大槌のようだ。

さやか：この裸の人って、本物の木村さんでしょうか……？

ＫＰ：そこから離れたところにある照明のもとには、雪に覆われた九つのモノリスが立っている。驚いたことに、この寒風が吹き荒れる中、モノリスの上には九人の黄色いコートの連中が直立不動の姿勢で立っている。

辰巳：なんだ、そいつらは。ケレン味あり過ぎるだろう！（笑）

ＫＰ：そして、九つのモノリスが描くＶの字の中央には、根津の家で見かけた、あの蒼白の仮面の男らしき人物までいるのだった。

さやか：やっぱり、あの蒼白の仮面の人は、黄色いコートの人たちとは別格なのでしょうか？

ＫＰ：さて、まずさやかちゃんはここに来た瞬間に、正気度が１ポイント、マジック・ポイントが２ポイント減ってしまう。

睦：この効果……やはり「門」ですよっ！

辰巳：まさか、そこは凍結した倶多楽湖なのか？

ＫＰ：続けて、あまりの寒さに凍えてしまうかもしれないので、ＣＯＮ10に対する抵抗表のロールをどうぞ。

さやか：成功率は80％。コロコロ……それは成功しました。

ＫＰ：なら、とりあえず凍えて耐久力が奪われることはない。さて、いきなり津軽海峡を越えて、敵の本拠地にショートカットしてきたみたいだけど……どうするのかな？（笑）

さやか：そりゃ、すぐに帰りますよ！　自分が出てきたあたりをわさわさとかき分けて、戻ろうとします！

ＫＰ：なんだ、さやかちゃんのことだから、殴り込みをかけるかと思っていた（笑）。

さやか：無理無理無理無理っ！（ブルブルと首を振る）

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんは自分が来た場所を探すために振り返る。そのとき、雪が降りしきる夜空に、二つのギラギラと輝く星を見る。いや……待てよ。なんで雪が降っているのに、星が見えるんだ。しかも、その星の向こう側には、闇よりも暗い影のようなものが見えるのはなぜなんだ。それに、どうしてあの影は巨大な人のような形をしているのだ……？

さやか：そんなこと考えません！　見ていません！（泣）

ＫＰ：（無視して）さあ、さやかちゃん、〈正気度〉ロールだ！

睦：これはまずいですよ……。

さやか：コロコロ……きゃああああっ、失敗っ！（泣）

ＫＰ：ふっふっふっ、安心したまえ。あれはイタクァ様の影でしかないので、失敗しても１Ｄ10の正気度喪失で許してあげよう。

佐々原：それでも１Ｄ10なんですか……本体が出てきたら、どうなっちゃうの!?

さやか：ここで狂気に陥ったら、凍死してしまうんでしょうか。コロコロ……「３」です。残り正気度は62。

ＫＰ：じゃあ、恐怖におびえながらも、さやかちゃんは自分が出てきたあたりの空間をまさぐると、雪原にやってきたときと同様に、一瞬で「カシオペア」の車内へと戻ってきた。

さやか：ほっ……よかったぁ。寒さと恐怖でガタガタ震えています。

ＫＰ：あっ、戻るときにも正気度を１ポイントと、マジック・ポイントを２ポイント減らすように。

さやか：お、鬼ですか……このキーパーは。残り正気度は61になりました～（泣）。

辰巳：しかし、これで展望室に倶多楽湖に続く門があることは判明したな。

さやか：天狗さらいは、あそこに捨ててしまいましょう！

睦：次は、私の番ですね。「タマ兄、私たちにはなにも聞こえない。それは幻聴だよっ！」って、錯乱しているタマ兄をぐいぐいと押しながら、展望室に入ります。

ＫＰ：佐々原は抵抗するのかな？　月森が天狗さらいの中から助けを呼んでいるようだけど。

佐々原：抵抗しないわけにはいかないでしょうね。「なに言ってるんだ、ボクには聞こえるんだ！」って、天狗さらいの方に近づこうとします。もちろん、むったんを攻撃するようなことはしませんが。

ＫＰ：だったら、抵抗表で佐々原のＳＴＲと、睦ちゃんのＳＴＲを競わせることになるな。

睦：それなら成功率は85％です。コロコロ……楽勝で成功。タマ兄が貧弱で助かりました。

佐々原：「な、なんだこの剛力は……まったく抵抗ができない！（笑）」

辰巳：ワシの番だな。二人と一緒に展望室に入って、佐々原を〈精神分析〉だ。「しっかりしろ。つらい気持ちはわかるが、現実を見つめるんだ！」と、コロコロ……よしっ、成功した。

佐々原：「うううっ、月森ちゃん……本当に、本当に死んでしまったのか……」







恐怖はすぐに帰ってくる




　展望室に集まった探索者は、ビヤーキーと天狗さらいが死闘を繰り広げているうちに、いかに天狗さらいを門の向こう側に送るかについて考える。




辰巳：だいたい、マジック・ポイントを持っていないような機械が、門の向こう側に行けるものなのか？

さやか：そんなことを言いだしたら、私たちの服とかも向こう側には持って行けないことになりますよ。

辰巳：そこはそれ、マジック・ポイントを消費した人の所持品だけはくぐり抜けられるとか……そうでないと、宇宙に門を開いた途端、地球の空気はすべて向こう側に行ってしまうことになるんじゃないのか。

睦：むーっ、そのへんはキーパーの裁量によるとしか。冷気はこちらに来ているみたいですから、この門は無機物でも通り抜けられるのではないかと。

佐々原：誰かが囮になって、向こう側に行ったりするのかなぁ？

さやか：いやいやっ、向こう側は危険ですよ。神様がいますから！

辰巳：だとしたら、天狗さらいを捕まえて、門に投げつけるくらいしか思いつかないな……。

ＫＰ：そんな力業でやるなら、最初のラウンドで〈組みつき〉をして、次のラウンドで〈投擲〉に成功しないと無理だね。組みついたあと、天狗さらいからゼロ射程での攻撃を受けるわけだから、かなり厳しいかと思うよ。

全員：うう～～～～～～～ん？




　ボクの想定していた解決方法は、香水を持った人が囮となって門の向こう側へ行き、天狗さらいをあちらに連れて行ってしまうというものだった。

　ただ、探索者たちは、門の向こう側は危険過ぎると判断したため、なかなかその考えにはいたらなかった。普段は優秀な探索者たちでも、ちょっとした思い込みから、思考が硬直してしまうことはよくあることだ。もしかすると、門の向こう側に行ったさやかちゃんを怖がらせすぎたのも原因かも……。

　こうしたときは、探索者のアイデアを聞いて、実現可能そうならばそのロールの仕方などを説明すればいい。その難易度が高ければ、別の方法を模索するだろうし、時にはキーパーが想定していた以上の解決策を導き出すかもしれないからね。

　もっとも、今日の探索者たちは、月森の死のショックもあったせいか、良いアイデアが思いつかなかったようだ。




辰巳：ええいっ、こうなったら天狗さらいがビヤーキーを倒して、この部屋に入ってきたところをみんなで取り押さえて、門に放り込もう！

睦：耐久力が減っているさやかちゃんは即死する可能性があるから、やめておいた方がよいのでは……？

さやか：いやいや、私の〈投擲〉は73％ですから、一緒にやりますよっ！

辰巳：うむ……天狗さらいの攻撃のダメージは２Ｄ６だから、６ゾロとかでないかぎり、死ぬことはないだろう。ここはさやかちゃんにもやってもらった方がいいな。

ＫＰ：じゃあ、そういう作戦でいいのかな（なんかすごい力押しな展開になっちゃったなぁ）。

さやか：みんなで扉の前で身構えています！（笑）

ＫＰ：それでは、扉の外で聞こえていた「ウォロロロン！」というビヤーキーの鳴き声が、ぴたりとやんだ。たぶん、どちらかの勝利によって戦闘に決着がついたのだろう。

全員：ごくり……。




　香水の匂いを見失った天狗さらいは、次は効率よく人を殺すように設定されている。よって、人間が一番たくさんいる展望室を目指すのだった。

　これでほかの部屋に行かれたりしたら、大変なことになっていただろうが、結果オーライであった。




ＫＰ：しばしの静寂のあと、展望室の扉に黒い穴がぽっかりと口を開いた。

全員：キタ―――――――ッ！

ＫＰ：そして、天狗さらいが姿を現す。さあ、みんな好きなだけ〈組みつき〉をしてくれ（笑）。

辰巳：「みんなかかれ～っ！」っと、コロコロ……くっ、失敗した。

佐々原：コロコロ……ボクも失敗です！

睦：コロコロ……むはっ、成功！

さやか：コロコロ……私も成功です！

辰巳：おおっ、さやかちゃんが成功したのは大きいな！

ＫＰ：じゃあ、女子高生二人にがっしりと捕まえられた天狗さらいであるが……任務の邪魔をする女の子たちの、どっちを攻撃するのか、ランダムで決定しよう。コロコロ……あっ、さやかちゃんに砲門を向けた。

さやか：ええ～っ、〈回避〉した～い（泣）。

ＫＰ：〈組みつき〉をしたから、このラウンドは〈回避〉できないよ。目の前にいるわけだから「ゼロ射程での射撃」ルールにより、砲門の成功率は２倍となる。すなわち「00」以外は命中だ。

さやか：うええ～～～ん（泣）。

ＫＰ：コロコロ……はい、当たったよ。えーと、これで10以上が出たら、さやかちゃんは死ぬかもしれないのか。なんだかドキドキするな……しかし、あえてここで手加減していないことを示すため、オープンダイスでロールをする、キーパーであった（笑）。

全員：ピンゾロ、ピンゾロ！

ＫＰ：すべてはダイスの神様次第。コロコロ……「６」か。なんだ、普通の出目だったな。

さやか：いやいやいやっ、十分痛いですから。残り耐久力４なんて、体の半分は削り取られてますよ～！（泣）

ＫＰ：一度に現在耐久力の半分を失ったから、［ＣＯＮ×５］のロールをしてもらおうか。失敗したら、気絶してしまうよ。

さやか：ここまで来て、気絶なんかしていられません！　コロコロ……やった、成功！

ＫＰ：ほう……耐えたねぇ。じゃあ、次のラウンドだ。

睦：私より、さやかちゃんの方が〈投擲〉は得意だから、お願いするね！

さやか：任せなさい！　「どっせ～～い」っと、さっき自分が倶多楽湖に飛ばされたあたりを目掛けて、天狗さらいを投げつけます。

ＫＰ：それが女の子の掛け声かと……じゃあ、〈投擲〉でロールをどうぞ。

さやか：お願い、成功して～～～っ。コロコロ……やったぁ、成功ですっ！

ＫＰ：相変わらずの主人公パワーだねぇ。それでは、さやかちゃんが天狗さらいを、冷気が流れ出しているソファーの足元あたりに投げつけると、ふっと姿はかき消えてしまった。

全員：やったぁ～～～～～っ!!

佐々原：もしかしたら、天狗さらいが黄色いコートの連中も皆殺しにしてくれるかも。

辰巳：ビヤーキーでさえ負けたんだ。さすがの連中も、あの殺人マシーンには太刀打ちできないだろう（笑）。




ＫＰ：……ちょっと、まだ気を抜くのは早いよ。次のラウンドの、みんなの行動を聞かせてもらおうか？

佐々原：ええっ、まだ戦闘は終わっていないの!?

辰巳：ワシはさっきからベッドの膨らみが気になってしょうがないのだが……。

佐々原：この前みたいなウジ虫人間が出てくるとかですか？　長持もないのに、あんなやつ対処できませんよ。

睦：また、門の向こう側に放り投げるとか？

辰巳：星新一のショートショート「おーいでてこーい」みたいになってきたな。

佐々原：ボクは外のビヤーキーが本当に死んでいるのか確認してきます。

さやか：私は辰巳先生に治療してもらいたいのですが……。

辰巳：わかった、ワシは〈医学〉で、さやかちゃんの治療だな。

睦：じゃあ、私はベッドの布団を警戒しながら、おそるおそるめくってみます。




　佐々原が廊下を確認したところ、ビヤーキーの姿はどこにも見えず、完全に消滅したかと思われた。

　そして、辰巳先生の治療により、さやかちゃんは耐久力を１ポイント回復。現在耐久力は５となった。




ＫＰ：睦ちゃんが布団をめくったところ、そこには青ざめた顔色の美人が眠っているね。

睦：この人って、この部屋の乗客の小松原さんでしょうか。息はしているんですか？

ＫＰ：弱々しいけれど、ちゃんと生きているようだよ。首筋には血を吸われたような跡がある。

睦：むーっ、ビヤーキーが吸血したのでしょうか。まさか生きているとは……ちょっと意外でしたね。

ＫＰ：さて、ではＤＥＸ１の番だな。

辰巳：ちょっと待て！　まだ、天狗さらいは動いているのか!?

ＫＰ：そりゃあ、そうでしょう。冷気と共に、雪にまみれた何者かがこちら側に現れた……その姿は間違いない。あの恐るべき冷酷な殺人機械。再び門を越えて、恐怖は帰ってきたのだっ！

全員：ええ～～～～～っ!?

ＫＰ：そして、いままで天狗さらいに対して〈正気度〉ロールはしてこなかったけど、絶望がよみがえったことのショックで全員〈正気度〉ロールをしてくれっ！




　このときのプレイヤーたちのキーパーをにらむ目つきは、ものすごいものがあった。

　ゲーム中ならば、たいていのことはさらっと受け流すボクでも、ちょっと胸が痛むものがあったほどだったから、気の弱いキーパーだったら、その場から逃げ出していたかもしれない。

　そして、〈正気度〉ロールの結果、辰巳先生は正気度を３ポイント失い、残り正気度46。

　睦ちゃんは、３ポイントを失い、残り正気度24。一時間以内の正気度喪失の蓄積が現在正気度の20％を超えたので、不定の狂気に陥ることになる。




ＫＰ：睦ちゃんは、これまで自分の破壊された美的感覚におびえてきたわけだが、それが反転してしまう。突然、超ポジティブシンキングになり、どんなことでも自分なら成功させられるという自信過剰な性格に一変するのだった。

睦：「むはーっ、戻ってきたって無駄よ。私たちは負けはしない！」って、これ死にフラグ過ぎる（笑）。

辰巳：しかし、まさか戻ってくるとは……。

ＫＰ：門さえ感知できる、脅威のテクノロジーなのだ。

辰巳：うむむむむっ、まったくもって納得できん！

さやか：もしかして、門の向こう側に捨てるのが正解じゃないってことでしょうか？

佐々原：いや……その門って壊せないんですかね？

ＫＰ：だったら〈クトゥルフ神話〉のロールをどうぞ。

佐々原：コロコロ……おっ、成功しています。ボクの〈クトゥルフ神話〉も13％になってますからね。

ＫＰ：禁断の知識によると、門はいろいろな形態をしているものだ。それは魔力を込められた岩であったり、ペンキで描かれた文様であったりすることもある。どちらにせよ、その姿を維持できなくすれば破壊することは可能だ。しかし、今回の門は、そういった魔力の込められた物体があったり、文様が描かれていたりはしないようだね。

さやか：私のときも、ソファーのあたりをまさぐっていたら、いきなり飛ばされてしまいましたし……。

睦：そこになにか目には見えない門があるのかなぁ？

ＫＰ：ロールに成功した佐々原はわかるけど、漠然と空間に門が作られることはない。なにかパワーを込められたものがあるはずだよ。ただし、それが物質的なものであるとは限らないんだけどね。

佐々原：その門のあるところに、水をかけてみたら、なんというか……空間のゆがみ的なものが浮かび上がったりしませんかね？　豪華な展望室だったら、サービスのミネラルウォーターくらいあるでしょう。

ＫＰ：うん、ウェルカムドリンクがあるね。じゃあ、その水を門のあるあたりにかけてみると、大半は普通に床を塗らすだけなんだけど、一部が瞬間的に凍りついて、空中に浮かんだままとなった。どうやら、空間の一部を極端な低温で維持することで、門のパワーを込める文様を描いているようだ。これは物質のない宇宙空間を飛行する、ビヤーキーならではの門の創造手段であろう。

佐々原：それは破壊できるんですか？

ＫＰ：低温という非物質的な存在を、どのように破壊するというのかね？

佐々原：ポットのお湯をかけるとか……。

ＫＰ：良いアイデアだ。しかし、残念ながら、展望室にポットはない。

佐々原：でも、シャワールームはあるから、そこからお湯は持って来れますよね。

ＫＰ：そうだね。でも、門のあるところまでは遠くて、シャワーのホースは届かないよ。

佐々原：なにかバケツのようなものはないのかなぁ……。

さやか：あのあのっ、火をつけるとか駄目ですか？

ＫＰ：火はどうするの。誰かライター持ってる？

さやか：私の装備品には書いてありますが……でも、いつも持ち歩いてはいないかなぁ。

ＫＰ：だったら、自分の部屋にライターを取って戻るには２ラウンドかかることにしようか。

辰巳：そう言えば、マダム八木もライターを持っていたな。

ＫＰ：そうだったね。彼女に借りるのも一つの手だろう。さて、そろそろ行動宣言をしてもらうか？

睦：私は自信過剰になっているので、天狗さらいの相手をしていることにします。「あなたの攻撃なんて当たらないんだから！」

佐々原：むったん、危ないよ！

睦：いや、私の〈回避〉は94％なので、敵を引きつけるのには最適だったりするのです。それに耐久力は12あるので、命中してもめったなことでは即死はしないでしょう。

ＫＰ：香水を使わずに、天狗さらいの攻撃を自分にひきつけようとするならば、動きが制限されるから、〈回避〉は２分の１でロールしてもらうことになるけど……それでもいいかい？

睦：楽勝、楽勝！　ポジティブシンキングなので気にしません（苦笑）。

さやか：私はライターを取りに行きます！

佐々原：あっ、そうだ。さっき確保した、月森ちゃんのボストンバッグをバケツ代わりにできませんか。多少、縫い目から水が漏れるとしても、門のところまでは運べるでしょう？

ＫＰ：なるほど……それなら、お湯を運ぶのは可能だ。バッグが満杯になるには１ラウンドかかるとしようか。

睦：その前に、どうにかして天狗さらいを門の向こう側に放り込まないといけないのですが……。

辰巳：もう一度、みんなで組みついて、投げるしかないんじゃないか？

睦：むーっ、でも、さやかちゃんの耐久力は５ですよ。また、さっきの攻撃をされたら即死かと。

辰巳：〈投擲〉には自信はないが、ワシらでやるしかないだろう……。

ＫＰ：（うーん、誰かが囮になるという選択肢はないようだなぁ）そろそろ、行動をまとめてくれるかな？

辰巳：このラウンドは、さやかちゃんはライターを取りに行き、佐々原はお湯をバッグに確保。睦くんが天狗さらいを引きつけ……ワシは睦くんに〈精神分析〉といった感じかな。

ＫＰ：了解しました。




　さやかちゃんは、自室に戻り、ライターを確保。急いで展望室に戻ろうとしている。

　佐々原はシャワールームで、月森のボストンバッグの中にお湯をたっぷりと確保した。

　そして、辰巳先生は、睦ちゃんに〈精神分析〉をして、正気に戻す。




ＫＰ：さて、睦ちゃんに天狗さらいの攻撃だ。今度は当たるかな、コロコロ……おっと、成功したぞ。

辰巳：おいっ、百発百中だなっ！　当て過ぎだぞ！

睦：自信満々に引きつけてから、華麗に〈回避〉します。成功率は47％です。コロコロ……むぅ、失敗です（汗）。

ＫＰ：ほう、それはやばそうだね。オープンダイスでダメージを決めてみよう。

全員：ピンゾロ～！　ピンゾロ～！

ＫＰ：６ゾロが出たら、睦ちゃんは死ぬ可能性ありか。コロコロ……なんだ、たったの「４」だ。

睦：ほっ、それならもう一度くらい命中しても大丈夫ですよ～。




　次のラウンド、佐々原はシャワールームからお湯を持ってくるのだが、バッグに入れたため床に置くこともできず、手に持ったままで待機することしかできなかった。

　さやかちゃんは展望室に戻ってきて、燃やすものとして、ベッドのシーツを手に取る。

　辰巳先生は睦ちゃんを〈医学〉で治療して、耐久力を３ポイント回復させる。

　おかげでほぼ全快となった睦ちゃんは、先ほどと同じく天狗さらいの攻撃をひきつける。今度も攻撃は命中したが、睦ちゃんはかろうじて〈回避〉に成功した。




辰巳：このラウンドが勝負だ。ワシと睦くんで、天狗さらいに〈組みつき〉を仕掛けるぞ。

睦：成功した人が、次のラウンドで〈投擲〉ですね。ラウンドの最後で、天狗さらいに攻撃されるかと思いますが、私と辰巳先生なら即死はしないでしょう。

辰巳：しかし、耐久力を半分にされて、意識不明にならないかが心配だ……なんとも厳しい状況になってきたな。

ＫＰ：じゃあ、お二人さん。天狗さらいへの〈組みつき〉をどうぞ。失敗したら、ランダムで二人のどちらかを攻撃するからね。〈組みつき〉をしてしまっているから、もう〈回避〉もできないからね。

辰巳：わかっておる。34％の〈組みつき〉の威力を見せてやる。

全員：成功してぇ～！

辰巳：いくぞっ、コロコロ……よっし、成功したぁぁぁっ！

全員：いえ～～～～～～～～～～い！

佐々原：だったら、むったんは〈組みつき〉をしないでもよいのでは？

睦：いや、私の方が〈投擲〉が得意だから、〈組みつき〉はしておいた方がよいでしょう。コロコロ……む～っ、駄目です。失敗しました。

ＫＰ：じゃあ、天狗さらいの番は、当然、自分を捕らえている辰巳先生にゼロ射程での攻撃だな。

辰巳：覚悟はしている。さあ、来いっ！

ＫＰ：コロコロ……攻撃は命中。問題のダメージだけど、10以上で辰巳先生は死亡の可能性ありか……（こんなに探索者が死亡する可能性のあるダイスを連続してロールするのは久しぶりだよ）……しかし、ここでもオープンダイスでいってみよう。

辰巳：せめて４以下で頼む！

全員：ピンゾロ～！　ピンゾロ～！

ＫＰ：コロコロ……「７」でした。

辰巳：くっ、それだと［ＣＯＮ×５］のロールに失敗すると意識不明になるぞ。

佐々原：ここで辰巳先生が気絶したら、あとが厳しいですね……。

辰巳：《手足の萎縮》のせいで、ワシのＣＯＮは11に低下しているので、成功率は55％だ。コロコロ……ほっ、なんとか意識は保っておるぞ。

ＫＰ：そりゃあ、良かった。じゃあ、ほかのみんなは待機だろうから、続けて、辰巳先生の〈投擲〉になるかな。ちなみに、天狗さらいを捕まえたまま、一緒に門に飛び込んでもいいんだよ？

さやか：駄目です、向こう側は危険すぎます！

辰巳：ワシはあと３ポイント正気度が減ったら、不定の狂気なのだ。向こう側でイタクァを目撃して、狂気に陥ったら、戻ってこられなくなるかもしれない。よって、そんな危険な賭けは乗れないな。

ＫＰ：うーん、それはごもっともですなぁ。

辰巳：とにかく、ここで〈投擲〉の25％を成功させれば、なにも問題はないのだ。行くぞっ！

全員：辰巳先生、お願いしますっ！

辰巳：ダイスに念を込めて。うぬぬぬぬぬっ、コロコロ……やったっ、成功だ！

全員：やったぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!

ＫＰ：ホントに～～～～～～っ!?　そのダイス運には呆れちゃうな……。

佐々原：辰巳先生、マジ主人公っ！（笑）

辰巳：「どぉりゃああっ！」と、上手投げで、天狗さらいを門に放り込んでやったぞ！

佐々原：すぐに氷の門にお湯をかけます！

ＫＰ：それはいいのだが……実は、この門の冷気には耐久力のようなものがある。高温によるダメージで、その耐久力を上回らないと破壊はできないぞ。

佐々原：なんですと～!?

ＫＰ：ライターの直火だと１Ｄ６。自販機で買えるホットの缶コーヒーも１Ｄ６。食堂室でわけてもらえる鍋いっぱいのお湯だと３Ｄ６とシナリオ上で設定していた。ボストンバッグのお湯は……３Ｄ６といったところかな？

佐々原：それで門の耐久力は？（ゴクリ）

ＫＰ：ふっふっふ……実は９しかないのだ。

佐々原：だったら、さやかちゃんのシーツも燃やせば、なんとかなりそうですね。

さやか：できたら火事にはしたくないので、お湯だけでなんとかしてください。

佐々原：りょ～かい。では、凍りついた門のあたりに、お湯をダバダバとかけます。ダメージは３Ｄ６と。コロコロ……やった、「11」です。

ＫＰ：ならば、大量のお湯によって、空間に固定されていた極低温が乱される。その結果、門を構成する魔力を持った文様を維持することもできなくなり、空間のつながりは断絶してしまった。当然、向こう側に投げ込まれた、天狗さらいは置き去りとなる……。

全員：やっと終わったぁ～～～～～～～～。

ＫＰ：こんなに長い時間を戦闘ラウンドで処理するなんてめったにないな。プレイ時間では３時間くらいかかっているのに、ゲーム時間ではまだ10分もたってないんだからね（笑）。

さやか：なんだか一晩中、戦っていたような気分ですよ……。







打ち砕くものが天から降り注ぐ




　強敵・天狗さらいを撃退した探索者たちは、心も体の傷も癒えぬまま、今後の対策を考えねばならなかった。

　なぜなら、探索者たちが戦っている間にも、寝台特急「カシオペア」は目的地の函館へと近づいているのである。




佐々原：いまの状況を整理すると、入滑村のモノリスとイタクァを使い、コガネさんを舞手として、なにかを招来しようとしている黄色いコートの連中がいる。そして、そいつらと蒼白の仮面と、あの偽木村のビヤーキーは仲間だったんですよね。

辰巳：おそらく、蒼白の仮面の正体は田通(たどおり)黒(くろ)核(ざね)だろう。もう一度、ハスターを招来しようとしているのだろうな。

佐々原：月森ちゃんは、そんなコガネさんを天狗さらいを使って殺そうとした。ビヤーキーはコガネさんを守ろうとした。つまり、月森ちゃんは黄色いコートの連中とは敵対していた……？

睦：天狗さらいの入っていたキャリーケースは、「カシオペア」に乗る前にどこからか手に入れてきたから、たぶん月森さんには協力者がいるんだと思う。

さやか：私たち以外に、二つの勢力があって、そっちは勝手にけんかしているってことですか？

辰巳：月森ちゃんの組織は、「カシオペア」の車内という逃げ場のない場所で、コガネさんを暗殺する気だったのだろう。たった数日で、あんなわけのわからない機械を用意できるのだから、よほどの連中だな……もしかすると、月森くんはカルトの佐比売党の一員だったのかもしれない。

佐々原：蘭弗叔父さんの佐比売党宛の手紙の出所について隠してたけど、もともと自分の組織のものだったのか。

睦：佐比売党はミ＝ゴともつながっているし……なんとなく、あの天狗さらいもミ＝ゴのテクノロジーっぽかったから、その線で間違いないでしょう。ちなみに、ミ＝ゴは天狗に間違われることもあるそうですよ。

辰巳：佐比売党が黄色いコートの連中のハスター招来の動きを知って、なんらかの理由からそれを阻止すべく、儀式の鍵──舞手であるコガネを探し出して、暗殺しようとしたといったところか。

さやか：その佐比売党っていうのは、ハスターと敵対しているんですか？

辰巳：うーむ、どうなのだろう？　ワシも知らん。




　探索者たちの推理はかなり真相に近づいていたので、ボクは次の展開に移すことにした。




ＫＰ：そろそろ、函館が近づいているよ。到着時間は午前５時。月森の話では、駅で戸蒔家の子孫と待ち合わせて、函館市北方民族資料館が開館するまで時間を潰してから、例のトンコリを見せてもらう予定だった。

睦：たぶん、その戸蒔家の子孫というのも佐比売党の一員でしょう。

辰巳：そいつらとは合流せずに、函館市内に入ってしまうか？

さやか：でも、函館市北方民族資料館に行くことはばれているんですから、先にトンコリを奪われたりしたら面倒なことになりませんか？

ＫＰ：開館時間までは、たっぷり４時間あるからね。「カシオペア」が到着しても月森と合流できなければ、資料館の前で待ち伏せされていてもおかしくはないだろう。

佐々原：駅の構内だったら、佐比売党だって下手なことはできないでしょう。ここは正々堂々とやつらに会いに行きましょう。ボクには、そいつらに聞きたいことも、言ってやりたいこともあるんだ！

辰巳：ふむ……佐々原がそう言うのならば、そうするとしよう。第三勢力なんて面倒なものとは、ここで決着をつけておいた方がよいかもしれん。




　行動方針を決定した探索者は、月森の携帯電話を利用して、大胆にもこちらから連絡をつけることにした。

　電話での交渉のため〈説得〉や〈信用〉が得意な辰巳先生ではなく、〈言いくるめ〉が得意なさやかちゃんが担当することになる。




さやか：「もしもし？」

ＫＰ／電話の相手：「……おまえ、月森ではないな。いったい誰だ？」

さやか：「当ててみてくださいよ」

ＫＰ／電話の相手：「なるほど、例の骨董品屋の娘か……あの女はどうなった？」

さやか：「女……月森さんのことですか？」

ＫＰ／電話の相手：「オレが聞きたいのは、忌まわしい巫女のことだ」

さやか：「コガネさんのことですか。彼女なら無事ですよ」

ＫＰ／電話の相手：「なんだと……月森は失敗したのか」

さやか：「彼女は死にました。あなたたちの天狗さらいのせいでね！」

ＫＰ／電話の相手：「なにっ、天狗さらいは起動したのか。ならば、どうして巫女が生きている!?」

さやか：「それも当ててみてはどうですか？」

ＫＰ／電話の相手：「ばかな……あの天狗さらいを止めたというのか！　いったい、どうやって……」

辰巳：そんな危険なものを、車内で起動させるんじゃない！　「カシオペア」が到着したら、乗客は全員いなくなっていたとかだったらどうする気だったんだ!?

睦：最初から、コガネさんごと乗客皆殺しが狙いだったのかも。月森さんは利用されていただけだったとか。

佐々原：くそっ……こいつらのせいで、月森ちゃんは……！

ＫＰ／電話の相手：「なんてことをしてくれたのだ。あれは、あの女を殺せる唯一の方法だったのに！」

さやか：「そんな恐ろしい天狗さらいを軽く撃退した私たちですが、なんでしたら、あなたたちと交渉してあげてもよいと思っています」と、こちらを優位に見せるように、わざと上から目線で交渉を持ちかけます。

ＫＰ：かなり迷ったようだが、向こうは「……いいだろう。ならば、函館駅で待っている」と、答える。

さやか：「くれぐれも余計なことは考えないように。天狗さらいと同じ目に遭いたくないのならね……ふふふっ」

ＫＰ／電話の相手：「ちょっと待て！　おまえたち、いったい何者だ!?（笑）」

さやか：ぷちっと、そのまま電話を切ります（笑）。

睦：不穏な発言過ぎる（笑）。

さやか：これだけ脅しておけば、こちらをわなにはめるようなことはしないでしょう。

ＫＰ：じゃあ、相手がさやかちゃんのハッタリを真に受けたかどうか、〈言いくるめ〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……やった、成功しました。

ＫＰ：では、きっと連中は、さやかちゃんのことをただ者ではないと思い込んでいるだろう。

さやか：だって私、女子高生探偵ですから！（ビシッと決めポーズ）




ＫＰ：……では、午前５時、まだ日も昇っていない函館駅は真っ暗で人の気配もない。ほとんどの乗客は終点の札幌まで行くので、「カシオペア」から下車するのは、君たちくらいのものだ。そして、そんな駅のホームに、二人組の男が待っている。そこそこがっしりとした体格をしており、目つきの鋭い中年の男だ。

辰巳：やつらはどんな表情をしているのかな。精神状態を〈心理学〉で読んでみたい。

ＫＰ：いいでしょう。コロコロ……（成功か）……辰巳先生にはわかるけど、彼らはコガネに対して強い憎悪と恐怖が混ざり合った視線を向けている。それは君たちが宇宙的恐怖と相対するときと似たような表情だ。

辰巳：やはり、こいつらはコガネさんを狙っているのか。

佐々原：ボクはこいつらに文句を言ってやりたくて仕方がないので、ここは行かせてもらいます。「月森ちゃんは死んだ。それがあんたらのやりくちか!?」

ＫＰ：（ここで〈心理学〉ロールかな。コロコロ……失敗か）彼らは表情を変えずに「いったいなぜ、月森は死んだのだ？」と、尋ねてくる。

佐々原：「おまえらの天狗さらいに撃たれて死んだんだ！」

ＫＰ：「それは不幸な事故だ……われわれにとっても予想外のこと」と、ここで沈痛な表情を浮かべる。

佐々原：「なぜあんな危険なものを、彼女にっ！」

ＫＰ／男：「その女を殺すためには仕方のないことだった。月森だって、われらが仇敵を滅ぼすためならば命を惜しまなかったはず」

佐々原：「ふざけるなっ！」って、一発殴ってやりたいのですけどっ！

ＫＰ：まあいいだろう。男もよけることはしない。佐々原に殴られても、反撃することもなく「これで気は済んだか」と、冷静に尋ねる。

佐々原：「こいつっ！」

辰巳：「佐々原、気持ちはわかるが堪えてくれ」と、佐々原を止めよう。もう少し、こいつらとの話し合いを続けさせてはもらえんだろうか。

佐々原：……ここは引きますけど、こいつらは絶対に許さない！




　暗い函館駅のホームで、探索者と謎の男たちとの対談は進められた。

　探索者の予想通り、彼らはカルト「佐比売党」の一員であった。はるか昔から、佐比売党は黄色いコートの連中──その名も「黄色い印の兄弟団」と抗争状態にあるのだという。「黄色い印の兄弟団」は、ハスターを信仰していること以外は正体不明の集団であり、なぜか、ミ＝ゴと同盟関係にある佐比売党を目の仇にしている。

　そんな黄色い印の兄弟団の動きが、日本国内で活発化していることを知った佐比売党は、彼らの計画の鍵となるのが戸蒔家の家宝、コガネであると突き止めた。

　佐比売党には、以前、戸蒔家の家宝に関わったことがあるという記録（第一話に登場した、蘭弗の手紙）が伝えられていた。そこで、スパイとして月森をるるいえ堂に差し向けたのである。もっとも、八十年も前のことなので、その戸蒔家の家宝が人間（コガネ）であることまでは、佐比売党にも伝わっていなかったらしい。そのせいで、探索者の目には、情報不足で翻弄されている月森がドジッ子のように見えたわけだ。




さやか：「その黄色の印の兄弟団なら、いま倶多楽湖でモノリスを使って儀式をしていますよ」

ＫＰ／佐比売党員：「なぜそんなことを知っている！」

さやか：「だって、この目で見てきましたから。あっ、そうだ。イタクァも来てましたよ（軽い口調で）」

ＫＰ／佐比売党員：「お、おまえはいったい何者なんだ……」

さやか：「私は女子高生探偵です！（ビシッと決めポーズ）」

ＫＰ：その話を聞くと、佐比売党員たちの態度に殺気がみなぎってくる。「だとしたら、一刻も早く、巫女を始末しなければ……世界は凍りついてしまうぞ」

さやか：「おっと、妙なことは考えない方がいいですよ。天狗さらいみたいな目に遭いたくないのならね」

睦：「コガネさんを殺す以外の解決方法はないんですか!?」

さやか：「そうそう、黄色いコートの連中をどうにかするとか……」

ＫＰ／佐比売党員：「可能ならばそうしている。しかし、連中は神出鬼没で、その正体さえもつかめていないのだ」

辰巳：「月森くんから聞いていただろうが、これからワシらは函館市北方民族資料館で、イタクァを信仰していたらしい戸蒔家の遺品を調べようと思っている。もしかしたら、連中への対抗手段がそこで見つかるかもしれんぞ。ここでワシらが争っていても仕方あるまい。しばらく、協力はできないものか？」

ＫＰ：なるほど、理性的な提案だね。なんだか底の知れない女子高生探偵もいるし、月森から歴史の専門家だと聞かされている佐々原もいるし、テレビで有名な辰巳先生もいるし……共同戦線を張るにはふさわしい相手かもしれないと、彼らはどうするか迷っている様子だ。

睦：むーっ、私は計算外……いいですよ、いいですよ。ホームの看板に不気味な絵を落書きしていますから。

ＫＰ：じゃあ、これまでのすべての交渉をひっくるめて、代表者は〈説得〉に+20％をしてロールしてくれ。

辰巳：それならば「00」以外は成功だ。ワシにやらせてもらおう。コロコロ……当然、成功だ。

ＫＰ：では、ここに探索者と佐比売党の協力関係が結ばれたのであった。

佐々原：ボクは認めていませんけどね。佐比売党なんか……。

辰巳：まあ、プレイヤー的には佐比売党と組んだところでろくなことはないと思っているが……辰巳としては、そこまで危険な連中だとは知らないからな。もちろん、いつでも裏切る準備はしておこう（笑）。




　こうして、探索者たちは佐比売党員たちと一緒に、函館市北方民族資料館を訪ねることにする。この資料館は、大正十五年に日本銀行函館支店として建てられたものを改装した、歴史ある建物だ。

　事前に予約もしてあった上、社会的信用のある辰巳先生と、歴史については専門家並みの知識を持つ佐々原が一緒にいたため、すんなりと所蔵品である戸蒔家の遺品を見せてもらうことができた。




ＫＰ：君たちは資料館の会議室みたいなところに案内されて、学芸員の人が例のトンコリと、戸蒔家の人間が記したという文書を運んできてくれる。

佐々原：そのトンコリは触らせてもらってもいいんですか？

ＫＰ：別にいいみたいだよ。ただし、弦は張っていないので演奏はできない。第一話で見た、新聞の写真とまったく同じデザインだね。トンコリは人の姿を模しているというが、佐々原とさやかちゃんにとって、それは思い出したくもないあの巨人の影を彷彿とさせるものであり、近づくのも嫌な気持ちになってくる。

佐々原：「辰巳先生……ボクはあのトンコリが怖くて仕方がないのですが、中にコガネさんたちが産まれたときに持っていたという宝玉が入っていないか確認してもらえませんか？」

辰巳：ふむ……では、学芸員の人に許可をもらって、ちょっと中をのぞかせてもらおう。

ＫＰ：音を反響させるための「へそ」と呼ばれている穴から、中をのぞくことができる。なにか小さくて硬い、黒い球状のものが入っているようだね。ただ、どんなものであるかは、中が見えにくいのでよくわからない。

辰巳：学芸員の人たちは、その球のことは知らないのだろうか？

ＫＰ：伝統的にトンコリの中に入れるとされる「魂」だということ以上は知らないね。ちなみに、前にも言ったけど、そのトンコリは「夜鷹の声」と呼ばれているものだ。

佐々原：夜鷹……ヨタカ……ヨタクァ……イタクァ！（笑）

睦：それは置いといて、戸蒔家の文書というのも気になりますね。こちらも読ませてもらっていいんですか？

ＫＰ：ただの古びたノートで、たいして貴重なものではないらしく、読んでもかまわないそうだ。ただし、肉筆の読みにくい文章であるため、斜め読みをして理解するためには〈母国語〉のロールが必要だ。

睦：実は〈猫語〉と成功率がたいして変わらない〈母国語〉の47％で、コロコロ……よかった、成功です。

ＫＰ：この文書は、戸蒔家のしきたり、開墾や作付けの計画、生活の記録といった、書きとどめておきたいものを雑多にまとめたノートなのだけど、睦ちゃんはそこに気になる一文を発見する（メモを渡す）。




……………………

◆黄色の衣の君をまつる

　名状し難きものは、黄色の衣の君としていらっしゃることもある。

　彼らはその方について何も教えてはくれなかった。

　ただ、その方は舞いの中にいらっしゃるのだという。

　すべての舞いの中にいるわけではない。その方を追い求める者の舞いの中だけだという。

　いったい、どのような舞いなのか。




※後に補足された一文

　東京で舞われたことがあるらしい。それは「付(つき)守(もり)」という名の神楽であったという。

……………………




ＫＰ：付守という言葉は一般的ではないが、どうやら「付き従い守るもの」──すなわち、護衛を意味するらしい。

佐々原：ちょっと待ってくださいよ。「つきもり」って、なんでここで月森ちゃんの名前が出てくるんですか？

睦：むーっ、漢字は違うし、これは偶然の一致なのでしょうか？

辰巳：月森くんは佐比売党の一員であり、イタクァ信仰とは無関係のはずだが……。

佐々原：まだ、月森ちゃんには明かされていない秘密が残されているってこと？

さやか：「月森さんって、どこの生まれなんですか？」って、佐比売党の人たちに聞いてみますけど。

ＫＰ：……と、その前に、この会議室に「ツプッ、ツプッ、ヒョオォーン、ヒョオォォーーーン」という奇妙な音が鳴り響き始める。聞く者の心を凍りつかせるような、不気味な音色だ。

さやか：もしかして、トンコリの音!?

ＫＰ：その通り。弦もないのに「夜鷹の声」の名を持つトンコリが音を奏でているのだ。その音色を聞いた佐比売党員たちは、おびえきった表情でコガネの方を見つめる。

辰巳：コガネさんをかばう位置に移動するぞ。

ＫＰ：すると、コガネは「イタクァ……イタクァ！」と、錯乱したように叫ぶ。

さやか：「コガネさん、しっかりして！」と、私も彼女を守る位置に移動します。

ＫＰ：「この音は……やはり、その女がすべての鍵なのだ。ここで抹殺するしかない」と、佐比売党員たちはジリッとコガネの方に近づいてくる。一触即発の雰囲気だぞ。

さやか：「待ってください。ただ、楽器が鳴っているだけでしょう！」

ＫＰ：「鳴っているだけだと……おまえたちにはわからないのか。この声こそ、風の中を歩くもの……イタクァの声──」と、震える声で男がその名を口にした瞬間、巨大なものが天井を破って落ちてきた。たまたま、その真下にいた二人の佐比売党員は無残にも下敷きとなってしまう。落ちてきたものは巨大な岩で、その下からじわじわと床に広がっていく大量の血だけが、彼らの運命を物語っている。

睦：し、死んじゃった……。

佐々原：ちょっ、上からって……まさかっ!?

ＫＰ：そうだ。ぽっかりと空いた天井の穴からは、空が見える。どんよりと曇っており、その雲の中を真っ黒い煙のようなものが横切っていく。ここで〈目星〉をどうぞ。

全員：コロコロ……成功。

ＫＰ：それは空を歩く巨大な人の影のようにも見える。しかし、もっと気になるのは、その影の周囲を取り囲むように、八つの小さな影が浮かんでいることだ。あれこそは入滑村から運び出された、ハスター招来のためのモノリスに違いない！

さやか：あれはイタクァ？　倶多楽湖にいたはずなのに、どうしてこんなところに？

睦：もしかして、コガネさんを迎えに来たとか!?

辰巳：んっ……モノリスが八つだと？　確か、モノリスは九つのはずだが……。

ＫＰ：その通り。残り一つのモノリスは、いま君たちの目の前に落ちている。佐比売党員たちを押しつぶした巨大な岩こそ、九つ目のモノリスなのだ。そのモノリスには、なぜかどろっとした血がべったりついているのだが……やがて、その中から無数のウジ虫がわき出したかと思うと、そのまま蒸発してしまう。

睦：むーっ、これはいったい？

ＫＰ：そして、コガネは恐ろしそうにモノリスを見つめて「この石は穢(けが)されています……」と、つぶやく。

睦：「それはどういうことなんですか？」

ＫＰ／コガネ：「わかりません……ただ、見ているだけで、心がざわつくのです。私には、この岩がなにかおぞましいものにしか見えません……みなさんはそう感じませんか？」

睦：そういうことはないんですよね？

ＫＰ：さっきの血は不気味だったけど、いまのモノリス自体にはなにも感じないね。

辰巳：しかし、これはいったいどういうことだ……イタクァがコガネさんを守ったということなのか？

ＫＰ：そして、やがて黒い影は南を目指して、そのまま雲の合間へと消えていった。

さやか：あれ、モノリスを置いたまま、通り過ぎちゃった。どこへ行く気なの？

ＫＰ：さぁて、この惨劇を目撃した探索者は、今回、最後の〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

辰巳：ここまで来て、狂気に陥ることなど認めん。コロコロ……よしっ、成功！

さやか：コロコロ……失敗。なんで、イタクァのときばっかり失敗するの!?

佐々原：コロコロ……ボクも失敗。もう、いやだぁ～！（泣）

睦：今回、私は全部の〈正気度〉ロールに失敗しているから、そろそろ成功するはず。コロコロ……「20」。成功！

全員：おお～～～～～っ！

ＫＰ：成功は１ポイントの正気度喪失。失敗は１Ｄ10の正気度喪失だ。ただし、さやかちゃんはイタクァとは二度目の遭遇で、以前に３ポイント喪失しているので、あと最大でも７ポイントしか喪失はしないよ。

さやか：コロコロ……うにゃーん、そういうときに限ってピッタリ「７」が出るんですよ～！（泣）

佐々原：コロコロ……うわっ、ボクも「７」が出た。

ＫＰ：二人は〈アイデア〉に成功すると、一時的狂気に陥る可能性があるね。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です（しょぼーん）。

ＫＰ：コロコロ……えーと、さやかちゃんは反響言語。コロコロ……佐々原は感情が爆発して大泣きを始めることになる。さやかちゃんの反響言語って、昭和初期にもあったねぇ。

さやか：今度は「ヒョオォーン、ヒョオォォ―――ン」って、トンコリの音を無意識に声まねしています。

ＫＰ／コガネ：「さやかちゃん……まさか、イタクァに心を乗っ取られてしまったの!?」

辰巳：「いや、これはいつものことだから心配しないでも大丈夫だ」

佐々原：ボクは「月森ちゃんを守れなかったから……こんなひどいことが起きるんだぁぁっ！」って、いまになって彼女を死なせてしまった後悔が爆発して大泣きしています。

ＫＰ：そのとき、みんなの足元になにか丸い玉が転がってきた。

佐々原：まさか、それは!?

ＫＰ：見ると、落下してきたモノリスの破片が突き刺さり、トンコリが破壊されてしまっている。もしかして、この玉はトンコリの中から転がり落ちてきたものではないだろうか……。

辰巳：拾い上げてみようとするが？

ＫＰ：そんな辰巳先生にコガネが「それに触れては駄目！」と、警告する。

辰巳：「なっ……どうして？」

ＫＰ：「それは……」と、コガネが言ったところで──なんと、今回のシナリオは終了なのだ。

辰巳：ええっ、なんだか、ずいぶん中途半端なところで話を切ったな～？

ＫＰ：次回は、この落下してきたモノリスを目の前にして、謎の玉についてどうするか──といったところから、シナリオはスタートするのでよろしく。

佐々原：ボクらは次回まで、狂気のままですか。

ＫＰ：まあ、それは数分経てば解ける狂気なので、次回の冒頭には回復していていいよ。

辰巳：なんだか、次回まで気分がモヤモヤしそうだな。

ＫＰ：うーん、だって、いま描写してしまうと、次回までに忘れてしまいそうな伏線がいろいろ出てくるんだもの。

さやか：ご安心ください。ちゃんと、これまでの謎もメモっていますよ～。

ＫＰ：かくして、恐怖の殺人マシン・天狗さらいを撃退して、函館に到着することのできた探索者たちは、正気度を１Ｄ10獲得する。そして、コガネをビヤーキーに預けなかった場合、さらに１Ｄ４のボーナスだ。

佐々原：す、少ない！　赤字確定です！

ＫＰ：最後に、天狗さらいを撃退するための決定的行動をした探索者は──

さやか：やっぱり、〈組みつき〉と〈投擲〉を成功させた辰巳先生でしょうね。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生は恐怖に打ち勝ったことにより、個人的に１Ｄ６のボーナスが与えられる。

辰巳：１Ｄ６は大きいな。これはうれしいが……たまたま順番でワシが投げただけなのに、みんなに申し訳ない。

睦：いえいえ、運も実力のうちですよ。



◆むったんのワンポイントスケッチ「佐比売党」

　どうも、好きな党は甘党な、むったんです。

『るるいえはいすくーる』にも名前だけ登場して、ワンポイントスケッチでも解説した佐比売党ですが、こんなところでまた再登場してきました。

　佐比売党はシュド・メル信仰を主にした東京派と、ミ＝ゴとの同盟に重きを置く石見派に派閥が分かれています。ちなみに、キーパーによると、月森さんや、今回登場した佐比売党員は石見派の人たちだったそうです。それにしても、あの月森さんが佐比売党員だったとは……むむ～っ。

　組織としては東京派の方が勢力が強いのですが、石見派も同盟関係を結んでいるミ＝ゴのテクノロジーなどを利用してくる怖い相手です。今回の殺人マシーン「天狗さらい」もミ＝ゴのテクノロジーで、あの黒い球を放出する武器は未訳シナリオ『Spawn of Azathoth』にも登場しています。

　佐比売党については『クトゥルフと帝国 リプレイ 白無垢の仮面』（新紀元社刊）や『クトゥルフワールドツアー 忌まわしき古代遺跡』（アークライト刊）に載っていますが、現在の佐比売党については『クトゥルフカルト・ナウ』で詳しく解説されていますので、興味のある方はそちらも読んでみてください。宣伝でした～！






　さて、キャンペーン最終話につながる、重要な正気度回復の数値はこのようになった。

　なお、驚異の悪運を誇る佐々原は、シナリオ中についたチェックマークの経験ロールによって〈聞き耳〉が90％を超えたので、シナリオ終了の直前に正気度が７ポイント回復している。




　さやか：シナリオ終了時54ポイント＋獲得７ポイント＝合計61ポイント（開始時から-8ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時45ポイント＋獲得14ポイント＝合計59ポイント（開始時から+5ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時36ポイント＋獲得６ポイント＝合計42ポイント（開始時から-2ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時23ポイント＋獲得13ポイント＝合計36ポイント（開始時から+4ポイント）




睦：むは～っ、１Ｄ10＋１Ｄ４で13ポイント回復です！　ようやく、私にも運が回ってきました～っ！

全員：おめでと～～～～～～っ！（パチパチ）

さやか：私は出目は普通だけど、今回、減りすぎていたので大赤字です！

睦：さやかちゃん、イタクァを二度も見ているからね……。

辰巳：まさか、ワシとさやかちゃんの正気度が並びかける日が来るとはなぁ（しみじみ）。

さやか：『屍食教典儀』を読んでから、正気度が呪われている気がします。魔道書なんて読むんじゃなかったぁ！（泣）

佐々原：とうとう〈聞き耳〉まで90％になって、これでボクは80％台の技能がなくなってしまいましたよ。この先、生き残れるかなぁ？

ＫＰ：泣いても笑っても、次回はキャンペーンの最終回なので熾烈なシナリオが待っています。みなさん、頑張って生き残るようにね。

佐々原：だったら、もっと正気度回復させてください！

ＫＰ：（華麗にスルーして）では、みなさんお疲れ様でした～！

全員：お疲れ様でした！










第二話終了・睦(むつみ)ちゃんとの反省会




睦：今回、キャンペーンの途中だからかもしれませんが、いろいろと謎が残されたままになりましたね。

ＫＰ：そうだね。でも、月(つき)森(もり)がなぜ天(てん)狗(ぐ)さらいに狙われたのかと、ホスト大(おお)槌(つち)の死については、ここでネタバレしておこうかな。

睦：そうそう、なんで月森さんが殺されたのかは気になっていたんですよ。

ＫＰ：佐(さ)比(ひ)売(め)党(とう)員の月森は、黄色い印の兄弟団の陰謀を阻止するために、その鍵となるコガネの暗殺を命じられたんだ。その任務のために佐比売党から託されたのが、イタクァの加護を無視して攻撃が可能な、ミ＝ゴの殺人マシン・天狗さらいだ。

睦：そこまでは聞いた通りですね。

ＫＰ：あの天狗さらいは香水の匂いを発する人間を優先して攻撃するプログラムになっている。ただ、ミ＝ゴとのコミュニケーションが不完全で、佐比売党は香水の中にあるラメの金属が目印となると勘違いしていたんだ。

睦：そう言えば、あの香水はラメ入りでしたね。

ＫＰ：だから、月森は香水を慎重に取り扱っていたが、移り香までは気にしていなかった。おかげで、天狗さらいを起動したときそばにいた彼女が真っ先に狙われてしまったというわけだ。

睦：でも、天狗さらいは香水の匂いがなくなったら、今度は無差別攻撃を始めるんでしょう？

ＫＰ：そこはそれ……ミ＝ゴは黄色い印の兄弟団の邪魔さえできれば、人間の命なんかどうとも思っていないから、あえて説明しなかったのだろう。真実を知ったら、佐比売党だって天狗さらいを運用しないだろうからね。ちなみに、天狗さらいの武器は装弾数が37発なので、「カシオペア」の乗客を皆殺しにするには弾が足りないね。

睦：そうなんですか。じゃあ、ずっと〈回避〉していれば、いずれは弾切れになったんですね。

ＫＰ：天狗さらいもばかじゃないから、いずれそんな身軽な相手を狙うのはあきらめるだろうさ。

睦：ところで、これも聞きたかったんですが、もしも、あのときタマ兄が月森さんをかばっていたらどうなっていたんです？

ＫＰ：その後、香水の匂いさえ洗い落とせば、彼女も狙われなくなっていたよ。たぶん、最初の一撃さえどうにかすれば、月森も助けられただろうね。

睦：月森さんが一撃で消えてしまったのは？

ＫＰ：彼女は小柄で耐久力は９しかなかったからね。２Ｄ６で９以上が出て、即死してしまった……という設定。実際にはダメージのロールはしなかったんだけど。

睦：あのせいで、天狗さらいの攻撃は即死するダメージという印象を受けたのですが。

ＫＰ：月森が即死したのは、天狗さらいの脅威を強調する演出でもあったと受け取ってもらいたい。

睦：む～っ、あそこで成功させていれば、月森さんを助けられたのかぁ。それはタマ兄、ガッカリですねぇ。

ＫＰ：うん、かなりショックを受けていたようだね。

睦：そんなタマ兄に、月森さんの声を幻聴で聞かせるというのは鬼畜過ぎて……私は面白かったです（笑）。

ＫＰ：そうだろう？　うしゃしゃしゃしゃ！（笑）

睦：じゃあ、ホスト大槌ですけど、あの人はビヤーキーを目撃してしまったせいで殺されたんですか？

ＫＰ：そんなところだね。木村の連れである、小松原が美人さんだったので、ちょっとお近づきになれないかなと部屋を訪ねた。そのとき、気づいてはいけないことに気づいてしまい、口封じのために殺され、門の向こう側に捨てられたという感じだ。まあ、「カシオペア」で妙なことが起きていることの演出のための事件で、本編にはたいして関係のないことだったね。

睦：なるほど、なるほど。

ＫＰ：本来ならば、ゲーム中ですべての答えが語られる方がスマートなんだけど、今回はアクションシーンの多いシナリオだったので、そこまで落とし込むことはできなかったことは勘弁してもらいたい。

睦：舞台を寝台特急「カシオペア」にして、サスペンスドラマに出てくるようなＮＰＣがたくさん登場したから、今回こそ推理モノなんじゃないかと思いましたが……。

ＫＰ：ボク的には、もっと展望室の木村が怪しいと思って、事前に調査すると思っていたんだけどな。ほとんど聞き込みとかしないで、アクションシーンに移行してしまったな。

睦：む～っ、怪しいとは気づいてましたが、そこまでする動機はなかったかな？

ＫＰ：同室の小松原のことをもっと心配すると思っていた。それが探索者の動機付けになるかと。

睦：ああっ、そう言えばそうですよね。なんだか、すでに殺されているとばっかり思い込んでしまいました。事前に顔を合わせていたら、もっとからんだでしょう。

ＫＰ：なるほど。ラウンジカーの旅ノートくらいしか、彼女のことを知る手掛かりはなかったからな。本物のイケメン木村の情報を制限したかったけど、小松原まで一度も顔を出さなかったのはよくなかったか。

睦：あと、天狗さらいがひどすぎます。門の向こうから戻ってくるなんて！

ＫＰ：あのときはみんなすごい怒っていたなぁ。でも、『宇宙的恐怖からは簡単に逃れられはしない。突然、恐怖はよみがえる』というのは、るるいえシリーズを通じてのテーマだから、あれは譲れないイベントだったのさ。

睦：むむ～～っ！

ＫＰ：正直、今回はいろいろ想定外の展開もあって、キーパーとしてもヒヤヒヤものだった。無事に終わってくれて、ホントによかったと思ってる。

睦：月森さんが犠牲になったのは残念でしたけどね。




　かくして、正気度ではなく、耐久力的に死にそうになるシーンの多かった第二話を乗り切った探索者であったが、実は大ピンチに陥っている。

　それは魔道書の『ルルイエ異本』の研究が、まだ終わっていないということだ。

　この魔道書には、キャンペーンのクライマックスで必要となる重要な情報が隠されている。確率計算では、第二話終了までに一人くらいはそれを手に入れているはずだったのに、ダイス目は当てにならないね。

　この問題について、ボクはどうしたものかと悩んだけれど、ここは心を鬼にして、あえて救済措置は最低限にすることにした。

　これまで『ルルイエ異本』を読むための〈ほかの言語（中国語）〉のロールに失敗していることは、誰よりも探索者本人がわかっていることだし、もしもそのせいでシナリオがバッドエンドになろうとも、それは第一話から続いた不運のせいであると理解もしてくれるだろう。むしろ、不自然な救済措置をして、これまでのダイス目の悪さをフォローされたと感じさせてしまっては、せっかくのキャンペーンを白けさせてしまうかもしれない。

　さて、こんな状況では、バッドエンドになった場合の展開も、その場のアドリブではなく、事前に考えておかねばならないなぁ。

　たとえ探索者が失敗しても、問答無用で全滅してしまうというのでは芸がない。むしろ、半分くらい探索者が生き残って、犠牲となった探索者のことを嘆くといった状況にしてやった方が、単純に全滅させるよりも心に響くというものだ。生き延びた探索者には、仲間の犠牲という十字架を背負わせてやりたいからね。

　そして『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』ならば、物理的な死ではなく、狂気に陥らせるという手もある。

　となると、どのくらいの〈正気度〉ロールのイベントを用意してやればいいのか？

　このバランス調整がなかなか難しく、最後のイベントまでにどのくらいの正気度が減っているのかも計算に入れて考えねばならない。

　それにバッドエンドとはいえ、キャンペーンの最終話を飾るのにふさわしいものにしなくては駄目だ。たとえ、重要な行動に失敗したからといって、そのあとは救いもなく、ずるずると消耗していくだけというのでは盛り上がるはずもない……と、そんなバッドエンドのことを考えていたら、いつの間にかグッドエンドの展開を作成するよりも時間がかかってしまった。なんてこった、いつもの二倍の手間だよ！

　でも、時間をかけただけあって、この展開はなかなか面白そうだ。たぶん、睦ちゃんの正気度はゼロになるだろうけど、そのとき、どんな顔をするのか考えるだけでもワクワクするね。

　うう～む、なんだか探索者たちには失敗してもらいたい気分になってきたなぁ（笑）。




















黄色い印の見せた影




ＫＰ：さて、いよいよキャンペーン『るるいえとらべらーず』も最終回だ。ハッピーエンド……というか、無事に生還できるように頑張ってもらいたい。ちなみに、キーパーはみんな大丈夫かなってハラハラしています。

佐々原(さ　さ　はら)：ハラハラするくらいなら、最初から優しいシナリオを作ってくださいよ！

ＫＰ：そこはボクにも譲れない一線があってねぇ～。

睦(むつみ)：大丈夫、どんなシナリオだって楽勝です！

佐々原：むったん、ポジティブシンキングの狂気が治っていない!?（笑）

睦：だって、前回のゲームからそのまま続投ですからね。治っていませんよ～（笑）。

ＫＰ：まあ、そのへんは辰(たつ)巳(み)先生が〈精神分析〉をして、一時的に落ち着かせたことにしてくれ。でも、今後、キーパーの判断でなにかのはずみに再発する可能性はあるので気をつけるように。

睦：むーっ、それって爆弾抱えてプレイするようなものですよね。




ＫＰ：では、函館市北方民族資料館に上空からモノリスが落下してきたところからゲームを開始しよう。モノリスの破片が戸(と)蒔(まき)家のトンコリを破壊して、その中から黒い玉が転げ落ちて、コガネが「触ってはいけない」と、忠告をしたところだね……。

辰巳：「それはどうしてですか？」

ＫＰ／コガネ：「その玉に刻まれた印は強い力を秘めていますが、同時に人の心を蝕(むしば)む恐ろしいもの……だから、私の両親もトンコリの中に隠したのです」という。どうやら、それが新聞にあったコガネとヤマブキの双子が生まれたときに持っていた玉であるらしい。幼いときにトンコリの中に隠されたことを、いま彼女は思い出したようだ。

辰巳：これは『るるいえあんてぃーく』の第三話にも登場した、田(た)通(どおり)家の黄色の印なのだろうな……。

ＫＰ：ただ、あれよりも、もっとえたいの知れない力を秘めていそうな感じがするね。

佐々原：どう考えても重要アイテムですから、回収はしておきたいですが……ハンカチで包んで拾うとかしたら大丈夫なんじゃないですか？

ＫＰ：だったら、君が試してみたらどうだね？（ニヤリ）

睦：むむ～っ、心を蝕むというのは……やっぱり、正気度に関係するのでしょうか。

辰巳：マジック・ポイントとかだったらいいんだけどなぁ。

佐々原：ま、まさか、ＰＯＷを吸い取られたりしませんよね？

全員：うう～～～～～～ん。

ＫＰ：もたもたしていると、資料館の職員が気づいて、回収してしまうかもよ？

さやか：正気度が減るのだとすれば、私が取った方がいいでしょう。職員さんに見つかる前にサッと拾います！

ＫＰ：……その玉はちょうど手のひらに収まるくらいの、よく磨かれた真っ黒で硬い石の玉だ。その表面には、以前、さやかちゃんが見た、長(なが)持(もち)の中にあった印と同じものが金の象(ぞう)嵌(がん)によって描かれている。

辰巳：つまり天地が逆で、鏡映しになっている方の、黄色の印だな。

ＫＰ：ここからの描写は、さやかちゃんしか見えない光景だと思ってくれ。

さやか：えっ、いったい何が見えちゃうの!?

ＫＰ：君が見ている前で、その印は不気味に渦を巻くように蠢(うごめ)き始める。それはまるで身もだえをしているか、それともなにか大きなものに両手を広げて呼び掛けているかのようでもある……よく見ると、その逆さまになった黄色の印は、両手を広げる何者かにも見えないかな？

さやか：そういえばそうかも……足は一本しかないようですが……。

ＫＰ：そして、象嵌の金は輝きを増していき、部屋を照らし出していく。周りのものは光の中に消えていくのに、なぜかコガネの姿と、彼女の足元から伸びる影だけは見えている。しかも、その影は手足が長く、異様な姿をしている。そうだ、さやかちゃんは知っている。「カシオペア」から飛ばされた雪原で見た、あの巨人の影。そして、ついさっき雲の中に消えていった、あの影……黄色の印によって投影された、コガネの影はなぜかあの風の中を歩くもの、イタクァのものと酷似していたのだ！

さやか：ええっ、それってどういう……。

ＫＰ：黄色の印を手にしてしまったさやかちゃんは、ここで〈正気度〉ロールだあっ！

睦：むむ～っ、失敗したらどれだけ減らされてしまうんだろう!?

さやか：こ、こんなの成功してしまえばよいのです。コロコロ……やったぁ、成功です！

ＫＰ：ほう、それはよかったね。成功はゼロだよ。

さやか：あれっ、成功したらゼロで済みましたよ？　意外と平気でしたね。

ＫＰ：失敗していたら、いろいろと危険だったけどね。

さやか：とにかく、これは誰にも見られないように厳重に隠しておきます！

辰巳：さやかちゃんが見たコガネさんの影とかは、ワシらは見えていないのだな？

ＫＰ：そうだね。周りの人たちには、さやかちゃんは玉を手に取った途端、ほうけたようになり……そのあと、あわてて玉をしまいだしたというように見えるね。

佐々原：「さやかちゃん、どうかしたの？」

さやか：うーん、あの影のことは、コガネさんのいないところで、みんなにこっそりと伝えます。なんとなく、コガネさん本人には内緒にしておいた方がいいかも。

ＫＰ：ところで、さやかちゃん……その真・黄色の印を手に入れたおかげで、君にはコガネが得ている加護と似たような効果を得ることになる。まず、その印を所持している間、ＰＯＷが１ポイント上昇する。

佐々原：おおっ、ボクのフィブラと同じだ！

ＫＰ：いやいや、フィブラ以上のアーティファクトだよ。なにしろ、黄色の印の所持者には、さらに３ポイントの魔法的な装甲がつくのだ。これはＰＯＷやＣＯＮなどの抵抗表のロールに対しても有効だからね。

全員：なんと～～～っ!?

さやか：そっ、それって攻撃されても耐久力のダメージを常に３ポイント減らすってことですか？

辰巳：しかも、その３ポイントが抵抗表のロールにも有効ということは……成功率を決めるとき15％有利になるということか。

ＫＰ：その通り。あくまで防御的なもので、ＳＴＲやＤＥＸなんかには修正はつかないけどね。

さやか：す、すごい。もう、絶対に手放しません！　いとしいしと！　マイ・プレシャ～ス！（笑）

辰巳：魅入られてる、魅入られてる！（笑）

ＫＰ：『指輪物語』の力の指輪ほど強烈ではないけど、確かに手放したくない怪しい魅力があるね。

佐々原：なるほど……コガネさんの場合は、この加護のポイントがもっと高いわけですね。

ＫＰ：ところで、黄色の印に心奪われているさやかちゃん以外の人は〈目星〉をしてくれるかな？

佐々原：コロコロ……ボクだけ成功ですね。

ＫＰ：みんながさやかちゃんの様子に気を取られているとき、コガネがトンコリの方に近づいてなにかを拾い上げたことに気づいた。

佐々原：んっ……なんだろう。なにかなくなっているものは？

ＫＰ：だったら、〈アイデア〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……〈アイデア〉も成功しました。

ＫＰ：トンコリを破壊した、モノリスの破片がなくなっているね。

佐々原：あんなものを……どうして……。

ＫＰ：続けて、佐々原は〈聞き耳〉をどうぞ。

辰巳：おいおい、佐々原、大変そうだな。

佐々原：大丈夫、〈聞き耳〉も得意なのです。コロコロ……はい、楽勝で成功。

ＫＰ：佐々原はコガネがいつも持っているバッグになにかをしまったとき「……っ！」と、小さな声をあげたのを聞き逃さなかった。見ると、彼女の指先にほんのちょっとだけ傷がついており、小さな血の滴が盛り上がっているのに気づく。

佐々原：おや、石で切ったのかな……って、あれれっ、コガネさんの加護が無効化されている!?

睦：そう言えば、このモノリスは穢れているとか言ってたっけ。もしかして、その石にはイタクァの加護を無効化する効果があるとか？

さやか：このモノリスを使って殴れば、イタクァも倒せる!?（笑）

ＫＰ：それをやりたいのなら、投石器でも用意してくれ。

佐々原：コガネさんがバッグにしまったものを回収しておきたいなぁ。なんか、自殺用に使うとか、そんな嫌な予感しかしません。

ＫＰ：佐々原のやりたいことはよくわかるが、悪いけどそれはちょっとあとにしてくれ。ここでいったん函館市北方民族資料館のシーンを区切って、みんなには、その後の北海道での行動宣言をしてもらいたい。



◆むったんのワンポイントスケッチ「キャンペーンにおける狂気」

　どうも、好きなファーストフードは讃岐(さぬき)うどんな、むったんです。

　今回のように、次のシナリオがすぐに始まってしまうキャンペーンの場合、探索者の狂気や負傷が治らないまま、新しい事件に挑むことになります。

「そんな探索者はさっさとリタイアさせて、新しい探索者を作ればいいじゃないか」という意見もあるかもしれませんが、私たちのプレイグループでは、できるだけ同じ探索者でキャンペーンを終わらせたいと思っています。第一話から使っている探索者をリタイアさせて、途中参加の新しい探索者でキャンペーンを終えても、なんだか達成感がないからです。

　ですので、今回のように、たとえ不定の狂気であっても、普段はその症状はなりを潜めていて、なにかのきっかけ──キーパーが面白いと思ったタイミングや、〈正気度〉ロールに失敗したときに症状が再発するといったふうにして、狂気に陥った探索者でもゲームに参加できるようにする工夫があってもよいと思います。それは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の94ページにある「狂気の質」でも語られていることです。

　狂気によるペナルティは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』らしさを演出するのに大切なもので、そのことを軽んじては〈正気度〉ロールにも緊張感がなくなってしまいます。ですが、不定の狂気に陥るたび、探索者をリタイアさせるほど重く見過ぎては、ゲームがつまらなくなってしまうかもしれません。狂気のルールだって、楽しいゲームを演出するためにあることを忘れないでください。

　おっと、もちろん永久的狂気に陥った探索者ではゲームは続けられませんよ。〈正気度〉ロールをする必要のない探索者なんて、ちっとも面白くありませんからね。









『ルルイエ異本』の秘密




ＫＰ：これまでの導入は、普通、第二話の最後でプレイすべき内容だったけど、いろいろ重要な伏線情報が出てくるので、今回の導入にすることにしたんだ。だから、この導入のあとに、幕間での行動をするという少しだけ変則的な展開となっているのでよろしく。

辰巳：つまり北海道で時間をかけてやりたいことが、いまならできるということだな。

ＫＰ：探索者たちは、おおよそ一週間程度、函館市内に滞在することになる。この間にできることは、特別に「幕間の成長」を１回、そして傷の治療、『ルルイエ異本』の斜め読み、最後に好きな行動を一つできるとしよう。

さやか：私はまだ耐久力が10ポイント減って、残りは５ポイントの状態です……。

睦：10ポイントも減っているって、それって重傷っていうんじゃあ？（苦笑）

ＫＰ：一週間経てば、自然治癒でも１Ｄ３ポイント耐久力が回復する。安静にして病院で定期的に治療を受けるのならば、さらに追加で１Ｄ３ポイント耐久力が回復する。

辰巳：ワシとさやかちゃんは通院した方がいいなぁ。

ＫＰ：ちなみに、通院すると「幕間の成長」では肉体系の技能を成長させることはできない。〈回避〉とか〈投擲〉とかは駄目ってことだね。

睦：どうせみんな『ルルイエ異本』を読むために〈ほかの言語（中国語）〉の勉強しかしませんよ。

ＫＰ：もちろん、今回のお勧め技能は〈ほかの言語（中国語）〉だけど、もう一つ〈ファイティング・ナイフ〉もお勧めだったりするのだ。これマジな話。

辰巳：そんな技能を勧められてもなぁ～。

佐々原：いや……ボクは基本値から７％だけ成長していて、いまは32％あるんですよ。でも、このナイフ技能を使って、いったいなにをさせるつもりなんでしょう？

睦：わざわざ勧めてきたんだから、絶対に使うシーンが出てくるはず。タマ兄は〈ファイティング・ナイフ〉を成長させた方がいいかも……。

佐々原：じゃあ、ボクは入院する必要もないし、この前の激戦で非力さを悟ったということで、深夜、こっそりとナイフの訓練をしています。コロコロ……コロコロ……やった、10％成長して、42％になりました！

ＫＰ：それはすごい。佐々原には、かなりの素質があったようだね。

佐々原：「もう誰もボクの目の前で死なせたりはしない……」



◆むったんのワンポイントスケッチ「黄色の印その２」

　どうも、二番目に好きなマークはスマイルマークな、むったんです。

　この上下逆さまで鏡映しになっている黄色の印ですが、実はちょっとした裏話があります。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に登場する黄色の印の形をデザインしたのはケビン・ロスという方なのですが、『エンサイクロペディア・クトゥルフ』（新紀元社刊）の著者であるダニエル・ハームズ氏によると、そのもとのデザインをケイオシアム社がどういうわけだか天地を逆にした上、左右も反転させて使ってしまったんだそうです。

　このキーパーの設定によると、実はケビン・ロスがデザインした正しい姿の黄色の印には、真の力が秘められており、印を見ただけでもその人の精神を蝕むのだそうです。そんな黄色の印の恐ろしさについては『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ マレウス・モンストロルム』の238ページに載っていますので、気になる方は調べてみてください。宣伝でしたぁ～。






　通院の結果、無敵のダイス運を誇るさやかちゃんは最大値を出して６ポイント回復。現在の耐久力を11とする。

　さらに、辰巳先生の方は５ポイント回復して、なんと全快させる。二人とも、すばらしい快復力だ。

　たいしたダメージの残っていなかった睦ちゃんと佐々原は、一週間をかけた自然治癒で全快。

　どうやら、負傷の方はこれでだいぶ楽になったようだ。

　問題は、第一話からずっと読めないままでいる、『ルルイエ異本』であった。

　さやかちゃん、辰巳先生、睦ちゃんが中国語の勉強をして、〈ほかの言語（中国語）〉を成長させたのち、専門の辞書を病院に持ち込んで+20％のボーナスを得つつ、斜め読みに挑戦することにした。




ＫＰ：みんな平気な顔で読んでいるけど、これって魔道書だから成功すると正気度が減るからね。

佐々原：ボクは〈ほかの言語（中国語）〉の成功率が低いので、やらなくてもいいですか……？

睦：みんなが失敗する可能性だって十分あるんだから、挑戦してよ！

佐々原：わかったよ……。

ＫＰ：じゃあ、キーパーもワクワクドキドキの〈ほかの言語（中国語）〉による『ルルイエ異本』の研究をどうぞ！

さやか：コロコロ……失敗！

辰巳：コロコロ……駄目だ、失敗！

睦：コロコロ……むはっ、失敗！

ＫＰ：結局、佐々原にも頼ることになるのか。

佐々原：ううっ、プレッシャーが……。コロコロ……駄目です、失敗です。

ＫＰ：…………あちゃあ～、これはまずいね（困ったモノだ）。

さやか：ど、どうなっちゃうの。これから？

辰巳：『ルルイエ異本』を読まないままでいるのはまずいだろう。北海道で読める人間を本気で探そう！

ＫＰ：ここからは、探索者の自由行動になるね。

辰巳：あっ、さやかちゃんのメモを見せて。

さやか：はい、これが「さやかのやることメモ」です。次のシナリオでやりたいと思ったことが書いてあります。

睦：偉いよね、さやかちゃんって。このメモって、時々すごい役立つもの。

さやか：えへへ～、もっと褒めてください。

辰巳：えーと、この『戸蒔家文書』は研究したんだっけ？

ＫＰ：まだ、資料館の会議室でざっと読んだだけで、きちんとは読んでいないね。あのノートはとても読みにくいので、全文を読破するためには〈母国語〉のロールが必要だよ。あと、資料館に何日も通うことになるね。

辰巳：あんな落石騒ぎでドタバタしているときに申し訳ないなぁ……。

睦：北海道でやることは、まず中国語を読める人を探す。資料館で『戸蒔家文書』を読む……ほかに何かありますか？

佐々原：倶(くっ)多(た)楽(ら)湖(こ)にも行かないと。いったい、なにをしにここまで来たのかと（笑）。

ＫＰ：ちなみに、ニュースによると倶多楽湖の異常寒波は過ぎ去ったようだ。ただ、もともとあまり人の住んでない地域でニュースバリューがないせいか、それ以降の情報は得られないね。ちなみに、倶多楽湖には登(のぼり)別(べつ)温泉から観光道路で行くしかないのだけど、大雪のため通行止めとなっている。まあ、雪は止んでいるようだし、きちんとした装備の四駆ならば行くことはできるだろう。

さやか：どうしてイタクァが、儀式の途中でどこかへ行ってしまったのかは調べておきたいですね。

佐々原：まあ、ボクの〈運転（自動車）〉の技能はプロ並みですので、多少の雪道くらい平気かと。でも、コガネさんの拾った石片をすり替えておきたいんだよなぁ。

辰巳：なんでそんなことをしたいんだ？

佐々原：いや、もしもコガネさんがその石片で自決しようとしたとき、すり替えておいたら安心じゃないですか。「そんなこともあろうかとすり替えておいたのさっ！」という展開は、なんか格好いいし（笑）。

辰巳：しかし、そのために貴重な行動を一つ犠牲にするのもなぁ……。

ＫＰ：まあ、石片をすり替えるのに一週間も必要ないから、それはいつでもできるよ。ただし、すり替えるための石片はいまのうちにどこかで用意しないといけないけど。

佐々原：自動車が必要な倶多楽湖は、ボクが行くしかないですね。ほかに免許を持っている人はいないし。

睦：たぶん、資料館が所蔵している『戸蒔家文書』が読めるチャンスは、函館にいるこのタイミングしかないと思うので、〈母国語〉の成功率が99％の辰巳先生に任せたいのですが……。

辰巳：ワシは大学のコネを使って、北海道の大学にいる中国語の専門家に当たろうと思っていたのだが。

さやか：私たちでは中国語の専門家を探せませんか？

ＫＰ：なにか良いアイデアが思いついたら、そのアイデアに応じた〈ほかの言語（中国語）〉を持つＮＰＣを登場させてあげよう。あまり適当な人物に依頼しても、正しく読んでくれるかどうかわからないから注意してね。

辰巳：となると、やっぱり信用のおける大学教授とかに読んでもらいたいな。

さやか：うう～ん、とはいえ、なんのコネもない女子高生にできることなんて限られてしまいますよ……。

睦：あと、私は『戸蒔家文書』にあった「付(つき)守(もり)」の神楽(かぐら)というのも調べてみたいんだけど。

佐々原：ああっ、それもあったっけ！　月森ちゃんとの関係も知りたい！

睦：むむむ～っ、手が足りないですねぇ。

辰巳：……キーパー、ワシが大学の知人にさやかちゃんを紹介するくらいのことはできないのか？

ＫＰ：ん～、まあいいでしょう。ただし、そのあと『ルルイエ異本』なんてえたいの知れない本を読んでもらえるように交渉するのは、さやかちゃんの仕事になるよ。

さやか：それなら任せてください。〈言いくるめ〉なら得意ですから！

辰巳：よしっ、じゃあそれで行こうっ！




ＫＰ：まずは、『ルルイエ異本』の翻訳チームから行ってみようか。辰巳先生が北海道の大学に中国語の専門家の知り合いがいるかどうか決定するロールは……〈ほかの言語（中国語）〉か〈信用〉のどちらかでやってもらおうか。成功すれば優秀な専門家を紹介できるだろう。

辰巳：〈信用〉なら任せてくれ。コロコロ……よし、成功したぞ。

ＫＰ：だったら、札幌にある北海道大学の教授と面識があり、アポイントを取ることはできるけど、さやかちゃんをどうやって紹介するの？　それなりの権威だから、中国語に興味のある女子高生くらいの理由で紹介できる人じゃないよ。

さやか：るるいえ堂の店主代理として、貴重な古書を手に入れたので、その鑑定のついでに、内容も知りたいんですって、ビジネスとして話を持ちかけてみてはどうでしょうか。

辰巳：なるほど……きちんと謝礼を用意して、正式に依頼をしてみるということか。

ＫＰ：うん、それならいいんじゃないかな。

辰巳：しかし、謝礼はいくらくらいなんだろうな？

ＫＰ：うーん、ボクも相場はわからないけど、ちょっと見てくれといった感じではなく、大学教授に一週間もかけて怪しい本を一通り読んでくれというのだから……15万円くらいが妥当なんじゃないのかなぁ？

辰巳：じゃあ、多めに20万円ほど謝礼として包んでおこう。

さやか：では、そこから５万円ほど抜いて、私は札幌でカニ食べ放題っと……（笑）。

辰巳：こらぁっ、なにをしておるかっ！（笑）

ＫＰ：函館から札幌までは、ＪＲ北海道の特急「北(ほく)斗(と)」で約３時間ちょっとの旅となる。

さやか：せっかく『るるいえとらべらーず』なんですから、辰巳先生からもらったお小遣いでおいしいカニの駅弁を買って、旅行気分でいきますよ～。

ＫＰ：札幌駅を降りれば、北海道大学は徒歩10分くらいの距離だね。キャンパス内は観光客でも散策できて、ポプラ並木やイチョウ並木などは有名だ。いまは10月中旬だから……惜しいことに、ちょっとだけ紅葉には早いかな。あと二週間もすれば見ごろだったのに。

さやか：ブレザーとか、できるだけ真面目そうに見える服装で、辰巳先生の紹介してくれた教授を訪ねますよ。

ＫＰ：アポイントも取っているので、わかりやすい場所としてキャンパス内のカフェで待ち合わせることになる。ただ、その教授は、やってきたのがどう見ても未成年の女の子であることに驚いているようだね。

さやか：堂々と「るるいえ堂の使いでやってきました、樋(ひ)口(ぐち)さやかと申します」と、礼儀正しくあいさつします。

ＫＰ：だったら、第一印象として〈信用〉をどうぞ。失敗しても交渉決裂というわけではないから安心してね。

さやか：女子高生なんですから〈信用〉なんて21％しかありませんよ。コロコロ……あれっ、成功した！（笑）

ＫＰ：ほおっ、それはお見事。だったら、さやかちゃんの落ち着いた物腰と、辰巳先生からの紹介という理由から、その教授は好意的に話を聞いてくれるようになった。

さやか：「このような本がウチの店に持ち込まれてきたのですが、できたら教授に内容を確認していただけましたらと思いまして……」

ＫＰ：教授はパラパラとめくって「これは奇書ですなぁ。日本語に翻訳するのはさすがに骨だが……辰巳先生の紹介ですしねぇ。概略をまとめるくらいでしたら協力できるかと思いますが」と、『ルルイエ異本』の奇怪な内容に眉をしかめているね。

さやか：「はい、それで結構ですので。あっ、これはお礼といっては何ですが……」と、辰巳先生から預かってきた謝礼を差し出します。

ＫＰ／教授：「いや、そんな気を遣わずに。受け取れませんよ」

さやか：あれっ、そうなんですか？　じゃあ、これは今晩のカニの代金として使わせて──

全員：こらぁっ！（笑）

ＫＰ：一度は遠慮するという礼儀を知らんのか？（笑）

さやか：女子高生なので、そういうのに疎いんですよ。「いやいや、ぜひ、収めていただかないことには……」と、つつっと差し出しますね。

ＫＰ：まあ、三分くらいそんなくだらないやりとりをしたあと、ようやく教授は謝礼を受け取ってくれたよ。

さやか：大人ってめんどくさいですよねっ！（笑）




ＫＰ：『ルルイエ異本』の翻訳には時間がかかるので、その結果は最後にしよう。お次は……佐々原にしようかな。

佐々原：函館市内で一番装備の充実している四駆をレンタルして、倶多楽湖を目指します。

ＫＰ：函館からなら、道央自動車道で内(うち)浦(うら)湾(わん)をぐるっと回って、登別温泉に向かうという感じだな。だいたい三時間もあれば到着するだろう。登別温泉に入ると、この前までの異常寒波のせいで雪が積もっているけど、これも徐々に溶けてはいるようだね。

佐々原：長距離運転で疲れたから、今日は温泉でゆっくり休ませてもらおうかな（笑）。

ＫＰ：ボクも行ったことあるけど、登別温泉はいい温泉だよ～。肌がつやつやになる。

さやか：いいなぁ～。行きたいな～。

佐々原：ついでに、この前、コガネさんが拾った石片とすり替えられそうな、手ごろな石を探したいのですが。

ＫＰ：そんなものがたまたま見つかるかどうかは……〈幸運〉の２分の１と〈目星〉の２分の１を連続で成功させてもらおうか。

佐々原：じゃあ、温泉につかる前に、まずは石探しを。コロコロ……コロコロ……よしっ、両方成功です。

ＫＰ：やるねぇ、佐々原。じゃあ、それっぽい石を見つけることができたよ。

佐々原：一仕事終わったので、今晩は登別温泉でゆっくりして、明日の倶多楽湖ドライブに備えますね（笑）。

辰巳：なんか、みんなのんきだなぁ。

ＫＰ：『るるいえとらべらーず』なんだから、旅行気分なのは結構なことだよ。翌朝、佐々原は登別温泉の奥にある地獄谷から、さらに山へと続く観光道路で倶多楽湖に向かうことになる。しかし、山に入るにつれて、急に雪が深くなり、途中で通行止めのバリケードが立てられていることに気づく。

佐々原：まあ、気にせず「よっこらしょ」ってどけて、先へ進みますよ（笑）。

ＫＰ：さすがはプロの探索者だ。揺るぎがないな。では、ここから先は普通の人だったら、とても運転する気の起きないような雪道だ。

佐々原：ノロノロと安全運転で行きますよ。

ＫＰ：それでも、普段は４倍のところを、ここは〈運転（自動車）〉の２倍でロールをしてもらおうかな。

睦：２倍って、怖いですね！

佐々原：ボクの〈運転（自動車）〉は75％なので、楽勝です。コロコロ……はい、成功。

ＫＰ：なるほど。ラリーにも出場できそうな佐々原のドライブテクニックが生かされて、ようやく倶多楽湖に到着した。寒波は過ぎているため、気温は凍えるほどではないのだけど、湖面はまだ完全に凍結しており、一面が雪に覆われている。今日は晴天のため、青空と雪のコントラストが美しい。ここで宇宙的恐怖に関わる儀式が行なわれていたとは、とても思えないくらいだ。

佐々原：さやかちゃんが目撃したという、モノリスのあったあたりを探したいのですが……。

ＫＰ：だったら、〈追跡〉になるね。

佐々原：ボク、〈追跡〉も得意なんですよねぇ～。コロコロ……成功です。

睦：タマ兄、大活躍だね。私たちが行っても、たぶんなにもできなかったと思う。

佐々原：さっきから得意技能ばかり要求されています。ボクが倶多楽湖に来たのは正解だったね。

辰巳：しかし、佐々原が活躍すると、どうしても死にフラグにしか見えないのは、なぜだろう？（笑）

ＫＰ：この雪が積もったあとに、新しい雪が積もっていないので、ここにいた者たちの痕跡を探すのは容易だ。佐々原は九つのモノリスが立っていた跡と思われる、雪のない場所を発見する。そこには複数の足跡もあるね。奇妙なことに、巨大なモノリスはまるで空に持ち上げられたかのように、運び出された痕跡も残さずに消えているのであった。

佐々原：やっぱり、イタクァ様がひょいっと持ち上げてしまったのかな。ほかに争った形跡とか、血のあととかありませんか？

ＫＰ：争った形跡も、血のあともない。地面には真っ白な雪が積もっているから、流血ざたがあったとなればすぐに発見できるはずだけどね。

佐々原：あれっ……てっきり、門でここに捨てられた天(てん)狗(ぐ)さらいが儀式を襲撃して、台なしにしたのかと思っていたのに。天狗さらいの姿もないですよね？

ＫＰ：うん、どこにもいないね。

睦：いたらいたで怖いけどね！（笑）

佐々原：なぁに、そのときは車で逃げればいいさ。

ＫＰ：まあ、「カシオペア」のような狭い閉鎖空間でないと、天狗さらいの真価は発揮できないからね。

さやか：けど、いまどこにいるのかは気になります。一般人が襲われているんじゃないかと心配ですよ。

ＫＰ：きっと、雪に埋もれて身動きが取れないだろう。そのうち、湖面の氷が溶けて、湖底に沈んでしまうよ。

さやか：だったらいいんですが……。

辰巳：しかし、モノリスの血がここでついたものでないとなると……いったい、どこでついたのだろうか？

睦：イタクァがここからモノリスを運び去って、函館を通りかかる間に血がついたってことかな。なんかしっくりこないですね？

全員：うう～～～～～～ん？




　ここで探索者たちはモノリスについていた血痕のことで長考に入ってしまうが、この時点での推理は難しいと思ったので、ボクは早めに切り上げさせて、次のシーンに移すことにした。

　ただし、睦ちゃんの「付守」の神楽を函館の図書館で調べてみるという行動は、〈図書館〉に失敗したため、なにもわからないままであった。




ＫＰ：辰巳先生は、ホテルから病院と函館市北方民族資料館に通いながら、けがの治療と『戸蒔家文書』の研究をしているわけだ。当然、出かけるときはコガネも付き添ってくれる。

さやか：あらあら、辰巳先生ったら……京(みやこ)さんに写メールを送らないと（笑）。

辰巳：さやかちゃんは札幌にいるんだろ！（笑）

ＫＰ：コガネの生きていた時代から八十年もたってはいるが、ところどころに昔の面影を残す函館の町の様子を彼女は興味深そうに見つめている。

辰巳：せっかくだから、いまの函館を見せて回ろうか。ワシもそんなに詳しいわけではないがな。

ＫＰ：まあ、定番の観光スポットとしては、資料館のすぐそばにある函館山だろうね。ロープウェイで登ることができて、そこからの景色は百万ドルの夜景として超有名だ。みんなも、テレビの旅行番組かなにかできっと見たことがあると思うよ。

辰巳：じゃあ、そこに行ってみるか。

ＫＰ：コガネはロープウェイから見える町並みを見て「いまの函館は、みんな豊かで幸せそう。開拓をしていた頃からは考えられないほどです」と言っている。

辰巳：「君も新しい時代で、新たな人生を送ればいいのさ」

ＫＰ：（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……成功か）そう言われると、コガネは「ですが、こんなきれいな町を凍りつかせる神楽を舞うときが、いつか来るのかもしれないと思うと……」と、不安そうな顔をする。きっと、彼女は死んだ月森のことを思い出しているのではないかと、辰巳先生には推測できるね。彼女が死んだのも、自分のせいではないかと感じているようだ。

辰巳：うう～む。「ワシらがついているかぎり、そんなことにはならない」と、励ますことしかできないなぁ。

ＫＰ：そんなことを言っているうちに、函館山の展望台についた。海に挟まれた函館の町が一望できる絶景だね。そんな美しい函館の町並みを見つめながら、コガネは一滴の涙を流す。「こんなにも素晴らしいものがすぐ目の前にあるというのに、どうして別のモノを求めようとする人がいるのでしょうか……私にはわかりません」

辰巳：「もしかすると、人の心には闇があるのかもしれない。だが、ワシらはそれを理解することはできない。そして、理解してもいけないのだ」

ＫＰ：じゃあ、そんなコガネとの「とらべらーず」的な展開を終えたところで、資料館に通っていた辰巳先生は、『戸蒔家文書』に対する〈母国語〉をどうぞ。

辰巳：成功率は99％だからな。コロコロ……成功した。

ＫＰ：だったら、このような一節を見つける。これは戸蒔家の人間が、誰かから「風の中を歩くもの」に関する話を聞いたので、参考までに書き記しておいたといった感じのものだね（メモを渡す）。




……………………

◆名状し難きものの招来作法




　風の中を歩くものの力を借りて、名状し難きものを招来する法があるという。

　ただし、そのものを完全に招来するには、ハリ湖と同じく湖のそばでなければならない。

　そして、もう一つ、火の山のふもとであることが望ましい。

　なぜならば、万が一、神の怒りを買ったとき、炎の力で風の中を歩くものを退散させることができるからだ。

　そうなれば、二柱の神々はこの地から去っていく。すなわち、火の山は備えなのだ。

……………………




辰巳：なるほど、それで火山のある倶多楽湖で儀式をしたのか……。

ＫＰ：ちなみに、入(いる)滑(すべり)村の近くにある鳥(ちょう)海(かい)山(ざん)も、噴火の記録が多く残っている火山だね。

さやか：けど、入滑村には湖がなかったのでは？

ＫＰ：だから、招来されても、すぐに帰ってしまったのだ。イタクァもいなかったしね。「地球まで呼び寄せておきながら、イタクァはいないし、湖も用意していないなんて……もう帰らせてもらう！」って感じで。

さやか：湖はハスターが自分で作っちゃったけど。

ＫＰ：ハスター様は最初から湖がないと納得しないのだ。

さやか：面倒くさい神様ですねぇ～（笑）。

ＫＰ：そういう面倒くさい性格のおかげで、これまで何度も招来されているのに、地球に長居されずにすんでいると思ってくれ（笑）。

辰巳：つまり、いまたまたま日本にイタクァが来ているから、その力を借りてハスターを招来しようとしている、黄色いコートの連中──黄色の印の兄弟団がいる。そのためには、火山と湖のある場所が必要だということか。しかし、だったら、なぜ倶多楽湖では失敗したのだろう？　あんな立派なカルデラ湖はなかなかないぞ？

睦：あの落下してきたモノリスと関係しているんですかねぇ？

佐々原：あの～、ボク正直言うと、風の中を歩くものとか、名状し難きものとか、ごちゃごちゃになっちゃっているんですけど……ここはぶっちゃけモードで整理してもらっていいですか？

睦：「風の中を歩くもの」っていうのは、イタクァのこと。「名状し難きもの」は、ハスターだね。

佐々原：イタクァっていうのが、倶多楽湖に現れた巨人みたいなやつなんだよね。『るるいえあんてぃーく』で、入滑村に現れたのはハスターで、黄色の印ってやつも、そのハスターのものなんだよね？

睦：そうそう。二つは全然違う神様だよ。

佐々原：じゃあ、あの黄色のコートの連中は何を信仰しているの？

睦：それは私にもわからないけど、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』だと、ハスターは黄(こう)衣(い)の王っていう姿で現れることもあるから、黄色いコートというイメージからハスターで間違いないかと。あと、イタクァとハスターは縁が深いという説もあるけど。

辰巳：イタクァはハスターに従属しているんだっけ？

ＫＰ：矢野健太郎のコミック「邪神伝説シリーズ」では、そういう解釈もしていたようだけど……『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では、はっきりと主従関係があるとは設定されていない。ダーレスの小説「イタカ」には、ハスターの方がイタクァよりも偉大な神であると読みとれる一節もあるけどね。

辰巳：へえ、そうなんだ。

ＫＰ：このキャンペーンでの設定としては、ハスターに縁のあるイタクァがいると、ハスターが呼びやすくなるくらいに考えておいてくれ。

辰巳：倶多楽湖の次に儀式が行なわれる場所は、火山があって、湖がある土地ということはわかったが……それだけではとても絞れないなぁ。たいてい、火山の近くには湖ができるものだしな。




ＫＰ：では、最後にもう一度、北海道大学のシーンに移そう。中国語に詳しい教授との約束の日になった。

さやか：ワクワクしながら会いに行きますよ～。

ＫＰ：しかし、この前のカフェで待っている教授の顔は、〈心理学〉の必要もないくらい不機嫌そうだ。

さやか：「ど、どうかされましたか……？」

ＫＰ：「こんなおぞましい、くだらん本を読ませおって！」と、かなり怒っているね。

睦：そりゃあ、魔道書を読ませられたらねぇ～（笑）。

ＫＰ：人から渡された本が正気度を減らすような内容だったら、普通はこういう反応をするだろう（笑）。

さやか：「すみません、どんな内容かまでは知らなかったものですから。それで……どんなことが書いてあったのですか？」

ＫＰ／教授：「思い出すのも汚らわしい！」

さやか：「そ、そこをなんとか……」

ＫＰ：まあ、きちんと依頼を受けて、謝礼も受け取っているのだから、最低限のことは教えてくれる。『るるいえあんてぃーく』でも説明したように、この本にはクトゥルフやハスターのことが記されているのだけど、いくつか気になる記述があるね。キャンペーンの第一話からずっと渡せなかったこのメモだ。心して読んでくれ。




……………………

◆『ルルイエ異本』の「黄色の印の守り手」




　名状し難きものを信奉するもの以外が、力ある印を手に入れたとき、守り手はそれを取り戻しにやってくる。それは異界の存在であるが、かりそめの肉体として人の死体にとりつくのである。

……………………




さやか：これは……？

辰巳：たぶん、第一話に出てきた小(お)津(づ)夫妻が変化した化け物のことだろう。

佐々原：ああ、長持の中にあった黄色の印でおびき寄せて閉じ込めたやつですね。

辰巳：この情報があれば、もう少し確信して、黄色の印を囮にすることで小津夫妻を長持に閉じ込める作戦が実行できただろうが……いまとなっては、むなしい情報だ。

さやか：じゃあ、次を読みますよ。




……………………

◆神を迎える石舞台




　名状し難きものを迎えるには、九つの石舞台が必要とされる。

　石舞台は清浄でなければならない。

　名状し難きものは清廉であり、近しいものの血の穢れを嫌う。

　かの神が欲するのは生け贄などではない。神を讃(たた)える舞いだけなのだ。

……………………




辰巳：これは入滑村でも行なわれた、名状し難きもの──つまり、ハスター将来の儀式の説明のようだな。

睦：「神を讃(たた)える舞い」というのは──「黄衣の王」の戯曲のことでしょうか。それとも、付守の神楽のこと？

佐々原：「黄衣の王」の戯曲ってなんですか？

ＫＰ：黄衣の王──すなわち、ハスターにまつわる戯曲のことだ。その忌まわしい内容から、教会が上演を禁止したこともあるそうな。

辰巳：それこそ、付守の神楽が、黄衣の王の戯曲そのものかもしれないな。

佐々原：あと、「近しいものの血の穢れを嫌う」というのは、重要情報っぽいですね。どういう意味でしょう？

辰巳：ワシにもわからんが……資料館に落ちてきたモノリスについていた血と関係するのだろうか？

睦：あれがハスターの近しいものの血だったのかも。そのせいで儀式は失敗してしまったとか……？

辰巳：なるほど、それはありそうだな。しかし、ハスターに近しいものっていったい誰だ？

佐々原：イタクァとか？

辰巳：どうやって、イタクァに血を流させたらいいんだ!?

睦：「かの神が欲するのは生け贄などではない」とありますから、これってハスター信者の血でもいいんじゃないですかね。ハスターに信者の生き血を捧(ささ)げても、「モノリスを穢すな」って怒り出すみたいな感じで。

さやか：それだとずいぶん楽になりますね。

佐々原：もしかして、コガネさんの血でモノリスを穢すとか、そういう展開になるのかな。そこであの石片が重要になってくるとか？

辰巳：コガネさんを犠牲にするような鬱(うつ)展開は勘弁してもらいたいものだが……。

ＫＰ：あと、教授の語る中で、このハスターの招来に関わる部分で気になるものがあった。それは直訳すると「山の血を流す」方法というもので、印の組み方と呪文が記されているようだ。




　ボクは自分の手で印を組んでみせる。それは右手の人差し指と親指だけをピンと立ててＬ字を作る印である。




睦：もしかして、クライマックスでこの《山の血を流す》の呪文が必要になってくる!?

佐々原：山の血というのは溶岩のことで、この呪文で火山を噴火させると、イタクァを追い払えるのかも？

さやか：「それで教授は呪文を覚えたんですか!?」

ＫＰ：いや、呪文を習得するためのロールには失敗したようだ。もし、習得していても、君らと一緒に行くようなことは絶対にないけどね（笑）。

さやか：ええ～～っ!?

佐々原：ど、どうしよう。この呪文なしで事件は解決できるのでしょうか……？

辰巳：それはワシにだってわからんよ。

ＫＰ：とにかく、教授は『ルルイエ異本』なんておぞましい本を読んだことで、たいそう気分を害しているため、一通りの内容を伝えると、すぐに帰ってしまう。しばらく辰巳先生とも会ってもくれないだろうね。

辰巳：うーむ、彼には悪いことをしてしまったが、世界を凍りつかせないためだ。仕方がないだろう。




ＫＰ：さて、そんなふうにさやかちゃんが札幌で教授に怒られている頃、函館にいる辰巳先生の携帯電話には、知らない番号からの着信が入る。

辰巳：むっ……いったい誰だろう。とりあえず、出てみるが？

ＫＰ：電話の相手は意外な人物で、第一話に登場した渋(しぶ)沢(さわ)運送の社長だ。以前、辰巳先生は名刺を渡しており、携帯電話の番号も教えてあったはずだ。

辰巳：おやっ、いったいなんの用だろうか？

ＫＰ／社長：「突然のお電話で申し訳ございません。実は私の会社が、やっかいなことに巻き込まれてしまいまして、辰巳先生にお聞きしたいことがあるのです」

辰巳：「……と、申しますと？」

ＫＰ：ここからはかいつまんで説明するけど、どうやら以前、入滑村からモノリスを運び出すよう依頼してきた客から、もう一度、仕事を受けたのだそうだ。ところが、その運び出したものが、よその人の所有物で、しかも会社のトラックまで盗まれたのだという。

辰巳：「いったいなにを運んだというのですか？」

ＫＰ／社長：「とある敷地内にある庭石の運搬を頼まれたのですが……まさか、人様の庭石を堂々と盗むとは思わなくて」

佐々原：庭石……もしかして、それって新しいモノリスなのかも。

陸：む～っ、その可能性は高いかと。

辰巳：「事情はよくわかりましたが……それで、ワシにいったいなにを聞きたいと？」

ＫＰ：辰巳先生も庭石の運搬を依頼してきた人物を捜していたようだから、そのことについて、もっと詳しいことを聞かせてもらえないかということらしい。いろいろ警察にも疑われて大変みたいだよ。

辰巳：「とは言いましても……ワシの故郷の入滑村に縁のある人間かもしれないので、一度会ってみたいと思っただけのことですしなぁ」

ＫＰ：（ここで辰巳先生は〈心理学〉かな。電話越しだから成功率は２分の１にして。コロコロ……おっ、成功している）どうも、社会的信用のある辰巳先生からも、警察に無罪であると口添えしてもらいたいような素振りを見せているね。いまのままだと、泥棒の片棒を担いだのではと、警察の心証が悪いようだ。

辰巳：「参考までに、どこにあった庭石なのですか？」

ＫＰ／社長：「それはまだ捜査中の事件なので軽々しく教えることはできませんが……もしも、辰巳先生が警察にちょっと口添えをしてくださるというのでしたら……」

辰巳：しかし、ワシにそんなことできるのか？

ＫＰ：まあ、やらないよりはマシくらいなものだろうけど、社長としてはワラにもすがる思いなのだろう。

辰巳：ふむ……まあいいだろう。「わかりました、できるだけ早くうかがいましょう。ちょっといまは出先なもので」って、まさかワシが函館にいるとは思うまい（笑）。

さやか：では、そろそろ東京に戻りますか。盗まれた庭石というのがとても気になります。

睦：東京で舞われたっていう「付守」の神楽も気になるんだよね。東京の神社庁で聞けば知っている人がいるかも。

佐々原：ただ、ボクはまだ空が怖いので、東京へは電車で帰ることになるんですけどね～（笑）。

辰巳：まったく、時間の無駄だなっ！







付守の神楽




　東京に戻った探索者たちは、休む間もなく分散行動をする。

　辰巳先生は渋沢運送の社長のところへ。

　さやかちゃんはコガネの護衛も兼ねて、るるいえ堂でお留守番する。ただし、佐々原は例の石片をさやかちゃんに託して、コガネに気づかれないようにすり替えてくれるよう頼んでおいた。

　佐々原と睦ちゃんは、神社庁に「付守」の神楽のことを聞きに行く。神社庁とは日本の神社の多くを管理、指導している宗教法人である。全国にあり、そのうちの東京都神社庁ならば「付守」の神楽を知っているかもしれないと考えたのだ。




ＫＰ：佐々原たちが付守の神楽のことを聞くと、神社庁で応対をしてくれた職員は「そんな神楽の記録はありませんねぇ」と、素っ気なく答える。

睦：「でも、実際に東京で舞われたという記録があるんですけど……？」

ＫＰ：（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……佐々原は成功か）佐々原は気づくのだけど、付守の名前を聞いてから、この職員はどうも落ち着かない感じだね。もしかしたら、なにかを隠しているのかも。

睦：むむっ、なんで神社庁の人が隠したりするの？

佐々原：「ボクは歴史作家ですが、別に興味本意でこのことを広めようとかではないんですよ。ちょっと事情があって、個人的に調べているだけなんです」

ＫＰ：ふーむ、佐々原は〈信用〉をどうぞ。

佐々原：〈信用〉は苦手だから、〈説得〉にさせてほしいなぁ。コロコロ……失敗。

ＫＰ：ここは〈信用〉が必要なシーンなのだ。失敗では、職員の態度に変化はないね。交渉をしたいのならば、彼がなんで付守の神楽について隠そうとしているのかを推測して、それにからめた内容にするとよいだろう。

睦：む～っ、この職員は付守の神楽が危険なものだって知っていて、宇宙的な神楽の知識が広まらないように守っているのかも。

さやか：それで秘密にしているってこと？

佐々原：「再び、付守の神楽が舞われようとしているのです。ボクたちはそれを止めたいと思っているんです！」って、訴えてみます。

ＫＰ：いきなりそんなこと言われたら、職員は面食らうね。「あなたたち……いったい何者なんです？」

佐々原：探索者です！

ＫＰ：その一言で済ませるのはやめなさい（笑）。

睦：「すでに不吉な予兆が起きているんです。倶多楽湖の異常寒波もその一つで──」

ＫＰ／職員：「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。いったい、あれをどんな神楽だと思っているんですか？」

佐々原：「だから、どんな神楽なのか教えてくださいって言ってるでしょうがっ！（笑）」

睦：「だいたい、やっぱり神楽のことをご存じなんじゃないですか！」

ＫＰ／職員：「あっ、しまった……（笑）」

睦：「なんだってそんなに隠そうとするんですか？」

ＫＰ／職員：「うーん、知らないふりをしたことはおわびしましょう……実はあの神楽についてはよからぬうわさが立ち上ったことがありまして、神社庁としては、あまり公にはしたくないという事情があったのですよ」

佐々原：「さっきも言ったように、ボクらは面白半分で調べているわけではないんです」

ＫＰ：君が〈信用〉に失敗したので、さっきはその言葉を信用できなかったのだ。しかし、このままだと真実以上に根も葉もない話を広められそうだから、職員も本当のことを教えてあげる気になったらしい。

睦：まっ、結果オーライということで（笑）。

ＫＰ／職員：「あれは昭和23年（１９４８年）のことです。とある神社で付守という神楽が奉納されたのですが、それを見物した方たちに連続して不幸なことが起きるということがあったのです。事故にあったり、自殺をしたり、一番の騒ぎになったのは、見物した人が街頭で無差別に通行人を包丁で斬りつけるという刃傷ざたがありましてね……そのせいで、呪われた神楽ではないかと悪いうわさが流れたんですよ」

佐々原：神楽を見た人が〈正気度〉ロールに失敗して、狂気に陥った？

睦：たぶんそうかと。「それで、神楽が舞われたのはどこの神社なんですか？」

ＫＰ／職員：「品川区にある、品川神社です」

睦：あっ、その神社なら電車の窓から見えるので知っています。

ＫＰ：ＪＲの品川駅からでも歩いて行けるけど、京急本線の新(しん)馬(ばん)場(ば)駅からなら徒歩数分の距離にある実在の神社だ。

佐々原：「その神楽を奉納したというのは、どういった人なんですか？」

ＫＰ：それについての記録はないらしい。そもそも品川神社に伝えられているといった神楽ではなく、どこかの有志の人たちが勝手に準備をして、境内を借りて舞わせてもらっただけみたいだね。

睦：その神楽を準備したのが、あの黄色いコートの人たちか……または、田(た)通(どおり)黒(くろ)核(ざね)ということでしょうか？

ＫＰ：職員が知っているのは、このくらいのことだね。それ以上、詳しく知りたいのなら品川神社で尋ねてはどうだと言っている。

睦：品川だったらすぐに行けるので、辰巳先生と合流したら向かいましょう。

ＫＰ：るるいえ堂にいるさやかちゃんとコガネの方は、特に事件が起きることはないようだけど……。

さやか：「コガネさん、お風呂でもいかがですか？」

ＫＰ：勧められたら、断る理由はないな。ありがたくいただくよ。

さやか：では、その隙にコガネさんのバッグの石を佐々原さんから預かったものとすり替えます。

佐々原：さやかちゃんって、ＮＰＣがお風呂に入っている隙に悪巧みをするの好きだよね（笑）。

ＫＰ：バッグの中の石は、落下した衝撃で割れたため鋭くとがっており、まるで大型のナイフのようだ。便宜上、石片ナイフと呼ぶようにしよう。このナイフは〈ファイティング・ナイフ〉の技能で使うことが可能だからね。

佐々原：〈ファイティング・ナイフ〉ということは、やっぱりこれを使って誰かと戦うの？

辰巳：コガネさんと戦うような展開にだけはならないよう願いたいな……。

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんの悪巧みが終わったころに、コガネは風呂からあがってくる。

さやか：「あったまりましたか～？」

ＫＰ：すると、コガネは「いえ、別に……」と、きょとんとした顔をしている。

さやか：「えっ、ちゃんとお風呂につかりました？」

ＫＰ／コガネ：「あの……私、みなさんの言う、熱いとか、冷たいとかがよくわからなくて……」

さやか：もしかして、イタクァの加護のせいで、そういうのを感じないとか!?

ＫＰ：どうやらそのようだね。彼女はこの世界の外的刺激をぼんやりとしか感じないらしい。

さやか：私も黄色の印を持っていたら、お風呂に入っても温かくないのかなぁ？

ＫＰ：そうだね。言い忘れていたけど、さやかちゃんは黄色の印を持ってから、寒さもあまり感じなくなっている。

さやか：うう～ん、それはすごいけど……なんか嫌ですねぇ。だけど、黄色の印は絶対に手放しませんけどね！




　辰巳先生の方は、持ち前の〈信用〉と〈説得〉を駆使して、警察の渋沢運送への疑いを晴らす手伝いを少しだけしてやった。感謝した社長は、辰巳先生に盗み出された庭石の出所を教えてくれたのだが……なんと、付守の神楽が舞われた、あの品川神社の境内だという。

　付守の神楽と、盗まれた巨石──二つの謎が、品川神社で結ばれた。

　それを知った探索者たちは、すぐさま品川神社で集合するのだった。




ＫＰ：品川神社は、かの徳川家康が関ケ原の合戦の前に必勝を祈願して、太々神楽を奉じたともされる由緒ある神社だ。急な階段の上にある神社なんだけど、鳥居の脇に岩を積み上げた山のようなものがあることに気づく。ここでみんな〈歴史〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：この山は富士塚というものだね。江戸時代、庶民の間で富士信仰が盛んになったんだけど、なかなか富士山までは遠くて参拝なんてできない。そこで富士山をまねた富士塚というのを造営して、庶民はそこに登ることで実際に参拝した気持ちになったそうな。まだビルがなかった頃は、その頂上から富士山を見ることができたらしい。

佐々原：「……というものなんだ」と、むったんたちに解説してあげます。

さやか：へえ、そんなものがあるんですかぁ。

ＫＰ：富士塚はブームといっていいくらいはやって、都内だけでも百近くあるらしいので、さほど珍しいものではない。調べればあちこちにあることがわかるよ。ただし、品川神社ほど大きな富士塚が現存しているのは希少だね。富士塚なんて地名のところは、きっと昔はこんな富士塚があったのだろう。

佐々原：「……というものなんだ」と、さらにみんなに解説してあげます（笑）。

さやか：富士見って住所がウチの近所にあるんですが、それも富士塚があったからなんでしょうかね？

ＫＰ：富士見は文字通り、富士がよく見えるからという理由が多いはずだ。富士見台とか富士見坂とかもあるね。

佐々原：富士山といえば……火山。湖といえば、富士五湖。まさか、次の儀式の場所は富士山!?

睦：むーっ、それはありうるかも。

辰巳：とりあえず境内の方を見に行こう。別に、警察が立入禁止とかにしていないんだよな？

ＫＰ：そんな大事件ではないからね。品川神社の境内にはいくつか小さな社があって、そのうちの一つが浅(せん)間(げん)神社なんだけど、その建物の脇に半分埋まってた大きな石が盗まれたらしいね。石が動かされたあとには、ぽっかりと地面に穴が開いてしまっており、そこに水がたまっている。

さやか：浅間神社って、どんな神様をまつっている神社なんですか？

ＫＰ：……同じ技能のロールばかりで申し訳ないが、また〈歴史〉をどうぞ。

佐々原：〈歴史〉だったら大歓迎ですよ。コロコロ……成功です。

ＫＰ：多くの浅間神社では、富士山を神としてまつっている。富士山と関わりの深い、木(コノ)花(ハナ)咲(サク)耶(ヤ)姫(ヒメノ)命(ミコト)をまつることも多いね。富士山の周辺には、たくさんの浅間神社があるよ。

辰巳：しかし、わざわざここの石を盗んだということは、なにかイタクァやハスターと関係しているのだろうか？

睦：付守の神楽が舞われた場所の石ということで、神聖なものなんじゃないですか？

辰巳：もしくは、その石があったから、ここで神楽が舞われたかだな……。

佐々原：（ピーンとひらめいた顔をして）地面の穴に水がたまっているって言ってましたよね。それってどんな形なんですか？

ＫＰ：ちょっと変わった形にたまっているね。コの字というか、Ｕの字というか……。

睦：またはＶの字にも見えなくないみたいな？（笑）

ＫＰ：そのようにも見えるね。

佐々原：それでですね、富士五湖の中にそんな形の湖はないかと調べたいのですが。

ＫＰ：だったら、君たちの持っている機能満載の携帯電話で富士山周辺の地図を調べてみるがいい（笑）。

さやか：（携帯電話をいじりながら）えーと、山中湖が平べったいＵの字のように見えますね。あとは精(しょう)進(じ)湖(こ)もコの字っぽい……？

佐々原：この富士塚を富士山に見立てて、水のたまっている位置に当てはまる湖はどこですか？

ＫＰ：地図と見比べながら位置関係を合わせていくと、精進湖がぴったりと符合することに気づく。

佐々原：「みなさん、次の儀式の場所は富士山の精進湖です！」

ＫＰ：素晴らしい推理だ。今日の佐々原は大活躍だねぇ。これは活躍し過ぎて死ぬな。間違いない（笑）。

佐々原：死なない！　ボクは生きる！（笑）

辰巳：しかし、だからといって精進湖に直行するわけにもいかないな。なにか対抗策がないと……。

睦：たぶん、それが『ルルイエ異本』の《山の血を流す》の呪文なのではないかと思うんですが。

さやか：その呪文を習得できなかった時点で、私たちの負けは決まっていると？

辰巳：それは考えたくないなぁ。たとえ〈ほかの言語（中国語）〉に成功しても、［ＩＮＴ×３］に成功しないと呪文は習得できないのだから、全員が覚えられないという展開は十分にありうるぞ……それでバッドエンド直行というのは厳し過ぎるだろう。

ＫＰ：『ルルイエ異本』を読むチャンスは、第一話からずっとあげていたんだけどね。

睦：ことごとく、みんな失敗していましたからねぇ。むーっ、どんなクライマックスになるのかドキドキです。

ＫＰ：そんなふうに探索者四人とコガネが境内で思い詰めた顔をしていると、「どうかされましたか？」と、品川神社の神主が声を掛けてくる。親切そうな中年の男性だ。もちろん、この人物はフィクションであり、本物の品川神社の神主さんとは、まったくの無関係だということはお忘れなく（笑）。

辰巳：ちょうど良かった。盗まれたときの話を聞かせてもらうとしよう。「確かここに大きな石があったかと思いましたが、どうされたのですかな？」




　話し好きらしい神主によると、やはり庭石を盗み出したのは黄色いコートの連中だったらしい。神主の住居は境内にあるのだが、いきなり黄色いコートを着た外人たちがやってきて、有無を言わさず縛り上げられてしまった。その隙に境内の庭石は盗み出されてしまったのだそうだ。

　ほかに盗まれたものはなく、黄色いコートの連中は終始無言であったため、これ以上の情報は得られなかった。




睦：この神主さんは優しそうなので、ストレートに聞いてみようかな。「そうそう、庭石の話とは関係ないんですけど、神社庁にここで付守という神楽が舞われたと聞いたのですが、神主さんはご存じですか？」

ＫＰ／神主：「付守……ああ、あの見物人に、次々と不幸が起きたという、あの神楽ですな」

睦：むむっ、あっさりと教えてくれましたね。

ＫＰ：すごい昔の話だし、神主はさほど気にしていないようだね。

睦：「どういった神楽だったのか知りたいと思っているのですが……知りませんか？」

ＫＰ／神主：「昭和28年となると、私はまだ生まれておりませんからねぇ」

辰巳：そりゃあそうだ。「あの、先代の方など、当時を知る方はご存命ではないですか？」

ＫＰ／神主：「残念ながら……しかし、あの神楽を見たいというのでしたら、お見せできるかもしれません」

全員：ええっ!?

ＫＰ／神主：「実は、その神楽を撮影した８ミリフィルムがあるんですよ」

辰巳：「なぜそんなものが!?」

ＫＰ：「当時、趣味で神楽を撮影をした方がいたのですが、不吉なうわさを聞いて、厄払いのために当社に預けられたのです。古い映写機もあるのですが……残念ながら私は機械は苦手でして」と、神主は苦笑いをしている。

睦：「はいっ、機械いじりは得意中の得意です！（笑）」

佐々原：でも、そのフィルムって、見たら絶対に良くないことが起きるよね（笑）。

さやか：うーん、見たいけど……見たくない。見たくないけど……見た～い！（笑）

ＫＰ：君たちが希望するのなら、神社の寄り合いで使う部屋で上映の準備をするけど……やっぱりやめとく？

全員：見ます、見ます！




　まさか問題の神楽が映像として残っているとは探索者も予想外だったようだ。古い映写機の操作は〈機械修理〉の得意な睦ちゃんが担当をして、付守の神楽の上映会が始まった。




ＫＰ：……フィルムはモノクロで音声も入っていないけど、保管状態が良かったのか劣化は少なく、当時の様子は十分に伝わってくるね。品川神社の境内には簡単な舞台が設営されて、そこで複数の男女によって芝居のようなものが演じられている。佐々原が期待していたような、きれいな巫女さんが舞いを踊るような感じの神楽ではない。ここでまたまた連続して申し訳ないのだが〈歴史〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……またまた成功です。

ＫＰ：これは出雲流神楽と分類される神楽に似ている気がするね。中でも石(いわ)見(み)神楽なんかが有名なのだけど、演劇性が強くて、神話をテーマとした内容が多いことが特徴だ。どちらかというと、能や田楽に近いものだね。だから、音声がなくても身振りだけでもだいたい内容は理解できる。

辰巳：どういった題目なのだろうか？

ＫＰ：見たところ、知られている神話をテーマとしたものではないようだ。黄金の神に見初められた姫が、若武者と絵(え)師(し)と歌(うた)人(びと)と翁(おきな)といったお供を連れて、巫(み)女(こ)に導かれながら神を探すための旅に出るといった話のようだ。どうやら、この巫女が神楽のタイトルになった付守という人物らしいね。

佐々原：月森ちゃんに似ていたりしますか？

ＫＰ：外見は似てないね。さて、神楽の方だけど、死霊と化した夫婦を絵師が箱に封じたり……途中、巫女が天狗にさらわれたりするといった物語が展開している。

全員：んんっ？（顔を見合わせている）

ＫＰ：そして、はるか北の地でようやく神のそばにまでたどり着いた姫なのだが……すんでのところで、すれ違いとなってしまい、神は南へと去ってしまう。姫は嘆き悲しみながら、そんな神を見送っている。

辰巳：……若武者（さやかちゃんを指さす）、歌人（佐々原を指さす）、絵師（睦ちゃんを指さす）……翁（最後に自分を指さす）。

ＫＰ：姫と一行は、去った神を再び追うことになる。その途中で石碑の前に立つ老人と相まみえるのだが……そこで、何者かがレンズをのぞき込むようにフレームインしてくる。

佐々原：「ええい、邪魔だ。ここからが肝心なところなのに！」

ＫＰ：癖毛でしかめっ面の若い男なんだけど、辰巳先生はその顔を見た途端、入滑村での少年時代の記憶がよみがえる。

辰巳：まさか、こいつが!?

ＫＰ：あれは憧れのサトさんの結婚式だ。満州からやってきた男が田通家の婿としてやってきた。あの癖毛、いつもなにか不満そうにしているしかめっ面……間違いない。この男こそが田通黒核だ。

さやか：なんで黒核が品川神社に？

辰巳：戦後、満州から引き揚げて、まず東京に来ていたのなら計算は合う。この後、入滑村にやってきたのだろう。

ＫＰ：奇妙なことに黒核はレンズの向こうにいるはずなのに、スクリーンの前にいる君たち全員は、彼と目が合ったような気がするのだ。

さやか：目をそらします！

ＫＰ：そのとき、映像に異変が起きる。映写機のリールが止まってしまい、やがてライトで熱せられたフィルムはドロドロと溶けていくのだ。スクリーンの黒核の顔が不気味にゆがんでいくのだが、それはあの蒼白の仮面を彷(ほう)彿(ふつ)とさせるものだった。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか！




　その結果、不幸なことに探索者は全員が〈正気度〉ロールに失敗する。もっとも、失敗しても１ポイントしか喪失しないくらいの軽い恐怖であったのだが。




佐々原：すぐに映写機のライトを消します！

ＫＰ：ところが……睦ちゃん、君はそのゆがんでいく黒核の映像に魅入られてしまう。あれこそは、君がキャンバスに求め続けてきた美そのものと思えるのだ。

睦：「タマ兄、邪魔をしないで。ああっ、なんて美しいの！」

さやか：また、むったんがおかしくなってる！（泣）




　探索者たちは魅入られている睦ちゃんを映写機から引き離し、ぼや騒ぎを収めて、付守の神楽について語り合う。




さやか：あの神楽って、これまで私たちが経験してきた事件をなぞっていますよね？

睦：天狗にさらわれた人もいるしね。

佐々原：月森ちゃんか……くっ、ボクが助けていれば！

さやか：じゃあ、姫というのがコガネさんなのかな？

佐々原：もしかして、ボクらの行動はすべて誰かの予定通りのものだったの？　ボクらが月森ちゃんを助けられていたら、なにかが変わっていたとか……。

辰巳：いや、それはないだろう。ここまでのワシらの行動を誘導できたものはいないはずだ。

睦：コガネさんや、月森さんに、私たちの行動が誘導されていたという感じはしませんよね。

さやか：つまり、この神楽は私たちの未来を予言しているということでしょうか？

辰巳：おそらく誰かの思惑で予定通りに動かされていたというより、もっと超常的な予知のようなものなんじゃないのかな。

さやか：じゃあ、次は石碑で老人に会うと……。

辰巳：うーむ、もしかすると、コガネさんの舞う神楽とは、いまこうしてワシらと一緒にイタクァのことを追いかけていること自体を指しているのかもしれないぞ？

睦：現実世界でこうしていることが神楽を舞っていることになる？

佐々原：だから、コガネさんは神楽のことは何も知らないのか。

ＫＰ：素晴らしい推理だ。しかし、君たちのこれまでの旅(とらべる)こそが、懸命に阻止しようとしてきたイタクァに捧げられた神楽なのかも──そんな恐るべき可能性に気づいてしまった探索者には〈正気度〉ロールをしてもらおう。

さやか：「な、なんてことなの……」って、これはかなり驚きですね。コロコロ……でも、成功してます（笑）。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

睦：ここは全員成功の流れに持っていきたい！　コロコロ……むむ～っ、私だけ失敗です～！（泣）

ＫＰ：成功しても１ポイントの正気度喪失。失敗したら１Ｄ４ポイントの喪失だよ。

さやか：ううっ、現在正気度59です。とうとう50台になってしまいました～。

辰巳：ワシは現在正気度57。

佐々原：ボクは40です。

睦：１Ｄ４ポイントって、意外と減りますよね。コロコロ……「３」です。現在正気度は32になりました。

ＫＰ：いつの間にか、みんな正気度が低くなってきたねぇ～（笑）。

佐々原：主にキーパーのせいでしょう！

さやか：それにしても、この「付守」の神楽の続きが気になります！

佐々原：「神主さん、フィルムのほかに台本とかは残っていないんですか？」

ＫＰ：そういった資料はないそうだ。どんな人たちが神楽を奉納したのかさえ資料は残っていないくらいだ。

辰巳：黒核が関わっていることは間違いないようだが……なぜ、品川神社でそんなことをしたのか？

睦：富士塚の前で予行練習みたいな感じで試してみたのでは？

佐々原：本番は八十年後に、富士山の精進湖で舞われるみたいな感じ？

辰巳：もしくは、品川神社での神楽ではハスターが招来できなかったので、戸蒔家の血筋であるサトさんの母親目当てで、入滑村の田通家に婿入りをしたのかもな。それだと時系列的にぴったりと合う。

ＫＰ：みなさん、なかなか鋭い推理だね。おそらく、八十年前の黒核にはなんの後ろ盾もなく、品川神社で小規模な神楽を舞うくらいしか準備できなかったのだろうと推測できる。

睦：「ところで、この神楽に出てきた石碑について、神主さんはなにか心当たりとかありませんか？」

ＫＰ／神主：「ふーむ、さてねぇ……そうそう、石碑といえば、罰当たりな者がおりましてね」

睦：「むむっ、ぜひ、その罰当たりな話を聞かせてください！（笑）」

ＫＰ：品川神社の富士塚にはたくさんの石碑が奉納されているのだけど、そのうちの一つが最近たたき壊されているのにこの前気づいたんだって。

辰巳：「石碑を壊したのは、もしかして庭石を盗んだ連中ではありませんか？」

ＫＰ：そうやって思い返してみると、タイミング的にもぴったりだそうだ。

佐々原：そう言えば、ここに来たときに説明してもらった富士塚のことをすっかり忘れていましたね。すぐに見に行きましょう！

ＫＰ：じゃあ、君たちは神主に案内してもらって、壊された石碑を見せてもらうことができる。

佐々原：もしも、黄色いコートの連中がこれを壊したのなら、きっと重要な情報があるはずです。パズルみたいに石碑を復元してみますよ。

ＫＰ：粉々になっているわけではないので、それは簡単なことだけど……もともと、かなり風化していたようで、いったいなにが彫られていたのかは判然としない。ここでさやかちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……成功。

ＫＰ：気になるところとしては、妙な組み方をした手のひらの模様が刻まれている。それは、さやかちゃんが北海道大学の教授から教えてもらった《山の血を流す》の印に似ているけど、上下が反対になっているね。

さやか：もしかして、この石碑には『ルルイエ異本』の呪文が書いてあったのかもっ！

佐々原：でも、どうして上下が反対なんだろう……。

辰巳：もしかして逆呪文なのかもしれんな。

さやか：なんですか、それは？

睦：呪文って逆に唱えたりすると、逆の効果になることがあるの。神格を招来する呪文は、逆に唱えることで退散の呪文にもなる……みたいな。

佐々原：もしも、《山の血を流す》が火山を噴火させる呪文だとしたら、これは鎮火させる呪文？

辰巳：噴火させることもできないのに、鎮火させる呪文を知ってもなぁ……（苦笑）。

さやか：奉納された年月日とか、奉納した方とかは読めないんですか？

ＫＰ：奉納した人の名前の一部……「狩(かる)芝(しば)黒(くろ)」という文字がかろうじて読める。

辰巳：おやっ、狩芝は黒核の旧姓だが……やつが奉納したものだとしたら、なんで壊したりしたんだ？

さやか：神主さんはこの石碑のいわれとか知らないんですかね？

ＫＰ：富士塚に奉納されている石碑の多くは、昔の富(ふ)士(じ)講(こう)の関係者からのものだ。

さやか：富士講……？

ＫＰ：やっぱり、これもまた〈歴史〉なのだ。

佐々原：任せて、任せて。コロコロ……成功です。「富士講というのはね──」と、みんなに教えてあげます。

ＫＰ：富士講というのは、もともとは行者による富士信仰のことを指している。ただ、富士塚のときも話したけど、江戸時代に富士山信仰のブームが到来して、多くの人が富士山に参拝するようになった。関東を中心に富士信仰のグループ活動が盛んになり、それらのことも富士講と呼ぶようになったんだね。ちなみに、富士講の人たちは富士山に参拝した記念碑として石碑──富士講碑というものを奉納することが多かったんだ。

さやか：富士講というのをいまでもしているのでしたら、その人たちにお話を聞けませんか？

ＫＰ：実は、品川神社では、いまではだいぶ珍しくなった富士講がまだ続けられているそうだけど、たぶんその人たちもこの砕かれた石碑のことは知らないだろうと思われる。なにしろ昔のことだからね。

さやか：「この神社に、石碑を奉納した人の記録とかないんでしょうか？」

ＫＰ：「あることはありますが、昔の記録はまったく整理していないので探すのは大変ですよ？」と、神主はちょっと困った顔で答える。

さやか：「大丈夫です。私たち資料を調べるは得意なので！（笑）」

辰巳：「もしよかったら、その資料を閲覧させてもらいたいのですが？」

ＫＰ：んー、まあいいでしょう。ちなみに図書館のように整理されていない書庫なので、目的の資料を探すには３時間ほどかけて〈図書館〉と〈目星〉に同時に成功する必要がある。

佐々原：大丈夫。〈図書館〉とか〈目星〉とか、そういうのはボクらの得意分野ですから！（笑）

睦：神主さん的には、喜々として昔の資料を調べているこの人たちは、いったい何者とか思ってますよね（苦笑）。




　自慢するだけあって、探索者たちは奉納の記録を発見することができた。

　問題の石碑が奉納されたのは、昭和28年。付守の神楽が舞われた、半年後である。

　そして、肝心の奉納した人物であるが、意外なことに狩(かる)芝(しば)黒(くろ)峰(みね)という名前であった。




辰巳：なんだと、黒核ではないのか。もしかして、やつもコガネさんのように双子の兄弟だったとか？

佐々原：入滑村で死んだのは黒核で、いま怪しいことをしているのは黒峰の方とか。

睦：でも、小津さんの家では、蒼白の仮面は辰巳先生のことを知っている素振りを見せていましたよね。やっぱり、あれは黒核で決定でよいのでは？

辰巳：だとしたら、黒峰とはいったい何者なんだ……？

ＫＰ：あと、記録を調べると、その石碑の本物にあたるものは富士山のふもとにある北(きた)口(ぐち)本(ほん)宮(ぐう)冨(ふ)士(じ)浅(せん)間(げん)神(じん)社(じゃ)に奉納されているらしいね。

さやか：本物ってどういうことですか？

ＫＰ：つまり、北口本宮冨士浅間神社に奉納した石碑を模したものを、この品川神社の富士塚にも奉納したということらしいね。

佐々原：本物の富士山と、それを模した富士塚の両方に奉納することで、より御利益がある……みたいな？

ＫＰ：まあ、そんな感じだろう。

さやか：さっき携帯電話で富士五湖を調べているとき、そんな名前の神社がありましたっけ。精進湖からは……遠くはないですが、近くもないですね。

ＫＰ：北口本宮冨士浅間神社は有名なので、地図を調べるついでに、どんな神社なのかもわかるね。北口本宮冨士浅間神社は富士山への北からの登り口に位置する神社だ。おかげで、その門前町は江戸時代には富士山に参拝する人たちでにぎわい、御(お)師(し)と呼ばれる参拝者の世話をする人たちの家が多くあった。なお、いまでも登山口は残っており、そこには富士講の人たちが奉納した富士講碑がずらっと並んで立っている。ボクも行ったことあるけど、かなり壮観な光景だよ。

佐々原：そこに《山の血を流す》の石碑もあるというわけですね。

辰巳：もしかすると、ワシらはそこで老人と出会うのではないだろうか。

さやか：だったら、私たちがそこに行かなければ、予言は外れて神楽は失敗するってことじゃないですか？（笑）

ＫＰ：そうかもしれないし、そうはならないかもしれない。それを決めるのは、君たちの意志だ。

睦：相手の意表をつくのは面白そうだけど……それで対抗手段を得ることもないまま精進湖に行くのは問題かと。

辰巳：うーむ、なにより、ワシらにはまだ情報が足りていない。もしもそこで老人から話が聞けるというのならば、予言通りの行動でしゃくに障るが、そこに行ってみるしかないだろう。







談(だん)合(ごう)坂(ざか)サービスエリアでの誘い




　探索者はイタクァの引き起こす大寒波を想定して、完璧な防寒対策をする。車の方も雪道に強く、ウインチを装備した車種をレンタルして、緊急時用のワイヤーなどが積み込まれた。

　完全装備の探索者一行は、東京から中央自動車道に乗って、まずは河口湖インターを目指す。




ＫＰ：そろそろ河口湖インターが近いけど……さやかちゃん、君は急にトイレに行きたくなってきた。

さやか：えっ、なんで!?（笑）

ＫＰ：女子高生探偵だってトイレくらいは行くだろう。

さやか：えっ、女子高生探偵はアイドルと同じで、トイレなんて行きませんけど（笑）。

ＫＰ：もらしてもいいならそれでいいけど。もたもたしてると、次の談合坂サービスエリアを通り過ぎてしまうよ。

さやか：わかりました、わかりましたってば。

佐々原：「じゃあ、ちょっと休憩しますか。運転ばかりで疲れちゃったし」

ＫＰ：では、みんな長時間のドライブで疲れた手足を伸ばしたり、コーヒーを買いに行ったりして、佐々原の車のところに戻ってくる。ただし、さやかちゃんはまだトイレから戻ってきていない。

睦：「むーっ、さやかちゃん、どうしたのかなぁ？」

辰巳：「まあ、コーヒーでも飲んで待っていようじゃないか」

ＫＰ：さて、では、トイレの個室から出たさやかちゃんのシーンだ……（不気味に）。

さやか：やっぱりなんかあるんだ～！（泣）

ＫＰ：さやかちゃんが手を洗っていると、ふと違和感を覚える。なぜかトイレにほかの人がいないのだ。

さやか：どうして……？

ＫＰ：そして、顔を上げると、洗面台の鏡に、君のすぐ後ろに立つ黒人女性が映って見える。その女性はおもむろに黄色いコートを着始めるのだった──

さやか：いや～～っ！（泣）

ＫＰ：黄色いコートを着終わった彼女は、手を挙げて、なにかを掲げてみせる。それこそは、さやかちゃんも持っている黄色の印だ。そして、片言の日本語で「兄弟。あなた、力ある印、持つ。わたしたち、同じ。来い？」と語りかけてくる。

さやか：「あっ、いや……その……えへへ～」って、愛想笑いしながら、ゆっくりとトイレから出ようとします。

ＫＰ：黄色いコートの人は置いてきぼり？（笑）

さやか：どうしろっていうんですか。一人じゃあ怖いですよ！

ＫＰ：お誘いは無視するわけね（さやかちゃんは一人だと弱気だよなぁ）。

さやか：当たり前です。刺激しないようにゆっくりと外に出たら、すぐにみんなと合流しますよ！

ＫＰ：（ちぇっ、誘いに乗ったふりをして潜入行動をする展開も用意していたけど、無駄になってしまったな）だったら、駐車場にいる佐々原たちのシーンに移ろうか。

佐々原：ええっ、ボクたちにもイベントがあるの!?

ＫＰ：いつの間にか、佐々原の車を取り囲むように、三人の外国人が立っていることに気づく。そして、彼らは例によって黄色いコートを着始めるのだ。

佐々原：なっ、車に乗り込みます！

ＫＰ：ちょっと待ちなさい。彼らはおびえるコガネに対して「蒼白の仮面はおまえを自由にしろと言っているが……彼は一度、失敗をした。偉大なる戯曲の舞(まい)手(て)よ、私たちと一緒に来い」と語りかけてくる。

佐々原：蒼白の仮面というのは黒核のことですよね……このコートの連中って、黒核の部下じゃなかったの？

辰巳：ふーむ、これまでは黒核の言う通りに動いてきたが、独自にコガネさんを確保しに来たといったところか。

ＫＰ：その中の一人は、野球ボールくらいのガラス玉のようなものを持っている。中には紫がかった緑色というえたいの知れない、液体とも気体ともつかないなにかが入っている。

睦：むむ～っ、なんですか、その怪し過ぎるものはっ!?（笑）

ＫＰ：たぶん投げつけて使うもののようだけど、その毒々しい色からして、不吉な予感しかしないね（笑）。

辰巳：ここは逃げるしかないだろう。警戒しながらも、コガネさんを守りつつ、車のドアへとジリジリ近づこう。

佐々原：ボクも車に乗り込みますよ！

睦：タマ兄、さやかちゃんはどうするの!?

佐々原：ボクのドライビングテクニックで、トイレの前に乗り付ける。

ＫＰ：すると、ここでコガネがアクションを起こす。バッグから例の石片ナイフを取り出して、のどに当てるのだ。

佐々原：おっと、このタイミングで来たかっ！

ＫＰ／コガネ：「もうこれ以上、私のせいで犠牲が出るのは耐えられません。ここで私が死ねば、あなたたちの神楽はおしまいのはず！」

佐々原：だが、そのナイフは偽物なのだっ！（笑）

睦：これはタマ兄の読み勝ちだねぇ～（パチパチ）。

ＫＰ：佐々原の作戦通り、コガネのナイフは彼女ののどを切り裂くことはなく、彼女は戸惑った顔をしている。

佐々原：「コガネさん、それはボクがすり替えておいたのさ」

ＫＰ／コガネ：「なぜそんなことを……私といたら、またみなさんが傷つくことになってしまうというのに……」

佐々原：「もう、ボクの前で誰も死なせはしないといったはずだ！」

辰巳：「それだけ、みんながあなたを大事にしているということだよ」

ＫＰ：コガネは君たちの言葉に、手にしていたナイフを取り落とす。そうしている間にも、佐々原は運転席へと近づいているわけだな？

佐々原：ええ、すぐにでも乗り込むつもりですよ。

ＫＰ：そんなことを許すはずがない。黄色いコートの男は、車に目掛けて例の毒々しい色をしたガラス玉を投げつける！

睦：すかさず、キャッチします！（笑）

ＫＰ：お、おう……キャッチするのか（予想外の行動だけど、言われてみるとボクでもやりたくなる行動だな）。いいだろう。えーと、そうだねぇ。〈投擲〉に成功したらガラス玉をキャッチできるよ。

佐々原：ええっ、〈投擲〉なんですか～？

ＫＰ：〈投擲〉が得意なら、おのずと捕球も得意になるだろう。ＤＥＸの２倍ロールでもいいけど？

さやか：ううっ、そこに〈投擲〉が73％の私がいれば！

睦：私も〈投擲〉は得意で59％もあるので、それでオッケーです。

ＫＰ：ちなみに成功したら、この謎のガラス玉をゲットできるぞ（笑）。

睦：欲しい！　必ず成功させます！　コロコロ……むぅ～、失敗です～（泣）。

ＫＰ：ありゃりゃ、惜しかったね。では、睦ちゃんの足元でガラス玉は割れて、中からモクモクと毒々しい色をした煙があふれ出す。さやかちゃん以外はＰＯＴ17に対する自分のＣＯＮで抵抗表のロールをするように。

辰巳：ＰＯＴ17だとぉ～!?

睦：ものすごい勢いで煙を吸い込みますよ。周りのみんなのところには広がらせないくらいの勢いで！（笑）

ＫＰ：ばかなこと言ってないで、みんな早くロールをしろ。

辰巳：成功率は20％。コロコロ……うっ、失敗だ。

睦：ＰＯＴ17って、すごい厳しいですよね。私は30％です。コロコロ……むむ～、私も失敗。

佐々原：何気にボクのＣＯＮは16もあるので、成功率は45％です。コロコロ……よしっ、成功した！

全員：わ～～～い！（パチパチパチ）

ＫＰ：今回の佐々原は男前だねぇ。成功した人はなんの影響も受けないけど、失敗した人は［20−ＣＯＮ］戦闘ラウンドの間、行動が不能となる。これは気絶しているわけではなく、「ふにゃ～」っと、骨抜きになってしまうような感じだと思ってくれ。

辰巳＆睦：「ふにゃ～～」

ＫＰ：ただし、辰巳先生の体は、そばにいたコガネが支えてくれる。

辰巳：「コガネさん、あなたは大丈夫なのですか？」

ＫＰ／コガネ：「えっ、なんのことです？（笑）」

佐々原：毒も無効なの!?　イタクァの加護、すごいっ！（笑）

ＫＰ：さて、佐々原の行動だけど、君が運転席に乗り込もうとしたところ、睦ちゃんが謎の煙を吸って「ふにゃ～」となっている。辰巳先生の方はコガネが支えて、後部座席に乗り込もうとしているようだが、このままだと睦ちゃんは取り残されてしまうだろう。さて、どうする？

佐々原：むったんを車に押し込みながら運転席には乗り込めないんですか？

ＫＰ：どっちか行動を選んでくれ。ちなみに、このラウンド、黄色いコートの連中はガスマスクのようなものを急いで装着しているため、行動不能になっていない探索者は１回だけ好きなアクションができるよ。

佐々原：そりゃあ、むったんを──

さやか：ちょっと待ってください。そろそろ、私も合流できませんか？

ＫＰ：そうだね。佐々原の車が謎の煙に包まれたところで合流できるよ。

さやか：それでむったんを抱えて、車に乗り込むことはできますか？

ＫＰ：それは可能だけど、煙の中に突っ込むことになるよ？

睦：さやかちゃん、この煙は危ないよ。外で待っていた方がいいと思う。

さやか：いえいえ、私にもコガネさんほどではありませんが、黄色の印の加護があるのですよ！

辰巳：おおっ、それだ！

ＫＰ：もしも、さやかちゃんが煙に飛び込む場合、ＰＯＴ17から黄色の印の加護の分３ポイントを引いてロールをしていいことになるね。

さやか：やったぁ。私はＣＯＮ16なので、成功率は60％です。

佐々原：その成功率では、割と厳しいような……？

ＫＰ：そのロールは、佐々原がさやかちゃんに睦ちゃんを任せるのかどうか行動決定してからにしてね。

佐々原：ん～、さやかちゃんなら成功させるでしょう。ボクはそれを信じて、運転席に乗り込みます。

さやか：では、私はむったんを助けるために煙の中に飛び込んで、そのまま車に一緒に乗り込みます。な～に、大丈夫です。成功させますってば。コロコロ……ほらっ、成功！

全員：わ～～～い！（パチパチパチ）

ＫＰ：ほお、やるねぇ。だったら、さやかちゃんは煙の影響を受けずに、「ふにゃ～」となっている睦ちゃんを連れて、車に乗り込むことができた。

佐々原：ボクは運転席に乗り込んでエンジンをかけます。「こうなったらこっちのもんだ！」

ＫＰ：黄色いコートの連中はマスクを装着すると、佐々原の車を取り囲む。

佐々原：「ばかめ、ひき殺してやる！」

ＫＰ：おーい、忠告しておくけど、サービスエリアで人をひき殺して、すんなり料金所を出られると思うなよ。監視カメラも目撃者もそろっているからな。

睦：そりゃそうですよね。

佐々原：やつらの間を抜けて発車できないんですか？

ＫＰ：それはかなりのドライビングテクニックが必要なので〈運転（自動車）〉に成功しないと駄目だな。

佐々原：よし、やってみましょう。失敗してひき殺してしまったら、そのときはそのときで（笑）。

ＫＰ：恐ろしいことを平気で言うよな。

佐々原：こんなやつら、ひかれても自業自得です。コロコロ……よしっ、成功しました！

ＫＰ：なんだよ、ホントに今日の佐々原は絶好調だな。では、佐々原の曲芸じみたドライビングテクニックによって、コートの連中の隙間をギリギリで通り抜け、無事にサービスエリアを脱出することができた。

睦：「タマ兄、すごいふにゃ～」

ＫＰ：そんな佐々原の車を、黄色いコートの着た女が、黄色の印をかざしながら見守っているけど……。

佐々原：「無視、無視っ！　もう、トイレ休憩もなし！　ノンストップで北口本宮冨士浅間神社を目指すよ～！」



むったんのワンポイントスケッチ「毒とＰＯＴ」

　どうも、好きな毒のある生き物はカモノハシな、むったんです。

　ここでみんなが言っているＰＯＴというのは、毒の効力（potency）の略号です。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の毒にはこのＰＯＴが設定してあり、それが毒の効き目を表しています。つまり、ＰＯＴが高いほど効きやすい毒ということになるわけですね。

　ただし、それは効き目だけで、致死性が強いかどうかは別の話ですので注意してください。

　今回の謎の煙みたいに、抵抗表のロールに失敗しても、行動ができなくなるだけの毒もあります。睡眠薬や催涙ガスなんかはそんな毒ですね。

　ただ、毒の中には耐久力を減らすという効果のものもあります。これはとても危険な毒で、失敗したらＰＯＴと同じポイント、耐久力が減ってしまいます。中には、たとえ成功してもＰＯＴの半分のポイントの耐久力を減らすという凶悪な毒もあります。

　ちなみに、ガラガラ蛇の毒はＰＯＴ10、テングダケの毒はＰＯＴ15だそうで、どちらもＣＯＮの低い人にとっては致命的な効果となりそうです。このように耐久力を減らす毒は探索者を簡単に殺してしまうことがあるので、キーパーも取り扱いには注意した方がよいでしょう。

　詳しくは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の63ページに載っていますので、そちらも参考にしてみてください。






　このサービスエリアでのシーン、ＰＯＴ17の毒というのはかなり危険なイベントである。

　ちょっと運が悪ければ、運転手である佐々原を含めて、探索者の大部分が行動不能になっていただろう。中継ぎのイベントにしては厳し過ぎるかもしれないが、ボクとしてはすべて運任せでよいと思っていた。

　探索者が行動不能になったとしても、コガネだけがさらわれる展開にしてもよい。また、さやかちゃんが黄色のコートの連中の誘いに乗ったふりをして、儀式の場に潜入するという展開もアリだと思った。

　そのあたりの展開もシナリオでは想定していたのだが、残念（？）ながら、結果としては探索者に望ましい展開となったようだ。それにしても、佐々原のダイス運がさえまくっているが……最悪のタイミングでしっぺ返しが来るのではと、キーパーとしてはワクワクである。







舞台を下りるときが来た




ＫＰ：黄色いコートの連中から逃れて、河口湖インターを出れば、目的地の北口本宮冨士浅間神社まではすぐだよ。ちなみに、富士急ハイランドの近くなんだよね。

さやか：絶叫マシンのＦＵＪＩＹＡＭＡとかがある遊園地ですよね。乗ったことありませんが。

ＫＰ：ここまで来れば富士山もよく見えるのだけど……なんか早くも雪化粧をしておりますなぁ。

佐々原：あれはイタクァの影響……？

睦：気にせず行きましょう。あまり見ていると、見たくないものまで見てしまいそう（笑）。

ＫＰ：さて、北口本宮冨士浅間神社は、駐車場もあって、それなりに観光地となっている神社だ。国道に面した大きな鳥居をくぐり、長い参道を抜けると、朱塗りの拝殿が見える。千社札が多くて、割と派手な感じがする建物だね。取材に行ったボクとしては、なんか江戸っぽい拝殿だなぁという印象だった。

辰巳：それで、例の富士講碑はどこにあるのだろうか？

ＫＰ：拝殿の脇をさらに奥へ行くと、小さな鳥居があって、そこが富士北口登山本道という昔の登山口だ。この道に沿って、時代も大小もさまざまな富士講碑が並んでいる。

さやか：（《山の血を流す》の印を組んで）この印のついている富士講碑を探しますよ。

ＫＰ：目印があるのでロールの必要なく見つかるね。ちょうどさやかちゃんの背丈くらいの石碑で、そこには例の印と「富士安寧」という文字。そして、奉納した人物として、狩芝黒峰という名が刻まれている。

さやか：この石碑に《山の血を流す》のやり方とか刻まれていませんかねぇ？

佐々原：これが最後の望みだね。

ＫＰ：見たところ、呪文のようなものは刻まれていないようだけど。

さやか：ええ～～っ、わざわざここまで来たのに!?

睦：付守の神楽によると、ここで私たちは老人と会うはずなのですが……。

ＫＰ：その通り。君たちが石碑を見ていると、その裏側からみすぼらしい格好をした老人が現れる。しわくちゃの肌は、健康状態が悪いせいか灰色がかっているようにも見えて、とてもくたびれたような顔をしている。この老人は、この石碑を見ている君たちが気になるようで「あんたたちは何者だ？」と、尋ねてくる。

辰巳：「ワシらはこの石碑についてちょっと調べているところなのですが……」

ＫＰ：「どうして、こんなものを調べているのかね」と、老人はいぶかしげに君たちをにらみつける。ここでみんなは〈アイデア〉をどうぞ。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：この老人だけど……なんとなく、付守の神楽のフィルムの最後に映った、あの男に面影が似ている気がする。

睦：むむっ、どういうことでしょう。まさか、この人が本物の田通黒核とか？

さやか：だとしたら、あの蒼白の仮面の男は誰なんです。辰巳先生のことを知っていたようですから、あちらが黒核で間違いないのでは？

辰巳：なるほど……となると、この男はやはり黒峰なのか。しかし、いったい誰なんだ、黒峰って。

ＫＰ：さて、ここから先のシーンは大きな分岐点となるので、おふざけなしで真面目に慎重に言葉を交わしてね。

睦：むっ、改めてそんなことを言われると緊張しますね……私たちは、付守の神楽に導かれて来たということでいいんじゃないですか。きっと、このお爺さんが神楽の最後のシーンに出てきた人ですよ。

辰巳：しかし、ワシらはその神楽に逆らいたい立場なのだが。

睦：でも、この人からは何かを情報を聞くには、神楽に乗せられているふりだけでもした方がいいかと。

佐々原：えーと、だったら「付守の神楽に導かれて、ここまでやってきたのですが……もしかして、あなたが石碑でボクらが出会う老人なのですか？」と、尋ねてみます。

ＫＰ：なるほど、付守の名を聞くと、老人は驚いたように目を見開き、君たちを一人ずつ確認するように数える。「姫、翁……それに、歌人……？」

佐々原：はい、ボクが歌人です。

睦：私が絵師で、この子が若武者です。

ＫＰ：「おおおおっ、なんということだ。とうとう、あの神楽が舞われるときがやってきたのか……」と、老人はおびえたような、それでいてどこか脱力するような、そんな表情をする。

さやか：「お爺さんは、私たちに何を教えてくれるのですか？」

ＫＰ：すると、老人は「ここから先は、姫一人で向かうがよい」と、コガネに向かって告げる。そして、みんなの顔を見渡すと「私の伝えるべき言葉はこれだけだ。おまえたちの役目もこれで終わった。ご苦労だったな……」と伝えるのであった。

佐々原：「ここまで来て、コガネさんを一人で行かせられるか！」

ＫＰ／老人：「それが神楽の筋書きだ……」

佐々原：「そんな筋書き通りに踊らされてたまるか！」

ＫＰ／老人：「若いの……いまこのときが、舞台を降りる唯一の機会なのだぞ。それでお前たちの命は助かるだろう。先へ進めば、もはや誰にも筋書きはわからぬ、闇夜の道だ。その先には、死より恐ろしい運命が待ち構えているやもしれぬぞ……？」

辰巳：「むしろ、筋書きから外れるというのならば望むところだ。ワシらはコガネさんを犠牲にするためにここまで来たわけではない」

ＫＰ：老人はコガネに確認するようなまなざしを向ける。

辰巳：「コガネさん、この老人の言う通りにすることなどないのだぞ」

ＫＰ：うむ……コガネはサービスエリアで、みんながどれだけ自分を心配してくれているのかを知った。そして、ここに来てもなお、探索者たちの付守の神楽という運命に逆らおうとする勇気を受けて、自分もこの時代をみんなと一緒に生きることを決意している。

全員：おお～～っ。

ＫＰ：だから、老人に対しても、「私の人生は、神楽に踊らされるだけのものではありません。自分の道は、自分で決めます」と、力強く応える。

辰巳：「うむ……それでいいのですよ、コガネさん」

ＫＰ：すると、老人はこくりとうなずく。

さやか：「実は最初からそういう筋書きで、これはおまえたちを試したのだ」とか言ったりして（笑）。

佐々原：ええ～～っ!?（笑）

ＫＰ：違う、違う。老人は君たちの言葉にどこか安堵した表情で「おまえたちは神楽の筋書きを外れた。だがしかし、それもまた黒核の予想の内やもしれぬ……これからの先の道は険しいものとなるだろう」と、語る。

睦：「あなたがこの石碑を奉納した狩芝黒峰さんなんですか？」

ＫＰ：「その通りだ」と言って、君たちに向けて黒峰は例の《山の血を流す》の印を見せる。ただ、人差し指を上に向けた印を右手で組んで、下に向けた印を左手で組んでいる。

睦：むむっ、なにか教えてくれるのかな？

ＫＰ／黒峰：「この印……正位置にあれば、山を引き裂き。逆位置にあれば、山を鎮める。私はここで長いこと富士安寧を祈ってきた。しかし、時には、あの美しい霊山の力にすがることも必要であろう」

さやか：なんか格好いいこと言い出しました！（笑）

ＫＰ／黒峰：「これでようやく舞台から下りられる。これで私の出番は仕舞いだ……」

さやか：「ちょ、待ってください。私たちにその印の使い方を教えてもらえませんか！」

ＫＰ：黒峰は「あれっ、知らないの？」みたいな顔をしているぞ（笑）。

さやか：普通、知りませんよ！（笑）

ＫＰ：だってさ、なんか訳知りな感じだったから、当然、習得していると思うよね。まあ、いいだろう。さやかちゃんの呼び掛けに対して、黒峰は石のように硬くこわばった手のひらを差し出す。「心強きものが、この手を取るがいい。最期に、私が舞ってきた百年の筋書きを伝えよう……」

睦：むむ～っ、これは最後の呪文習得のチャンス!?

佐々原：心が強いって……ＰＯＷ？　それとも正気度？

辰巳：呪文習得のための［ＩＮＴ×３］をロールさせられるのなら、ワシが適任かも。

佐々原：いやぁ……さすがに［ＩＮＴ×３］まではさせないでしょう。

睦：あとで呪文を使うことを考えると、マジック・ポイントが高い人が握った方がいいと思うけど。

さやか：だったら、ＩＮＴ15、ＰＯＷ14の私が行きます！

佐々原：さやかちゃん、このフィブラを使ってくれ！

さやか：ありがたくいただきます。これでＰＯＷは15になりましたよ～。

佐々原：ちょっ、必ずあとで返してよね！（笑）

ＫＰ：えーと、さやかちゃんが手を握るということでいいんだね。

さやか：はい、お願いします！

ＫＰ：わかった……君が黒峰の手を取ると、一瞬で彼の人生を追体験することになる。戦前の日本から、大陸への移住。満州での開戦。激しい争い。日本の敗北。何もかもを失い、本土への引き揚げ……そして、そんな時代に翻(ほん)弄(ろう)された彼の息子──黒核の魂を、いつの間にか蝕んでいた狂気。

さやか：この人、黒核のお父さんだったの!?

佐々原：兄弟かと思ってた……。

ＫＰ：戦後、富士が黒核の忌まわしい儀式に利用されないよう、時も止まった舞台の隅で、ひたすら安寧を祈り続けてきた孤独。そんな彼の百年の人生を一瞬で見届けたことで、さやかちゃんは正気度を１Ｄ６喪失する。

さやか：黒峰さんのつらい人生に共感してしまい、ボロボロと大粒の涙を流しています。コロコロ……正気度は２ポイント減って、残りは57です。

ＫＰ：そして、彼の宇宙的恐怖に関する知識も吸収することができた。〈クトゥルフ神話〉が+3％されて、さらに呪文《山の血を流す》と、その逆呪文もロールなしで習得できる。

さやか：やったぁ～、とうとう呪文ゲットです！（印を組んで、みんなに見せびらかしている）

辰巳：ようやく一人が習得できたか……あとは、さやかちゃんが狂気に陥らないことを祈ろう。

さやか：私の正気度もいつの間にか57になっていますからねぇ。まっ、大丈夫ですけどね！　根拠はありませんけどねっ！（笑）

ＫＰ：黒峰はさやかちゃんに自分の人生を伝え終わると、手を握ったまま、カサカサと崩れていく。これまで止められていた時が一気に過ぎ去り、乾いた塵(ちり)へと化していくのだ。

さやか：「おじいさん……！」

ＫＰ：「できることならば、息子を……黒核のやつを止めてやってくれ。満州での悲惨な戦争が、やつを変えてしまったのだ……」と言い残し、黒峰は一握りの塵となり、やがてはそれも風に吹かれ、消えていった。付守の神楽にとらわれた男の末路を目撃した探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：むぅ……では、正気度は喪失しない。

さやか：おじいさんを呪縛から解放した良いシーンですからね。正気度なんか減るわけないですよ！（笑）

辰巳：さて、呪文も手に入れたことだし、いよいよ精進湖へと行くことになるのか。

佐々原：これで対抗できるのかどうか不安でしょうがないですけどね……。

ＫＰ：まるでそんな君たちの不安を象徴するかのように、西の空はどんよりと曇っている。ニュースによると、いま富士の北西部では、この季節にはありえない局所的な大雪にみまわれているそうだ。まるでそれは北海道の倶多楽湖を襲った大寒波に似ていると専門家は分析している。

睦：む～っ、どうやらイタクァ様がいらっしゃっているようですよ。

さやか：やっぱり行くしかないようですね。

辰巳：よしっ、行くぞ。いざ精進湖へっ！







雪にたたずむもの




ＫＰ：佐々原の車で、北口本宮冨士浅間神社から富士パノラマラインを通り、西へ二十分も走ると、局所的寒波の影響でかなりの積雪となってくる。そして、なるさわ富士山博物館のあたりで、精進湖へと続く道には通行止めのバリケードがされており、防寒着を着込んだ国交省の職員らしき人が、ここでＵターンをするように誘導している。

佐々原：その先は車で行けそうなんですか？

ＫＰ：積雪量はまだそれほどではないけど、普通だったら、とても行く気にはならないような猛吹雪になりつつある。おそらく、この先で〈運転（自動車）〉のロールに失敗すると、事故を起こす可能性がある。

睦：〈運転（自動車）〉が30％くらいだったら、引き返した方が無難だって感じの雪ってところでしょうか。

佐々原：しかし、ボクのドライビングテクニックならば、なんとかなるはず。そのための装備も十分してあるしね。

ＫＰ：じゃあ、佐々原の車がバリケードに近づくと、職員がやってきて「ここから先は大雪でして、通行止めになっています」と、やんわりと戻るように警告してくるね。どのようにここを通るつもりかな？

佐々原：ブレーキをかけずに強行突破──

全員：こらこらこらぁっ!!（笑）

佐々原：ちぇっ、面倒くさいなぁ。「あの～、ボクらは雪山用の装備は十分なんで、平気ですから」

睦：むしろ、まだ秋なのに、どうしてそんな完全装備をしているんだって、不自然に思われるくらいだよね（笑）。

ＫＰ：そう言われたからって、簡単にここを通してはくれないよ。事故を起こしたり、遭難されたりしたら責任問題だからね。

さやか：「実は～、精進湖の近くに住んでいるお婆ちゃんが危篤で……どうしても行かなくちゃあいけないんです。お婆ちゃん、お婆ちゃ～ん。シクシク」って、言いくるめます（笑）。

睦：出たっ！　さやかちゃんの迫真の演技（笑）。

ＫＰ：女子高生に泣かれてしまっては仕方がない。〈言いくるめ〉をしていいよ。

さやか：「お婆ちゃ～ん、死なないでぇ～！」って、コロコロ……はい、成功ですよ！

ＫＰ：「それは大変だ。けれど、くれぐれも安全運転で行くんだよ」と、職員はバリケードをどけてくれる。

佐々原：「よしっ、先を急ぎますよ～！」

ＫＰ：しかし、職員が警告した通り、この先はほとんど視界も利かない猛吹雪で、積雪のためどこが道なのかさえわかりにくい。事故を起こさずに精進湖へ向かうには、〈運転（自動車）〉をしてもらおうか。

佐々原：こんなところで足止めをくらうわけにはいかない。コロコロ……成功！

睦：タマ兄、かっこいい～！　今日は本当に〈運転（自動車）〉が大活躍だね。

ＫＰ：まあ、最期くらいはいい思いをさせてあげないと。

佐々原：ちょっとキーパー、不吉なこと言わないでくださいっ！

ＫＰ：かくして、佐々原の運転のおかげで、君たちは雪に覆われた精進湖の近くまでやってくることができた。しかし、さすがにここから先は車が埋もれるほどの積雪となり、運転技術でどうにかなるというレベルではない。

辰巳：この先は徒歩か……防寒着と使い捨てカイロを装備してから外に出て、例のモノリスを探そう。

さやか：私は誕生日プレゼントでみんなからもらったホームズっぽいコートを着ていますよ。

ＫＰ：まあ、さやかちゃんは黄色の印の加護のおかげで、みんなほどには寒くないんだけどね（笑）。

さやか：この黄色の印ってすごいですね。もう二度と手放したくなくなります。マイ・プレシャ～ス！

ＫＰ：さて、富士五湖の中では小さい方といっても、精進湖だって広い。闇雲に歩いても、コガネとさやかちゃん以外は体力を消耗するだけだろう。いったいどんなふうに探すのかな？

佐々原：雪に残った足跡とかを〈追跡〉できませんか？

ＫＰ：普通なら可能なんだけど、こう雪が降っていると、足跡はすぐに埋もれてしまうね。

さやか：渋沢運送から盗んだトラックがあるはずですよね。それを目印にして探せばいいのでは？

ＫＰ：ふーむ、そうだね。視界は最悪だし、トラックは雪で覆われてしまっているから、ここはちょっと厳しく〈目星〉の５分の１に成功したら発見できるとしようか。ただし、この捜索に失敗すると体力を消耗して、耐久力が減る可能性があるので注意すること。

辰巳：〈目星〉だったら、全員でやれば誰か成功するだろう。やってみよう。

全員：コロコロ……失敗。

睦：むむ～っ、〈目星〉の５分の１って、難しいですよ！

ＫＰ：では、雪道を歩き続けたことにより体力を消耗する。防寒対策をしている探索者はＣＯＮ10に対する対抗表のロールをすること……っと、さやかちゃんは黄色の印の加護のおかげで、-3してＣＯＮ７に対する抵抗表のロールでいいからね。

さやか：わ～い、それなら楽勝です。計算すると成功率は95％。コロコロ……成功です。

佐々原：コロコロ……ボクも成功だ。

辰巳＆睦：コロコロ……失敗。

ＫＰ：二人は耐久力を１ポイント減らすように。なお、次からは抵抗するＣＯＮの数値も、ダメージも大きくなるので注意すること。こんなことを何度も繰り返していたら、いくら防寒対策をしているとはいえ遭難してしまうよ？

辰巳：うーむ、もう少し、成功率の高い方法で探さないといかんな。

ＫＰ：あと、だんだんと日も暮れてきて、あたりは薄暗くなりつつある。

佐々原：夜になったら大変だ。急がないと！

睦：む～っ、ここでの儀式が倶多楽湖と同じだとすれば、湖岸にモノリスを設置しているはず。精進湖の湖岸にモノリスを下ろせるような場所とかで特定できないでしょうか？

ＫＰ：なるほど、それは限られている。けど、それでも一か所には特定できないね。

全員：う～～～ん。

さやか：倶多楽湖での儀式と同じだったら、あの人たちは明かりをつけているんじゃないでしょうか。

ＫＰ：ただ、精進湖の湖岸にも宿泊施設などがあるから、明かりだけでは特定できないな。

さやか：むったんの言っていたように、湖岸に下りて、照明をつけているようなところはありませんか？

ＫＰ：そうだね、薄暗くなってきたのでロールをしないでもわかるのだけど、やけに湖岸に近いところに投光器のような明かりが見えるのに気づく。あれはいったいなにをしている明かりなのだろうか……？

全員：それだぁ～!!




　さっそく探索者は深い雪をかき分け、明かりの見えた場所へと向かう。

　そこには雪に埋もれたトラック。そして、精進湖の湖岸には、九つのモノリスがＶの字型に並べられていた。それぞれのモノリスの上には、この猛吹雪の中、九人の黄色いコートの連中が不動の姿勢で立っており、なにかを待っているかのようだった。




辰巳：サービスエリアにいたはずなのに、やつらはどうやって先回りをしたんだ？

ＫＰ：宇宙的な手段としか言いようがありませんな。門とか、ビヤーキーとか……。

佐々原：ずるい、ずるいっ！

ＫＰ：そして、モノリスの描くＶの字の中心には、例の蒼白の仮面をつけた男が立ち、両手を広げてなにかを唱えている。それは入滑村でも聞いたことのある、あの詠唱だ。「イア・イア・ハスター！　ウグ！　ウグ！　イア・ハスター・クフアヤク・ブルグトム・ブグトラグルン・ブルグトム！」
















佐々原：すぐさま、コガネさんの加護をも貫いた石片ナイフで、黒核のやつを刺し殺すっ！

ＫＰ：気持ちはわかるが、ちょっと待ってくれ。その詠唱に応じるかのように、精進湖の湖面に変化が起きる。

全員：ええ～～～～っ!?

ＫＰ：精進湖はまだ凍りついていないのだが、なぜか湖岸からではなく、湖の中央部分から急激に凍結していく。しかも、氷は巨大な雪の結晶のように湖面全体へと細い枝を広げていくという、奇妙な凍結の仕方だった。やがて、君たちは気づいてしまう。それは氷に似て、氷にあらず……なぜなら、雪の結晶の枝先が、ゆっくりと湖面から持ち上げられていくのだ。まるでヒトデかイソギンチャクが触手を持ち上げるかのよう……あれはいったいなんなのか……なにか大いなるモノの一部が、湖面から現れようとしているのではないだろうか!?

佐々原：ま、まさかもう来ちゃったの!?

ＫＰ：さあ、そんな氷の触手を見た探索者たちは、〈正気度〉ロールだ！

辰巳：こ、ここは絶対に失敗はできんぞ。ダイスに気合いを入れて、コロコロ……よしっ、成功だ！

佐々原：失敗したら、どのくらい減らされちゃうの？　コロコロ……うわっ、失敗！

さやか：コロコロ……ええっ、私も失敗です。なんでこんなときに限って～！（泣）

睦：むむ～っ、なんか嫌な流れですね。コロコロ……むはっ、成功した。よかった～！

佐々原：むったんが成功してくれたのはうれしいけど……ボクも正気度40しか残ってないんだよなぁ。

ＫＰ：えーと、成功した人は正気度１ポイントの喪失。

辰巳：おやっ、意外と少ない。ワシは現在正気度56になった。

睦：これはまだ軽いジャブなのかも。私は１減らすと、残りは31ですね。だんだん京に近づいてきました～（笑）。

ＫＰ：失敗した探索者は１Ｄ８＋１の正気度喪失だ。これは、この儀式の現場や、不気味な蒼白の仮面に対する恐怖も含めた数値だと思ってくれ。

佐々原：げふっ……全然、ジャブとかじゃないですよ。思い切り、渾身のストレートパンチですよ。

さやか：コロコロ……きゃあ、７ポイント喪失。残り正気度はとうとう50に！

佐々原：コロコロ……うわっ、ボクも７ポイントの喪失だ。いきなり正気度の残りが33になってしまった！

ＫＰ：二人とも一度に５ポイント以上の正気度を喪失したので、〈アイデア〉に成功すると、湖から現れようとしている存在の真の恐怖を理解してしまい、一時的狂気に陥るよ。

佐々原：なにも気づきたくない。気づきたくない。コロコロ……よし、それは失敗です。

さやか：コロコロ……ううっ、成功してしまいました。なんでこんなときに……なんで、なんでっ!?（泣）

ＫＰ：あはははっ、これは困ったことになりそうだな。さやかちゃんの狂気の内容はランダムで決定しよう。コロコロ……（おや、これは妙なものになったな）えーと、いまのところ、さやかちゃんに目立った変化はない。もしかしたら、一時的狂気に陥っていなかったのかもね（空々しく）。

辰巳：そんなわけあるかっ！

睦：むむ～っ、症状がわからない狂気って、嫌なタイミングで発症することがあるから怖いんですよね。狂気に陥ったことに気づけないから、〈精神分析〉で治療もできないし……。

ＫＰ：とりあえず、いまのうちは普通に行動してもらって問題ないよ。さて、ここからは慎重に作戦を立てて、行動宣言をしてくれ。

さやか：ここで《山の血を流す》を使うのでしょうか？

睦：む～っ、なんか違う気がする。それはもっとあとの本番の時に使うような気がする。

さやか：まだこれからさらに大物が出てくるの？　正気度が持たないですよ！

佐々原：儀式の邪魔をするのなら、『ルルイエ異本』にあった「近しいものの血の穢れを嫌う」の一節通り、黒核か黄色いコートのやつらの血でモノリスを穢してやるのがいいと思うんですよ。そうしたら、イタクァ様も怒って、函館で遭遇したときみたいにモノリスを持ってまたどこかに行ってしまうはず。

全員：それだっ！

佐々原：そして、このコガネさんの加護を貫いた石片ナイフなら、やつらを傷つけることもできるはず！

ＫＰ：とはいえ、黒核のいるあたりは腰まで雪が積もっているので、とても駆け寄って不意打ちができるような状況ではないよ。黄色いコートの連中はモノリスの上にいるから、不意打ちなんて論外だ。

佐々原：あれっ、そうなんですか……うーん、多勢に無勢ですし、策もなく突っ込むのは怖いですね。

辰巳：……あまりやりたくはないが、ここはワシが黒核の注意を引きつけて、その隙に佐々原がこっそりとナイフで一突きにできる距離まで近づくという作戦がいいのだろうか。

睦：黒核は辰巳先生に対して、妙にオーバーリアクションを取っていましたし、それはグッドアイデアだと思いますよ。でも、なんでやりたくないんですか？

辰巳：正直、やつとは言葉を交わすことさえ嫌なくらいだ。

さやか：その気持ちはわかります。辰巳先生の初恋の相手に、あんなひどいことをした人ですからね……。

佐々原：じゃあ、ボクは雪の中を潜って、匍(ほ)匐(ふく)前(ぜん)進(しん)で黒核に近寄ります（笑）。

睦：そんなゲッター２じゃないんだから……。

ＫＰ：いや、いいんじゃないの。できると思うよ。最近、たまたまメタルギアソリッドを遊んでいるから、そういうノリは大好きになっていたりする（笑）。

佐々原：やったぁ。なんでも言ってみるもんですね～（笑）。

ＫＰ：それで、さやかちゃんと、睦ちゃんはどうするの？

さやか：私は佐々原さんのフォローをしようかな。いざとなったら、私も空手キックで応戦します。

睦：あの黒核に空手キックは、ほとんど通用していなかったような……？

さやか：そうかぁ。じゃあ、私も辰巳先生と一緒にいた方がいいかな。黄色の印があれば、いざというとき黄色いコートの連中の注意は引けるでしょう。

佐々原：サービスエリアでの様子からして、それはありそうだね。

睦：む～～～～っ、悩むなぁ。私はタマ兄と一緒に行った方がいいのかなぁ？

ＫＰ：一緒に行く人が多くなれば、それだけ気づかれる可能性も高くなるよ？

睦：それはそうなんですが、タマ兄の正気度が危ないんです。計算してみたら、あと１ポイント減るだけで不定の狂気になってしまうんですよ。

辰巳：それは危険だな！

睦：タマ兄が狂気に陥ったとき、誰かがフォローする必要があるんですよね。切り札の石片ナイフだけは、どんなことがあっても確保しておかないと。

佐々原：ボクが狂気に陥って、雪の中に捨てちゃったりしたら詰みですよね（笑）。

辰巳：なるほど、それは誰かが一緒の方がよさそうだな。

佐々原：あと、問題はボクの〈忍び歩き〉が19％しかないことなのですが……でも、そこは辰巳先生が黒核の気をグイグイ引きつけるようなロールプレイをしてくれるはずなので、きっと大丈夫でしょう（笑）。

睦：その通り。きっと、〈忍び歩き〉のロールなんて必要ないくらい注意を引いてくれるに違いない！（笑）

辰巳：ハードルを上げないでくれ！（笑）

ＫＰ：さあ、もたもたしていると湖から立ち上がる触手の奥にある、本体が現れるだろう。時間的猶予は少ないぞ。

辰巳：コガネさんはどうしようかな……？

ＫＰ：コガネは、辰巳先生と一緒にいるそうだよ。「あの人たちの気をそらすのなら、神楽の舞手である私がいた方が効果的でしょう」と、冷静な意見を言う。生きると決めた彼女の目には、探索者たちと同様の強い意志の光が宿っているかのようだ。

辰巳：確かにその通りだが……危険ではないか？

ＫＰ：彼女は自分にはイタクァの加護があるから、彼らも手出しはできないと言っているね。

辰巳：う～～～む……よぉし、わかった。この作戦で行こう。「佐々原と睦くんは、雪の中に隠れて黒核に接近しろ。ワシらで、やつの注意を引きつける」

佐々原＆睦：「了解です！」




　かくして、探索者たちは二手に分かれて、黒核の血でモノリスを穢すという作戦を実行に移す。

　辰巳先生がどれだけ黒核の注意を引けるかが、この作戦の成功の鍵であった。




辰巳：佐々原が雪に隠れたところで「黒(くろ)核(ざね)ぇっ！」と、大きな声で呼び掛けよう。

ＫＰ：すると、蒼白の仮面はゆらりと振り向いて「おう、よくぞその名にたどり着いたな、源(げん)吾(ご)郎(ろう)……少し老けたんじゃないのか、おまえ？」と、挑発するような口調で応える。

辰巳：「やはり、黒核だったか。入滑村で死んだのではなかったのか!?」

ＫＰ：「オレに死の自由は与えられていないのさぁ」と、自嘲的に笑う。この男、石碑の前で会った父親の黒峰に比べると、かなりゲスな感じがするよ。

さやか：なるほど、父親と同じく舞台に上がり続けることを宿命づけられているわけですね。

ＫＰ：「サトのことで逆上して、婿の頭を岩にたたきつけるなんて、ひどい義父もいたものだよなぁ」と、おどけたような仕草をする。以前、調べたとき、黒核は正気を失って自殺したことになっていたが、どうやら真相は米作によって殺されたらしいね。きっと、地主の米作の罪を村ぐるみで隠蔽したのだろう。

辰巳：「おまえがサトさんにしたことを考えれば当然だっ！」

ＫＰ：（コロコロ……辰巳先生の〈心理学〉は成功か）この黒核は、辰巳先生との会話を非常に楽しんでいるようだね。そのねじ曲がった性格ゆえに、辰巳先生の苦渋に満ちた顔を見るのがうれしくて仕方がないらしい。

さやか：悔しいですが、この会話の路線がいいようですよ。このまま注意を引いてください。

睦：けど、辰巳先生の堪忍袋の方が耐えられなさそう。

辰巳：「おまえは、最初から戸蒔家の血筋が狙いで、サトさんに近づいたのか！」

ＫＰ／黒核：「その通りさ。そうでなければ、どうしてあんな田舎の家に、このオレが婿入りするというのだ？」

辰巳：「おまえのその知識……満州で手に入れたのか？」

ＫＰ／黒核：「ああ、そうだ。『ルルイエ異本』は素晴らしいものだ。あそこに記された知識はすべて真実なのだ！」

辰巳：「どうして戸蒔家のことを知った？」

ＫＰ：それは戦後、日本を放浪して地道に探索したみたいだね。その途中で、アイヌの人から戸蒔家でイタクァの加護を受け、玉を持った子が生まれたといううわさを聞いたのだそうだ。

辰巳：なるほど……。

ＫＰ：さて、ここで黒核は語り出す。「オレは満州で地獄を見てきた。そして、感じた……この世界は醜く、騒がしい芝居だ。それ以来、オレは人生を捧げ、妻と子も捧げ、そして死の自由さえも捧げた芝居で、たった一人の観客を喜ばせようとしてきた。そして、観客が満足したとき、このくだらない芝居の幕が下りる。たった一人の観客──名状し難きものの喝采によって、この世界の幕は下りるのだ！」

さやか：幕を下ろす……って、それは世界を滅ぼすという意味……？

辰巳：「おまえがサトさんのことを妻などと呼ぶな！」

ＫＰ：「……おっと、そういえば、おまえはサトに惚(ほ)れていたんだったなぁ？」と、黒核はゲラゲラと笑う。

さやか：お婿さんに知られていたとは！（笑）

辰巳：くそう、嫌なやつめ……。

ＫＰ：さて、ここでいよいよ潜入部隊の方に〈忍び歩き〉をしてもらおう。黒核はサトに関する話題になると、すごい嗜(し)虐(ぎゃく)的(てき)な顔をして辰巳先生の反応を見ているので、まったく周りに注意を払っていない。さらに雪に隠れるという効果も合わせて、〈忍び歩き〉の５倍でロールをさせてあげよう。

睦：それなら私の成功率は100％を超えます。コロコロ……成功！

佐々原：ボクは19％だから、95％か……失敗しそうな可能性が絶妙に残っているところが嫌だなぁ。

辰巳：そんな死にフラグを立てるな（笑）。

佐々原：まあ、今回のボクは調子がいいから。コロコロ……はい、楽勝で成功です。

ＫＰ：わかった。これで佐々原たちはいつでも黒核に不意打ちのできる位置に到着することができたよ。

佐々原：ほかに聞きたいことがなければ突撃しますが？

さやか：はい、こんなひどいやつは、もうやっちゃってください。佐々原さんが位置についたところで、私は黒核の方を見て「確かにそろそろ幕を下ろすときが来たようですね」って、にやりと笑います。

睦：あっ、もしも、ここで私が黒核の両足をつかんだりしたら、タマ兄の攻撃にボーナスがつきませんか？

ＫＰ：いいよ。〈組みつき〉に成功したら、一度だけ佐々原のナイフの成功率を２倍にさせてあげる。

辰巳：しかし、やつに触れると、体からウジ虫がわいてくるという大変なことが起きるぞ？

睦：タマ兄のナイフの成功率は47％なので、運が悪いと全然成功しない可能性があるんですよ。なるべくなら、この一撃で決めたいところです。

佐々原：うーん、確かに成功率は２分の１以下だからねぇ。

睦：といったわけで、いきなり背後の雪から「がばっ！」と姿を現して、両足につかみかかります。〈組みつき〉の成功率は29％！　コロコロ……むむ～っ、失敗！

辰巳：「なんてこったぁ～！」

さやか：「千載一遇のチャンスが～！」って、大げさに嘆いて、佐々原さんに気づかれないようにします（笑）。

ＫＰ：じゃあ、黒核は雪の中から現れた睦ちゃんに対して、青白い手を突き出す。「くだらぬ小細工を……小娘、おまえなど触れるだけで殺してやろう」

佐々原：そうはさせん。遅れて雪から飛び出して、その手を石片ナイフで切り落とします！　ボクの〈ファイティング・ナイフ〉の成功率は47％です。

全員：貫通！　貫通！

佐々原：コロコロ……ああっ、駄目だ。失敗したっ！

辰巳：「なんてこったぁ～！」

さやか：「千載一遇のチャンスが～！」なんて言ってる場合じゃないですよ。本気でまずいじゃないですかぁ～！

ＫＰ：黒核は佐々原の石片ナイフを見ると、おびえたように大きく後ろに飛び退く。「そ、それは！」と、一目見て石片ナイフがハスター信者の血によって穢された武器であると察したようだ。

佐々原：「ちっ、かわしたか！」と、二撃目の構えを取ります！

ＫＰ：じゃあ、ここからは戦闘ラウンドでの処理になるね。探索者で一番ＤＥＸの早い人は──

佐々原：人類最速の18です！

ＫＰ：えーと、黒核のＤＥＸはムニャムニャだから──

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：佐々原、お先にどうぞ！　くそっ、ＤＥＸ18の探索者ってホント凶悪だな！

佐々原：いやったぁ～！　今度こそ成功させる。

全員：頑張れ～～！

ＫＰ：ダイスに気合いを込めて。うぬぬぬっ……とりゃあ！　コロコロ……よっしっ、今度は成功っ！

全員：わ～～～～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：うぬぬ、その石片ナイフはハスターに関係するモノに対して劇的な効果を現すため、普通に命中するだけで、ダメージは２倍となる。ただし、追加ダメージは２倍にはならないので注意すること。

佐々原：つまり、ボクの追加ダメージは１Ｄ４なので……２Ｄ４＋４＋１Ｄ４ということか。すごいっ！（笑）

ＫＰ：ちなみに、こいつは人間っぽい耐久力をしているので頑張ってくれ。

辰巳：高目が出れば瞬殺も可能ということか……。

佐々原：任せてください。とりゃあ！　コロコロ……１＋１＋４＋４で、合計10ポイントです。くぅ～、１が二個も出るなんて～（泣）。

辰巳：しかし、決して悪い目ではないぞ。どうだろうか？

ＫＰ：うう～む、まず佐々原のナイフが黒核に深々と刺さった瞬間、その傷口からウジ虫がわいてくる。

佐々原：それは覚悟の上だ！

ＫＰ：しかし、そのウジ虫はナイフに触れた途端、熱せられた鉄板に乗った雪のように見る見る蒸発していく。そして、なぜか黒核は、さやかちゃんの方をにらみつけるのだ。

さやか：「な、なんなの……」

ＫＰ：「おまえに蹴られた傷さえなければ……」って、第一話のとき、さやかちゃんの空手キックで受けたダメージがなければ、黒核はギリギリ生きていたのに～！　くそ～っ！（笑）

さやか：ええ～っ、そうなんですか？（笑）

ＫＰ：黒核は通常の攻撃のダメージを半減する装甲を持っているから、あのときの空手キックで３ポイントのダメージを受けていたんだよね。平気そうな顔をしていたけど、実はちょこっと効いていたのだ。

辰巳：おまえ、あのときのけがが治っていないのか。入院とかしなかったのか（笑）。

佐々原：人間なら自然治癒とかするらしいですよ？（笑）

ＫＰ：黒核は人間やめてるからね。だいたい、ゾンビとかって自然に治癒したりしないだろう（笑）。

睦：まさか、第一話の攻撃が伏線になっていたとは……（笑）。

ＫＰ：さて、そんな黒核は、佐々原のナイフをつかもうとするが、触れた途端、指がスパスパと切れてしまう。そして、指のない手からはドロドロと粘りけの強い黒い血が流れ出した。ちなみに、こいつは傷をつけてもウジ虫を出すだけで、死なない限りは流血しないからね。一撃で殺せて良かったね～。

佐々原：なんてやつだ！　さやかちゃんのおかげで助かった！

さやか：「佐々原さん、その血をモノリスに！」

ＫＰ：自分が矮小な人間と同様に流血しているのを見て、黒核は敗北を悟ったようだ。「オレに死の自由は与えられていない。いまは、ここで朽ちようとも、黄色の印がある限り……何度でも、蒼白の仮面が、オレを呼び戻すことだろう。それまで、しばしおまえたちは自分の舞いを踊り続けるがいい。しかし、やがて静寂の幕が下りる日が来る。終わらぬ舞台はないのだから」

佐々原：「たとえそうだとしても、おまえなんかにボクらの人生を演出させはしない！」

ＫＰ：佐々原のその言葉を聞くと、黒核の体はバサリと崩れ落ちる。そこには黄色いコートと、大量のウジ虫で構成された、蒼白の仮面だけが残された。しかし、それも黄色いコートのみを残して、蒸発して消えていく。

睦：あれ、蒼白の仮面は残らないんですか？

ＫＰ：残らないね。また別の機会に、君たちの前に現れることもあるだろう。

睦：む～っ、不吉なことを……。

辰巳：とにかく、モノリスを血で穢せば、この儀式の邪魔はできるはずだ。このラウンドでのワシらの行動は、佐々原に合流して、念のため黒核の血を確保するという感じかな。

さやか：そうですね。みんな合流しましょう。

ＫＰ：さて、モノリスの上に立っている黄色いコートの連中も、黒核が消えたことに気づいている。そして、儀式の邪魔をさせまいと、それぞれ奇妙な武器を取り出している。鞭とかブーメランとか、アフリカの投げナイフとか、例の紫がかった緑色をしたガラス玉とか……。

佐々原＆睦：ひえええっ!?

ＫＰ：ただし、この準備をしたところで行動は終了だね。

佐々原＆睦：よ、よかったぁ～！

ＫＰ：さて、次のラウンドだが──

佐々原：ＤＥＸ18でモノリスを穢します！

ＫＰ：ふむ……黄色いコートの連中も佐々原よりはＤＥＸは早くないので、それはロールの必要もなく可能だね。

佐々原：黒核の血をべたべた塗りたくりますよ（笑）。

辰巳：知らない人が見たら、異様な光景だな。

ＫＰ：すると、それまで殺気立っていたコートの連中は、急にやる気を失ったように、すっと武器を下ろした。「またもや失敗してしまった……二度の失敗は許されない……われらは、この地を去ろう……」と、彼らはそれぞれ、君たちから見て、モノリスの裏側の方に飛び降りる。

辰巳：儀式に失敗したのだから、怒った神に食われるくらいのことをしてもらいたいものだな。

ＫＰ：そして、彼らは雪に紛れて姿を消してしまった。神出鬼没の連中のことだから、どこかに門でも用意していたのか……それとも、ビヤーキーを足代わりに使っているのか……なんなら、追いかけたっていいんだよ？

さやか：いやいや、結構ですから。

辰巳：しかし、あっさりと退散したな……これで解決したのか？

ＫＰ：モノリスが穢されると、湖面から立ち上がろうとしていた氷の触手にひびが入り始める。それまで生を得て蠢いていたものが、ただの氷に戻ったのか、自重に耐えきれずに崩れ落ちていくのだ。無数の氷のかけらが、滝のように湖面に落ちていくさまは、恐ろしくもどこか美しい光景だ……。

さやか：「ああ、なんて美しい……」

辰巳：「これで万事解決だな！」

佐々原：「さっ、帰ろうか！（笑）」

睦：「そうしましょう、そうしましょう！（笑）」

ＫＰ：ところがぁ……！

佐々原：ええ～っ、こんなにきれいに解決したのに、まだなんかあるの～!?（泣）



◆むったんのワンポイントスケッチ「探索者の作戦会議」

　どうも、好きな作戦名は電撃作戦な、むったんです。

　リプレイではすんなりと作戦を決定しているようですが、実際には、私たちはたっぷり時間をかけて話し合っています。戦力分散をさせずに全員で突撃するとか、渋沢運送のトラックをなんとか動かしてぶつけてやるとか、モノリスをドミノ倒しのように倒すといった珍作戦まで考えましたが、最終的には冷静な内容に落ち着きました。

　単純に力押しでは解決できない状況を、みんなで知恵を絞り、工夫して打開しようとするのはとても楽しいものです。そんなとき、キーパーは探索者の無茶とも思えるアイデアも、できるだけ柔軟に採用してあげるといいですよ。「あれも駄目、これも駄目」では、プレイヤーもアイデアを出すのに疲れてしまいますからね。

　でも、まさかモグラみたいに雪の中を潜って進む行動が許可されるとは……意外でしたねぇ～。









富士の向こう側から




ＫＰ：富士山から吹き下ろす寒波は一向に衰える気配はない。それどころか風は強さを増すばかりだ。これまでこの寒さにも身震い一つしてこなかったコガネだが、その風を受けると、ぶるるっと震える。それは寒さからではなく、なにかおぞましい気配を察したかのようだ。

睦：まさか……あれが来ちゃうの!?

ＫＰ：コガネは富士山の方を見上げる。すると、日も沈みかけた暗い空。巨大な富士の影から、二つの星のような光が姿を現す。それは最初、星が見えたのかと思った。光はゆらりゆらりと、揺らめきながら、こちらに近づいてくる。まるで富士の上から、こちらを見下ろしているかのようだ。ところが、奇妙なことに、その光は富士よりも低い位置に来たというのに、まだ光って見える。そうだっ、あれは星の光などではない！　なにか巨大な人を姿をしたモノが、爛(らん)々(らん)と輝かせている二つの目なのだ！

全員：ぎゃ～～～～～～～っ！（泣）

ＫＰ：さぁて、全員、心して〈正気度〉ロールをしてもらおうかぁ！

睦：だ、誰からやります？

ＫＰ：まあ、睦ちゃんのロールがクライマックスだろうね。

佐々原：ボクも正気度33になっているので大して変わらないんですけどね。

ＫＰ：ありゃ、そうだったのか。それはドキドキするねぇ。

さやか：私が狂気に陥ると、呪文を使える人がいなくなってしまうのですが……。

辰巳：じゃあ、ワシからやるのがいいのかな？

ＫＰ：辰巳先生が狂気に陥ると、〈精神分析〉をしてくれる人がいなくなるかもしれないけどね。

さやか：結局、誰が〈正気度〉ロールに失敗しても大ピンチということですよ～（泣）。

全員：………………（重い沈黙）。

辰巳：ええい、考えても仕方ない。ワシから行くぞ！

全員：頑張って～！

辰巳：ダイスに、気合いを入れて～、コロコロ……「50」だ！　成功した！

全員：よかった～！（パチパチパチ）

ＫＰ：次は黒核を倒して仕事が終わった感のある、佐々原かな？（笑）

佐々原：なにを～っ!?　ボクも成功させて、次のシリーズに参加する！　コロコロ……「19」です。成功！

ＫＰ：おおっ、やるねぇ～。

さやか：コロコロ……「32」です。私も成功！

ＫＰ：おやぁ、これは睦ちゃんだけが失敗する流れ？

睦：むむ～っ、自分の探索者とはいえ、京(みやこ)と違って、いたいけな女子高生の正気度をゼロにしてしまうのは心が痛みます。だから、なんとか成功させたいですね。

辰巳：京くんはゼロになってもよかったのか!?（笑）

佐々原：京ちゃんはいたいけじゃなくて、イタイ系だから（笑）。

ＫＰ：誰がうまいことを言えと（笑）。

睦：まあ、大丈夫です。これは全員成功の流れですよ！　コロコロ……むはっ、失敗！

ＫＰ：うーん、まあトータルとしての成功率は高かったね。では、〈正気度〉ロールに成功した人は……。

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：１Ｄ６の正気度喪失。失敗した人は１Ｄ20の正気度喪失だっ！

睦：あれっ、このイタクァさん、優しい？

さやか：いやいや、ということは、まだ次があるということじゃないですか？

ＫＰ：この段階では、イタクァの影が見えただけだから正気度の喪失も少ないのだ。

佐々原：ええ～っ、これで最後じゃないの？

辰巳：うう～～～む!!

ＫＰ：先の心配はあとにして、正気度を減らしてくれ。

辰巳：優しいといっても、成功しても１Ｄ６なんだから、このダイスも重要だよな。コロコロ……よし、２ポイント喪失で済んだ。残りは54。

さやか：コロコロ……わっ、５も減りました。残りは45で……あれっ、触手を見たときのと合わせて、不定の狂気になってしまいました！

辰巳：そ、それはまずい！

さやか：５ポイント減ったので、一時的狂気の方は、コロコロ……〈アイデア〉は失敗しています。

佐々原：ボクは１減っても不定の狂気なんだよな。コロコロ……２ポイントの喪失で、現在正気度は31。当然、不定の狂気に陥ります。

睦：私は１Ｄ20ですが……１を出せばいいのです。せめて、４以下、４以下、コロコロ……あわわわわわっ、よりによって「20」が出ちゃった！

全員：ええええ～～～～～～～～～～～～っ!!

睦：現在正気度11。当然、不定の狂気にもなって、コロコロ……〈アイデア〉も成功しているので、一時的狂気にも陥ります～（泣）。

佐々原：よりによって「20」はないよ、むったん……。

ＫＰ：さて、夢の正気度一桁が目前の睦ちゃんの前に……えーと、さやかちゃんの狂気はシナリオで決められている。君はイタクァの姿を見ても、まったく恐怖を感じない。

さやか：へっ、どういうこと？

ＫＰ：むしろ、その神(こう)々(ごう)しい姿に感激しているくらいだ。ほかの探索者たちがどうなるかは知らないが、とにかく、その黄色い印さえ持っていれば、あの神は自分を祝福してくれるだろうと妄信する。これはすなわち、恐怖のあまり現実逃避をしている症状だと思ってくれ。ちなみに、さっきの一時的狂気の内容は、黄色の印に対する執着であった。よって、さやかちゃんは正気に戻らないかぎり、絶対に黄色の印を手放すことはないだろうね。

さやか：マ～イ、プレシャ～～～ス！　いとしいしと！（黄色い印にほおずりをする仕草）

ＫＰ：周りがそんなさやかちゃんの変化に気づくかどうかは、さやかちゃんのロールプレイ次第だね。

辰巳：黄色い印にほおずりしていれば、すぐにおかしいと気づくだろう（笑）。

ＫＰ：そして、佐々原だけど、まず空恐怖症が再発する。

佐々原：「空が怖い！　なにかが空から見下ろしてる！」

ＫＰ：さらに、君はすべてを解決してくれるはずだった、モノリスを血で穢すという行為に執着することになる。強迫観念にとらわれ、それ以外のことができなくなってしまうのだ。

佐々原：「モノリスよ、もっと赤く染まれ！」って、血まみれの手でベタベタとモノリスに触っています。

ＫＰ：最後に睦ちゃんだけど、これまで押さえ込んできたポジティブシンキングが再発する。恐ろしさを忘れるために、急に強気の性格に逆転してしまうわけだ。

睦：むむ～っ、正気度が減ったら開き直って、なんだってやれる気になってきましたよ～！

ＫＰ：続けて、一時的狂気の内容はランダムで決定しよう。コロコロ……（短時間の心因反応によって、常軌を逸した行動を取るか）。えーと、睦ちゃんは滅びの予感から、最後に自分の求め続けていた美を残そうと、モノリスに黒核の血でおぞましい絵を描き始める。

睦：「これだけは……たとえ私が死んでも、これだけは残る……！」って、黒核の血を使って、黒核の絵を描いています。なんか猟奇的！

ＫＰ：さらに不定の狂気に陥るわけだけど……これもランダムで決めるか。コロコロ……なるほど、面白い結果になったな。睦ちゃんは、内心では自分の外見に劣等感を持っていたらしい。それがいま突然、感情の爆発となって噴出してしまう。

睦：「かわいさではさやかちゃんに勝てないけど……私の描く美だったら負けはしない！」

佐々原：大丈夫だよ、むったん十分かわいいよ！

睦：駄目だよ。さやかちゃんのＡＰＰ17には勝てないよ！（笑）

辰巳：生々しいことを言い始めた（笑）。

さやか：むったんが内心ではそんなことを考えていたとか……ちょっとショックです。

ＫＰ：まあ、すべては狂気のせいだから、本心とは限らないよ。これから睦ちゃんには毎ラウンド〈美術（絵画）〉のロールをしてもらう。もし、成功すると、見た人が〈正気度〉ロールするような絵が完成するので、みんな注意してね。

睦：「私にもピックマンのような絵が描けるかしら？（笑）」

辰巳：うむむ～っ、なんともひどい状況だな。佐々原は役立たずになって、睦くんは〈正気度〉ロールの元になるものを描いていて、さやかちゃんは──

さやか：「おおっ、偉大なるお方よ！」って、イタクァの方にトテトテ歩み寄っています。

辰巳：待て、待て、待て～ぃ！　これはさやかちゃんを〈精神分析〉するしかないな！

睦：良かったぁ、辰巳先生が正気で残ってくれてて……。

ＫＰ：えーと、ＤＥＸ18の佐々原はモノリスを穢していて……さやかちゃんはイタクァの方に向かって歩いているから……次は、睦ちゃんの〈美術（絵画）〉だね。

全員：失敗して～！

睦：私の〈美術（絵画）〉は43％です。コロコロ……失敗！

辰巳：不気味な絵を見せられ〈正気度〉ロールをさせられずに済んだか。では、ワシの番でさやかちゃんに〈精神分析〉をするぞ。「目を覚ませ。あれは異形の神だ！」っと、コロコロ……よし、成功している。

ＫＰ：では、さやかちゃんは一時的に正気に戻ることができた。

さやか：「やっぱり、イタクァは邪悪です！」

佐々原：だいたい、さやかちゃんのお店はるるいえ堂でしょ？

さやか：そうでした。私の信じている神様はクトゥルフ様なのです！（笑）

辰巳：もしも、狂気に陥ったままだったら、「あるでばらん堂」に改名することになったのか（笑）。

ＫＰ：『あるでばらんあんてぃーく』だと、なんか語呂が悪いなぁ。

辰巳：次は、睦くんを〈精神分析〉しないとな。また、〈正気度〉ロールをさせられては大変だ。

ＫＰ：これで次のラウンドになるね。佐々原は相変わらずなので、さやかちゃんの番だな。

さやか：これはもう《山の血を流す》の呪文を使うタイミングですよね。

辰巳：そうだな。富士山に溶岩を流してもらって、イタクァを退散させてもらおう！

ＫＰ：では、呪文のルールを説明しよう。この呪文はマジック・ポイントをたくさん消費することで成功率が高くなる。探索者たちも、その呪文に同調することでマジック・ポイントを１ポイントだけ提供することができる。ただし、正気を失っている探索者は提供できない。

佐々原：あのあのっ、ボクはモノリスを穢してイタクァを退散させたいと思い込んでいるわけだから、目的は同じということで、無意識のうちにマジック・ポイントを提供できませんか？

ＫＰ：そうだねぇ……［ＰＯＷ×５］に成功したら、君は尋常ではない集中力を発揮して、モノリスを穢しながらでもマジック・ポイントを提供できることにしようか。

佐々原：さやかちゃん、ボクのマジック・ポイントも使ってくれ！　コロコロ……ううっ、失敗。雑念がわいてしまったようです。

ＫＰ：さて、さやかちゃんはいくつマジック・ポイントを使うのかな。ゼロになったら呪文を唱え終わった途端、気絶してしまうからね。

さやか：ここで失敗はできませんから、気絶してもいいので全部使うでしょう！

睦：でも、それだと呪文を唱えたあとに、この場から逃げるとかそういう展開の時に困るんだよね～。

ＫＰ：ボクの先輩の教えは「退散の呪文は失敗したらそれでおしまいなんだから、あとのことは考えずにすべてのマジック・ポイントを使え」というものであったが……。

睦：それで、その先輩の探索者は身動きできなくなったせいで死んでしまったんですよね～。

辰巳：そんなこともあったね～（笑）。

佐々原：《山の血を流す》の逆呪文も使わないといけないんだから、マジック・ポイントは残しておいた方がいいんじゃないの？

辰巳：逆呪文のことを考えて、半分だけマジック・ポイントを使うなんて選択肢はないだろう。

さやか：う～～～ん、決めました。やっぱり、気絶するのはまずいので、１ポイントだけ残しておきます。私のマジック・ポイント13に、黄色の印の分で＋１、フィブラの分で＋１、辰巳先生の分で＋１、合計は16ポイント。

ＫＰ：それでファイナルアンサー？

さやか：ファイナルアンサーです！
















ＫＰ：了解した。ここからは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のルール通りに処理していこう。《山の血を流す》は火山の力を使って、イタクァを退散する呪文だ。そして、イタクァのＰＯＷは……35だ！




　退散呪文は、まず対象となる神格のＰＯＷ５に対して、マジック・ポイント１ポイントずつを割り当てることで、初めて呪文の成功率５％を得る。すなわち、さやかちゃんはイタクァのＰＯＷ35に対して、35÷５＝７ポイントのマジック・ポイントを使用することで、成功率を５％獲得することになる。

　そして、ここからが重要で、残ったマジック・ポイントは、１ポイントにつき成功率５％に換算される。

　今回、使用されたマジック・ポイントは16。そこから７を引くと、残りは９ポイント。よって、５×９＝45％の成功率を、最初の成功率５％にプラスできるというわけだ。




ＫＰ：──計算の結果、成功率はフィフティ・フィフティ。ぴったり50％だね！

睦：これは面白い数字になりましたねぇ～！（笑）

辰巳：失敗したらどうなるんだろう……？

ＫＰ：それはこのシナリオの最後の方に書かれてある、「探索者が失敗した場合」の項目に移るだけだ。その戦慄の内容に、きっと探索者たちは絶望するだろう（笑）。

さやか：大丈夫です。必ず成功させます。だから、みなさん万歳の準備をしていてください。

佐々原：ボクは、さやかちゃんを信じているから、ロールした瞬間に万歳しちゃうよ。失敗するはずないからね！

全員：そうだ、その通り（さやかちゃん以外、みんな立ち上がって万歳の姿勢を取る）。

さやか：ではっ……行きます！

全員：ゴクリ…………。

さやか：コロコロ……！

睦以外全員：（ダイスが転がっている最中に）ばんざ～い！　ばんざ～い！

さやか：……成功です！　やったぁ～！　ばんざ～い！

全員：いやったぁ～っ！　ばんざ～い！　ばんざ～い！（笑）

睦：ごめん、さやかちゃん。私、ダイス目を見てから万歳してた。そこまで信用できてなかった（笑）。

さやか：いいんです、いいんです。成功すれば、なんだっていいんです。ばんざ～い！

全員：ばんざ～い！　ばんざ～い！（笑）

ＫＰ：くはぁ～、成功させたかぁ～！

さやか：なにを残念そうな顔をしているんですか！

ＫＰ：いや、せっかく時間をかけて考えた「探索者が失敗した場合」の展開が無駄になってしまったかと思うとね……力が抜けてしまった。仕方ない、また別のシナリオで使おう。

辰巳：そんなもの一生使うなっ！（笑）

ＫＰ：さて……さやかちゃんが呪文を唱えると、富士山の頂上から精進湖に向かっていたイタクァの足元に、赤黒く光る大地のひび割れが生じた。そこからドロドロと流れ出すものは……山の血、大地の血、赤熱する溶岩だ。

佐々原：「あははははっ、ようやくモノリスを穢した効果が現れたなぁ～！（笑）」

さやか：こ、この人は……。

ＫＰ：真っ赤に輝く溶岩は、富士の山肌から流れ落ち、樹木を燃やし、イタクァの周りが炎に包まれる。すると、イタクァは歩みをやめて、ふわりとまるで煙のように浮かび上がった。そして、その巨大な人影も、禍(まが)々(まが)しく輝いていた二つの目も、富士山の噴煙の中に隠れてしまう。

睦：「これで退散してくれたの……？」

ＫＰ：…………しかし、イタクァの姿が消えた途端、君たちの背後から冷たい風が吹き抜ける。

辰巳：まさかコガネさんが!?

ＫＰ：その通り。コガネを取り囲むように氷の結晶が渦を巻いている。それは寝台特急「カシオペア」で見た、ビヤーキーのまとっていた《氷の外套》にも似ている。コガネの方は、せっかくイタクァが去ったというのに、いまになって何が起きているのかわからずに、おびえた表情をしている。

さやか：ええっ、イタクァがコガネさんも連れ去ろうとしているの!?







コガネに授けられたもの




ＫＰ：コガネに会話などのアクションをしたい場合は、氷の渦に入らねばならない。おそらく、耐久力にそれなりのダメージが入るだろうことは、誰の目にも明らかだ。それを覚悟して突っ込むことは可能だけどね。

辰巳：うう～む、助けに入りたいが……耐久力には自信がない……。

ＫＰ：ここで佐々原は、イタクァが退散したので、モノリスを穢す強迫観念から解放されていいよ。

佐々原：「あははははっ、このモノリスに流させた血が、富士山の血となったのだぁ！」

ＫＰ：なるほど、模倣呪術というわけか。狂気に陥っているくせに理にかなったことを言うな。おっと、そうだ。睦ちゃんはもう一度〈美術（絵画）〉をしてもらおうか。

睦：「イタクァの記憶が薄れる前に、あの美も写し止めておかないと！」って、コロコロ……また失敗です。

全員：よかった……。

ＫＰ：じゃあ、ここからは各自行動宣言をしてちょうだい。

辰巳：ワシの現在の耐久力は９だから、氷のダメージが１Ｄ６以上だと気絶してしまう可能性が高いんだよな。

ＫＰ：気絶してしまったら、その場から動けなくなって、毎ラウンド、氷の渦のダメージを受け続けるだろうね。

さやか：辰巳先生、私が行ってきます。コガネさんのことは任せてください！

佐々原：ボクも行きますよ。耐久力には自信がありますから。

辰巳：その若い肉体がうらやましい……いや、『るるいえばーすでい』以前のワシには、もっと耐久力があったはずなのだが。この萎縮した腕の傷さえなければ……！

ＫＰ：氷の結晶に突入するチームはあとでやるとして、辰巳先生の方の行動を処理しちゃおうか。

辰巳：仕方ない。ここは睦ちゃんに〈精神分析〉をするとしよう。「やめたまえ。そんなものは君が求めている美ではない」と、コロコロ……成功した。

睦：「はっ、なんで私は、さやかちゃんに嫉妬なんか……！」

ＫＰ：睦ちゃんが不気味な絵を描くのをやめたところで、氷の渦に突っ込んだ人たちは……鋭い氷片に体を切り裂かれるため、耐久力を１Ｄ６ポイント減らすこと。もちろん、これにも黄色の印の加護は有効だ。

さやか：コロコロ……「２」が出たので、黄色の印の加護のおかげでダメージは受けません！

佐々原：いいなぁ、さやかちゃん。コロコロ……うげっ、５ポイントのダメージ！　残り耐久力は12です。

辰巳：うーむ、やはり１Ｄ６だったのか。これはうかつには近づけん……。

ＫＰ：渦の中にいたコガネは、君たちが傷を負いながらも突入してきたことに驚きの声を上げる。「来てはいけません。また、みなさんを傷つけることになってしまいます！」と、彼女は自分のせいで死んだ月森のことを思い出しているらしい。

さやか：「そんなことは覚悟の上で、ここまで来ているんです。早くこっちに！」と、手を伸ばしますよ。

ＫＰ：そのとき、コガネの体がふわりと浮かび上がる。まるで見えない手につかみあげられているかのようだ。同時に、さやかちゃんが大切に持っていた、黄色の印も懐の中で浮かび上がっていく。さらに、渦の外では、まだ黒核の血で穢されていないモノリスも浮かび上がっていくのだった。

さやか：（即答で）必死に黄色の印を押さえつけます！　マイ・プレシャ～ス！

ＫＰ：コガネもさやかちゃんが黄色の印の加護によって、氷片から守られていることに気づいたので警告をする。「絶対にその印を手放さないで！　加護を失えば、この渦に体を切り裂かれてしまう！」

佐々原：ボクは生身で耐えているわけですが……。

ＫＰ：それは本気で偉いと思うよ。生身で突っ込んでくる探索者がいるとは想定していなかった。コガネもキーパーも、佐々原の覚悟と頑丈さにはびっくりだ（笑）。

佐々原：耐えられるのも、あと２ラウンドですが……それまでになんとかけりをつける！

ＫＰ：中に入った人は慎重に行動宣言をしてくれ。

さやか：コガネさんにイタクァの手から逃れられるように、意志を強く持ってと呼び掛けます。「さあ、一緒に帰りましょう！　みんな待ってます！」

ＫＰ／コガネ：「それは無理なんです。私の両親がした、口にするのもおぞましいこと……それは、幼い私をイタクァに捧げて、ウェンディゴにすること。それこそが、神楽の舞手の正体なのです」

佐々原：ウェンディゴ？

ＫＰ：渦の中でその話を聞いた探索者は〈クトゥルフ神話〉をロールしてもいいよ。

佐々原：コロコロ……失敗。

さやか：コロコロ……あっ、成功した。「ウェンディゴですって。まさか、そんな恐ろしいことを……！」と、なぜか知っている女子高生探偵（笑）。

辰巳：アーミテッジ教授を超えて、もはやタイタス・クロウみたいになってきたな（笑）。

ＫＰ：ウェンディゴというのはイタクァによって変身させられたモノのことだ（後述のワンポイントスケッチを説明する）。

佐々原：ボクは見えない手がコガネさんをさらおうとするのならば、その手を石片ナイフで切りつけます！

ＫＰ：イタクァにけんかを売ると？

佐々原：退散する途中なんでしょ？　だったら、コガネさんを手放して、とっとと北極でも南極でも帰ってしまえ！

ＫＰ：え～～～と（それは想定外の行動だったな。しかし、理にはかなっているし、なにより成功したら格好良さそうだ）、了解した。ただし、コガネの頭上にあると思われる見えない手を切りつけるには〈跳躍〉と〈ファイティング・ナイフ〉のロールに同時に成功しなくては駄目だよ。

佐々原：〈跳躍〉は31％、〈ファイティング・ナイフ〉は47％だから、成功率は31％ですね……キーパー、ボクはＳＩＺ17もあって、コガネさんよりだいぶ背が高いですから〈跳躍〉にボーナスがつきませんか？

ＫＰ：そうだねぇ、だったら〈跳躍〉は２倍にしてロールしていいよ。

佐々原：〈跳躍〉を２倍にしていいのなら、〈ファイティング・ナイフ〉の47％の方が低いですね。

ＫＰ：では、ロールをどうぞ。

佐々原：みなさん、万歳の準備をよろしくお願いします。

全員：（起立して万歳の準備）ばん──

佐々原：コロコロ……うわっ、失敗した！

全員：あららららっ。

ＫＰ：佐々原は飛び上がってコガネの頭上を切りつけようとしたが、突風に吹かれて、あらぬ方向に飛ばされてしまった。そうしている間にも、コガネは浮かび上がっていく。

さやか：うーん、どうしましょう。やっぱり、コガネさんに抵抗してもらわないと駄目なんじゃないでしょうか。なんだか、コガネさんがあきらめている感じなのがよくありません。

辰巳：それはその通りだな。

さやか：「コガネさん、たとえあなたがウェンディゴであっても、人間として生きていけばいいじゃないですか！」

佐々原：そうだ、さやかちゃんみたいに、黄色い印の加護をずうずうしく利用すればいいんだ（笑）。

ＫＰ：それは宇宙的恐怖に立ち向かう立場である、探索者としていかがなものかと。

さやか：だからって、コガネさんがイタクァの思い通りになることはありませんよ。

ＫＰ：ここでコガネは、さやかちゃんを少し非難するような目で見る。「イタクァの手から逃れろというけど、あなたも黄色の印の加護を受けているからこそ無事でいられるのでしょう。この大いなる力からは、簡単に逃れることなんてできはしないのよ」

さやか：「そ、そんなことは……」

ＫＰ：ここで次の行動宣言をしてもらおう。氷の渦の中に居続けるのであれば、さらに耐久力が１Ｄ６減るので注意するように。

辰巳：こうなったら、外で傍観はしていられん。ワシも渦の中に入るぞ！

さやか＆佐々原：渦の中に残ります！

ＫＰ：了解した。それぞれダメージを決定してくれ。

さやか：コロコロ……わっ、「６」が出た。黄色の印の加護で３ポイント減らしても、３ポイントのダメージです。残りの耐久力は８になりました。

佐々原：コロコロ……ボクは１ポイントで済んだ。残りの耐久力は11です。

辰巳：５以上だと気絶する可能性があるのか。コロコロ……４ポイントのダメージか。残りの耐久力は６になったが、なんとか気絶はしないで済んだようだ。しかし、このラウンドでけりをつけないと体が持たんぞ……。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ウェンディゴ」

　どうも、好きなゲームブックは「モンスター誕生」な、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のルールブックでは解説されていませんが、『クトゥルフモンスターガイド』（ホビージャパン刊）や『ウェンディゴへの挑戦』（ホビージャパン刊）では、イタクァは人間やほかの生物をウェンディゴという自分とよく似た姿の怪物に変身させることがあるとあります。

　一方、『マレウス・モンストロルム』のデータでは、イタクァとウェンディゴの名前は並べて書かれていて、二つが同じものであるようにも読みとれます。『エンサイクロペディア・クトゥルフ』では、さらに別の説も書かれていて、いったいどれが本当のことなのか……それは誰にもわかりません。

　でも、そういう正解のないところって、クトゥルフ神話らしいですよね。

　そして、今回のシナリオでは『クトゥルフモンスターガイド』の解説が採用されているみたいです。これまでのコガネさんの能力は、イタクァの加護というより、彼女自身がウェンディゴだったからなのでしょう。






　ここで探索者たちはどうすればコガネを救えるのかで悩むことになる。

　佐々原のイタクァの見えない手を切りつけるアイデアは良かったが、再度、ロールに挑戦するというのは認めなかった。同じことの繰り返しで解決するというのもイマイチな気がしたからだ。

　こういうとき、キーパーは、プレイヤーたちが悩むことを楽しんでいるのか、煮詰まって困っているのかを見極めなければならない。「これは困っているな」と感じたら、さりげなくシナリオで設定されている解決方法に誘導してあげるのもキーパーの仕事だ。こういうときのためにも、キーパーは事件の解決方法を必ず一つは設定しておくべきだね。

　かといって、それが唯一の解決方法であると、キーパーがこだわらないことも重要だ。だから、ボクもあのとき佐々原の石片ナイフのロールが成功していれば、この状況を打開できるとしたんだ。




辰巳：……もしかすると、ここはさやかちゃんが黄色の印を手放すことで、宇宙的恐怖と決別する勇気を示すシーンなのではないだろうか？

睦：そう言えば、コガネさんは、さやかちゃんが持っている黄色の印を持って生まれたんですよね。それをイタクァに返してしまえば、コガネさんのことは放っておいてくれるのかも。

さやか：なるほど……コガネさんの「黄色の印の加護を受けているからこそ無事でいられるのでしょう」という言葉に対して、「そんなものは必要ない！」って、返すというわけですね。

ＫＰ：だが、そんなことをすれば、さやかちゃんは黄色の印の加護を失い、氷片のダメージをじかに受けることになる。それに黄色の印のおかげで上昇していたＰＯＷが１ポイント低下するので、マジック・ポイントも１ポイント減ってしまい気絶してしまうだろう。あと、一時的に正気に戻っているとはいえ、いまのさやかちゃんは黄色の印に執着しているのもお忘れなく。

辰巳：だったら、ワシがさやかちゃんを説得しよう。「さやかちゃん、黄色の印を手放せっ！　それこそが、イタクァを引きつけている元凶なのだ！」

さやか：「けれど……これを手放しちゃうと……」

辰巳：「もしも、君が倒れても、ワシらが支えてやる。いままでもそうだったし、これからもそうだ！」

さやか：その辰巳先生の言葉にジーンと感動して、「そうでした。こんなモノ、私には必要ない。私にはみんながいてくれる！」って、イタクァの方にポ～イっと投げ返していいですか？

ＫＰ：ポ～イって、軽い投げ方だなぁ。まあ、辰巳先生の言葉がさやかちゃんの心に届いたと思うのなら、さっき〈精神分析〉にも成功しているわけだし、自由意志で行動していいよ。

さやか：じゃあ、投げました！

ＫＰ：黄色い印を失った途端、さやかちゃんの意識は遠のき、無防備となった体は氷片によって切り刻まれる。そして、コガネは「なんでそんなことを……」と、君の行動を信じられないといった表情で見ている。

さやか：「みんなを信じているからです！」と、気を失う前に叫びます。

ＫＰ：さやかちゃんがそう叫ぶと同時に、放り投げられた黄色の印は風に舞いながら、天高く登っていく。そして、黄色い印に引きつけられるように、コガネの背後から影が浮かび上がる。それは、さやかちゃんが資料館で見た、例のイタクァにも似た影だ……。

佐々原：あれがコガネさんの中にあった、ウェンディゴ成分みたいなものなのでしょうか？

さやか：「あなたの加護なんかいりません。イタクァと一緒に、どっかいっちゃえっ！」

ＫＰ：……その影はもはやコガネに執着することもなく、黄色の印を追いかけるように空へと昇っていく。やがて氷の渦も力を失い、気づくと吹雪もピタリとやんで、空には満天の星空が見えるのだった。







みんな一緒にいるよ




佐々原：「これで終わったのか……？」

ＫＰ：あたりからは冷気も禍々しい気配も去っている。しかし、さやかちゃんは、氷片に切り刻まれて満身創痍。しかも、マジック・ポイントがゼロとなって、その場に倒れてしまうのだが──

さやか：「もう駄目～」

辰巳：そこはワシらで、さやかちゃんが倒れないように支えてやろう。

さやか：「みんな、ありがとう……（バタリ）」
















ＫＰ：イタクァの手から解放され、地上に降りてきたコガネも、そんなみんなの輪に入って、一緒にさやかちゃんを支えようとする。「これがさやかさんの言っていたことなんですね……」

辰巳：「その通りだ。どんなときも、ワシらが一緒にいる」

ＫＰ：そんな辰巳先生の言葉にコガネは涙を浮かべながらほほ笑むのだが……なぜか、だんだん表情が曇ってくる。

辰巳：ええっ!?

ＫＰ：コガネの顔色は青く、ガタガタと震えている。「……なんだか、体がおかしいです。肌が変な感じに痛くて、自然と震えてしまうのです」

佐々原：……ど、どういうこと？

辰巳：「もしかして、それは寒いということではないのか。イタクァの加護が失われて、コガネさんも寒さを感じるようになったのでは？」

ＫＰ：どうやら、その通りのようだ。彼女はそう指摘されると、「ああっ、これが寒いっていうことなんですね！　あははっ、これが寒いってこと！　じゃあ、これが冷たいってことなんだ。あはははっ、寒いっ、冷たいっ！」と、まるで子供のように無邪気な顔で雪を触っている。

佐々原：これでコガネさんも普通の人に戻れたんですね。

ＫＰ：その通りだ。かくして、探索者たちは黒核の宇宙的計画を阻止し、イタクァに捧げられたコガネを解放することにも成功したのだった。おめでとう、よく頑張りました！

全員：わ～～～～～～～～い!!（パチパチ）

睦：い、生き残れた……正気度は11になってしまいましたけど……。

ＫＰ：ちなみに、いまだ富士山の山腹では、噴煙が立ち上っているが──

佐々原：そうだ、逆呪文を唱えて、山を鎮めるのを忘れてた！

さやか：もう、私のマジック・ポイントはゼロですよ～。

ＫＰ：まあ、人家もないところだから被害は少ないだろう。ハスターが完全に降臨することを防いだのだから、そのくらいは富士山も許してくれるだろう。

さやか：あとは自衛隊の人たちにお任せします……バタンキュウ～。

ＫＰ：さて、プレイ時間も長くなってしまったので、キャンペーンの後日談は打ち上げをしながらするとして、お楽しみの正気度獲得だけど……。

全員：ワクワク。

ＫＰ：黒核の計画を阻止した探索者は２Ｄ10の正気度を獲得する。さらに、黒核をナイフで滅ぼしたので１Ｄ６のボーナス。さらに、さらに、コガネがウェンディゴにならなかったので１Ｄ６のボーナスだ。

睦：むは～っ、今回のキーパーは正気度回復が大盤振る舞いですね！

ＫＰ：まあ、キャンペーンを乗り切ったからね。このくらいのご褒美はあげないと。

佐々原：それより、コガネさんがウェンディゴになってしまう可能性があったことにビビりますよ。

辰巳：よかった……助けることができて、本当によかった……。




　さて、辰巳先生以外はキャンペーン開始時から大幅に正気度を減らしていた。キャンペーン終了のご祝儀ともいえる、肝心な正気度回復の結果はどうなったかというと──




　さやか：シナリオ終了時45ポイント＋獲得24ポイント＝合計69ポイント（開始時から+8ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時54ポイント＋獲得18ポイント＝合計72ポイント（開始時から＋13ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時31ポイント＋獲得20ポイント＝合計51ポイント（開始時から+9ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時11ポイント＋獲得18ポイント＝合計29ポイント（開始時から-7ポイント）




辰巳：よしっ、今回のシナリオもあまり減っていなかったから、大幅黒字だ！

さやか：私もダイス目が良かったのでだいぶ回復したけど……辰巳先生よりも少なくなってしまうとは。

ＫＰ：それは辰巳先生の正気度が高くなったと解釈するべきだろう。一時は引退をうわさされていた辰巳先生が、ここまで回復するとはねぇ。

辰巳：今回のキャンペーンは、珍しく〈正気度〉ロールのダイス目に恵まれていたからな。これはうれしいねぇ。

佐々原：ボクもなんとか50台には戻せました。これで次のシーズンも参加できます！

睦：私は30台にも戻せなかったけど、これだけ回復すればいい方かな。みんな、ダイス目は良かったですね。

さやか：ここでピンゾロとか出していたら、ひどいことになってましたよ（笑）。

ＫＰ：なにはともあれ、よくぞイタクァの退散に成功したね。おおよそ考えられるかぎり、一番のハッピーエンドに終わることができて、キーパーも驚いている。みなさん、よくぞ頑張りました！（パチパチ）

睦：さやかちゃんが成功率50％の呪文を成功させてくれたおかげだねぇ～。

ＫＰ：では、あとは打ち上げの席で話すとしよう。これにて、キャンペーンシナリオ『るるいえとらべらーず』はおしまいだ。みなさん、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～！










第三話終了・みんなとの反省会




　シーズン終了後の打ち上げは、日本酒を持ち込める居酒屋で、あんこう鍋をつつきながら開催された。

　満足のいくハッピーエンドと、正気度の大幅回復のおかげで、プレイヤーたちは満面の笑顔を浮かべている。

　最終話のシナリオを作成していたとき、「バッドエンドで終わるのもいいなぁ」なんて思っていたけど、こうしてみんなの笑顔を見ていると、ハッピーエンドで終わって良かったとしみじみ思った。

　やっぱりみんな笑顔なのが一番だと、いまさらながら、とても基本的なことに気づかされたよ。




ＫＰ：みなさん、『るるいえとらべらーず』の無事生還、おめでとう。かんぱ～い！

全員：かんぱ～い！

ＫＰ：いやぁ、《山の血を流す》の呪文が成功するかどうか、今回はキーパーもヒヤヒヤさせられたよ。

さやか：もしも、あの呪文が失敗していたらどうなっていたんです？

ＫＰ：富士山から下りてきたイタクァから逃れるために、コガネがウェンディゴとして覚醒して、君たちを風に乗せ、一緒に逃避行することになる。

辰巳(たつ　み)：なんと……！

ＫＰ：それは地球から外に出て、外宇宙や幻夢境(ドリームランド)にまで及ぶ壮大な逃走劇だ。当然、君たちはイタクァに追われる恐怖と、宇宙規模の「とらべらーず」になったことで正気度１Ｄ10／１Ｄ100を失うことになるわけだね。

睦(むつみ)：その展開だったら、私はたぶん正気度ゼロになっていましたね。

ＫＰ：ボクの計算では、このイベントに遭遇したら、探索者の半分が正気度ゼロになるだろうと思っていた。

さやか：そんな終わり方をしていたら、もう打ち上げどころじゃないですよ。お通夜です、お通夜！

辰巳：さやかちゃんが呪文を成功させてくれて、本当に良かった……。

睦：やっぱり「みんなで万歳」が効いたのかなぁ？（笑）

さやか：でも、逆呪文で富士山を鎮められなかったのは、ずっと富士安寧を祈っていた黒峰さんに悪いことをしてしまいましたね。

ＫＰ：逆呪文は、探索者が何人も《山の血を流す》を習得して、マジック・ポイントに余裕があったときのおまけみたいなものだから、そこは気にする必要はないよ。

佐々原(さ　さ　はら)：あのあと、富士山はどうなってしまったのでしょうか？

ＫＰ：山腹の噴火口からの小さな噴火にとどまって、やがては沈静化するだろう。もっとも、新聞やテレビはしばらく富士山噴火の話題一色だろうけどね。

佐々原：ボクらのゲーム世界では、富士山が噴火しているというパラレルワールドになるわけですね。

ＫＰ：ほかにも、横浜の「氷川丸」が沈没していたり、グアムで火山活動があって温泉が湧いたりと、だいぶボクらの歴史からずれつつあるよな。

佐々原：もしも、富士山を鎮めたら正気度のボーナスがあったんですか？

ＫＰ：うん、正気度が１Ｄ６回復していたよ。

佐々原：ううっ、惜しかったなぁ～。

睦：でも、今回の正気度回復は大盤振る舞いでしたね。

ＫＰ：さっきも言ったように、呪文に失敗したときは盛大に正気度が減る展開になっていたからね。それも計算しての正気度回復だった。もしも、呪文に失敗していたら、みんな大赤字になっていただろう。

辰巳：本当に成功して良かったなぁ……。




ＫＰ：おっと、富士山のことより、コガネの後日談について語らねば。

さやか：コガネさんは、これからどうしたいと言っているんですか？

ＫＰ：彼女は蘭(らん)弗(どる)叔父さんを捜して会いに行こうと思っているようだね。たとえ、初代蘭弗とは違っていても、なんとなく会ってみたいのだそうだ。

さやか：もしかして、コガネさんと初代蘭弗叔父さんの間にはラヴロマンス的なものがあったとか？

ＫＰ：まあ、それがあっても不思議ではないだろう。もっとも、コガネは過去に執着しているというわけではないようだけどね。

辰巳：うーむ、蘭弗くんを追いかけると、きっと忌まわしい古代遺跡とかに行くはめになるから、やめてもらいたいのだが……。

さやか：そうですよ。まだこの時代に慣れていないんですし、しばらく、るるいえ堂でお店番でもしてもらえませんか？

ＫＰ：みんながそう勧めるのならば、コガネも嫌だとは言わないよ。るるいえ堂にいれば、いずれ蘭弗も帰ってくるだろうしね。

さやか：最近、私は探索に忙しくて、なかなかお店番ができないものですから（笑）。

ＫＰ：じゃあ、るるいえ堂の新しい看板娘として、しばらくコガネは住み込みで働くという感じかな。

佐々原：蘭弗叔父さんが帰ってきたらびっくりするだろうなぁ（笑）。




ＫＰ：では、今回のキャンペーンで印象に残ったシーンなんかを教えてくれるかな？

全員：う～ん。

ＫＰ：ちなみに、ボクは月森が死んだときに、佐々原の心が折れる音が聞こえたのが楽しかったな。あのあと、月森が生きているような幻聴を聞かせたのは、会心のアドリブであった。

さやか：キーパー、心が黒いですよっ！

睦：いつもはさえているタマ兄が、完全に動揺しているところが面白かったですねぇ。




ＫＰ：で、さやかちゃんはどのシーンかな？

さやか：えーと、私は、一番最初のコガネさんが箱から出てくるところを閉めたときですかね。

ＫＰ：また、どうでもいいようなシーンを……（笑）。

辰巳：しかし、あの長持を開けなかったら、付(つき)守(もり)の神楽は舞われることなく、このキャンペーンは始まらなかったのだな。

ＫＰ：数十年後、再び、イタクァが日本にやってくる日まで延期されていたのかもね。

佐々原：そのときは、るるいえ堂の常連の別の探索者が解決してくれることでしょう。

さやか：でも、一番最後、コガネさんの助かり方も好きな展開でした。黄色の印なんか捨てて、みんなと一緒に生きていくことを伝えられたのは良かったです。

ＫＰ：さやかちゃんが黄色の印に執着する狂気になったときにはどうなることやらと思ったが……辰巳先生が〈精神分析〉をしてくれてよかった。

さやか：マ～イ、プレシャ～～ス！（笑）




睦：私は地味なシーンなんですが……月森さんが死んだあと、青函トンネルを抜けて、誰もいない寒そうなホームに佐(さ)比(ひ)売(め)党(とう)の男が二人だけ立っているところが映画的で良かったです。

辰巳：意外なシーンが印象に残っているんだな。

睦：なんかきれいな光景だなって。

ＫＰ：うーん、それはキーパーとしては意図していなかったなぁ。

睦：だから、あの二人はもっと格好いいこと言ってくれると思っていたのですが……意外と雑魚だったので残念でした。

ＫＰ：まあ、あいつらは死ぬために現れたようなものだからね。名前すら決めてなかった（笑）。

さやか：でも、資料館でモノリスに押しつぶされたイベントには驚きましたよ。

辰巳：うむ……まさか、あのような死に方をするとは思わなかったな。やはり、あれは黒核の血でモノリスが穢れていたのか？

ＫＰ：そうだね。50年前、入滑村で黒核が米作に殺されたとき、頭を打ち付けられた石が、あの落下してきたモノリスだったんだ。だから、倶(くっ)多(た)楽(ら)湖(こ)での儀式は失敗してしまったわけだね。




佐々原：ボクはやっぱり、月森ちゃんを助けられなかったのが印象的……というか、悔しかったですね。

睦：いつものタマ兄だったら、成功させているシーンだったよね。成功率は85％もあったのに。

ＫＰ：さらに、さやかちゃんの空手キックまで失敗するとはね。きっと、月森は死ぬ運命にあったのだろう。

佐々原：そんなことあるか～！（泣）

ＫＰ：そこまで想(おも)われれば、月森も本望だよ。

睦：月森さんは、やけにキーパーも頑張って萌(も)えキャラにしていましたからね。あれで裏のないキャラだったらどうしようかと思いました。

佐々原：いいじゃないか、裏なんかなくて！　かわいい子には裏なんかいらないよ！

ＫＰ：コガネと対になるような感じで、もう一人、みんながいじりたくなるようなＮＰＣを出したかった。

さやか：ドジッ子ＮＰＣなんて珍しいですからね。

ＫＰ：だけど、睦ちゃんの言う通り、裏がないＮＰＣではつまらないので佐比売党の一員であることにしたんだ。キーパーが思っていた以上に、月森がうまく動いてくれたおかげで、逆に第二話まではコガネの影が薄くなってしまったよ。

さやか：コガネさんは口数が少ないから仕方ないですよ。月森さんとは正反対で、なんかいじりにくいですし。

ＫＰ：その代わり、最終話はコガネをプッシュしたつもりだ。佐々原が石片ナイフをすり替えたり、さやかちゃんが熱く説得したりと、みんなも積極的にからんでくれて助かったよ。

佐々原：あのナイフをすり替えた作戦は大当たりで気持ちよかったですねぇ～（笑）。

睦：もしも、コガネさんがイタクァにさらわれそうになったとき、タマ兄がナイフのロールに成功していたらどうなっていたんですか？

ＫＰ：シナリオの想定とは異なる展開だったけど、あのままコガネが助かったことにするつもりだったよ。

さやか：それだと、黄色の印はどうなるんです？

ＫＰ：さやかちゃんの手元に残ったままになるのかな。

辰巳：おおっ、あんな強力なアーティファクトが!?

佐々原：さやかちゃん、失敗して、ごめん！

ＫＰ：でも、あれはフィブラよりもずっと危険なものだから、今後、さやかちゃんはろくでもない目に遭うことになると思うよ。少なくとも、あんなものに心を奪われている探索者は、シナリオをクリアしても正気度は回復しないだろうね。

さやか：それじゃあいりません。精(しょう)進(じ)湖(こ)に捨てます！

ＫＰ：それでいいのさ。宇宙的恐怖は、人間の手には余るものだからね。

佐々原：といっても、ボクはフィブラを手放しませんけどね（笑）。




ＫＰ：あと、なにか言っておきたいこととかあるかな？

睦：そういえば、結局、付守の神楽と月森さんって、なにか関係あったんですか？

ＫＰ：ああ、あれはさほど深い意味はないんだけど、探索者と関係あるような名前にしたかったんだ。ただ、あまり露骨に「るるいえの神楽」とかにしてしまうと、最終話の「探索者の行動は神楽で予言されていた！」というネタが事前にバレてしまいそうだから、月森の名前とかぶせてみただけだ。まあ、今回の冒険のキーキャラクターではあるから、彼女の名前が神楽の題目になってもおかしくはないんじゃないかな？

佐々原：コガネさんの方がキーキャラクターのような気がしますが……。

ＫＰ：コガネは、序盤、影が薄かったからなぁ。

さやか：私は、もっと日本中を「とらべる」したかったですね。

ＫＰ：うーん、ボクも当初は東京から北海道に行って、九州を経由して、最後は富士山にたどり着くというような壮大な展開も考えていたんだけど……。

辰巳：九州って、どっから出てきた!?

ＫＰ：九州もたっぷり取材旅行してきたからね。でも、ボリューム的に、それだけの舞台を三話のシナリオに収めることはとてもできなかったからあきらめた。

辰巳：せっかく北海道まで行ったのに、あまり観光はできなかったくらいだしな。

さやか：私は札幌でカニを食べましたが。

佐々原：ボクは登(のぼり)別(べつ)温泉を満喫しましたよ（笑）。

辰巳：ぐぬぬっ……。

ＫＰ：東京から北海道。そしてまた東京に戻って、最後の舞台は富士山なんだから、それなりにシナリオの舞台は移動していると思うけど。

睦：むーっ、東京から富士山はすぐ近くなので、あまり旅行した気分になれませんでしたね。

佐々原：「カシオペア」での移動は雰囲気良かったですけど、起きたホント事件は最悪でした。

ＫＰ：うーん、「とらべらーず」だからってあまり無理に移動をさせず、北海道だったら、北海道だけで腰を据えて探索をさせた方が旅行気分を出せたかもなぁ。今度、機会があったら九州を舞台にしたショートキャンペーンシナリオでも考えてみるか……。

睦：私ももう一度くらいなら、キャンペーンでも生き残れそうですからね。

佐々原：そんなこと言わずに、むったんは正気のまま、平和に引退してほしいなぁ～。

さやか：けど、むったんがいなくなるのは寂しいです。

辰巳：探索者の引き際というのは、なかなか難しいものだよ。以前は、ワシも引退間際かと思っていたが、いまはなんとか正気度の方は復活したからな。

睦：まさか、辰巳先生の正気度がさやかちゃんよりも高くなる日が来るとは……すごいです。

ＫＰ：まあ、探索者の引退よりも、このリプレイに次のシーズンがあるのかどうかの方が問題だけどね。でも、もしもまた機会があったら、みんなよろしく頼むよ。では、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～！





























おわりに




　どうも、好きな市販シナリオは『クトゥルフ・ナウ』（ホビージャパン刊）掲載の「異次元の殺人者」の、内山靖二郎です。




　おかげさまで、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』リプレイのるるいえシリーズも五冊目となりました。

　ボクはリプレイに対して、「ゲームの楽しみ方を紹介する」という意味づけを重要視しています。

　特に『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は海外のＴＲＰＧなので、デザイナーからの生の声があまり日本のユーザーまでは届いてきません。

　そのせいか、いろいろなプレイスタイルが生まれ、その多様さがまた『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の魅力ともなっています。もちろんそれはとても素晴らしいことなのですが、時には互いのプレイスタイルの相違によってトラブルを引き起こすこともあるでしょう。

　もちろん、るるいえシリーズのプレイスタイルだって、ほかのプレイグループから見たら奇異なものに映るかもしれません。それに、ボクもこれが『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を楽しむための唯一無二の正解であるなんて言い張るつもりは毛頭ありません。

　ですが、せめてこのリプレイがみなさんのプレイスタイルを紹介するときの指針となればと思っていました。例えば「あのリプレイに比べたら、もっと真面目でホラー重視なスタイルです」とか「あのリプレイよりも、派手で戦闘シーンも多めだよ」といったように説明できれば、初対面でもプレイスタイルの相互理解が少しは深められるのではないでしょうか？

　そして、みなさんの応援のおかげで、今度はリプレイを通じてではなく、「ゲームの楽しみ方の紹介」だけをまとめた『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』という本まで出させてもらえました。このゲームの一ファンとして光栄極まりないことです。

　ボクからの提案が、少しでもみなさんの楽しいゲームの手助けとなってくれれば、こんなにうれしいことはありません。そしてもちろん、るるいえ堂の探索者たちのドタバタな活躍も、同じプレイヤーの目線で暖かく見守って、一緒に楽しんでいただけたらとも思っております。

　では、みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。

　またどこかでお会いしましょう。

　イア・イア・ハスター！

内山靖二郎
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名状しがたきイラストを描き続ける今日この頃。
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